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1851年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｼｶﾞｰｳﾞ王｢Alefosio Tamole｣(~1876年)
1851年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾊﾌﾞﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ﾗｼﾞｬ･ｲﾇ｣
1851年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom7世 Muhammad Kamaruddin｣(~1871年)
1851年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~1857年没)
1851年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ摂政｢ｽｱ｣(~1852年没)
1851年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾅﾝ国主(ﾁｬｵ)｢ｱﾅﾝﾀﾖｯﾄ｣(~1891年)
1851年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸをﾀｲが占領(~1856年)
1851年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾁｬｸﾞﾊﾟ･ｻﾝｹﾞ｣(~1852年没)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｻｸﾞﾗﾑｼﾞ2世ﾃﾞｰｳﾞｧｼﾞｰ｣(~18691214没)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾏﾊﾊﾞｰﾄ･ﾊﾝｼﾞｰ2世｣(~18820929没)､摂政｢ｱﾅﾝﾂｨ
  ･ｱﾏﾙﾁｬﾝﾄﾞ･ｳﾞｧｻﾀﾞｳﾞｧ｣(~1858年)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ｲﾝﾄﾞﾗｼﾞｯﾄ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~18790325没)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾜﾙ｢ｼﾞﾂｨﾑｼﾞ｣(~1881年7月没)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾅｲ国ﾗｼﾞｬ(ﾗｼﾞｬ･ｲﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ)｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾃﾞｵ｣(~1876年没)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢Nana Sahib｣(~1857年)
1851年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽの保護国家宣言
1851年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾊﾝ｢`Abd Allah Bek｣(数日間)
1851年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝはｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙに完全に編入
1851年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ﾊｷﾑ･ｶｰﾝ｣｢ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾀﾞｳﾗ｣(~1855年)
1851年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｱﾘ･ｱﾙｳﾗ(簒奪者)｣(~18530629没)
1851年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｻｰﾚ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ･ｹﾞﾌﾞﾚ･ﾒｾﾞｲ｣(5回目~18550211)
1851年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｴﾃﾞﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1853年5月)
1851年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Osman Pasha Said Pasha｣(~1852年)
1851年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Cayetano Urbina y Daoiz｣(~1853年)
1851年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ﾏﾊﾏﾝ･ｹｲｽ･ﾀﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾑ｣⇒｢ﾀﾆﾑﾝ･ﾀﾞﾝ･ｻﾚﾏﾝ･ﾊﾞ
  ｷ･ｼﾞｬﾄｳ｣(2回目~1880年)
1851年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾏﾗﾃﾞｨ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ｶﾂｨﾅ)｢ﾀﾞﾝ･ﾊﾞｽｺｰﾚ･ﾀﾞﾝ･ﾗｳﾀﾞ･ﾗﾌﾞﾗﾝ｣(~1873年)
1851年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱｼﾆｰ(ｼﾞｮｲﾝｳﾞｨﾙ砦)民間司令官｢ｺｹｯﾄ｣(~1853年)
1851年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ第4代総督｢大佐Sir Thomas Gore Browne｣
1851年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ｼｬﾙﾙ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾌｪﾘｼﾃ･ﾏﾙﾀﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾘｴ
  ｰﾙ｣(~1853年)
1851年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ﾊﾞﾗ･ｱﾀﾞﾏ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1854年)
1851年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾊﾞｶ･ｺﾄﾞｩ･ﾋﾞｼﾞ･ﾌｧｺﾝﾃ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1853年)
1851年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ｱﾛｲｽ･ﾀﾞ･ﾛｰﾗ･ｼﾞｪｻﾞｽｷｰ｣(2回目~1852年)
1851年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｸﾅ連合ｴﾐｰﾙ｢ｼﾃﾞｨ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1858年12月没)
1851年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島知事｢Jose Astorga｣(~1856年)
1851年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞｨｱｽ｣(2回目)⇒大統領｢ﾄﾏｽ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ｣(4回目)⇒大
  統領｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙﾑﾃﾞｽ｣⇒大統領｢ｶﾙﾛｽ･ｲｶｻﾞ･ｱﾛｰｽﾞﾒﾅ｣
1851年1月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢Rustum Pasha Jarkas｣(~1852.5)
1851年1月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ﾘｭｽﾃﾑ･ﾊﾟｼｬ･ﾁｪﾙｹｽ｣(~1852年5月)
1851年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ侯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ2世｣
1851年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾏｰﾃｨﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾑﾝｼﾞﾝｶﾞｰ｣Rad(~12.31)
1851年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ侯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世｣(1870年､侯国はﾄﾞｲﾂ帝国の構成国になる~18751208死
  去)
1851年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢Thursday October Christian
   II｣(2期目~12.31)
1851年1月2日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｴﾙ･ｻﾙｳﾞｧﾄﾞﾙと最初の通商条約批准
1851年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｱｷﾚ･ﾍﾞﾃﾞｨｴ｣(~同年)
1851年1月6日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Louis Eugene Maissin｣
1851年1月6日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Jean-Francois Marie Felix Stanislas Vidal 
  de Lingendes｣(~6.29)
1851年1月7日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢権敦仁｣(~7.17)
1851年1月8日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾏｺｰﾘｰ･ﾋｷﾞﾝｿﾝ｣(~1
  8570921)
1851年1月11日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永3年12月10日|<大相撲>嘉永3年11月場所[江戸本所回向院](11.20
  ~10日間)幕内優勝:(東小結)猪王山,7勝0敗2分1休
1851年1月11日-08:00|中国|  ||清･道光30年12月10日|太平天国樹立｡洪秀全指導の拝上帝会､氏の誕生日に広西
  省金田に樹立
1851年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公･11代ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ･ﾌｧｲﾝｽﾞ･ﾍﾟﾗﾑ=ｸﾘﾝﾄﾝ
  ｣
1851年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公･12代ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ･ﾌｧｲﾝｽﾞ･ﾍﾟﾗﾑ=ｸﾘﾝﾄﾝ
  ｣4代公の長男(~18641018死去)
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1851年1月13日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|嘉永3年12月12日|佐賀藩の築地反射炉完成(日本初)
1851年1月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾙﾜｲ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾗﾝｼﾞｮｰ･ｼﾝ｣(~1910年11月没)
1851年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Juan Bravo Murillo｣穏和党(~18521214)
1851年1月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｳﾞｨﾗ･ﾉｳﾞｧ･ﾃﾞ･ｵｳﾚﾝ子爵ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ｼﾞｬﾇｱﾘｵ･
  ﾗﾊﾟ｣(~18550506)
1851年1月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ司令長官｢ｳｨﾚﾑ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｭﾍﾞｰﾙ｣(~18561217)､｢ﾖﾊﾝ･ｱ
  ﾀﾞﾑ･ｴﾝｽﾘﾝ｣(~1852年4月)､｢ｱﾝﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑｽ･ﾔｺﾌﾞｽ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(2度目~185307123)､｢ｱﾝﾄﾞﾘｰｽﾞ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾎﾟﾄｷﾞ
  ｰﾀｰ｣(~18521216)
1851年1月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(3回目~21日)
1851年1月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｱﾘｽﾀ･ﾇｴｽﾞ｣(~18530106)
1851年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｼﾞｮｼｭｱ･ｱﾙｳｨﾝ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1851年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ=ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~18770303死去)
1851年1月20日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国大統領代理｢Antonio Leocadio Guzman Garcia｣(~2.5
  )PL
1851年1月22日-09:00|日本|群馬県吾妻郡東吾妻町|嘉永3年12月21日|上野国の侠客国定忠治､殺傷､賭博､関所破
  りなどの罪で大戸関所で磔となった
1851年1月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼﾞｬｲ･ｾﾝ｣(~19021210没)､摂政｢ﾜｼﾞﾙ･ｺﾞｻｵﾝ｣(~18661012)
1851年2月1日-09:00|日本|  ||嘉永4年|ｼｰﾎﾞﾙﾄ｢大日本陸海図帳｣出版/間宮林蔵が最上徳内のｶﾗﾌﾄ図をはじめて
  公刊
1851年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの作家ﾒｱﾘｰ=ｼｪﾘｰ/｢ﾌﾗﾝｹﾝｼｭﾀｲﾝ｣
1851年2月1日-09:00|日本|  ||嘉永4年1月|<出版>一立斎広重｢東海道風景図会｣及び｢略画光琳風立斎百図｣初編
  ､｢奇特百歌僊｣｢艸筆画譜｣四編
1851年2月1日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永4年1月|<初演>｢蓬莱山嗣曾我｣市村座
1851年2月1日-09:00|日本|福井県小浜市|嘉永4年1月1日|小浜で大火,13町,竃数382焼失
1851年2月1日-08:00|中国|  ||清･咸豐1年1月1日|清･咸豊と改元
1851年2月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬﾝ･ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾚｵﾝ･ﾌｰｺｰ､｢地球の自転｣を証明するため､学者を招待して｢ﾊﾟﾘ天文
  台｣(14区)で｢振り子の実験｣を行う
1851年2月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝｺﾞﾒﾘで南部連合結成｡南部強硬派の指導者ｼﾞｮﾝ･ｶﾙﾌｰﾝ､南部連合暫定大統領に
  就任(02/09)
1851年2月4日-09:00|日本|福岡県北九州市|嘉永4年1月4日|<死去>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原貞謙｣(25
  歳)⇒弟｢小笠原貞嘉｣が継ぐ(⇒安政元(1854)年6月5日､本家小倉藩主｢小笠原忠徴｣の養嗣子となって忠嘉と改
  名)
1851年2月5日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国大統領｢ﾎｾ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾓﾅｶﾞｽ｣(~18550120)PL
1851年2月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《交響曲第3番変ﾎ長調Op.97｢ﾗｲﾝ｣》19591102-120
  9作曲
1851年2月7日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｺﾛﾝﾋﾞｱ･ｶﾀﾙﾍﾅ､地震､死者多数
1851年2月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｰｸﾞﾚｰｳﾞｽﾞ(35)が､ﾆｭｰ･ｻｳｽ･ｳｪｰﾙｽﾞ植民地のﾊﾞｻｰｽﾄで金を発見
1851年2月15日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Louis Isaac Pierre Hilaire Doret｣(~18520808)
1851年2月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第4回)
1851年2月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||逃亡奴隷取締法に反対する黒人運動がﾎﾞｽﾄﾝで発生
1851年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ侯･4代ﾓｲﾗ伯･3代ﾛｰﾄﾞﾝ伯｢ﾎﾟｰﾘﾝ･ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ･ｾﾙﾛ･ﾛｰﾄﾞﾝ=ﾍｲ
  ｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣
1851年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ侯･4代ﾛｰﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｪｲｽﾞﾌｫｰﾄﾞ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ･ﾛ
  ｰﾄﾞﾝ=ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣先代の弟(~18681110死去)
1851年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾘﾝｼﾞｰ=ﾍﾞｽｰﾝ｣
1851年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾛｯﾀｰ･ﾍﾞｽｰﾝ｣(~18940512死去)
1851年2月21日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|嘉永4年1月21日|<死去>大久保忠成(86歳)前下野烏山藩主
1851年2月23日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島州市民知事｢Antonio Halleg｣(2期目~8.2
  1)
1851年2月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃｷｻｽ州で帰属問題を巡ってｸｰﾃﾞﾀｰ発生｡ﾋｭｰｽﾄﾝ知事亡命｡ﾃｷｻｽ共和国に暫定政
  府樹立
1851年2月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ民政･軍事ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾖｾﾞﾌ･b･ｱﾛ･ｶﾘｬﾆｰ･ｶﾘｬﾆ｣(4.1
  8まで代行~5.25)
1851年2月26日-09:00|日本|福岡県福岡市|嘉永4年1月26日|<死去>黒田斉清(57歳)前筑前福岡藩主
1851年3月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Mehmed Sirri Pasha｣(~10月)
1851年3月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱで帝国参議院が新設され､ｷｭｰﾍﾞｯｸ男爵が長官に指名される
1851年3月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｼﾊﾞｳｪｲﾋ･ﾘｰ｣(2回目~10月)
1851年3月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ｷﾛｽ･ｻﾝﾁｪｽ｣(3回目~5.3)
1851年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1851年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾚｽﾀｰ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣先代の弟(~18620907死去)
1851年3月3日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永4年2月|<初演>｢明烏｣[作･三世櫻田治助､曲･清元千歳]中村座
1851年3月4日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|嘉永4年2月2日|<交替>薩摩藩72万8700石｢島津斉興｣隠居⇒長男｢



1860迄(3252件)

  島津斉彬｣が継ぐ(⇒安政5年7月16日(18580824)､死去)
1851年3月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､地理調査局開設
1851年3月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸの物理学者ﾊﾝｽ=ｸﾘｽﾁｬﾝ=ｴﾙｽﾃｯﾄﾞ/73歳(誕生17770814)/電磁気学
  の研究を行った
1851年3月9日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Jose Maria Marques｣(2期目~18530
  320)
1851年3月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢ﾘｺﾞﾚｯﾄ｣》
1851年3月12日-09:00|日本|静岡県浜松市|嘉永4年2月10日|<死去>水野忠邦(58歳､寛政6(1794)0623生)前遠江浜
  松藩主､元老中/天保の改革を行った
1851年3月14日-09:00|日本|愛知県豊田市|嘉永4年2月12日|<死去>三河挙母藩2万石｢内藤政優｣(42歳)⇒養子｢内
  藤政文｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年9月30日､死去)
1851年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｹｯﾍﾟﾙ｣
1851年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄﾏｽ･ｹｯﾍﾟﾙ｣先代の弟(~18910221死去)
1851年3月20日-09:00|日本|  ||嘉永4年2月18日|<死去>桜間青涯(66歳)画家
1851年3月23日-09:00|日本|三重県津市|嘉永4年2月21日|<死去>藤堂高やつ(61歳)前伊勢久居藩主
1851年3月23日-08:00|中国|  ||清･咸豐1年2月21日|清国で､洪秀全が天王を名乗る
1851年3月24日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾊﾞﾚﾄ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍ
  ﾟﾚｲﾗ/ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ/ﾏﾘｱｰﾉ･F･ﾋﾟｱｽ｣(~6.23)
1851年3月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||物理学者のｼﾞｬﾝ･ﾌｰｺｰ(32)が､ﾊﾟﾝﾃｵﾝ宮殿で振り子の公開実験を行なって､地球
  の自転を証明
1851年3月29日-09:00|日本|  ||嘉永4年2月27日|<死去>高橋残夢(77歳)国学者､歌人
1851年3月30日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永4年2月28日|<大相撲>嘉永4年2月場所[江戸本所回向院](5日間)
  幕内優勝:(東前5)雲早山,4勝0敗1分
1851年4月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｳｽｸﾌﾟ･ﾜﾘｽ(総督)兼ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾄｽﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1853年10
  月)
1851年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｸﾞｲﾃﾞｨ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ﾏﾙｺ･ｽｯﾂｨ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1851年4月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｳｪﾝｽﾘｰ･ﾌﾞﾗｯｸｵｰﾙ｣(1回目~1854年)
1851年4月1日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国最高取締役代行｢ﾎｾ･ﾌｽﾄ･ｱﾊﾞｳﾝｻ･ｲ･ﾑﾆｮｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽ｣(
  1回目~5.5)
1851年4月2日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ﾁｬｸﾘｰ王朝国王｢ﾗｰﾏ3世ﾅﾝｸﾗｵ(鄭福)｣63才
1851年4月3日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｬｸﾘｰ王朝国王｢ﾗｰﾏ4世ﾁｮｰﾑｸﾗｵ(ﾓﾝｸｯﾄ/鄭明)｣(~18681001死去63才)
1851年4月6日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||郵便制度がｶﾅﾀﾞの植民地政府へ移管され､均一料金制度を導入
1851年4月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙで刷新派が蜂起を開始
1851年4月9日-09:00|日本|  ||嘉永4年3月8日|問屋再興令､株仲間復活
1851年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ共和国第二共和政首相｢ﾚｵﾝ･ﾌｫｼｪ｣ｵﾙﾚｱﾆｽﾄ(~18511026)
1851年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾜｰｸﾞﾅｰ《歌劇｢ﾛｰｴﾝｸﾞﾘﾝ｣》
1851年4月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||南部連合軍､連邦軍兵士の立てこもるｻﾑﾀｰ要塞に砲撃｡南北戦争開始
1851年4月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢ｻｯﾌｫｰ｣》
1851年4月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾙﾌｨｰﾉ ｴﾁｪﾆｸ･ｲ･ﾍﾞﾅﾍﾞﾝﾃ｣(~18550105)
1851年4月21日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｳ
  ｯﾄﾞﾊｳｽ｣(~1853年)
1851年4月23日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢ｴｽﾊﾟｰﾆｬ侯･ﾗﾒﾌｫｰﾄ男爵Enrique de Espan
  a y Taberner｣(~1852.5)
1851年4月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第18代首相｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾏﾇｴﾙ･ｴ･ﾒﾈｾｽ･ｾｳﾞｪﾘﾑ･ﾃﾞ
  ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(3期目~5.1)
1851年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｺｯﾃﾅﾑ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾍﾟﾋﾟｽ｣
1851年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｺｯﾃﾅﾑ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾟﾋﾟｽ｣(~18630218死去)
1851年4月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ･ﾜｼﾝﾄﾝ～ﾎﾞﾙﾁﾓｱで世界初の電車が開通
1851年5月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｳﾙｷｻはﾛｻｽの辞任を勧告するとともにｴﾝﾄﾚﾘｵｽとｺﾘｴﾝﾃｽの独立を宣言
1851年5月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第19代首相｢ｼﾞｮｱﾝ･ｶﾙﾛｽ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾌﾗﾝｼｽｺ
  ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ｵﾘﾍﾞｲﾗ･ｴ･ﾀﾞｳﾝ｣(3期目~18560606)
1851年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界最初のﾛﾝﾄﾞﾝ万国博覧会が開会(~1015)国際博覧会の始まり/正式名称は｢
  各国産業作品の大博覧会｣[会場]ﾛﾝﾄﾞﾝ･ﾊｲﾄﾞﾊﾟｰｸ公園(ｲｷﾞﾘｽ)[入場者]6,039,195人
1851年5月1日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永4年4月|<初演>三代目瀬川如皐｢勢獅子｣曲･五代目岸澤式佐,振･花
  柳寿輔/江戸中村座
1851年5月3日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾀﾃﾞﾙｶﾞﾀﾞ民政知事｢Felix Borges de Medeiros｣(~1868
  0111)
1851年5月3日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾄﾞｩｴﾆｬｽ･ﾃﾞｨｱｽ｣(~18520130
  )
1851年5月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢W･ｲﾚﾑ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾔｺﾌﾞｽｿﾞｰﾝ｣(3回目)
1851年5月5日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国最高取締役｢ﾎｾ･ﾗｳﾚｱｰﾉ･ﾋﾟﾈﾀﾞ･ｳｶﾞﾙﾃ｣(1回目~8.4)
1851年5月7日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|嘉永4年4月7日|<交替>上野伊勢崎藩2万石｢酒井忠恒｣隠居⇒四男｢酒
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  井忠強｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)6月25日､隠居)
1851年5月9日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢W･ｲﾚﾑ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾔｺﾌﾞｽｿﾞｰﾝ｣(4回目)
1851年5月10日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ総督｢ｴｲﾏﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｯｸ･ﾍﾟﾘｼｴ｣(1回目~12.11)
1851年5月11日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾄｰﾙ･ﾏｸﾞﾚｶﾞｰ卿｣
1851年5月11日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島主席代理｢Richard H. Dyett｣(~
  1852年)
1851年5月12日-09:00|日本|栃木県大田原市|嘉永4年4月12日|<死去>下野大田原藩11400石｢大田原広清｣(22歳)
  ⇒養子｢大田原富清｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年9月2日､死去)
1851年5月13日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｽ｣(2期目~11.14)
1851年5月15日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで､ﾆｭｰ･ｻｳｽｳｪﾙｽﾞ内陸部のﾊﾞｻｰｽﾄ周辺で金鉱脈が発見されたことが
  公表される
1851年5月15日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Albertus Jacobus Duymaer van Twist｣(
  ~18560522)
1851年5月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝ会議で､ﾄﾞｲﾂ連邦体制の復活が決定される/ﾌﾟﾛｲｾﾝとｵｰｽﾄﾘｱの間の秘密
  協定が結ばれる
1851年5月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｴﾘｰ鉄道開通
1851年5月17日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰのﾘﾏとｶﾘｬｵ間に､南米最初の鉄道が開通
1851年5月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ民政･軍事ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｶｰﾙ･ﾎﾞﾛﾒｳｽ･ﾌｭﾙｽﾄ･ｽﾞ･ｼｭｳﾞｧ
  ﾙﾂｪﾝﾍﾞﾙｸ｣(~18580625没)
1851年5月27日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|嘉永4年4月27日|<交替>駿河小島藩1万石｢松平信賢｣隠居⇒養
  子｢松平信進｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年正月24日､51歳で死去)
1851年5月29日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||南米でｱﾙｾﾞﾝﾁﾝのﾛｻｽに対する攻守同盟が成立
1851年5月31日-09:00|日本|長野県諏訪市|嘉永4年5月1日|<死去>諏訪忠恕(52歳)前信濃諏訪藩主
1851年6月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾊｰｸﾞﾚｲｳﾞｽﾞ､ﾃｭｰﾛﾝ川で金の発見/ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞで最も豊かな金鉱
1851年6月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾞﾙﾋﾞﾙﾄの運河会社,正式運行を開始/ﾆｶﾗｸﾞｱ湖畔のﾗ･ﾋﾞﾙｹﾞﾝからｻﾝﾌｱﾝ･ﾃﾞﾙ･ｽ
  ﾙへｼｮｰﾄｶｯﾄするﾙｰﾄ
1851年6月1日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政大臣(ﾍﾗｰﾄ)｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ｱﾘｺｻﾞｲ｣(~18550915
  没)
1851年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｸﾛﾌﾟﾚｲ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣
1851年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣(~18851001死去)
1851年6月2日-09:00|日本|  ||嘉永4年5月3日|江戸深川三十三間堂通矢｢五十間堂百射｣､佐藤乙三郎(10歳)が98
  本(総矢数100中)を記録
1851年6月3日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Antonio de Oliveira Marreca
  ｣(~9.18)
1851年6月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｽﾄｳ『ｱﾝｸﾙ･ﾄﾑｽﾞ･ｷｬﾋﾞﾝ』の連載開始
1851年6月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Nicolau Anastacio de Bettencourt｣(2期目
  ~18520424)
1851年6月6日-09:00|日本|千葉県香取市|嘉永4年5月7日|<死去>下総小見川藩1万石｢内田正道｣(24歳)⇒弟｢内田
  正徳｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年5月20日､死去)
1851年6月7日-09:00|日本|大阪府大阪市|嘉永4年5月8日|<死去>篠崎小竹(71歳)儒学者､能書家
1851年6月11日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢J.N.H.ｸﾞﾛﾌﾞﾗｰ｣
1851年6月12日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Auguste Nicolas Vaillant｣(~1853.7)
1851年6月13日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監｢ﾌｨﾘﾍﾞｰﾙ･ｵｰｷﾞｭｽﾀﾝ･ﾎﾞﾝﾌｨｽ｣(~18531018)
1851年6月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾎｾ･ｼﾞｮｱｷﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾘﾏ｣(~18520908)
1851年6月23日-09:00|日本|熊本県宇土市|嘉永4年5月24日|<交替>肥後宇土藩3万石｢細川行芬｣隠居⇒次男｢細川
  立則｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年1月21日､隠居)
1851年6月27日-09:00|日本|東京都中央区|嘉永4年5月28日|佐久間象山(41歳)､江戸木挽町に移り塾(海舟書屋)
  を経営
1851年6月29日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Octave Pierre Antoine de Chabannes-Curton｣(~1
  8520511)
1851年6月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾚｲｼﾞｱﾝ蒸気船会社(ｵｰｽﾄﾗﾚｲｼﾞﾝ･ｽﾃｨｰﾑ･ﾅｳﾞｨｹﾞｲｼｮﾝ･ｺｳ)､金鉱の交通需
  要にこたえるために設立
1851年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾐｽ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1851年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｽﾐｽ=ｽﾀﾝﾚｰ｣(~18691023死去)
1851年7月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||最初の巨大金塊the Kerr Hundredが､ﾊﾞｻｰｽﾄの北80ｷﾛのﾙｲｽ･ｸﾘｰｸで発見
1851年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ13世｣
1851年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ｹﾗﾗｳﾞｧﾙﾏ4世｣(~1853年2月
  没)
1851年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑﾀﾘﾌﾞ･ﾌﾞﾝ･ｶﾞﾘﾌﾞ｣(2度目~18560106)
1851年7月-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾏｺﾛﾛ酋長(ﾓﾚｰﾅ)｢ﾑﾏ･ﾓﾄｼｻﾈ｣(~?)⇒｢ｾｹﾚﾄｩ｣(~1863年6月没)
1851年7月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<分割>ｳﾞｨｸﾄﾘｱ植民地がﾆｭｰ･ｻｳｽｳｪﾙｽﾞから分離
1851年7月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾄﾏｽ･ﾋﾟｰﾀｰｽﾞ､ﾊﾞﾗﾗｯﾄの北方65km地点ﾊﾞｰｶｰの牧場で金を発見
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1851年7月5日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｴｽﾞﾓﾝﾄﾞ､ｳﾞｨｸﾄﾘｱのｸﾙｰﾝｽﾞでの金の発見を公開
1851年7月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾖﾊﾈｽ･ｸﾘｽﾄｯﾌｪﾙ･ｽﾃｲﾝ｣
1851年7月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの発明家･画家･写真家ﾙｲ･ﾀﾞｹﾞｰﾙ(17891118～)｢ﾀﾞｹﾞﾚｵﾀｲﾌﾟ｣の開発
1851年7月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｸﾞﾘ国統治者(ﾗｵ)｢ﾄﾞｩﾝﾃﾞｨ･ﾗｵ ﾁﾝﾀﾏﾝ･ﾗｵ･ﾀﾃｨｱ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~19011212没)
1851年7月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金興根｣(~18520505)
1851年7月18日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾄｰﾏｽ･ｺﾞｱ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(~18561010)
1851年7月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|嘉永4年6月20日|<死去>9代鴻池善右衛門(46歳)豪商
1851年7月24日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国最高長官(⇒18520717暫定大統領⇒18520906大統領)｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ
  ･ｳﾙﾋﾞﾅ｣(~18561015)
1851年7月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｵﾚｺﾞﾝで金が見つかる
1851年7月25日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清･咸豊1年6月27日;ﾛｼｱ暦7月13日|清とﾛｼｱの間に17条のｲﾘ通商条約が結ば
  れる
1851年7月26日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾌﾟﾗﾄﾝ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ﾛｶｿﾌｽｷｰ｣(2回目~12.17)
1851年7月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾞｰｼﾞﾆｱに侵入した北軍､南軍の抵抗により敗退(第一次ﾏﾅｻｽの戦い)
1851年8月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾚｰｶﾞﾝ､ﾊﾞﾗﾗｯﾄのｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ･ﾎﾟｲﾝﾄで金を発見
1851年8月5日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ最高取締役｢ﾎｾ･ﾌｽﾄ･ｱﾊﾞｳﾝｻ･ｲ･ﾑﾆｮｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽ｣(2回目~11.11)
1851年8月6日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ最高取締役代行｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞﾙ･ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ｣(~12日)
1851年8月6日-09:00|日本|長野県上田市|嘉永4年7月10日|<死去>松平忠学(64歳)前信濃上田藩主
1851年8月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣
1851年8月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~18720516没)
1851年8月11日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞﾝﾋﾞｱ総督代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ｣(1回目~18520312)
1851年8月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾛﾍﾟｽの部隊,ｽﾍﾟｲﾝ軍の待ち伏せに遭い壊滅
1851年8月12日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国最高取締役代行｢ﾖｾﾌ･ｵﾌﾞ･ﾍｽｽ･ｱﾙﾌｧﾛ｣(~11.2)
1851年8月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝのｱｲｻﾞｯｸ･ｼﾝｶﾞｰ(40)が､実用ﾐｼﾝの特許を取得､I.M.Singer社(以下､ｼﾝｶﾞｰ
  )を創立
1851年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾒﾙﾌｨで地震(M6.3)死者1000人
1851年8月22日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島州市民知事｢Francisco Gonzalez Ferro｣
  (~18520425)
1851年8月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｽｸｰﾅｰ船ｱﾒﾘｶ号が､ﾜｲﾄ島一周ﾚｰｽで優勝する/この後､この優勝杯はｱﾒﾘｶﾝ
  ｽﾞ･ｶｯﾌﾟと呼ばれることになる
1851年8月22日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|嘉永4年7月26日|<死去>下野宇都宮藩77000石(老中)｢戸田忠温｣(48
  歳)元寺社奉行･老中⇒家督を三男｢戸田忠明｣が継ぐ(⇒安政3(1856)年6月2日､死去)
1851年8月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで同盟議会による基本法の正式廃棄
1851年8月23日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌｫﾙﾄｩﾅｰﾄ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾊﾞﾚｲﾛｽ｣(~18541203)
1851年8月26日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾙｼﾞｵ･ﾃﾞ･ｼｬｰ｣(~18530219)
1851年8月27日-09:00|日本|  ||嘉永4年8月|<出版>葛飾為斎｢興歌手向花｣
1851年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Osman Nuri Pasha｣(~1852.11)
1851年9月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||内戦/当初,ﾎｾ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰ･ﾑﾆｮｽ将軍の率いる自由党軍が優勢.まもなくﾎﾝｼﾞｭﾗｽ政府
  軍の支援を得た保守党軍が盛り返す
1851年9月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第5回)
1851年9月6日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ軍は国境を突破しｳﾙｸﾞｧｲに侵攻/ｳﾙｷｻ軍もﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵに向かう
1851年9月10日-09:00|日本|  ||嘉永4年8月15日|<死去>初代藤間勘右衛門(39歳)振付家､舞踊家
1851年9月12日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<辞任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国大統領｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾉﾎﾞｱ｣
1851年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾄﾞﾅｳﾓｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾋｰﾘｰ=ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣
1851年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾄﾞﾅｳﾓｱ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾋｰﾘｰ=ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(~18660222死去)
1851年9月15日-09:00|日本|東京都|嘉永4年8月20日|<死去>12代市村羽左衛門(40歳)歌舞伎役者
1851年9月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ政府と平原ｲﾝﾃﾞｨｱﾝがﾌｫｰﾄ･ﾗﾗﾐｰ条約を締結
1851年9月18日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾘｱﾝ･ﾓﾝﾄ･ﾄｰﾚｽ｣(~18610918)
1851年9月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||｢ﾆｭｰﾖｰｸ･ﾃﾞｲﾘｰ･ﾆｭｰｽﾞ(1857ﾆｭｰﾖｰｸ･ﾀｲﾑｽﾞに改名)｣創刊
1851年9月19日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Antonio Marcelino da Victo
  ria｣(~18520424)
1851年9月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連邦最高議長｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ･ｲ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃ
  ﾞ･ｵｿﾙﾆｵ｣(~18520203)
1851年9月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｹﾍﾞｯｸが連合ｶﾅﾀﾞの首都になる
1851年9月25日-08:00|中国|  |||清で､太平軍が永安州城を占領
1851年9月25日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永4年9月|<初演>｢源氏模様娘雛形｣(原作｢田舎源氏｣)､市村座
1851年9月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾄﾞｩ･ｷｼｮｰﾙ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｰﾀ｣(~1889年)
1851年10月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Bonaparta Mustafa Pasha｣(~1852.5死去)
1851年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ｻﾞﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1852年6月)
1851年10月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣代行｢ｱﾚｸｻ･ﾔﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣(2度目⇒18520422､首席大臣~185
  20925)
1851年10月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾋﾞﾗﾝ･ﾜｰﾝ｣(7回目~1852年10月)



1860迄(3252件)

1851年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝがｲｷﾞﾘｽと奴隷売買禁止協定を調印
1851年10月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｳﾙｸﾞｱｲとﾌﾞﾗｼﾞﾙ,5つの条約を締結/さらにｳﾙｸﾞｱｲはｸｱﾚｲﾑ河以北の18万
  平方ｷﾛの土地について領有権を放棄
1851年10月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||横断鉄道,ｶﾘﾌﾞ側のﾘﾓﾝ湾から13ｷﾛ内陸に進みﾁｬｸﾞﾚｽ河畔のｶﾞﾂﾝに達する
1851年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾄﾞﾒﾆｯｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾞﾙﾄﾛｯﾃｨ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾟﾗ｣
1851年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｾｼﾙ･ｺｰﾌﾟ･ｼﾞｪﾝｷﾝｿﾝ｣
1851年10月4日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｳﾙｷｻ,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを包囲するｵﾘべ軍を駆逐/ｺﾛﾗﾄﾞ党のﾎｱｷﾝ･ｽｱﾚｽが全権を掌握
1851年10月5日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|嘉永4年9月11日|<死去>安房勝山藩12000石｢酒井忠嗣｣(57歳)
  ⇒次男｢酒井忠一｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年11月13日､死去)
1851年10月7日-09:00|日本|岡山県岡山市|嘉永4年9月13日|<死去>木下利徽(66歳)前備中足守藩主
1851年10月8日-09:00|日本|  ||嘉永4年9月14日|<死去>2代本松斎一鯨(不明)華道家
1851年10月12日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱ､地震M6.6､死者2千
1851年10月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋｭｰｷﾞﾙ･ｷｯﾁﾝ｣(~18550601)
1851年10月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｼﾞｮﾝ･ﾋﾙ｣(1回目~18530607)
1851年10月17日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱ･ﾍﾞﾗﾄで地震､死者400
1851年10月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国作家ﾊｰﾏﾝ･ﾒﾙｳﾞｨﾙの長編小説｢白鯨｣刊行
1851年10月18日-09:00|日本|青森県黒石市|嘉永4年9月24日|<交替>黒石藩1万石｢津軽承保｣(31歳)⇒養子｢津軽
  承叙｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年8月13日､版籍奉還)
1851年10月19日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<死去>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾍﾟﾀﾙ2世｣
1851年10月20日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公摂政｢ﾍﾟﾛ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾆｪｺﾞｼｭ｣(~18520101)
1851年10月22日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州暫定総督｢ﾎｱｷﾝ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾏｾﾞﾗﾝ｣(~18540424没
  )
1851年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのW･ﾗｯｾﾙが天王星の衛星ｱﾘｴﾙとｳﾝﾌﾞﾘｴﾙを発見
1851年10月27日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾘｰﾄﾞ｣(~1858年)
1851年10月28日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾋﾝｸｽ(ｶﾅﾀﾞ西部)｣｢ｵｰｶﾞｽﾃｨﾝ･ﾉｰﾊ
  ﾞｰﾄ･ﾓｰﾘﾝ(1回目/ｶﾅﾀﾞ東部)｣(~18540911)
1851年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ協会が創立
1851年11月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜとﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ間で鉄道が開通
1851年11月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ｺﾝﾔﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾅﾐｸ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1852年)
1851年11月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾌﾟﾝﾀ･ｱﾚﾅｽでﾎｾ･ｶﾝﾋﾞｱｿ中尉の反乱/有力者を処刑した後,略奪･放火し逃亡するが,ｱﾙ
  ｾﾞﾝﾁﾝで捕らえられ処刑
1851年11月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Jean-Baptiste Honore Chaumont｣(~26
  日)
1851年11月2日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国最高取締役｢ﾎｾ･ﾗｳﾚｱｰﾉ･ﾋﾟﾈﾀﾞ･ｳｶﾞﾙﾃ｣(2回目~18530
  401)
1851年11月4日-09:00|日本|東京都|嘉永4年10月11日|<死去>12代中村勘三郎(52歳)歌舞伎役者
1851年11月6日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<就任>ｸﾞｱﾃﾏﾗ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾗﾌｧｴﾙ･ｶﾚﾗ･ﾄｩﾙｼｵｽ｣(2回目~18650414病死)
1851年11月11日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国首都をﾏﾅｸﾞｱに移転
1851年11月13日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｱｶ･ｶｰﾝ･ﾇｰﾘ｣(~18580830)
1851年11月14日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･Reid卿｣(~18580430死去)
1851年11月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの作家ﾒﾙｳﾞｨﾙが｢白鯨｣を刊
1851年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾉｰﾌｧｰ国王兼ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣80歳(誕生17710605)
1851年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾉｰﾌｧｰ国王兼ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｹﾞｵﾙｸ5世｣ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄの息子(~18660920､
  ﾊﾉｰﾌｧｰはﾌﾟﾛｲｾﾝに占領･併合されて王位を失った~18780612死去59歳)
1851年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ=ﾃｳﾞｨｵｯﾄﾃﾞｲﾙ公｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣
1851年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ=ﾃｳﾞｨｵｯﾄﾃﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ｣(~18780612死去)
1851年11月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｻﾝ･ｼﾞｬｼﾝﾄ｣(2150t,ﾆｭｰ･ﾖｰｸ海軍工廠で建造)
1851年11月18日-09:00|日本|山形県天童市|嘉永4年10月25日|<加増>出羽国天童藩2万石｢織田信学｣⇒23153石(
  ⇒慶応4(1868)年3月19日､隠居)
1851年11月26日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Tranquille Aubry-Bailleul｣(~18531212)
1851年11月26日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永4年11月4日|<大相撲>嘉永4年11月場所[江戸本所回向院](11.21
  ~10日間)幕内優勝:(西前6)六ｯヶ峰,7勝1敗1分1休
1851年11月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｽｳﾞｧｰﾙ･ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢Wｲﾚﾑ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾔｺﾌﾞｽｿﾞｰﾝ｣(第5回~
  29日)
1851年11月28日-09:00|日本|東京都|嘉永4年11月6日|<死去>大西椿年(60歳)画家
1851年11月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｨﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ｽﾗｼﾞ2世｣(~1918年没)
1851年12月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾘﾏ=ｶﾘｬｵ間に南米初の鉄道開通
1851年12月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢ﾛﾏﾝ･ﾙｲ･ﾏﾘｰ･ﾏﾗｼｽ｣(2回目~1852年)
1851年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾙｲ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝ大統領のｸｰﾃﾞﾀｰ､第二共和制の崩壊､立法議会の解散と普通選
  挙の復活を宣言
1851年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1851年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~18760814死去)
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1851年12月11日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ総督｢ﾗﾝﾄﾞﾝ伯爵ｼﾞｬｯｸ･ﾙｲ･ｾｻﾞｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ｣(~1
  8580831)
1851年12月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Federico Roncali[穏和党](~18530414)
1851年12月18日-08:00|中国|  |||中国の貴州でﾐｬｵ族の反乱が拡大
1851年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの風景画家ﾀｰﾅｰ/76歳(誕生17750423)
1851年12月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｲｻﾍﾞﾙ｣ｲｻﾍﾞﾙ2世の長女(~185711
  28~19310423死去)
1851年12月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､国民投票でﾙｲ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝのｸｰﾃﾞﾀｰを承認
1851年12月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱで大晦日勅書､欽定憲法を廃止し新絶対主義政策へ
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗﾊﾞﾇ･ｼｪｶｰﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1858年)
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｽﾀﾞﾝ国統治者(ﾊﾁｬｰﾙ)｢ｱﾗ･ﾁｪﾗ･ﾊﾁｬｰﾙ･ｼｭﾘ･ｳﾞｧｲﾄﾞｩﾙ･ｵﾀﾞ｣(~19040129没)
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱｸﾍﾗｼﾞ4世ﾊﾞｰﾌﾞｼﾑｼﾞｰ｣(~1854年没)
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾟﾊﾄﾞｼﾝｼﾞ･ｸﾞﾗﾌﾞｼﾝｼﾞ｣(~1859年没)
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｲﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｸﾞﾋﾞﾙ･ｼﾝ｣(~1869年)
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗｰｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾀﾞﾘﾙ･ｼﾝ｣(~1867年6月没)
1852年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国をｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞが管理(~1857年)
1852年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Abdulla Beg｣(~1853年)
1852年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<退位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾀﾞｰﾔｰﾙ･ﾊﾝ｣逃亡
1852年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｷﾞﾙｷﾞｯﾄをﾁﾄﾗﾙが占領(~1860年)
1852年-04:00|UAE|  |||<死去>ﾄﾞﾊﾞｲ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Maktum1世 ibn Bati ibn Suhayl｣
1852年-04:00|UAE|  |||<就任>ﾄﾞﾊﾞｲ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Said1世 ibn Bati｣(~1859年死去)
1852年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ王｢Olimi5世 Rwakabale｣
1852年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1854年)
1852年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ王｢Kyebambe4世 Kamurasi｣(~1869年死去)
1852年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢Ahmad ibn Ahmad al-Haymi｣(~1857年)
1852年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾝｽﾞﾜﾆ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲﾃﾞｨ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ﾋﾞﾝ･ｻﾘﾑ｣(~18910202没)
1852年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||ｱﾝﾄﾞﾙﾅがﾏﾖｯﾄ保護領に追加された
1852年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Izzet Mehmed Pasha｣(~同年)
1852年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国摂政｢ﾝﾃﾞｨｳﾞｧﾘｴ｣
1852年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾑｳｪｼﾞ4世｣(~19080821死去)
1852年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｸﾜﾝﾃﾞのﾊﾞﾘﾊﾞ国支配者｢ﾌﾞｸ･ﾔ･ﾀﾞﾘ･ｷﾞﾆﾑ･ｼｸ｣
1852年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｻﾝﾃﾞｨﾛ統治者｢ｻﾋﾞ･ﾀﾞｸﾞﾊﾞﾗ･ｻﾝﾃﾞｨﾛｷﾞ｣
1852年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾎﾟｰﾙ｣ｱﾝﾘの弟(~同年死去)
1852年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｸﾜﾝﾃﾞのﾊﾞﾘﾊﾞ国支配者｢ｳｫﾝｸﾙ･ﾀﾌﾞｺ｣(~1883年没)
1852年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ｶﾃﾞｨｰﾙ3世｣(~同年)⇒｢ｽﾚｲﾏﾝ4世｣(~1854年)
1852年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｸｱｳｫ･ｱﾃﾞ･ﾇﾃﾍﾟ｣
1852年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ(ﾋﾞｻｳ配下)総督｢ｵﾉﾘｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(3回目~1854年)
1852年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ﾘﾊﾞﾆｵ･ｴｳﾞｧﾝｼﾞｪﾘｽﾀ･ﾄﾞｽ･ｻﾝﾄｽ｣⇒｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾛﾎﾞ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾗ｣
  (~1853年)
1852年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾏﾄﾞｩ･ｱﾏﾃﾞｨ･ﾏｸﾝﾊﾞ･ｼ｣(~1853年9月)
1852年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島主席｢John Cornell Chads｣(~18540228
  死去)
1852年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾄﾏｽ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ｣(5回目)⇒｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾟﾗﾅｽ｣⇒｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｱﾙｾ･ﾏﾀ｣(1回目)
  ⇒｢ｻﾙﾊﾞﾄﾞｰﾙ･ｶﾏﾁｮ･ﾛﾙﾀﾞﾝ｣(~1853年)
1852年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝｶﾞﾙﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾑﾝｼ･ｻﾌﾀﾞﾙ･ﾌｻｲﾝ｣(~1857年)
1852年1月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||Lambert提督,ﾗﾝｸﾞｰﾝ港を封鎖しﾋﾞﾙﾏ国王の御用船を掌捕
1852年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ｼﾞｮﾅｽ･ﾌﾗｰ｣Rad(2期目~12.31)
1852年1月1日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾀﾞﾆｰﾛ2世｣(⇒3.13ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ公ﾀﾞﾆｰﾛ1世~18600813)
1852年1月1日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗｺﾞｽの首長がｲｷﾞﾘｽと奴隷貿易廃止協定を締結
1852年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･Blatchly Quintal｣(~
  12.31)
1852年1月12日-09:00|日本|京都府京都市|嘉永4年12月21日|<就任>京都所司代｢脇坂安宅｣(⇒1857(安政4年8月1
  1日))
1852年1月12日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永4年12月21日|<就任>老中｢内藤信親｣(~文久2年5月26日)
1852年1月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､大統領の権限を強化し､任期を10年とする新憲法が発布される
1852年1月16日-09:00|日本|香川県高松市|嘉永4年12月25日|高松城下,下町･福田町より出火.50軒焼失
1852年1月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｻﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｧｰ協定に調印/南ｱﾌﾘｶのﾎﾞｰｱ人の国家南ｱﾌﾘｶ共和国(ﾄﾗﾝｽﾊ
  ﾞｰﾙ共和国)が独立
1852年1月20日-09:00|日本|東京都|嘉永4年12月29日|<死去>阿武松緑之助･阿部松親方(相撲/6代横綱)[1791年
  生～](享年60)
1852年1月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺ州Paudalhoで,Marimbondosの反乱が発生
1852年1月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾗｳﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(5期目~3.5)
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1852年1月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌﾞﾙｰﾒ｣(1回目~18530421)
1852年1月28日-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾀﾞﾑﾁｮ･ﾙﾝﾄﾞﾗｯﾌﾟ｣(~1856年)
1852年1月30日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ･ｲ･ﾌｺﾞﾝ｣(1回目~2.
  1)
1852年2月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでｴﾙﾐﾀｰｼﾞｭ博物館が公開
1852年2月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽとのあいだにｻﾝ･ﾆｺﾗｽ協定.｢ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連合｣成立
1852年2月1日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾞﾆﾝ湾(ﾅｲｼﾞｪﾘｱ南西部)をｲｷﾞﾘｽ保護領宣言
1852年2月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾄﾞｩｴﾅｽ･ﾃﾞｨｱｽ｣(2回目~1854
  0201)
1852年2月1日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾞﾒｽ･ｲ･ｱﾙｹﾞﾚｽ｣(~3.1)
1852年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾃﾞｭﾏ(28)の｢椿姫｣がﾊﾟﾘのｳﾞｫｰﾄﾞｳﾞｨﾙ座で上演される
1852年2月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝのﾌﾘｰｽﾄﾘｰﾄに世界初の男性用公衆ﾄｲﾚができる/王立芸術協会が設置し運
  営にあたる有料ﾄｲﾚ.ｳｴｲﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑと呼ばれる/用を足すだけで2ﾍﾟﾝｽ､手を洗い服にﾌﾞﾗｼをかけると2～3ﾍﾟﾝｽ
1852年2月2日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾛｻｽの首都駐留部隊,ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ西方10ｷﾛのｶｾﾛｽ高地に陣取り,ｳﾙｷｻ軍を迎え撃
  つ/午後1時までにﾛｻｽ軍は殲滅/戦死者は自由軍400人,ﾛｻｽの軍1200人/大戦争終結/ｺﾛﾗﾄﾞ=ｳﾙｷｻ合同軍により,ｵ
  ﾘﾍﾞ派勢力はｳﾙｸﾞｱｲから全面排除
1852年2月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ暫定総督｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾛﾍﾟｽ･ｲ･ﾌﾟﾚｰﾝｽﾞ｣(~4.6)
1852年2月10日-09:00|日本|  ||嘉永5年1月21日|<死去>5代鶴屋南北(57歳)歌舞伎役者､歌舞伎作者
1852年2月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢J.J.P.ﾌﾟﾘﾝｽﾛｰ｣(第3回)
1852年2月14日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｴﾙﾝｽﾄ･ｸﾙｰｶﾞｰ｣(第2回)
1852年2月16日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領代理｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾞﾛ｣国民党(1期目~3.1)
1852年2月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第1番変ﾎ長調》18400700作曲
1852年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで新聞の事前許可制が法制化される
1852年2月18日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Jose Alvarez de las Asturias Bohorquez y Bel
  vis de Moncada｣
1852年2月18日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾗ･ｺﾞﾒﾗ島とｴﾙ･ｲｴﾛ島はｽﾍﾟｲﾝ王領ﾃﾈﾘﾌｪ島の一部に組み込まれる
1852年2月20日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永5年2月|<大相撲>嘉永5年2月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内
  優勝:(東前7)雲竜,8勝0敗1分1休
1852年2月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｳﾞｨﾎﾞｰｼﾞ2世ﾗﾝﾏﾙｼﾞｰ｣(~18950428没)
1852年2月22日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ｸﾁｬﾝで地震M5.8､死者2千
1852年2月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|嘉永5年2月3日|<大坂嘉永5年2月の大火｢中船場焼｣>夜九つ時(午前0
  時頃)大坂の中心街,中船場の堺筋唐物町の南へ3軒目の木綿問屋から出火,東南へと延焼/唐物町の南側から北
  久太郎町一丁目,久太郎丁,久宝寺町,南久宝寺町,ほうきや丁,東堀伝馬町まで焼失し朝四つ時(10時頃)鎮火/
  町家1030軒,土蔵5か所,空き家58軒焼失
1852年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第33代首相｢第14代ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯爵ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾐｽ=ｽﾀﾝﾘｰ｣保守
  党(1期目~12.19)
1852年2月24日-09:00|日本|  ||嘉永5年2月5日|<死去>宮沢雲山(72歳)漢詩人
1852年2月26日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍の兵員とその家族を載せた軍隊輸送船(蒸気船)｢ﾊﾞｰｹﾝﾍｯﾄﾞ｣
  が南ｱﾌﾘｶ西ｹｰﾌﾟ州の港からの出港直後､岩に衝突し沈没.約450人が死亡
1852年2月29日-09:00|日本|福島県会津若松市|嘉永5年2月10日|<死去>陸奥会津藩23万石｢松平容敬｣(50歳⇒閏2
  月25日､甥｢松平容保｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年2月4日､隠居)
1852年3月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾋﾛ｣国民党(~185309254)
1852年3月1日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ﾌｨﾘｯﾎﾟｽ･ﾄﾞ･ｶﾝﾀｰ｣(4回目(~6.14)
1852年3月1日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾊﾞｰﾆｬｽ･ﾌｨｱﾛｽ｣(~185510
  18)
1852年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第14代大統領｢ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾋﾟｱｰｽ｣民主党(~18570303)
1852年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月23日|ｺﾞｰｺﾞﾘが錯乱状態から断食に入り､死去/42歳(誕生:18090401)ﾛｼｱ
  の作家
1852年3月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾚｼｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~8.6)
1852年3月6日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|嘉永5年2月16日|<交替>豊後森藩12500石｢久留島通明｣隠居⇒叔
  父｢久留島通胤｣が継ぐ(⇒安政6年11月30日(18591223)､死去)
1852年3月7日-09:00|日本|東京都|嘉永5年2月17日|<死去>4代中村歌右衛門(55歳)歌舞伎役者
1852年3月8日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｳﾞｪﾘｴﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ(~9.14)
1852年3月10日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｴｸﾞﾘﾝﾄﾝ伯爵ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ｣(1回目~1
  8530106)
1852年3月12日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞﾝﾋﾞｱ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｲﾌﾞｽ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ卿｣(2回目~8.18
  )
1852年3月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼｭｰﾏﾝ《劇音楽｢ﾏﾝﾌﾚｯﾄﾞ｣Op.115》
1852年3月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(6度目~20日)
1852年3月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領西部ｶﾅﾘﾔ諸島副知事｢Jose Joaquin Monteverde｣(
  ~18540303)
1852年3月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領東部ｶﾅﾘｱ諸島副知事｢ｿﾒﾙｴﾛﾂﾞ候Rafael de Muro y



1860迄(3252件)

   Colmenares｣(~18540303)
1852年3月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾅﾘｱ諸島は､東部ｶﾅﾘｱ諸島と西部ｶﾅﾘｱ諸島の2つの政権に分かれる(
  ~18540303)
1852年3月18日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Ma`i hara Te ma ri`i Ari`i peu｣ vahine｣(~1854
  0626)
1852年3月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾘｴｯﾄ･ﾋﾞｰﾁｬｰ･ｽﾄｳ『ｱﾝｸﾙ･ﾄﾑの小屋』出版
1852年3月22日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞ･ﾊﾞｸﾙ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑﾅﾝ｣
1852年3月22日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ3世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞﾊﾞｸﾙ｣(~1866年)
1852年3月23日-09:00|日本|愛媛県大洲市|嘉永5年閏2月3日|新谷藩御屋敷奥より出火､長屋家中屋敷など焼失
1852年3月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾞﾚｰﾙ兄弟がﾊﾟﾘ不動産銀行を設立
1852年3月31日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｷｬｽｶｰﾄ｣(~18540526)
1852年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||英軍,ﾊﾝﾀｰﾜﾃﾞｨ-,ｼﾘｱﾑ,ﾏﾙﾀﾊﾞﾝ,ﾊﾞｾｲﾝ各港を占儀/第2次英緬戦争開始
1852年4月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||国土の3分の1におよぶ地域を｢ﾓｽｷﾃｨｱ王国｣の領土とし,実効支配を認める
1852年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾋﾟﾘﾋﾟ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾘｷﾞ｣
1852年4月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾞｯﾊ｣(~11日)
1852年4月5日-08:00|中国|  ||清･咸豐2年2月16日|太平天国が､清軍の包囲陣を突破して北上
1852年4月6日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>外交を委託されたｴﾝﾄﾚ･ﾘｵｽ総督｢ﾌｽﾄ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｳﾙｷｰｻﾞ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ｣(~6.1)
1852年4月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｶｰﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞｵｰﾙｼｬｳｴﾝｼｭﾀｲﾝ｣(~18590517
  )
1852年4月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ﾐﾊｲﾙ･ｲｳﾞｧｰﾉｳﾞｨﾁ･ｸﾞﾘﾝｶ《ｽﾍﾟｲﾝ序曲第2番｢ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞの夏の夜の思い出｣》
1852年4月16日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾊﾞﾚﾝﾃｨﾝ･ｶﾆｪｰﾄﾞ･ｲ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~1
  8531203)
1852年4月16日-09:00|日本|山口県下関市|嘉永5年閏2月27日|<死去>長門長府藩5万石｢毛利元運｣(36歳)⇒甥｢毛
  利元周｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年3月5日､隠居)
1852年4月19日-09:00|日本|  ||嘉永5年3月|<出版>一勇斎国芳｢橋本屋白糸の像｣
1852年4月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|嘉永5年3月5日|<交替>三河奥殿藩16000石｢松平乗利｣隠居⇒長男｢松
  平乗謨｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年9月11日､信濃田野口藩16000石へ藩庁移転)
1852年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣
1852年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣(~18560122死去)
1852年4月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Nicolau Anastacio de Bette
  ncourt｣PR(4期目~18570819)
1852年4月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Luis Teixeira de Sampaio｣(~18570814)
1852年4月25日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Antonio Ordonez Villanueva｣
  (~6.14)
1852年4月27日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾘﾍﾞﾘｱ共和国がﾌﾗﾝｽによって承認された
1852年4月30日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1852/4/18|ﾛｼｱのﾋﾟｱﾆｽﾄで作曲家のｱﾝﾄﾝ･ﾙﾋﾞﾝｼﾃｲﾝのｵﾍﾟﾗ｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣
  がｻﾝｸﾄ･ﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸで初演
1852年4月30日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢James Frederick Love卿｣(~18
  570131)
1852年5月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Bonaparta Mustafa Pasha｣
1852年5月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢Isma'il Haqqi Pasha abu Jabal｣(~1853年)
1852年5月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊｯｷ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾌﾞ･ｼﾞｬﾊﾞﾙ｣(~1853年)
1852年5月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Kurt Mehmed Pasha｣(~1856.5)
1852年5月-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢Louis Frazer｣(~18530721)
1852年5月1日-09:00|日本|奈良県桜井市|嘉永5年3月13日|<交替>大和芝村藩1万石｢織田長恭｣隠居⇒養子｢織田
  長易｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1852年5月4日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Eusebio de Calonge y Fenolle
  t｣(~12月)
1852年5月4日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Fernando de Norzagaray y Escudero｣(~1
  8550130)
1852年5月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(7回目)
1852年5月5日-09:00|日本|岐阜県大垣市|嘉永5年3月17日|<死去>戸田氏宥(73歳)前美濃大垣新田藩主
1852年5月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾃｵﾄﾞﾛｽ･ｽﾊﾟｲｽ｣
1852年5月7日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢C.ｳﾞｨﾙｼﾞｮｰﾝ｣
1852年5月7日-09:00|日本|東京都江東区|嘉永5年3月19日|深川三十三間堂で鶴田辰五郎(21歳)の通し矢あり｡総
  矢数140,005本の内､通し矢5,383本
1852年5月8日-09:00|日本|大分県大分市|嘉永5年3月20日|死去>松平近訓(54歳)元豊後府内藩主
1852年5月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  ||ﾛｼｱ暦4月26日|ﾃﾞﾝﾏｰｸなどの安全保障に関して､ｲｷ
  ﾞﾘｽ､ﾛｼｱ､ｵｰｽﾄﾘｱ､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝがﾛﾝﾄﾞﾝ議定書に調印
1852年5月11日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｲﾀﾎﾞﾗｲ子爵ﾎｱｷﾝ･ﾎｾ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾄｰﾚｽ
  ｣(2回目~18530906)
1852年5月11日 09:00|日本|福井県越前市|嘉永5年3月23日|<越前府中(越前市)嘉永5年の大火>暮れ六つ過ぎ(18
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  時過ぎごろ)､内西裏庚申町上の端の農家岩佐屋甚助方から出火､翌日朝五つ(8時ごろ)鎮火/町家全焼1365軒､
  半焼72軒､土蔵全焼409棟､半焼74棟,藩士屋敷7軒､寺27か所､堂14か所､塔頭2か所､神社5か所､平出村32軒を焼
  失.3人死亡
1852年5月12日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Joseph Napoleon Sarda-Garriga｣(~18530225)
1852年5月12日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|嘉永5年3月24日|<交替>河内狭山藩11000石｢北条氏久｣隠居⇒養
  子｢北条氏燕｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年10月21日､隠居)
1852年5月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝ｣(1370t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠で建造)
1852年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾏﾝ｣爵位廃絶
1852年5月21日-08:00|中国|  ||清･咸豐2年4月3日|清の浙江の奉北県などで抗糧暴動が発生
1852年6月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾗﾌﾏﾝ･ｻﾐ･ﾊﾟｼｬ｣(~1855年)
1852年6月1日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国総督･司令官代行｢ﾗｻﾞﾛ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾏﾐｭﾗ｣(~1859年8月)
1852年6月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連邦大統領｢ﾌｽﾄ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｳﾙｷｰｻﾞ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ｣(18540305まで臨時
  理事~18600305)
1852年6月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第8回~25日)
1852年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･咸豐2年4月19日|清国とｲｷﾞﾘｽの間に､厦門の敷地交換協定が調印され
  る/ｲｷﾞﾘｽ租界が設置される
1852年6月7日-04:00|日本|長崎県長崎市|嘉永5年4月20日|暁､長崎本石灰町八五郎宅の灰を入れる樽小屋の残り
  火より出火.長崎村小島郷に延焼し611戸が焼失
1852年6月8日 13:00|日本|大阪府大阪市|嘉永5年4月21日|<大坂嘉永5年4月の大火｢道頓堀焼｣>夜の四つ時(22時
  ごろ)､大坂の繁華街で芝居小屋が建ち並ぶ道頓堀南の芝居町あたりから出火,伏見町､自安寺町､千日前あたり
  は残らず焼失､蛭子橋から法善寺､竹林寺､元京橋町､相生町まで焼け,翌朝四つ(10時ごろ)鎮火/家屋1500軒､土
  蔵3か所､空き家62軒が焼失
1852年6月10日-09:00|日本|埼玉県飯能市|嘉永5年4月23日|医師伊古田純道が､帝王切開の手術を行う
1852年6月13日-09:00|日本|大分県佐伯市|嘉永5年4月26日|<死去>毛利高翰(58歳)前豊後佐伯藩主
1852年6月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Eusebio Calonge y Fenollet｣
  (~1853.3)
1852年6月14日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ｺｴﾝﾗｰﾄﾞ･ﾊﾞﾚﾝｽﾞ｣(~22日)
1852年6月16日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｱﾆｱ海軍細分化指揮上級海軍士官兼ｿｼｴﾃ諸島共和国弁務官｢Th
  eogene Francois Page｣(~1854年)
1852年6月18日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永5年5月|<初演>｢夏姿女團七｣[作･三代目櫻田治助],中村座
1852年6月19日-09:00|日本|東京都大田区|嘉永5年5月2日|武蔵大森に大砲試射場完成
1852年6月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｯﾄｰ･ｽﾁｭｱｰﾄ･ﾌｫﾝ｣(~18550825)
1852年6月23日-09:00|日本|長野県長野市|嘉永5年5月6日|<交替>信濃松代藩13万2千石｢真田幸貫｣隠居⇒孫｢真
  田幸教｣が継ぐ(⇒慶応2(1866)年3月9日､隠居)
1852年6月25日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾏﾗﾝﾋﾞｼﾞｰ川の氾濫によって､ｶﾞﾝﾀﾞｶﾞｲの町では人口250人中89人が死亡し､
  新しい町がより高い土地に建設される
1852年6月27日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|嘉永5年5月10日|<死去>北条氏久(37歳)前河内狭山藩主
1852年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ本国の議会で､ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞが自治植民地として発足
1852年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ｲｾﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1855年1月)
1852年7月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Agha Abdulaziz Pasha｣(~10月)
1852年7月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾗﾁで､ｱｼﾞｱ最初の一般対象の郵便制度が導入される
1852年7月1日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督代行｢ｺｰﾙ｣(~29日)
1852年7月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが1822年憲法を改正
1852年7月9日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永5年5月22日|江戸城西ﾉ丸焼失
1852年7月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾅﾙｼﾝ･ﾊﾟﾙ｣
1852年7月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第9回)
1852年7月15日-09:00|日本|  ||嘉永5年5月28日|<死去>内山真弓(67歳)歌人
1852年7月16日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Jacques Brunot｣(~18530923)
1852年7月21日-09:00|日本|京都府舞鶴市|嘉永5年6月5日|<交替>丹後田辺藩35000石｢牧野節成｣隠居⇒長男｢牧
  野誠成｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年3月5日､死去)
1852年7月24日-09:00|日本|長野県長野市|嘉永5年6月8日|<死去>真田幸貫(62歳)前信濃松代藩主､元老中
1852年7月28日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽで鉄道法が制定される
1852年7月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾙﾆﾅ
  ｯｸ･ﾃﾞｭﾗﾝ･ﾃﾞｭﾚｰ｣(~1863年1月)
1852年7月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾚｲﾓﾝ･ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾙﾆﾅｯｸ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾓｰﾙ｣(~18
  57年4月)
1852年7月29日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾚﾙﾓﾝ･ｺｯﾍﾞ｣(~10月)
1852年7月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘに郵便ﾎﾟｽﾄが登場
1852年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||北軍ﾊﾞｰｼﾞﾆｱに再侵攻､ﾜｼﾝﾄﾝ解放作戦を実行するが失敗(第二次ﾏﾅｻｽの戦い)
1852年8月5日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|嘉永5年6月20日|<死去>武蔵岩槻藩23000石｢大岡忠固｣(60
  歳)⇒8月25日､三男｢大岡忠恕｣が継ぐ(⇒慶応2(1866)年3月29日､隠居)
1852年8月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~10.3)
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1852年8月8日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢Louis Henri Hubert Delisle｣(~18580108)
1852年8月13日-09:00|日本|茨城県下妻市|嘉永5年6月28日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正誠｣(19歳)⇒養子｢井
  上正信｣が継ぐ(⇒安政3(1856)年9月4日､17歳で死去)
1852年8月15日-09:00|日本|  ||嘉永5年7月1日|<死去>2代浜野矩随(82歳)装剣金工
1852年8月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ･ｲ･ﾗｰｼﾞｶﾞﾝ･ﾗｼﾞｬ･ｶﾗﾝ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ｢ﾓﾃｨ･ｼﾝ｣ｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙのﾏﾊﾗ
  ｼﾞｬから与えられた(~18920517没)
1852年8月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･7代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1852年8月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･8代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~18630708死去)
1852年8月18日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞﾝﾋﾞｱ総督代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ｣(2回目~10.21)
1852年8月21日-09:00|日本|  ||嘉永5年7月7日|<死去>尊超入道親王(51歳)有栖川宮織仁親王の王子
1852年8月26日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢W.ﾊｯｾﾙ･ｴﾃﾞﾝ｣(~18530512)
1852年9月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾚｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ｷﾞｮｽﾞﾘｭｸﾘｭ｣(~1857年7月)
1852年9月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍外輪ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾊﾟｳﾊﾀﾝ｣(3765t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所で建造)
1852年9月2日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永5年7月19日|<初演>｢児来也豪傑譚話｣<児来也(藤橋)のだんまり>,
  [作･二代目河竹新七],児来也･八代目市川團十郎､冨貴太郎･市川九蔵､河原崎座
1852年9月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｰﾗﾄ･ﾊﾟﾙ｣(~18540314)
1852年9月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣(~1856年)
1852年9月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｷｴﾌ軍総督･ｷｴﾌ県民事最高責任者兼ﾎﾟｼﾞｰﾘｬ=ｳﾞｫﾙｨｰﾆ総督｢Knyaz' 
  Illarion Illarionovich Vasilchikov｣(~18621124死去)
1852年9月11日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾐﾄﾚら,ｳﾙｷｻがｻﾝﾀﾌｪに出張中にﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽでｸｰﾃﾞﾀｰ.ﾗﾌﾟﾗﾀ諸州連合を離脱.｢
  ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ共和国｣を名乗る
1852年9月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾌﾟﾙﾀﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝﾃﾞｨﾙ･ｼﾝ｣(~18610312)
1852年9月14日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾌﾙｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18561026
  )
1852年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ公･初代ﾄﾞｩﾛ候･初代ｼｳﾀﾞ･ﾛﾄﾞﾘｺﾞ公･初代ｳﾞ
  ｨﾄｰﾘｱ公｢ｱｰｻｰ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣83歳(誕生17690430)ｲｷﾞﾘｽの元首相
1852年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>2代ｳｪﾘﾝﾄﾝ公･2代ｼｳﾀﾞ･ﾛﾄﾞﾘｺﾞ公･2代ｳﾞｨﾄｰﾘｱ公｢ｱｰｻｰ･ﾘ
  ﾁｬｰﾄﾞ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣(⇒18630725兼6代ﾓｰﾆﾝﾄﾝ伯~18840813死去)
1852年9月16日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾇﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~18551101)
1852年9月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ｴﾌﾞ｣在任中
1852年9月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ暫定総督｢ﾋｰﾛｰ･ｼｮﾒﾙｽ｣(~18560925在任中死
  去)
1852年9月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで､ｱﾝﾘ･ｼﾞﾌｧｰﾙが､蒸気ｴﾝｼﾞﾝ付きの飛行船を世界で初めて飛行させる/ﾊﾟﾘ
  からﾄﾗｯﾌﾟまで約27km
1852年9月25日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ｲﾘﾔ･ｶﾞﾗ･ｼｭ･ｱﾆﾝ｣(第1回~18530326)
1852年10月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰで労働組合､技術者組合連合が設立される
1852年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)摂政｢Musulman Qul｣
1852年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ali Acaf Pasha｣(~1854.8)
1852年10月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾏﾄﾞｩ･ﾊﾏﾄ･ｼ｣(1回目~1853年6月)
1852年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ｼﾓﾝﾁｰﾆ｣
1852年10月1日 13:00|日本|京都府|嘉永5年8月18日|近畿洪水､鴨川氾濫､三条･五条仮橋流失
1852年10月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾏｯﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱﾘｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~18530514)
1852年10月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢J.J.P.ﾌﾟﾘﾝｽﾛｰ｣(第4回)
1852年10月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ最初の大学のｼﾄﾞﾆｰ大学が開設される
1852年10月12日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｱｰｻｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｹﾈﾃﾞｨ卿｣(1回目
  ~18541013)
1852年10月18日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<死去>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ首相｢ﾗｲﾆﾊﾛ｣
1852年10月18日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<就任>ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ首相｢ﾚｲﾆｳﾞｫﾆﾅﾋﾄﾄﾘﾆｵﾆｰ｣(~18640714解任)
1852年10月19日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ3世｣
1852年10月19日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ｻﾃﾞｸ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ3世｣(~18530220)
1852年10月21日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞﾝﾋﾞｱ総督｢ﾙｰｸ･ｽﾏｲｽ･ｵｺﾅｰ｣(~18590423)
1852年10月28日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>中央ｱﾒﾘｶ連邦暫定大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ
  ･ｶｽﾃﾘｮﾝ･ｻﾅﾌﾞﾘｱ(ﾆｶﾗｸﾞｱ)｣(~11.10)
1852年10月31日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ内閣長官｢ｱﾝﾘ･ｷﾞｽﾗﾝ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｯｹｰﾙ｣(~18550330)
1852年11月-08:00|中国|  |||捻軍の首領の一人張楽行が安徽で蜂起し､各地に捻軍蜂起が波及
1852年11月-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾑﾝｼ･ﾁｬｳｶｽ･ﾗｲ｣(~1853年没)
1852年11月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arnavut Suleyman Pasha Re'fet｣(~1854.12)
1852年11月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲﾋﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾆｺﾗｳｽ｣(~118910106)
1852年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大統領選挙､ﾋﾟｱｰｽが当選
1852年11月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国首相｢ｶｳﾞｰﾙ伯ｶﾐｯﾛ･Benso｣(~18590719)
1852年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1852年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾊﾞｰﾄﾗﾑ･ｱｰｻｰ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の二従弟(~185



1860迄(3252件)

  60810死去)
1852年11月12日-09:00|日本|  ||嘉永5年10月1日|<死去>桜井梅室(84歳)俳人
1852年11月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第10回)
1852年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで｢ｸﾚﾃﾞｨ･ﾌｫﾝｼｪ(不動産信用銀行)｣と､株式等で大衆の資金を広く集めて
  産業投資を行う新たなﾀｲﾌﾟの銀行｢ｸﾚﾃﾞｨ･ﾓﾋﾞﾘｴ(動産銀行)｣が設立される
1852年11月20日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｵﾏﾙ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ2世｣
1852年11月20日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑｰﾐﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ﾍﾟﾝｷﾞﾗﾝ･ｼｬｰﾊﾞﾝﾀﾞﾙ｣(~18850529死去
  )
1852年11月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢J.J.P.ﾌﾟﾘﾝｽﾛｰ｣(第5回)
1852年11月23日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ﾀﾞｯｼｭｳｯﾄﾞ･ﾜｯﾄ･ﾘｹｯﾂ｣(~18530510)
1852年11月23日-09:00|日本|岩手県盛岡市|嘉永5年10月12日|荘恩坊日覚南部利宣の外護により､相馬大作菩提
  のため盛岡に感恩寺を創す
1852年11月26日-09:00|日本|香川県さぬき市|嘉永5年10月15日|寒川郡長尾西村より失火.36軒焼失
1852年12月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ﾓｰﾘｽ･ﾊﾟﾜｰ｣(~1855年)
1852年12月1日-09:00|日本|香川県さぬき市|嘉永5年10月20日|寒川郡長尾寺の門前で火事.30軒程焼失
1852年12月2日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<再任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ皇帝(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ家)ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世｣(~1870年)
1852年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝⅢ世戴冠｡自由帝政を宣言
1852年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの建築家ｼﾞｬｯｸ･ｲﾆｬｽ･ｲﾄﾙﾌの設計による､ｻｰｶｽのための建物｢ｼﾙｸ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝ｣(
  11区)が完成
1852年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､元老院がﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世の甥ﾙｲ･ﾅﾎﾟﾚｵﾝを推戴<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ朝)ﾅﾎﾟ
  ﾚｵﾝ3世(ﾙｲ=ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ)[ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世の甥](~18700904)
1852年12月8日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｹﾍﾞｯｸでﾗｳﾞｧﾙ大学開設
1852年12月10日-09:00|日本|茨城県石岡市|嘉永5年10月29日|<死去>初代都々逸坊扇歌(49歳､文化1(1804)年生)
  寄席芸人/｢どどいつ｣を創案した
1852年12月11日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永5年11月|<大相撲>嘉永5年11月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(東前3)雲龍,7勝1敗1分1休
1852年12月13日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ･ｳｪｽﾄ酋長(ｶﾌﾟﾃｨﾝｽ)｢ﾆｺﾗｽ･ｳｫｰﾀｰﾎﾞｰｱ｣ｲｷﾞﾘｽ民事委
  員(~18711027)
1852年12月14日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ･ｵｽｶﾙ｣(~18540313死去)王太子ｶｰﾙ(後のｶｰﾙ15世
  )の息子
1852年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第34代首相｢第4代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣ﾎｲ
  ｯｸﾞ党(~18550206)
1852年12月20日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ﾋﾞﾙﾏのﾍﾟｸﾞｰ地方の合併を一方的に宣言/第2次ﾋﾞﾙﾏ戦争が終
  結
1852年12月20日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jose Maria de la Vina｣(~18
  53年)
1852年12月27日-09:00|日本|東京都|嘉永5年11月17日|小万年青が流行し､3両以上の高値の鉢物の売買が禁止さ
  れる
1852年12月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Joao Maria de Abreu Castelo-Branco｣(~1854
  0104)
1852年12月29日-09:00|日本|東京都|嘉永5年11月19日|歌舞伎役者の真似をして諸家に出入りする､自称狂言師
  の出入りが禁止される
1852年12月29日-08:00|中国|  ||清･咸豐2年11月19日|太平軍が漢口を占領
1852年12月29日 13:00|日本|大阪府大阪市|嘉永5年11月19日|<大坂嘉永5年11月の大火｢南船場焼､丼池火事｣>亥
  の刻(22時ごろ)､丼池(どぶいけ)筋の北久宝寺町から出火､夕方からの烈風吹きすさぶなか東方へ延焼､炎の勢
  いはますます激しくなり､そうこうしているうちに夜が明けたが鎮火せず､ようやく正午になって消えた｡家数
  1300軒ほど､土蔵7か所､空き家60軒が焼失
1852年12月31日-09:00|日本|石川県|嘉永5年11月21日|<死去>銭屋五兵衛.干拓工事で毒を流したとの噂で投獄
  され､獄死(80歳､安永2(1773)1125生)加賀の商人､海運業者
1853年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾊﾞﾝ･ﾊﾟｽ･ﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝｸ･ﾊｼﾞ･ｲｼｬｸ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝｸ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1859年)
1853年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh10世 Raja Dipati Satria｣(~1875年)
1853年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾝｸﾇｶﾞﾗﾝ君主｢Mangkunegara4世｣(~1881年)
1853年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||ﾌﾞﾙﾈｲ(ｻﾗﾜｸ統治領)からｻﾗﾜｸ独立
1853年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ摂政｢ｽｰﾘﾔ｣(~1855年没)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼﾞｬｲ･ｼﾝ｣(~18550912没)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾘﾃｨﾗｰｼﾞ･ﾊﾟﾀﾊﾞｲ｣(~1860年没)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾃﾞｨｯﾄ･ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ﾃﾞｵ｣(~18810407没)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾘﾑ統治者(ｼｴﾑ)｢ｼﾝｸﾞ･ﾏﾆｸ｣ｼﾛﾝ､ｶｰｼから分割(~1859年)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼｰ国統治者(ﾗｼﾞｬ)｢ﾀﾞﾓﾀﾞｰﾙ･ﾗｵ｣(~1854年)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国摂政｢ﾗｸｼｭﾐ･ﾊﾞｲ｣(~1857年没)
1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶｲﾗｶﾞﾙ国､ｶﾗﾊﾝﾃﾞｨ国､ｶﾜﾙﾀﾞ国､ｶﾝｶｰ国､ﾁｭｲｶﾀﾞﾝ国､ﾅﾝｶﾞｵﾝ国､ﾏｸﾗｲ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝ
  ﾄﾞ(ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙの一部として)に併合
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1853年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｽﾀｰ国はﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙへの従属をやめ､ｲｷﾞﾘｽの保護領となる
1853年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ｼｬｰ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾌｻﾞﾙ2世｣
1853年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓｰﾀﾗﾑ･ｼｬｰ3世｣(~1858年没)
1853年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾀﾞｰﾔｰﾙ･ﾊﾝ｣(2期目~1858
  年逃亡)
1853年-04:00|UAE|  |||<就任>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Ali ibn Abdullah Al Mu`alla｣(~1873年)
1853年-04:00|UAE|  |||<退位>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ首長｢Sheikh Abdullah bin Rashid Al Mualla｣
1853年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ｾﾘﾑ･ｻｲﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙ=ｼﾞｬｻﾞｲﾘ｣(~1854年)
1853年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1855年7月)
1853年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｷｹﾞﾘ4世ｶﾞﾋﾝﾃﾞｨｰﾛ｣(~1895年11月)
1853年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｹﾄｩ国支配者｢ｱﾃﾞﾋﾞﾔ｣
1853年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾗｯﾌｧ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾞﾏ｣(1回目)
1853年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ﾋﾟｰﾀｰｽﾞ･ﾃｵﾌｨﾙ･ｷﾞｴ｣(~1856年)
1853年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｹﾄｩ国支配者｢ｱﾃﾞｸﾞﾍﾞﾃﾞ｣(~1858年12月没)
1853年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Joaquin Aguando｣(~1854年)
1853年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱｼﾆｰ(ｼﾞｮｲﾝｳﾞｨﾙ砦)民間司令官｢ﾄﾞ･ﾃｳﾞﾅｰﾙ｣(~1855年)
1853年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｺｼﾞｮｳﾞｨ･ｼﾞｲｪｳｴ｣(~1884年没)
1853年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾗ｣(~1854年)
1853年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺｺｯｼ統治者(ｿｰﾏ)｢ﾅ･ﾑｰｻ｣
1853年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾝ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｼﾝ)｢ｸﾝﾊﾞ･ﾝﾄﾞﾌｪﾝ･ﾌｧﾏｸ･ｼﾞｭﾌ｣(~1871年)
1853年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾋﾞﾔﾝﾌﾞ･ｱﾗﾑ･ｼｭﾚｼﾞｬ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1855年)
1853年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣⇒総督｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾏﾘｱ･ﾓﾗ
  ｲｽ｣⇒｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｺﾚｲｱ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣⇒｢ｵﾉﾘｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(3回目~1854年)
1853年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｳﾏﾙ･ｻｰﾈ･ｼ｣(~1857年4月)
1853年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ｶﾞﾘｯﾄ｣(~1854年2月)
1853年1月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏ和平派の王弟ﾐﾝﾄﾞﾝ,ｶﾅｳﾝの両王子,王都を脱出して交戦派の国王に謀叛
1853年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾏﾃｨｱｽ･ﾅｴﾌ｣Lib(~12.31)
1853年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢ﾏｼｭｰ･McCoy｣(2期目~12.31)
1853年1月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ大学設置法成立
1853年1月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦議会大統領特使(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ･ｱﾑ･ﾏｲﾝ)｢ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌﾟﾛｹｼｭ｣
  (~18551012)
1853年1月2日-09:00|日本|兵庫県小野市|嘉永5年11月23日|<死去>一柳末周(62歳)前播磨小野藩主
1853年1月3日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾝﾔｰﾄﾞ(~18550906)
1853年1月4日-09:00|日本|宮城県仙台市|嘉永5年11月25日|<死去>画人,菊田伊洲
1853年1月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｾﾝﾄｼﾞｬｰﾏﾝｽﾞ伯爵ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ･ｴﾘｵｯﾄ｣(~185
  50313)
1853年1月6日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国暫定大統領｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｾﾊﾞｰｼﾞｮｽ･ｺﾞﾒｽ･ｻﾇｰﾄﾞ｣(~2.7)
1853年1月7日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永5年11月28日|江戸城内富士見宝蔵､放火により焼失
1853年1月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝに世界初の地下鉄が開業
1853年1月10日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｲｳﾞｽ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣(~1854
  年)
1853年1月10日-09:00|日本|広島県福山市|嘉永5年12月|<加増>備後福山藩10万石｢阿部正弘｣→11万石(⇒安政4(
  1857)年6月17日､死去)
1853年1月11日-09:00|日本|  ||嘉永5年12月2日|<死去>西沢一鳳(51歳)歌舞伎作者
1853年1月14日 14:00|日本|大阪府大阪市|嘉永5年12月5日|(～6日)<大坂嘉永5年12月の大火｢上町焼｣>真夜中の
  亥の下刻(23時ごろ)､東横堀川材木町の久宝寺橋東詰の北にある材木屋から出火､東は谷町を超えて法円寺坂
  まで焼け､北は本町筋南側の鎗屋町まで延焼､翌日申の刻(16時ごろ)鎮火/町家2480軒､土蔵18棟､空き家162軒
  焼失
1853年1月16日-09:00|日本|和歌山県|嘉永5年12月7日|<死去>徳川治宝(82歳)前紀州藩主
1853年1月18日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島管理者｢Rupert Barber Deering｣(~9月)
1853年1月18日-09:00|日本|岐阜県海津市|嘉永5年12月9日|<死去>竹腰正定(62歳)前美濃今尾藩主､尾張藩家老
1853年1月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢ﾄﾛｳﾞｧﾄｰﾚ｣》
1853年1月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ･ﾊｰﾚｰ｣断絶
1853年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾋﾞﾙﾏのﾍﾟｸﾞｰを正式に併合
1853年1月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ大学設立法､国王の承認を受ける
1853年1月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸとｼｶｺﾞ間の鉄道が開通
1853年1月24日-09:00|日本|東京都|嘉永5年12月15日|勝お順(17歳)､佐久間象山(42歳)に嫁入り
1853年1月24日-09:00|日本|兵庫県三田市|嘉永5年12月15日|<死去>九鬼隆国(72歳)前摂津三田藩主
1853年1月25日-09:00|日本|茨城県つくば市|嘉永5年12月16日|<交替>常陸谷田部藩16300石｢細川興建｣隠居⇒長
  男｢細川興貫｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1853年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世､ｳｼﾞｪﾆｰ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃｨｼﾞｮ(ﾌﾗﾝｽ皇后ｳｼﾞｪﾆｰ)と結婚
1853年1月30日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永5年12月21日|江戸城西丸の再建造営完成
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1853年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ｹﾗﾗｳﾞｧﾙﾏ4世｣
1853年2月-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾌｧｷｰﾙ･ｼﾗｰｼﾞ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~同年没)⇒｢ｼﾞｬﾏﾀﾞﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ
  ･ﾏﾚｻﾞｲ｣(1回目)
1853年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ,ﾎﾝｼﾞｭﾗｽのﾛｱﾀﾝ島を占領
1853年2月3日-09:00|日本|滋賀県野洲市|嘉永5年12月25日|<加増>近江三上藩1万石｢遠藤胤統｣⇒12000石(⇒万
  延元(1860)年4月15日､城主格となる⇒文久3(1863)年10月7日､隠居)
1853年2月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉでｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾏｯﾂｨｰﾆの労働者の反乱が起こる/ﾗﾃﾞﾂｷｰ将軍のｵｰｽﾄﾘｱ軍
  に鎮圧される
1853年2月7日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾎﾟﾘﾅﾘｵ･ﾎｾ ﾏﾘｱ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｰﾆ･ﾃﾞ･ﾗ･
  ﾄｰﾚ｣(~4.20)
1853年2月8日-09:00|日本|群馬県|嘉永6年|<完成>高崎藩の国学者富田永世｢上野名跡志｣
1853年2月8日-09:00|日本|  ||嘉永6年1月|<出版>葛飾為斎､一陽斎豊国(初代国貞)､二代国貞(梅蝶楼)､一勇斎
  国芳,玉蘭斎貞秀,一猛斎芳虎｢贈答百人一首｣
1853年2月8日-09:00|日本|  ||嘉永6年1月|<出版>清水芳玉女父子｢本朝武芸百人一首｣
1853年2月11日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾊﾘﾃﾞｰ｣(~25日)
1853年2月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｪﾘｻﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ｴ･ﾒﾛ｣
  (~3.6)
1853年2月15日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｻﾝﾀﾅ･ﾌｧﾐﾘｱｽ｣(3回目~18560526)
1853年2月18日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾐﾝﾄﾞﾝ･ﾐﾝ｣(~18781001没)
1853年2月18日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<廃位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾊﾟｶﾞﾝ｣
1853年2月19日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘｶﾙﾄﾞ･ｸﾞﾗｻ｣(~9.29)
1853年2月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟﾛｲｾﾝの間に通商条約が締結される
1853年2月20日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾌｧｽ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18581003没)
1853年2月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,貨幣法制定
1853年2月21日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永6年1月14日|<初演>｢輿話情浮名横櫛｣<切られ輿三>【作･三代目
  瀬川如皐】輿三郎･八代目市川團十郎､お富･四代目尾上梅幸､泉屋多左衛門･三代目関三十郎､中村座
1853年2月22日-09:00|日本|愛媛県大洲市|嘉永6年1月15日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰幹｣(41歳)⇒長男｢加
  藤泰祉｣が継ぐ(⇒元治元(1864)年8月16日､21歳で死去)
1853年2月24日-09:00|日本|福井県小浜市|嘉永6年1月17日|<死去>酒井忠順(63歳)前若狭小浜藩主
1853年2月25日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Martin Fourichon｣(~18540131)
1853年2月25日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾊﾘｽ男爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾘｽ｣(2期
  目~18540126)
1853年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ｱｳｸﾞｽﾄ(ﾊﾟｳﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ)｣69歳
1853年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ﾍﾟｰﾀｰ2世(ﾆｺﾗｳｽ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾟｰﾀｰ)｣ｱｳｸﾞｽﾄの子(~1900061
  3死去72歳)
1853年2月28日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｱﾗﾝ･ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ｣(~4.1
  8)
1853年3月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||ﾍﾙﾂｪｺﾞｳﾞｨﾅ東部の反乱が中断
1853年3月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Jose Maria Lavina｣(~10.21)
1853年3月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ皇帝がﾊﾝｶﾞﾘｰに農奴解放令を発布
1853年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ､ﾜｼﾝﾄﾝ準州設置
1853年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ連邦政府が徴兵法を発布
1853年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国14代大統領｢ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾋﾟｱｰｽ｣民主党(~18570304)
1853年3月6日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国第12代国主｢ｱﾅﾝﾀｳｫﾝｳｫｰﾗﾘｯﾃｨﾃﾞｰﾄ(ｱﾅﾝﾀﾖｯﾄ)｣(~18910529)
1853年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢椿姫(ﾄﾗｳﾞｨｱｰﾀ)｣》
1853年3月10日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永6年2月|<大相撲>嘉永6年2月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内
  優勝:(東前2)雲龍,6勝0敗1分1預2休
1853年3月11日 01:00|日本|  ||嘉永6年2月2日|<嘉永6年小田原地震>巳の刻(10時ごろ)､小田原付近を震源とす
  るﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.7の地震発生/小田原城天守の瓦や壁が落ち､城内のところどころで建物が倒壊大破/城下の竹ﾉ
  花町や須藤町､大工町は全壊/箱根､根府川などの関所が破壊され､箱根双子山付近では落石のため2日間ほど道
  路不通/24人死亡,家屋倒壊1088軒､同半壊2304軒､同破損2152軒
1853年3月14日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第11回~24日)
1853年3月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国司令長官｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾖﾊﾈｽ･ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(~18541106)
1853年3月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ/49歳(誕生18031129)ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰ効果を発見したｵｰｽﾄﾘｱの物理学
  者
1853年3月19日-08:00|中国|  |||太平天国軍が南京に入城し､天京と改名して首都とする
1853年3月20日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Francisco Jose de Pina Rolo｣(~
  18550728)
1853年3月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~18931212没)､摂政｢ﾀﾞｵ･ｷﾞﾔｼ･ﾗﾑ｣(~18
  55年)
1853年3月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|嘉永6年2月15日|<死去>3代中山文七(90歳)歌舞伎役者
1853年3月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾁﾝ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾘﾑ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾔｸｰﾄ･ﾊｰﾝ2世｣(~18681201没)
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1853年3月26日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ｱﾚｸｻ･ｼﾐｯﾁ｣(2度目~18551228)
1853年3月30日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｼﾞｮｾﾌﾟ･ｶｲｸｻﾙ･ｲ･ｴｽﾄﾗｰﾃﾞ｣(1875年8月よ
  りｱﾘｶﾝﾃ､その後ﾛｰﾏに亡命~18790826)
1853年4月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾛﾍﾟｽ前大統領の起草になる新憲法が議会で成立
1853年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｿﾞｯﾋﾟ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1853年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ共和国
  大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾗﾓﾝ･ｵﾊﾞﾝﾄﾞ･ｲ･ﾃﾞﾙ･ｶﾝﾎﾟ｣(2回目~18540417)
1853年4月1日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国最高取締役｢ﾎｾ･ﾌﾙﾄ･ﾁｬﾓﾛ･ﾍﾟﾚｽ｣(~18540228)
1853年4月1日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|嘉永6年2月23日|<死去>大和高取藩25000石｢植村家貴｣(47歳)⇒
  4月22日､養子｢植村家興｣が継ぐ(⇒7月17日､急死)
1853年4月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰ･ﾖｰｸ･ｾﾝﾄﾗﾙ鉄道会社設立
1853年4月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金左根｣(~18590214)
1853年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾉｰﾌｧｰとｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸが関税同盟に参加
1853年4月4日-08:00|中国|  |||董家渡天主堂(上海)完成
1853年4月8日-09:00|日本|  ||嘉永6年3月|<出版>山形素真｢狂歌調子笛｣
1853年4月8日-09:00|日本|  ||嘉永6年3月|<出版>柴田是真｢狂歌本朝二十四孝｣
1853年4月8日-09:00|日本|  ||嘉永6年3月|<出版>松川半山･浦川公左･菊川竹渓･暁鐘成等｢西国三十三ヶ所名所
  図会｣
1853年4月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Francisco Lersundi Hormaechea｣穏和党(~
  9.19)
1853年4月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||保守派によるｸｰﾃﾞﾀｰ
1853年4月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲとﾀｰﾈｰ間に､ｲﾝﾄﾞ最初の鉄道が開通
1853年4月17日-09:00|日本|福井県小浜市|嘉永6年3月10日|<越前小浜嘉永6年の大火>今在家町から出火､小浜の
  町ほぼ全域が炎に包まれた/焼失数､南川の対岸にあった家中の侍屋敷13軒､町方2411軒(その内借家1301軒)､
  土蔵910か所､納屋72棟/そのほか焼失した主な建物は､能舞台､下陣､町役所､米手形役所､制札場､社倉､牢屋敷
  など藩の施設24か所､寺37か所
1853年4月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾌﾛﾘｽ･ｱﾄﾞﾘｱｰﾝ･ｳﾞｧﾝ･ﾎｰﾙ｣(1回目~18560701)
1853年4月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏｯﾂｨｰﾆ派がﾐﾗﾉで蜂起するが失敗
1853年4月20日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｱﾅ･ｲ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ﾚﾌﾞﾛﾝ｣(5回目~18
  550812)
1853年4月21日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｱﾝﾃﾞﾙｽ･ｻﾝﾄﾞｴ･ｴﾙｽﾃｯﾄﾞ｣(~18541212)
1853年4月26日-09:00|日本|東京都江東区|嘉永6年3月19日|江戸深川三十三間堂通矢｢全堂日矢数｣で､鶴田辰次
  郎が5,583本(総矢数10,015本中)を記録
1853年4月27日-09:00|日本|  ||嘉永6年3月20日|<死去>中林竹洞(78歳)画家
1853年5月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｼｪﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1854年)
1853年5月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ文官職の公開試験選抜制度を導入
1853年5月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｻﾝﾀﾌｪ(一説にﾊﾟﾗﾅ)を首都とする｢ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連合｣が新憲法公布
1853年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲｴﾒﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽと南部ｲｴﾒﾝ首長が恒久平和条約を締結
1853年5月5日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ｼﾗｽﾞで地震M6.2､死者9千人
1853年5月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国ｺﾈﾁｶｯﾄ州で､列車が開橋状態の旋回橋へ信号を無視して進入しﾉｰｳｫｰ
  ｸ川河口付近の船着き場に転落.死者48人
1853年5月6日-09:00|日本|  ||嘉永6年3月29日|<死去>3代鶴賀新内(不明)新内節太夫
1853年5月6日-08:00|中国|  ||清の咸豊3年3月29日|太平天国軍が南京に入城し､天京と改名して首都と/軍事共
  産主義の実現を目指す
1853年5月10日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄﾝﾌﾟｿﾝ･ｳｪｲﾄﾞ｣(~18610925)
1853年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙとﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙの間に蒸気船定期航路が開設される
1853年5月11日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫｰｶｰ｣(2回目~18540523)
1853年5月12日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨﾙﾎﾟｯﾂ中佐｣(~9.
  18死去)
1853年5月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾅｲﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~18540529)
1853年5月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの作曲家ﾊﾞｲｴﾙ/49歳(誕生18030725)ﾊﾞｵｴﾙ教則本を著した
1853年5月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｳﾞｨｳﾞｧﾙﾏ4世｣(~1864
  0211没)
1853年5月22日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾍﾞｸﾚﾐｼｪﾌ｣(~6.14)
1853年5月22日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督代行｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ｾｻﾞｰﾙ･ｳﾞｪﾗﾝ｣(~18540130)
1853年5月24日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||上ｺﾝﾎﾞは､ｺﾝﾎﾞ王によってｲｷﾞﾘｽに割譲された
1853年5月25日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝで連邦制の中央政府樹立､ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州が反対
1853年5月30日-09:00|日本|京都府綾部市|嘉永6年4月23日|<死去>九鬼隆度(54歳)前丹波綾部藩主
1853年6月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾁｪﾙﾉ･ﾗｰｼﾝ･ﾏﾑﾄﾞｩ･ﾆｬｯｸ｣(1回目~1854年4月)
1853年6月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《ﾊﾝｶﾞﾘｰ幻想曲》
1853年6月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ副総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｺｰﾙﾏﾝ･ﾌｨｯﾂﾊﾟﾄﾘｯｸ｣(2回目~8
  .27)
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1853年6月7日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永6年5月|千駄木の植木商,森田六三郎により牡丹と菊細工を主とし
  た植物園｢花屋敷｣開園(浅草)【日本最古の遊園地】
1853年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで公務員の退職手当金基金設立
1853年6月13日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第12回~22日)
1853年6月13日-09:00|日本|三重県亀山市|嘉永6年5月7日|<交替>伊勢亀山藩6万石｢石川総紀｣隠居⇒義弟｢石川
  総禄｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年9月17日､死去)
1853年6月14日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ･ｳﾞｧﾙｴﾌ｣(~18580510)
1853年6月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｽﾃｨｰｳﾞﾝ･ﾌｫｽﾀｰ､『なつかしきｹﾝﾀｯｷｰのわが家』発表
1853年6月16日-09:00|日本|千葉県富津市|嘉永6年5月10日|<死去>阿部正暠(48歳)前上総佐貫藩主
1853年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾊﾝﾄﾘｰ侯･ｱﾎﾞｲﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1853年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾊﾝﾄﾘｰ侯･ｱﾎﾞｲﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~18630918死去)
1853年6月21日-09:00|日本|  ||嘉永6年5月15日|<死去>2代杵屋勝五郎(不明)長唄三味線方
1853年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｰﾌﾟﾗ国摂政｢ﾗﾆ･ﾒﾙﾀﾆｼﾞ｣(~18700611)
1853年6月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｳｨｰﾑｽﾞ伯･4代ﾏｰﾁ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨｰﾑｽﾞ=ﾁｬｰﾀﾘｽ=ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1853年6月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｳｨｰﾑｽﾞ伯･5代ﾏｰﾁ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨｰﾑｽﾞ=ﾁｬｰﾀﾘｽ｣(~18830101死去)
1853年6月30日-09:00|日本|岩手県|嘉永6年5月24日|陸奥南部藩閉伊郡の農民1万6000人以上が仙台藩領内へ逃
  散を求め､領界に集合.領内各地では､強訴､打ち壊しが多発⇒南部藩も交渉に応じる
1853年7月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｱﾒﾘｶ人ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝ､ﾌﾘｰﾏﾝ･ｺﾌﾞ､他の3人のｱﾒﾘｶ人とともにｺﾌﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｺｳを設立､ﾒﾙﾎﾞ
  ﾙﾝとﾎﾟｰﾄ･ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ間の運送を行う
1853年7月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱ最初の無償公立図書館､ﾒﾙﾎﾞﾙﾝに開設
1853年7月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｳｪﾍﾞ･ﾊｲﾚ･ﾏﾘｱﾑ(簒奪者)｣(~18550209)
1853年7月 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾄﾗﾝｸ鉄道のﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ～米国ﾒｲﾝ州･ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ間開通
1853年7月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ攻防戦｡砲術機関の猛攻撃により火事嵐発生
1853年7月5日-09:00|日本|  ||嘉永6年5月29日|<死去>柳斎重春(51歳)浮世絵師
1853年7月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1853年7月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~19010105死去)
1853年7月8日-09:00|日本|岩手県|嘉永6年6月3日|<南部三閉伊一揆仙台強訴>発頭人筆頭である多助のもとに野
  田通の田野畑村から一揆を起こす/白赤だすきそして筵に｢小○｣(困るの意味)と書き､のぼり旗として､槍隊･
  棒隊と隊列を組んで､浜通りを南下しながら資産家に軍資金や食料を出させ､出さないと家財家屋を打ち壊し
  て歩いた
1853年7月8日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横須賀市|嘉永6年6月3日|ﾍﾟﾘｰが軍艦4隻ｻｽｹﾊﾅ･ﾐｼｼｯﾋﾟ･ｻﾗﾄｶﾞ･ﾌﾟﾘﾏｽを
  率いて浦賀に来航する(黒船来航)
1853年7月10日-09:00|日本|岩手県|嘉永6年6月5日|<南部三閉伊一揆仙台強訴>釜石に集合した一揆の人数は約1
  万6千余人にも達し間道を進み､篠倉峠を乗り越え約半数が仙台領気仙郡唐丹村への越訴に成功し､仙台藩に､
  政治的要求3ヵ条と具体的要求49ヵ条を提出
1853年7月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸ市で徴兵反対暴動｡これをきっかけにﾏﾙｸｽのｺﾐｭﾅｰﾄﾞがﾏﾝﾊｯﾀﾝを占拠
1853年7月14日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗで地震､死者800
1853年7月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで最初の万国博覧会､ﾆｭｰﾖｰｸ国際博覧会開催(~1101)[会場]ﾆｭｰﾖｰｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ
  ﾄ公園[入場者]1,150,000人
1853年7月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｰﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾗｸｼｭﾏﾝ･ｼﾝ｣(~18700611没)
1853年7月17日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横須賀市|嘉永6年6月12日|ﾍﾟﾘｰ､再来を告げ浦賀出港
1853年7月17日-09:00|日本|福井県福井市|嘉永6年6月12日|福井城下で大火,大手門･九十九橋･侍屋敷･町家671
  軒など焼失
1853年7月21日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18590417死去)
1853年7月27日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永6年6月22日|<死去>徳川家慶.江戸城で病死(暑気当たりとされ
  る)(61歳､寛政5(1793)0514生)江戸幕府第12代将軍
1853年7月29日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾛｼﾞｬｰｽ ﾈｽﾋﾞｯﾄ｣(4回目~18541010)
1853年7月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍の最後の外輪ｽﾙｰﾌﾟ｢HMSﾊﾞﾗｸｰﾀ｣ﾍﾟﾝﾌﾞﾛｰｸ･ﾄﾞｯｸで竣工(1881年12月
  にﾁｬﾀﾑ工廠で解体)
1853年8月 04:00|BES諸島|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副知事代理｢Cornelis Boye｣(⇒18540401副知事~18590105)
1853年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｹﾞｵﾙｸ｣
1853年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣(~19080207死去)
1853年8月3日-09:00|日本|  ||嘉永6年6月29日|<死去>2代野沢吉兵衛(不明)浄瑠璃三味線方
1853年8月5日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領代理｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ｣自由党(~18550401)
1853年8月6日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ､ﾓｷﾞﾘｮﾌ､ｽﾓﾚﾝｽｸのﾛｼｱ総督｢ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨｯﾁ･ｲｸﾞﾅﾃｨｴﾌ
  ｣(~1854年)
1853年8月9日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国司令長官｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ･ｳﾞｪｯｾﾙ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(~18570106)
1853年8月9日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾍﾝﾘｸｽ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄｩｽ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(第1回~13日)
1853年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣
1853年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶﾞｲ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣先代の息子(~18931202死去)
1853年8月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞ州ﾎﾟｰﾀｹｯﾄ郊外の Valley Falls でﾌﾟﾛﾋﾞﾃﾞﾝｽ&ｳｰｽﾀｰ鉄
  道の列車が正面衝突.
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1853年8月21日-09:00|日本|  ||嘉永6年7月17日|彗星酉上刻に出現/長さ3尺/24日の後に見えなくなる
1853年8月21日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|嘉永6年7月17日|<死去>大和高取藩25000石｢植村家興｣(19歳)
  ⇒養子｢植村家保｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1853年8月22日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|嘉永6年7月18日|ﾛｼｱ使節極東艦隊司令長官ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝが軍艦4隻を
  率いて長崎に来航､修好を求む⇒10月23日通商が拒否されﾛｼｱ艦隊は上海へ出帆
1853年8月24日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<設立>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ･ﾌﾗﾝｽ植民地(ｵｾｱﾆｱのﾌﾗﾝｽ領ﾎﾟﾘﾈｼｱに従属(~18600
  114)
1853年8月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国ﾆｭｰﾖｰｸ州のﾚｽﾄﾗﾝｼｪﾌ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾗﾑが｢ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌﾟｽ｣発明
1853年8月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｲﾗﾑ･ﾃﾞｵ｣(~18910720没)
1853年8月27日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ副総督代行｢ﾌﾞﾛﾃﾞｨ･G･ｸﾙｯｸｼｬﾝｸ｣(~18540116
  )
1853年8月27日-09:00|日本|東京都|嘉永6年7月23日|幕府､内海御台場御普請役を設定
1853年8月29日-09:00|日本|兵庫県丹波市|嘉永6年7月25日|<死去>丹波柏原藩2万石｢織田信敬｣(18歳)⇒翌年4月
  14日､養子｢織田信民｣が継ぐ(⇒慶応元(1865)年6月10日､死去)
1853年9月-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島管理者｢Henry James Day｣(~18550505)
1853年9月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾕｶﾀﾝの反乱軍降服.一部はさらに長期にわたり抵抗を続ける.捕虜の多くはｷｭｰﾊﾞへ
  奴隷として売却される.戦争による犠牲者は全人口の半分25万人におよぶ
1853年9月1日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣(2回
  目~27日)
1853年9月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｱﾙｾ･ﾏﾀ｣(2回目~1854年)
1853年9月5日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<就任>ﾊﾜｲ諸島王国首相｢Lot Kamehameh(ｶﾒﾊﾒﾊ5世)｣(~14日)
1853年9月6日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎﾉﾘｵ･ｴﾙﾒﾄ･ｶﾙﾈｲﾛ･ﾚｵﾝ(1854年から
  子爵)｣(~18560903没)
1853年9月7日-08:00|中国|  |||上海で小刀会が蜂起
1853年9月10日-09:00|日本|北海道|嘉永6年8月8日|<死去>松前昌広(29歳)前蝦夷松前藩主
1853年9月11日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ﾆｺﾛｽﾞ｣(~18670104)､摂政｢ｴｶﾃﾘﾝ･ﾁｬｳﾞﾁｬｳﾞｧｾﾞ｣(~1856年)
1853年9月12日-09:00|日本|  ||嘉永6年8月10日|<死去>6代田中伝左衛門(不明)歌舞伎囃子方
1853年9月12日-09:00|日本|兵庫県姫路市|嘉永6年8月10日|<死去>播磨姫路藩15万石｢酒井忠宝｣(25歳)⇒10月25
  日､従弟｢酒井忠顕｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年10月14日､死去)
1853年9月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||英仏連合艦隊がｵｽﾏﾝ朝支援のためﾀﾞｰﾀﾞﾈﾙ海峡に侵入
1853年9月14日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<就任>ﾊﾜｲ諸島王国首相｢John Kaleipahala Young2世｣(2期目~18550116)
1853年9月18日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨﾙﾎﾟｯﾂ中佐｣
1853年9月18日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾄｰﾏｽ･ｺﾝｸﾞﾘｰｳﾞ･ﾛｰﾌﾞ中佐｣
  (~24日死去)
1853年9月19日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(13回目~28日)
1853年9月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Luis Jose Sartorius｣穏和党(~18540717)
1853年9月22日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ行政長官会議議長(⇒18571129政府議長)｢ｼｬﾙﾙ=ﾏﾃｨｱｽ･ｼﾓ
  ﾝｽﾞ｣(~18600926)
1853年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ政府､前ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ総督で熱心な奴隷制廃止論者のﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟｽｴﾗ
  侯爵をｷｭｰﾊﾞ総督に任命
1853年9月23日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jaime Ortega y Olleta｣(~185
  40809)
1853年9月23日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢ｹﾞｲﾄﾞﾝ伯Louis Henri｣(~1856.9)
1853年9月24日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ司令官｢Auguste Febvrier-Despointes｣(~1854010
  1)
1853年9月24日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ-を占領し､｢ﾌﾗﾝｽ領｣とする(現在もﾌﾗﾝｽ領)
1853年9月24日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾄｰﾏｽ･ｺﾝｸﾞﾘｰｳﾞ･ﾛｰﾌﾞ中佐｣
1853年9月24日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｿｳﾙﾃﾞﾝ･ｵｰｸﾘｰ｣(1期目~10.
  11)
1853年9月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ﾍﾞﾅﾝｼｵ･ﾌﾛｰﾚｽ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(1回目~18550910)
1853年9月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国臨時政府三頭政治:Juan Antonio Lavalleja(~1853
  1022在任中死亡)､ﾌﾙｸﾄｩｵｿ･ﾘﾍﾞｰﾗ(~18540113在任中死亡),ﾍﾞﾅﾝｼｵ･ﾌﾛｰﾚｽ(~18540312)
1853年9月25日-09:00|日本|新潟県長岡市|嘉永6年8月23日|越後長岡藩栃尾郷の農民1万人が､紬買い占めなどに
  反対し､米屋､織屋を打ち壊す
1853年9月29日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾋﾟﾆｪｲﾛ子爵ﾐｹﾞﾙ･ｼﾒﾈｽ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞ
  ﾙ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｴ･ﾋﾞｴｶﾞｽ｣(~18540302)
1853年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ行政評議会(ﾃﾞｨｳﾞｧﾝ)のﾛｼｱ副議長(ﾜﾗｷｱの大統領に従属)｢ｶｰﾙ
  ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｵｽﾃﾝ=ｻｰｹﾝ伯爵｣(~18540902)
1853年10月-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ･ﾜﾗｷｱをﾛｼｱが占領(~1854年)
1853年10月 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｰｸﾘｰ卿｣(~1856年5月)
1853年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌﾞﾗｽｷ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1853年10月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰ･ﾖｰｸ手形交換所設立
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1853年10月2日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||嘉永6年8月30日|樺太のｸｼｭﾝｺﾀﾝにﾛｼｱ軍艦が来航し､兵舎を建てる
1853年10月7日-09:00|日本|島根県松江市|嘉永6年9月5日|<交替>出雲松江藩18万6千石｢松平斉貴｣強制隠居⇒婿
  養子｢松平定安｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1853年10月8日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Hans Hendrik Berg｣(2期
  目~18620414)
1853年10月10日 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾞｰ(ﾃﾞｭｺｽ砦)民間司令官｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾍﾞﾈｼｭ｣(~1854
  年)
1853年10月11日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｱｰｻｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｲﾙｽ｣(~11.
  12)
1853年10月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｹﾞｵﾙｹﾞ･ﾌｨﾘﾍﾟｽｸ(臨時行政評議会議長)｣(~11.13)
1853年10月17日-09:00|日本|  ||嘉永6年9月15日|幕府､大船製造の禁を解除
1853年10月17日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永6年9月15日|<就任>老中｢内藤信親｣(~1862年5月26日)
1853年10月18日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監代行｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾌﾞﾘｾｯﾄ｣(~18541213)
1853年10月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｻﾝﾄﾞｩ･ｽﾄｩﾙｻﾞ(臨時行政評議会議長)｣(1
  回目~11.21)
1853年10月21日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Jaime Ortega y Olleta｣(~18
  540809)
1853年10月22日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ｷｰﾄ｣(~1856年5月)
1853年10月23日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦10月11日|ｵｽﾏﾝ帝国がﾛｼｱに宣戦布告し､ｸﾘﾐｱ戦争が始まる
1853年11月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｳｽｸﾌﾟ･ﾜﾘｽ(総督)兼ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾘ･ﾘｻﾞ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1854
  年2月)
1853年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||北部､大統領選挙｡ﾎｲｯｸﾞ党は混乱のため統一候補を立てられず､北部民主党のｸ
  ﾚﾒﾝﾄ･L･ｳﾞｧﾗﾃﾞｨﾝｶﾞﾑが大統領に当選
1853年11月3日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｫｰｶｰら,ﾗﾊﾟｽに上陸.｢ﾊﾞﾊ･ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ独立共和国｣を宣言
1853年11月12日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｿｳﾙﾃﾞﾝ･ｵｰｸﾘｰ｣(2期目~20
  日)
1853年11月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ特命全権委員､ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ･ﾜﾗｷｱ行政評議会議長(ﾃﾞｨｳﾞｧﾝｽ)(ﾌﾞｶﾚ
  ｽﾄ)｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾌﾞﾄﾞﾍﾞﾙｸ男爵｣(~18540719)
1853年11月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾛｼｱに占領された(~18540719)
1853年11月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ女王｢ﾏﾘｱ2世｣34歳(誕生18190404)
1853年11月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ5世有望王｣(~18611111死去)ﾏﾘｱ2世とﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ2世
  の子
1853年11月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｧﾙﾀﾝ国はｲｷﾞﾘｽの管理下に置かれた(~18600210)
1853年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣
1853年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣先代の子(~18990430死去)
1853年11月18日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾞｰｸ
  ﾚｰ｣(2回目~18540309)
1853年11月18日-09:00|日本|  ||嘉永6年10月18日|破魔弓､菖蒲甲､刀､羽子板など､金銀金物や箔の使用を禁止
1853年11月20日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾘｵｯﾄ卿｣(2期目~1854
  0213)
1853年11月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝｼｰ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞの一部(北西部州の一部)
1853年11月21日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(14回目~12.6)
1853年11月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ行政評議会(ﾃﾞｨｳﾞｧﾝ)のﾛｼｱ副議長(ﾜﾗｷｱ大統領に従属)｢ｸ
  ﾆｬｰｽﾞのﾐﾊｲﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ｳﾙｿﾌ｣(~同年)
1853年11月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾛｼｱに占領される(~18540902)
1853年11月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｯｸﾞ｣
1853年11月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫﾙﾀｰ･ﾚｯｸﾞ｣先代の息子(~18910804死去)
1853年11月23日-09:00|日本|東京都千代田区|嘉永6年10月23日|<任命>第13代征夷大将軍｢徳川家定(家祥より改
  名)｣
1853年11月24日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ島民総代｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾗｽ｣
1853年11月25日 00:00|南極/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾞｰｸｵﾘｴﾝﾀﾙでｱﾒﾘｶ人大尉ｼﾞｮﾝJ.ﾋｱｰﾄﾞがﾋｱｰﾄﾞ島発見
1853年11月27日-09:00|日本|岩手県|嘉永6年10月27日|閉伊郡一揆で､南部藩は農民側の提案を受け入れ､首謀者
  も処罰せず､一揆は終結する
1853年11月30日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||<ｸﾘﾐｱ戦争:ｽｨﾉﾌﾟの海戦>ﾛｼｱのﾅﾋﾓﾌ提督の黒海艦隊が､ｽｨﾉﾌﾟに投錨してい
  たﾄﾙｺ艦隊を襲って撃破
1853年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾘｱ､金鉱管理法の修正/3､6､12ｶ月の許可料をそれぞれ2､4､8ﾎﾟﾝﾄﾞとする
1853年12月 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ島民総代｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｺｯﾄﾝ｣(~1857.10)
1853年12月1日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|嘉永6年11月|江戸幕府､浦賀に造船所開設(1876年閉鎖)
1853年12月1日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永6年11月|<大相撲>嘉永6年11月場所[江戸本所回向院](10日間)幕
  内優勝:(東前1)雲龍,8勝0敗2休
1853年12月1日-09:00|日本|  ||嘉永6年11月1日|幕府,外国語を船舶や銃砲の名称およびその練習用語に用いる
  ことを禁じ薬屋などの商標にも洋字の使用を禁止
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1853年12月3日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟｽﾞ
  ｴﾗ･ｲ･ｶﾍﾞｯﾛ｣(~18540921)
1853年12月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾝｶｰ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾅﾙﾊﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1903年5月没)
1853年12月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾗｸﾞｰｼﾞ3世ﾊﾞﾌﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣
1853年12月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国がｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ(中部州の一部)に併合される
1853年12月13日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Louis Laurent Auguste Guillet｣(1期
  目~18540113)
1853年12月15日-09:00|日本|東京都|嘉永6年11月15日|<死去>5代澤村宗十郎(52歳)歌舞伎役者
1853年12月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ﾋﾟｱﾉ･ｿﾅﾀ第1番ﾊ長調Op.1》
1853年12月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Ramon Montero y Blandino｣(1期目~
  18540202)
1853年12月25日-09:00|日本|山形県東根市|嘉永6年11月25日|<死去>出羽長瀞藩11000石｢米津政懿｣(66歳)⇒養
  子｢米津政易｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年5月9日､隠居)
1853年12月30日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｱﾒﾘｶ|  |||米国,ﾒｷｼｺがｶﾞｽﾞﾃﾞﾝ買収条約に調印/ｱﾘｿﾞﾅとﾆｭｰﾒｷｼｺ州全土が米国領と
  なる､ﾒｷｼｺとの国境画定
1854年-13:00|ﾄﾝｶﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||H.M S.ﾍﾗﾙﾄﾞのｲｷﾞﾘｽ大尉H.ﾃﾞﾅﾑが､ﾐﾈﾙﾊﾞ礁と名付けて2つの岩礁をﾁｬｰﾄ化した
1854年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Sikandar Kudratullah ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾙﾙ･Azam bin Raja Tiwa｣
1854年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Umar Kamal ud-din｣(~1866年)
1854年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Natakusuma｣(~1879年)
1854年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ(摂政)｢Datu Amirul Intirinu Musa｣(~1857年)
1854年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｶﾗﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(2回目~18770317)
1854年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｶﾞﾅ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ﾑｳﾞｧﾙ･ﾗｵ｣(~1867年)
1854年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰｺﾃｨ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾟﾗｽ･ﾗﾑ｣(~1856年没)
1854年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾂｨﾑｼﾞ･ﾊﾞｰｳﾞｼﾑｼﾞｰ｣(~18700411没)
1854年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ|  |||<死去>ｷﾙｷﾞｽ汗国ｶｰﾝ｢ｵｰﾓﾝ･ｶｰﾝ｣
1854年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Muhtarram Shah Kator3世｣
1854年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｫｰﾄﾞ｣(3度目~同年)
1854年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ､ﾓｷﾞﾘｮﾌ､ｽﾓﾚﾝｽｸのﾛｼｱ総督｢ｸﾆｬｰｼﾞ･ﾐﾊｲﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ･ｳﾙｿﾌ｣(
  ~18560229)
1854年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾏｯｻﾜ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1861年)
1854年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾊｼ･ﾀﾞﾙﾊﾞｽﾞ･ｱｶﾞｻﾞｰﾄﾞ･ｳﾞｪｲｼ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1855年)
1854年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｶｾﾞﾝﾍﾞ統治者(ﾑﾜﾀ･ｶｾﾞﾝﾍﾞ)｢ｶｾﾞﾝﾍﾞ6世ﾁﾆｬﾝﾀ1世ﾑﾉｰﾅ1世｣(~1862年没)
1854年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<復位>ﾜﾗｷｱ公｢ﾊﾞﾙﾌﾞ･ｽﾃｨﾙﾍﾞｲ｣(2期目~1856年)
1854年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾜﾗｷｱをｵｽﾏﾝﾄﾙｺが占領(~18540821)
1854年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾙｲ｣ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾎﾟｰﾙの弟(~1872年死去)
1854年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Mariano Rebagliato y Pescetto｣(~18
  57年)
1854年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾄﾞｯｿ支配者(ｻﾞﾙﾏｷｮｲ)｢ｺｯｿﾑ｣(~1865年)
1854年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾞｭﾏ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾘﾌｧ｣反乱(2度目~1856年)
1854年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｲﾕﾀｰﾙ｣(1回目~18
  55年)
1854年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ｴｸｳｪ･ｾﾄﾞｰ｣(~1856年没)
1854年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ｿｾ･ﾋﾞｹﾞ･ﾝｼﾞｪｲ｣⇒｢ｸﾝﾊﾞ･ﾝﾀﾞﾏ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1859年)
1854年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ｼﾞｭｶ･ｻﾝﾊﾞﾗ･ｼﾞｬｰﾛ｣(~1880年)
1854年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｽｽ統治者｢ｻﾀﾝ･ﾗﾊｲ｣(ﾛｳﾗにて)
1854年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾞｰ(ﾃﾞｭｺｽ砦)民間司令官｢ﾀﾞｰﾊﾞﾝ｣
1854年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｾ･ﾔｼﾝ･ﾝｺﾞｰﾝ･ｼﾞｪｹﾞﾝ･ﾌｧﾙ｣(1回目~1855年)
1854年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｴﾝﾘｹｽ･ﾛﾏｵ･ﾌｪﾚｲﾗ｣
1854年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾏﾃﾞｨ･ｹﾞｲ･ｼ｣(反乱~1856年)
1854年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢Hercules George Robert Robinson｣(~1855
  年)
1854年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾚｲﾝ･ﾌﾞﾚﾑﾅｰ｣(~1856年)
1854年1月1日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ司令官｢Louis Tardy de Montravel｣(~18541031)
1854年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ﾌﾚｲ=ﾋｰﾛｰｾﾞ｣Lib(1期目~12.31)
1854年1月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟﾛｲｾﾝの間で通商協定が実施(-18651231)
1854年1月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｳﾙﾃｨｱ･ｱﾆｰﾉ｣(~同年)⇒｢ﾌｱﾝ･ｴﾁｬﾊﾞﾘｱ｣(~1855年)
1854年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢ｱｰｻｰ･Quintal2世｣(3期目~12.
  31)
1854年1月3日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾝﾔｰﾄﾞ｣(1回目~1855090
  6)
1854年1月3日-09:00|日本|IHI|嘉永6年12月5日|<創設>石川島造船所(中央区佃島)徳川斉昭､水戸藩
1854年1月3日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|嘉永6年12月5日|露使ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝ､長崎に再び来港､通商を促す(幕府
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  の代表に拒絶される)
1854年1月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢C.D.(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(15回目~2.1)
1854年1月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝の要請でｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽの連合艦隊が黒海へ侵入
1854年1月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区暫定民政知事｢Joao Silverio de Amorim da Guerra Quare
  sma｣(~6.25)
1854年1月4日 00:00|南極/ｱﾒﾘｶ|  |||ｻﾏﾗﾝに乗ってｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ大尉がﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ諸島発見
1854年1月6日-09:00|日本|兵庫県加東市|嘉永6年12月8日|<交替>播磨三草藩1万石｢丹羽氏賢｣隠居⇒婿養子｢丹
  羽氏中｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1854年1月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶｽﾃｨｰｼﾞｬ,政権復帰を狙い蜂起
1854年1月7日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|嘉永6年12月9日|<死去>出羽亀田藩2万石｢岩城隆喜｣(63歳)⇒翌年
  2月28日､四男｢岩城隆永｣が継ぐ(⇒翌年5月14日､死去)
1854年1月8日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島総督司令官知事｢William Carr Beresfo
  rd｣
1854年1月10日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼｰﾓｱ｣(~1857年)
1854年1月10日 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島評議会議長｢William Robert Inglis｣(~
  1862年)
1854年1月13日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Philibert Augustin Bonfils｣(~18560528)
1854年1月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｼﾞｮﾝ･ﾋﾙ｣(2回目~
  12.13)
1854年1月18日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｳｫｰｶｰ,さらにｿﾉﾗ州まで支配を広げ,｢ｿﾉﾗ共和国｣を宣言
1854年1月18日-09:00|日本|富山県富山市|嘉永6年12月20日|<死去>越中富山藩10万石｢前田利友｣(21歳)⇒翌年2
  月12日､弟｢前田利声｣が継ぐ(⇒安政6(1859)年11月22日､隠居)
1854年1月18日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  ||ﾕﾘｳｽ暦1月6日|ﾎﾞﾍﾐｱがｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦を採用
1854年1月24日-09:00|日本|  ||嘉永6年12月26日|幕府､新貨南鐐一朱銀を発行
1854年1月26日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾚｼﾞｪﾝﾄﾞﾚ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞｳﾁｬｰ｣(~3.10)
1854年1月29日-09:00|日本|  ||嘉永7年|水戸藩主徳川斉昭の命によって編纂がすすめられていた『北島志』全
  5巻,豊田亮らによって完成.北地の歴史と地理･ﾛｼｱ交渉等まで詳述.ｲｼｶﾘに関しては17世紀に派遣した快風丸
  関係,ｲｼｶﾘ川の鮭漁等について触れる
1854年1月29日-09:00|日本|  ||嘉永7年1月|<出版>渓斎英泉｢英雄画史｣
1854年1月29日-09:00|日本|京都府京都市|嘉永7年1月1日|田中久重､京都寺町で蒸気力を利用した｢からくり芝
  居｣を興行
1854年1月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾌﾘｰﾏﾝ･ｺﾌﾞ､ｺﾌﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ｺｳを駅馬車会社に転換､ﾌｫﾚｽﾄ･ｸﾘｰｸ､ﾍﾞﾝﾃﾞｨｺﾞｳ､ﾒﾙﾎﾞﾙ
  ﾝ間に定期便を運行
1854年1月30日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾌﾟﾛﾃｯﾄ｣(2回目~12.16)
1854年1月31日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Louis Adolphe Bonard｣(~18551030)
1854年2月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ﾓﾊﾒﾄﾞ･ｱﾙ･ｻﾌｧｰﾙ｣
1854年2月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ｺﾞﾒｽ｣(~15日)
1854年2月2日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾟﾋﾞｱ｣(~10.28)
1854年2月5日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|嘉永7年1月8日|露ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝ艦隊､長崎出港
1854年2月5日-08:00|中国|  ||清･咸豐4年1月8日|太平軍の北上部隊が､天津近郊で敗北し退却
1854年2月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾗﾝｽと国交を断絶
1854年2月13日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ･ｳｨﾘｱﾑｽﾞ中佐｣(~1
  0.3)
1854年2月13日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横須賀市|嘉永7年1月16日|ｱﾒﾘｶ合衆国印度洋艦隊司令官ﾏｯｼｭ･ﾍﾟﾘｰ提
  督が軍艦7隻を率いて神奈川沖に再来日
1854年2月15日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｻﾝﾏﾙﾃｨﾝ･ｲ･ﾌｺﾞﾝ｣(2回目~1856020
  1)
1854年2月15日-08:00|中国/ｱﾒﾘｶ|  ||清･咸豐4年1月18日|上海にｱﾒﾘｶ租界が開設される
1854年2月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《交響詩｢ｵﾙﾌｪｳｽ｣》
1854年2月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||南部ｱﾌﾘｶにﾎﾞｰｱ人が｢ｵﾚﾝｼﾞ自由国｣建国(⇒第二次ﾎﾞｰｱ戦争後1902年英国植
  民地に)
1854年2月17日-09:00|日本|兵庫県三田市|嘉永7年1月20日|<交替>摂津三田藩36000石｢九鬼隆徳｣隠居⇒長男｢九
  鬼精隆｣が継ぐ(⇒安政6(1859)年8月19日､36歳で死去)
1854年2月21日-09:00|日本|  ||嘉永7年1月24日|嘉永一朱銀の通用開始
1854年2月22日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾌﾟﾗﾄﾝ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ﾛｶｿﾌｽｷｰ｣(3回目~185501
  24)
1854年2月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《交響詩｢前奏曲｣》
1854年2月23日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾎﾞｰｱ人とﾌﾞﾙｰﾑﾌｫﾝﾃｰﾝ条約を結び､ｵﾚﾝｼﾞ自由国の独立を承認
1854年2月24日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国臨時政府大統領｢ｼﾞｮｻｲｱｽ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾎﾌﾏﾝ｣(~3.29)ﾌｫﾙｸｽﾗｰ
  ﾄﾞ会長
1854年2月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(16回目)
1854年2月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾓﾆｭｼｭｺ作曲のｵﾍﾟﾗ｢ﾊﾙｶ｣初演



1860迄(3252件)

1854年2月28日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢John Cornell Chads｣
1854年2月28日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾌﾙﾄ ﾁｬﾓﾛ･ﾍﾟﾚｽ｣(~18550312)
1854年2月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｨｽｺﾝｼﾝ州ﾘﾎﾟﾝで,旧ｳｨｯｸﾞ党を母体に民主党の分派などが結集し共和党が結成
  される
1854年3月1日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺの自由主義者,独裁と腐敗を極めるｻﾝﾀｱﾅを追放.その後内戦に移行
1854年3月1日-09:00|日本|  ||嘉永7年2月3日|幕府,異国船見物禁止令布告
1854年3月2日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢暫定軍事評議会:ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ｻﾝﾍﾞﾝﾄ･ﾓﾚｲﾗ･
  ﾚｲｽ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｧｳｽﾃｨｰﾉ･ﾄﾞｽ･ｻﾝﾄｽ･ｸﾚｽﾎﾟ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾊｼﾝﾄ･ﾀﾊﾞﾚｽ｣(~10.18)
1854年3月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝとｳｨﾘｱﾑｽﾞﾀｳﾝ間に電信線が開通
1854年3月5日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連合第3代大統領｢ﾌｽﾄ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｳﾙｷｰｻ｣連邦派(~18600305)
1854年3月6日-09:00|日本|愛媛県松山市|嘉永7年2月8日|<再建>松山城天守閣(天明4年の落雷による焼失)
1854年3月8日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|嘉永7年2月10日|横浜山手外国人墓地創始
1854年3月9日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝｿﾝ｣(
  ~1857年)
1854年3月9日-09:00|日本|  ||嘉永7年2月11日|<死去>2代吉住小三郎(55歳)長唄唄方
1854年3月10日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾘｵｯﾄ卿｣(~18561027)
1854年3月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽが､ﾛｼｱに対抗するためにｵｽﾏﾝ帝国と軍事同盟を結ぶ
1854年3月12日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<再任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ﾍﾞﾅﾝｼｵ･ﾌﾛｰﾚｽ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(1回目~18550910)
1854年3月13日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾞｲﾅﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ1世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙ
  ﾀﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ﾊﾘﾑ･ｼｬｰ｣
1854年3月13日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ3世 ﾑｶﾗﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽ
  ﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ﾗｼｰﾄﾞ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~18790622没)
1854年3月13日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ･ｵｽｶﾙ｣
1854年3月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾏﾀﾞﾝ･ﾊﾟﾙ｣(~18690816没)
1854年3月16日 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢Cornelius Hendricksen Kortright
  ｣(~1857.1)
1854年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾝｿﾝ｣
1854年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱﾝｿﾝ｣(~18920107死去)
1854年3月21日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横浜市中区|嘉永7年2月23日|横浜村の応接所で､ﾍﾟﾘｰの持参した模型
  蒸気機関車の試運転を行う
1854年3月22日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横浜市|嘉永7年2月24日|再来したﾍﾟﾘｰは､ﾓｰﾙｽの通信機を将軍に献じ
  横浜で1ﾏｲﾙ間の有線通信公開実演を行う/日本初の電気通信
1854年3月24日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾎｾ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾓﾅｶﾞｽ大統領,奴隷解放令を発布
1854年3月24日-09:00|日本|東京都墨田区|嘉永7年2月26日|<大相撲>嘉永7年2月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(西前4)象ヶ鼻,8勝0敗2休
1854年3月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾙﾏ公｢ｶﾙﾛ3世｣暗殺される/31歳
1854年3月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ1世｣(~18590609~19071116死去63歳)
1854年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ｽｺｯﾄ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣
1854年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ=ｽｺｯﾄ｣(~18791206死去)
1854年3月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦3月16日|ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽが黒海に艦隊を派遣し､ﾛｼｱに宣戦布告
1854年3月29日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国臨時政府大統領｢ｼﾞｮｻｲｱｽ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾎﾌﾏﾝ｣(~4.15)
1854年3月29日-09:00|日本|東京都台東区|嘉永7年3月|<初演>2代目河竹新七の｢都鳥廓白浪｣が河原崎座で
1854年3月31日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横浜市|嘉永7年3月3日|江戸幕府と米国使節ﾍﾟﾘｰが横浜で｢日米和親
  条約｣に調印/日本は下田と箱館(函館)を開港し､鎖国解除
1854年4月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《交響詩｢ﾏｾﾞｯﾊﾟ｣》
1854年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1854年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで､週刊紙のﾙ･ﾌｨｶﾞﾛが復刊
1854年4月3日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第17回~10日)
1854年4月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ=ｼﾞｭﾆｱ部統治者(ﾗｵ)｢ﾄﾘﾝﾊﾞｸﾗｵ･ｱﾊﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1869年没)､｢ｳﾞｨﾅﾔ
  ｸﾗｵ･ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~1876年)､｢ｶﾞﾝﾊﾟﾄﾗｵ･ﾊﾘﾊﾗｵ･ﾊﾞﾌﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1899年没)
1854年4月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国がｼﾆｱ部とｼﾞｭﾆｱ部に分割
1854年4月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの医師ﾊﾞｾﾄﾞｰ/55歳(誕生17990328)ﾊﾞｾﾄﾞｳ氏病を発見した
1854年4月13日-08:00|中国/ｲｷﾞﾘｽ|  ||清･咸豐4年3月16日|<就任>第4代香港総督｢ｻｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｳﾘﾝｸﾞ｣(~18590909
  )
1854年4月14日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣(3
  回目~18550118)
1854年4月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国国家大統領代行｢ｼﾞｮｻｲｱｽ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾎﾌﾏﾝ｣(⇒9.13､大統領
  ~18550210)
1854年4月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国政府書記｢ﾔｺﾌﾞｽ･ｸﾞﾙｰﾈﾝﾀﾞｰﾙ｣(~18550903)
1854年4月17日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ共和
  国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾒﾛ･ｲ･ｵﾙﾃｨｽ(臨時政府最高責任者)｣(~12.4)ｸｰﾃﾞﾀｰにより
1854年4月17日-09:00|日本|山形県鶴岡市|嘉永7年3月20日|<死去>酒井忠器(65歳)前出羽庄内藩主
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1854年4月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟﾛｲｾﾝの間に対ﾛｼｱ同盟が成立
1854年4月20日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|嘉永7年3月23日|ﾛｼｱ使節､海軍中将ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝ軍艦3隻にて再び長崎
  へ来航
1854年4月21日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ共和国大統領代行｢ﾄﾏｽ･ﾎｾ･ﾗﾓﾝ･ﾃﾞﾙ･ｶﾙﾒﾝ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ･ｲ･ﾍﾟﾚ
  ｽ･ﾀﾞﾋﾞﾗ｣(ﾁｮｺﾝﾀで反乱~8.5)
1854年4月21日-09:00|日本|静岡県下田市|嘉永7年3月24日|幕府が下田奉行を再び設置
1854年4月24日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ﾊﾞｽｺ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ﾒﾈｾｽ｣(~185709
  26)
1854年4月25日-09:00|日本|静岡県下田市|嘉永7年3月28日|吉田松陰､米艦にて密出国を願うが拒否され､下田奉
  行所に自首､拘禁される
1854年4月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾏｻﾁｭｰｾｯﾂに移住援助協会が発足
1854年4月27日-09:00|日本|東京都品川区|嘉永7年4月|品川沖台場のうち1から3番までが完成
1854年4月28日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｷｭﾗｿｰ/BES諸島|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｱﾝﾃｨﾙ総督代理｢Jacob Bennebroek G
  ravenhorst｣(~18560225)
1854年4月30日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵのﾏｳｱ･ﾍﾟﾄﾛﾎﾟﾘｽ間にﾌﾞﾗｼﾞﾙ最初の鉄道が開通
1854年5月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾋﾞﾗﾝ･ﾜｰﾝ｣(8回目~1856年3月)
1854年5月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾗﾊﾟｽのｳｫｰｶｰ軍,内部の腐敗により崩壊/蜂起した住民に追われ米国に逃げ帰る
1854年5月2日-09:00|日本|東京都新宿区|嘉永7年4月6日|牛込矢来下の水車で製造中の火薬が爆発､死傷者多数
1854年5月2日 03:00|日本|京都府京都市|嘉永7年4月6日|(～7日)<京都嘉永7年の大火｢毛虫火事｣>午の中刻(正
  午ごろ)､御所築地内の南東に位置する仙洞御所北殿から出火､内侍所(賢所:神鏡を奉安している建物)､紫宸殿
  (儀式を行う建物)などへたちまち炎が移り､准后(皇族の待遇を受けている臣下)の住まいも炎上/御所から出
  た炎は一条殿と今出川殿の屋敷を焼いて町家へ移り,町家の焼失は下は出水通り堀川まで､堀川通りは椹木町
  まで､大宮通りは下立売まで,西は沼日暮まで､出水通りは浄福寺通りまで､一条通り上長者町通りは千本通り
  まで焦土と化した/上は知恩院笹屋町裏通りまで､元誓願時通り南側堀川まで､今出川通りは新町まで焼失し､
  それより東は武者小路通り烏丸までなど御所近辺は残らず灰となった/翌日卯の刻(5時ごろ)鎮火/被害は町数
  229か町､家数にして8958軒,土蔵624棟が焼失
1854年5月5日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島副知事｢Willem Hendrik Johan van Idsinga｣(~1860
  年)
1854年5月5日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱでふたたび保守党(当時立憲党を自称)と自由党(当時民主党を自称)と
  の間に内戦開始
1854年5月9日-09:00|日本|東京都|嘉永7年4月13日|<死去>角力年寄･稲川政右衛門,自殺
1854年5月9日-08:00|中国|  ||清･咸豐4年4月13日|ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ｱﾒﾘｶの抗議で上海が自由港となる
1854年5月14日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾗｯﾄ国はｲｷﾞﾘｽの保護下
1854年5月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾀﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~18671114没)､摂政｢ﾗﾆ｣(~1863年1月)
1854年5月19日-09:00|日本|東京都中央区|嘉永7年4月23日|吉田松陰密航事件に連座して､佐久間象山も逮捕さ
  れ伝馬町獄入り
1854年5月22日-09:00|日本|千葉県君津市|嘉永7年4月26日|<死去>上総国久留里藩3万石｢黒田直静｣(45歳)⇒養
  子｢黒田直和｣が継ぐ(⇒慶応2(1866)年4月2日､隠居)
1854年5月23日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ｳｯﾄﾞﾊｳｽ｣(~18570725)
1854年5月23日-09:00|日本|千葉県木更津市|嘉永7年4月27日|<交替>上総請西藩1万石｢林忠旭｣隠居⇒弟｢林忠交
  ｣が継ぐ(⇒慶応3(1867)年6月24日､伏見にて死去)
1854年5月23日-04:00|ﾛｼｱ/韓国/朝鮮|  ||清･咸豐4年4月27日|ﾛｼｱ船が咸鏡道で住民を殺害
1854年5月26日-06:30|ｺｺｽ諸島|  |||<死去>ｺｺｽ(ｷｰﾘﾝｸﾞ)諸島統治者｢John Clunies-Ross｣
1854年5月26日-06:30|ｺｺｽ諸島|  |||<就任>ｺｺｽ(ｷｰﾘﾝｸﾞ)諸島統治者｢John George Clunies-Ross｣(~18710608死
  去)
1854年5月26日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞ｣(~12.5)
1854年5月26日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾋﾟﾚｳｽはｸﾘﾐｱ戦争中にｷﾞﾘｼｬの中立を強制するために英仏軍に占
  領された(~18570228)
1854年5月27日-09:00|日本|  ||嘉永7年5月|<出版>長谷川雪堤､喜多武一､山崎武陵､板橋貫雄等の挿画｢成田山
  名所図会｣
1854年5月28日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ首相(閣僚理事会議長)代行｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾐﾊｲﾙ･ｶﾅﾘｽ｣(~8.29)
1854年5月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｸﾌﾞﾘｭﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~11.23)
1854年5月29日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ﾌﾞｺｳﾞｨﾅがｶﾞﾘｼｱから完全分離
1854年5月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾋﾟｱｰｽ､ｶﾝｻﾞｽ=ﾈﾌﾞﾗｽｶ法に署名/ﾐｽﾞｰﾘ州とｱｲｵﾜ州の西側に広がる地域が準州と
  して昇格.北緯40度を境として,ｶﾝｻﾞｽ州とﾈﾌﾞﾗｽｶ州に分割される
1854年6月-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｼﾍﾞﾘｱ･ｷﾙｷﾞｽ部が廃止され､旧中ｼﾞｭｽﾞと旧大ｼﾞｭｽﾞの大部分が完全にﾛｼｱに
  編入された
1854年6月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾃﾞﾝ代理人｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Outram｣｣(~9月)
1854年6月5日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶとｶﾅﾀﾞの間に互恵通商条約が調印される､ｶﾅﾀﾞの農産物に対して米市
  場開放
1854年6月5日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|嘉永7年5月10日|江戸幕府｢鳳凰丸｣(600t)浦賀造船所で竣工(日本
  で建造された最初の洋式大型軍艦)
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1854年6月5日-08:00|中国|  ||清･咸豐4年5月10日|上海に英仏米が管理する税関が設置される
1854年6月7日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾏﾅｽ･ｸﾞﾛﾌﾞﾗｰ｣(第8回~15日)
1854年6月10日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾞｱﾌﾗ湾英国領事｢ｼﾞｮﾝ･Beecroft｣
1854年6月10日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｱﾌﾗ湾英国領事代理｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･Bishop Lynslager｣(~1
  8550922)
1854年6月10日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾘﾝｽﾚｰｶﾞｰ司教｣(~1858
  0527)
1854年6月10日-09:00|日本|香川県高松市|嘉永7年5月15日|高松城下中新町出火.78軒焼失
1854年6月13日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道|嘉永7年5月18日|ｸｼｭﾝｺﾀﾝのﾛｼｱ兵､全員退去
1854年6月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ･ｵｽﾏﾝ条約が調印され､墺がﾄﾞﾅｳ川流域の2州を占領
1854年6月15日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||嘉永7年5月20日|日米通貨交換比率(金:金貨1ﾄﾞﾙ=通用銀8匁3分6厘､銀:銀
  貨1ﾄﾞﾙ=通用銀16匁､銭:1ﾄﾞﾙ=1貫600文)及び石炭価格の協定成立
1854年6月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｹﾞｰﾗ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ62世｣
1854年6月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｹﾞｰﾗ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ67世｣(~18670711死去)
1854年6月19日-08:00|中国|  ||清･咸豐4年5月24日|広東で天地会が蜂起
1854年6月20日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|静岡県下田市|嘉永7年5月25日|幕府が､日米和親条約付録協定(下田協定)に調
  印
1854年6月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《歌劇｢ｱﾙﾌｫﾝｿとｴｽﾄﾚｯﾗ｣》
1854年6月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Jose Gerardo Ferreira de Passos｣(~18560601
  )
1854年6月25日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|静岡県下田市|嘉永7年6月1日|ﾍﾟﾘｰ艦隊､下田を発ち離日-那覇から香港へ
1854年6月26日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Te uru ra`i Ari`i mate｣(~18680626)
1854年6月29日-09:00|日本|福岡県北九州市|嘉永7年6月5日|<交替>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原貞嘉｣本
  家小倉藩主｢小笠原忠徴｣の養嗣子となって忠嘉と改名⇒兄｢小笠原貞寧｣が継ぐ(⇒安政3(1856)年6月6日､隠居
  )
1854年7月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ｼﾘ･ｱﾙ=ｱﾙﾅｳﾄ｣(~11月)
1854年7月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~9月)
1854年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||米軍艦｢ｼｬｲｱﾝ｣,ふたたびｸﾞﾚｰﾀｳﾝに上陸.英軍基地を破壊/ｲｷﾞﾘｽは屈
  服
1854年7月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾛｰﾆｭの森が完成
1854年7月5日-09:00|日本|東京都|嘉永7年6月11日|江戸柏木淀橋の火薬製造所で大爆発事故.付近家屋に大被害
1854年7月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐｼｶﾞﾝ州で､奴隷制に反対するﾐｼｶﾞﾝ市民が､新党を結成し､｢共和党｣と名付ける
1854年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲにｲﾝﾄﾞ人経営の最初の紡績工場ができる
1854年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>G.S.ｵｰﾑ/67歳(誕生17870316)ｵｰﾑの法則のﾄﾞｲﾂの科学者
1854年7月7日 01:00|日本|福井県福井市|嘉永7年6月13日|<福井嘉永7年の｢塩町大火｣>巳の刻(午前10時ごろ)京
  町の隣の塩町の鍛冶屋次郎助方から出火,城西の町家のほとんどを焼き尽くし､さらに北方の神明町､松本町ま
  で延焼､町家のほか与力町裏や上油町の足軽組屋敷も焼失､丸山､幾久村までも飛び火/町家2242軒､士分屋敷54
  軒､卒分(足軽など)家390軒､計2686軒焼失/そのほか土蔵196棟､小屋3棟､物置3棟,西本願寺掛所､東本願寺掛所
  ､本覚寺､光照寺など寺社61か所､在家道場23軒､山伏の家9軒､武道道場2棟､御堂2棟､牢屋1か所/消火のための
  潰家22軒
1854年7月9日-07:00|日本|  ||嘉永7年6月15日|<嘉永7年伊賀上野地震>暁､丑の刻(午前2時ごろ)伊賀､伊勢から
  大和､近江国にわたり､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7ｸﾗｽの地震/全体の被害は､1308人死亡,家屋全潰5787軒､同全焼62軒,土蔵全
  潰1246棟,寺社全潰570か所､堤防破壊622か所､山崩れ4506か所
1854年7月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｿﾞﾗﾜﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18780828没)
1854年7月11日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|沖縄県|嘉永7年6月17日|琉球王府､米国と琉米修好約条を締結
1854年7月13日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｱｯﾊﾞｽ･ﾋﾙﾐ･ﾊﾟｼｬ｣宮廷内で召使により暗
  殺される(誕生1813年)
1854年7月13日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18630118没)
1854年7月14日-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾘﾔ･ﾑﾘﾔ諸島が英国に割譲(~19671130)
1854年7月15日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ﾐﾊｲﾙ･ｾﾙｹﾞｲﾋﾞｯﾁ･ｲﾘﾝｽｷｰ｣(~18571110)
1854年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｶｰﾙ｣
1854年7月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Fernando Fernandez de Cordova｣穏和党(~
  18日)
1854年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｱﾚｸｼｽ｣(~1866年退位､宗主のﾍｯｾﾝ選帝
  侯領がﾌﾟﾛｲｾﾝ王国に併合されるに伴い､消滅)
1854年7月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｳｨｰﾝとﾄﾘｴｽﾃの間に､急勾配のｾﾞﾏﾘﾝｸﾞ峠を通過する世界初の山岳鉄道路線が
  開設される
1854年7月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞでｴｽﾊﾟﾙﾃﾛ派の反乱.各地でﾌﾟﾛﾇﾝｼｱﾐｴﾝﾄと都市蜂起があいつぐ
1854年7月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Angel Saavedra｣穏和党(~19日)
1854年7月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｲｵﾙﾀﾞｯﾍ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ(臨時行政長官)｣(~185409
  23)
1854年7月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Baldomero Espartero｣進歩党(~18560714)
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1854年7月20日-09:00|日本|北海道|嘉永7年6月26日|幕府､松前藩領の箱館一帯を直轄領とする
1854年7月20日-08:00|中国|  ||清･咸豊4年6月26日|反清復明､滅満興漢を旗印として､中国南部から東南ｱｼﾞｱに
  わたって広く組織された秘密結社の｢天地会｣が反乱を起こし､広州を包囲
1854年7月22日-09:00|日本|東京都|嘉永7年6月28日|<死去>歌川国直(62歳)浮世絵師
1854年7月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾞﾁｬﾙｼﾝｼﾞ･ﾗｲｼﾝｼﾞ｣(~19080113没)
1854年7月24日-09:00|日本|北海道函館市|嘉永7年6月30日|幕府が箱館奉行を再置
1854年7月26日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|嘉永7年7月2日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊方｣(25歳)⇒
  弟｢木下俊程｣が継ぐ(⇒慶応3(1867)年5月29日､隠居)
1854年7月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴｽﾊﾟﾙﾃﾛ将軍が､各地のﾌﾟﾛﾇﾝｼｱﾐｴﾝﾄと都市蜂起などを背景として政権を樹立
1854年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Arif Mehmed Pasha｣(~1855.10)
1854年8月2日-09:00|日本|  ||嘉永7年7月9日|幕府,日本製造の洋式大船に日本国惣船印として白地に旭日章の
  幟の使用を布達
1854年8月6日-09:00|日本|東京都|嘉永7年7月13日|<死去>椿椿山(54歳､生年1801年)画家
1854年8月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世｣馬車事故による怪我によって
1854年8月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ王｢ﾖﾊﾝ｣(~18731029死去)
1854年8月9日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Gregorio Suarez Morales｣(~30
  日)
1854年8月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||東ｲﾝﾄﾞ鉄道のｶﾙｶｯﾀとﾌｰｸﾞﾘ間に初の旅客列車が開通
1854年8月16日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||連合国(ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽ)によるｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島の占領(~1855年11月)
1854年8月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ｸﾞﾗｯﾀﾝの虐殺>米ﾗﾗﾐｰ砦でｽｰ族ｲﾝﾃﾞｨｱﾝの返り討ちで米兵全滅
1854年8月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｯﾊ(ｵｰｽﾄﾘｱ民事委員)｣｢ﾖ
  ﾊﾝ･ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ ｱﾚｸｼｳｽ･ｸﾞﾗﾌ･ｺﾛﾆｰﾆ=ｸﾛﾝﾍﾞﾙｸ(ｵｰｽﾄﾘｱ軍事総督)｣(~18560325)
1854年8月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾗｷｱはｵｰｽﾄﾘｱが占領(~18541005~事実上18560325)
1854年8月20日-09:00|日本|  ||嘉永7年7月27日|<死去>不知火諾右衛門(54歳)第8代横綱
1854年8月22日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍が､ｵｽﾏﾝ軍の同意を得てﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公国とﾜﾗｷｱ公国を占領
1854年8月22日-09:00|日本|熊本県|嘉永7年7月29日|肥後の石造り水道ｱｰﾁ型の通潤橋が完成
1854年8月29日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ首相(閣僚理事会議長)｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ･ﾆｺﾗｳ･ﾏﾌﾞﾛｺﾙﾀﾞﾄｽ｣(4回目~185
  51004)
1854年8月30日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Pedro Garcia Arredondo｣(~18
  560904)､暫定市民知事｢Francisco Belmonte y Vilches｣(1期目~10.30)
1854年9月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾃﾞﾝ代理人｢ｳｨﾘｱﾑ･Marcus Coghlan｣｣(~1859年)
1854年9月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ｾﾏﾚﾃﾞｨﾝ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1855年)
1854年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｯﾊ(ｵｰｽﾄﾘｱ民事委員)｣｢ﾖﾊ
  ﾝ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾄ ｱﾚｸｼｳｽ･ｸﾞﾗﾌ･ｺﾛﾆｰﾆ=ｸﾛﾝﾊﾞｰｸﾞ(ｵｰｽﾄﾘｱ軍事総督)｣(~18560325)
1854年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはｵｰｽﾄﾘｱに占領される(~18560325)
1854年9月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｻﾗｲﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾗｷﾞﾌﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1855年1月)
1854年9月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾍﾟｽﾞｴﾗ,｢黒い戦士｣号事件の責任を問われ更迭.ｺﾝﾁｬがふたたびｷｭｰﾊﾞ総督
  に着任
1854年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾚﾗの流行に飲料水が関係していることをｲｷﾞﾘｽのｽﾉｰが証明
1854年9月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｻﾝﾄﾞｩ･ｽﾄｩﾙｻﾞ(臨時行政評議会議
  長)｣(2回目~10.7)
1854年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍のｱﾛｰ級砲艦｢HMSﾋﾞｰｸﾞﾙ｣ﾛﾝﾄﾞﾝにあるC.J.ﾒｱ社及びR&Hｸﾞﾘｰﾝ社で竣
  工(1863年香港で薩摩藩に売却され乾行と命名)
1854年9月6日-09:00|日本|奈良県葛城市|嘉永7年閏7月14日|<死去>永井直養(52歳)前大和新庄藩主
1854年9月7日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|嘉永7年閏7月15日|ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ艦隊の司令長官ｽﾀｰﾘﾝｸﾞが軍艦4
  隻を率いて長崎入港.露艦隊探索のため諸港の出入りを要求⇒8月29日退去
1854年9月11日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ｱﾗﾝ･ﾈｲﾋﾟｱ･ﾏｸﾅﾌﾞ卿(1回目/ｶﾅﾀﾞ西部)｣｢
  ｵｰｶﾞｽﾃｨﾝ･ﾉｰﾊﾞｰﾄ･ﾓｰﾘﾝ(2回目/ｶﾅﾀﾞ東部)｣(~18550127)
1854年9月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝとﾎﾟｰﾄ･ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ(ｻﾝﾄﾞﾘｯｼﾞ)間に､最初の公営の蒸気機関鉄道がｵｰﾌﾟﾝ
1854年9月13日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ｲｷﾞﾘｽ司令官｢ﾗｸﾞﾗﾝ男爵FitzRoy James Henry Some
  rset｣(~18550629死去)
1854年9月14日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ﾌﾗﾝｽ司令官｢Armand Jacques Leroy de Saint-Arnau
  d｣(~26日死去)
1854年9月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｳｸﾗｲﾅ/ﾄﾙｺ|  |||英仏土連合軍がｸﾘﾐｱ半島へ上陸開始
1854年9月16日-09:00|日本|島根県安来市|嘉永7年閏7月24日|<死去>松平直興(55歳)前出雲母里藩主
1854年9月17日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾏｯﾀｰﾎｰﾝ初登頂
1854年9月17日-09:00|日本|千葉県富津市|嘉永7年閏7月25日|<交替>上総佐貫藩16000石｢阿部正身｣隠居⇒長男｢
  阿部正恒｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1854年9月19日-09:00|日本|東京都|嘉永7年閏7月27日|<死去>不知火諾右ヱ門･湊親方(相撲)8代横綱[1801年10
  月生～](享年52)
1854年9月21日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾊﾊﾞﾅ侯爵ﾎｾ･ｷﾞﾃﾚｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｺﾝﾁｬ
  ･ｲ･ｲﾘｺﾞｴﾝ｣(2回目~18591124)
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1854年9月22日-09:00|日本|  ||嘉永7年8月|<出版>一光斎芳盛｢海外人物輯｣
1854年9月22日-09:00|日本|  ||嘉永7年8月|<出版>一立斎広重｢扶桑蓬莱百首狂歌集｣
1854年9月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾊﾞｰﾌﾞ･ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ﾋﾞﾍﾞｽｸ=ｼｭﾃｨﾙﾍﾞｱ｣(2回目~1856
  0625)
1854年9月26日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ﾌﾗﾝｽ司令官｢Armand Jacques Leroy de Saint-Arnau
  d｣
1854年9月26日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ﾌﾗﾝｽ司令官｢Francois Certain de Canrobert｣(~185
  50516)
1854年9月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸ市のｺﾘﾝｽﾞ･ﾗｲﾝ大西洋定期航路,側輪蒸気船｢ｱｰｸﾃｨｯｸ｣が､ﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞ
  ﾗﾝﾄﾞ島のｹｰﾌﾟﾚｰｽ沖で､ﾌﾗﾝｽの鋼製蒸気船｢ﾍﾞｽﾀ｣と衝突後に沈没.乗員乗客合わせて534人のうち､女性と子供10
  9人を含め約350人が死亡
1854年9月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|嘉永7年8月6日|<死去>8代市川團十郎.大坂･島の内御前町の旅館｢植
  久｣で喉を突いて自殺(32歳､文政6(1823)1005生)孝行者として表彰された人気歌舞伎役者
1854年9月28日-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝとﾛｼｱが秘密協定を締結
1854年9月29日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾙｰﾌﾟ｢ｱﾙﾊﾞﾆｰ｣(1042t)ｺﾛﾝﾋﾞｱのAspinwallにて遭難沈没
1854年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｸﾞｲﾃﾞｨ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾊﾞﾙﾋﾞｴｰﾘ｣
1854年10月3日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾌﾘｰﾏﾝ･ﾏﾚｰ｣(1期目~18590618)
1854年10月4日-09:00|日本|埼玉県川越市|嘉永7年8月13日|<交替>武蔵国川越藩17万石｢松平典則｣隠居⇒養子｢
  松平直侯｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年12月6日､隠居)
1854年10月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｷﾞｶ｣(2回目~18560703)
1854年10月8日-09:00|日本|東京都|嘉永7年8月17日|<死去>高田郡吉田村出身の眼科医｢土生玄碩｣江戸にて(87)
1854年10月9日-08:00|中国|  ||清･咸豐4年8月18日|<即位>昇平天国:定南王｢胡有禄｣(~1855年10月)､鎮南王｢朱
  洪英｣(~18580724)
1854年10月10日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾞﾅｰﾏﾝ卿｣(~18570418)
1854年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~1857年)
1854年10月13日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞｰｶﾞﾝ｣(1回目~12.
  27)
1854年10月14日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|嘉永7年8月23日|長崎奉行､日英和親条約に調印/長崎･箱館の
  2港が開港される
1854年10月14日-08:00|中国|  ||清･咸豊4年8月23日|曾国藩の湘軍が､太平天国軍から武漢を奪取
1854年10月16日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第18回~17日)
1854年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1854年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~18840228死去)
1854年10月17日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ『ｴｲｼﾞ』創刊
1854年10月17日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｸﾘﾐｱ戦争でｾｳﾞｧｽﾄﾎﾟｰﾘ攻防戦がはじまる
1854年10月18日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾎｾ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｺｴｰﾘｮ･ﾄﾞ･ｱﾏﾗﾙ｣(1回目､1
  8550117まで暫定~18600808)
1854年10月18日-09:00|日本|愛知県岡崎市|嘉永7年8月27日|<死去>松平乗利(44歳)前三河奥殿藩主
1854年10月20日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|嘉永7年8月29日|英国使節ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ､長崎出港
1854年10月23日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|  ||嘉永7年9月2日|幕府､ｵﾗﾝﾀﾞに対して下田と箱館の2港を開港
1854年10月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||<ｸﾘﾐｱ戦争:ﾊﾞﾗｸﾗｳﾞｧの戦い>ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾙｺ連合軍がﾛ
  ｼｱ軍に勝利
1854年10月25日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(1度目~同年
  )
1854年10月28日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Ramon Montero y Blandino｣(2期目~
  11.20)
1854年10月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｸﾞﾘｺﾞﾚ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｷﾞｰｶ｣(2期目~18560603~18570824死去)
1854年10月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｧﾝﾃﾞｨｰﾒﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ憲法法､国王の承認を受ける｡憲法の承認を受けた最初
  の植民地
1854年11月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙ=ｼｬｰｶｽ｣(~1856年)
1854年11月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉﾎﾞﾛｼﾔ=ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢Nikolay Nikolayevich Annenkov｣(~18550417)
1854年11月1日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾞﾚ島はｾﾈｶﾞﾙ植民地から分離し､ｱﾌﾘｶ西海岸海軍師団司令官の支配下に
  置かれた
1854年11月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第19回~10日)
1854年11月6日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|嘉永7年9月16日|<交替>陸奥棚倉藩6万石｢松平康爵｣隠居⇒
  弟｢松平康圭｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年8月22日､死去)
1854年11月8日-09:00|日本|  ||嘉永7年9月18日|<死去>永楽保全(60歳)陶工
1854年11月8日-09:00|日本|  ||嘉永7年9月18日|吉田松陰､萩で蟄居の判決/佐久間象山､松代で蟄居の判決
1854年11月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Manuel Buceta del Villar｣(1期目~1856年)
1854年11月16日-09:00|日本|東京都江東区|嘉永7年9月26日|深川八幡宮修復成就
1854年11月18日-09:00|日本|兵庫県加東市|嘉永7年9月28日|<死去>丹羽氏賢(44歳)前播磨三草藩主
1854年11月19日-09:00|日本|  ||嘉永7年9月29日|幕府､武家諸法度を改正
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1854年11月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｸﾚｽﾎﾟ｣(~18561205)
1854年11月20日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官｢ﾌﾞｰｾﾞ候Joseph Fidel
  e Eugene｣(1期目~18560313)
1854年11月20日-07:00|日本|北海道松前郡松前町|嘉永7年10月1日|<完成>松前城
1854年11月21日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島ﾀﾋﾁ特定ﾌﾗﾝｽ司令官｢Louis Francois Roy｣(~1856年)
1854年11月21日-09:00|日本|  ||嘉永7年10月2日|幕府､警火令を発する
1854年11月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾚｼﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(4期目~18550502)
1854年11月23日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Graf Nikolay Vladimirovich Adlerberg｣(~1856
  0606)
1854年11月28日-07:00|日本|北海道|嘉永7年10月9日|<蝦夷(北海道)松前嘉永7年の大火>丑の刻(午前2時ごろ)
  中川原町の茶屋･米屋から出火した｡燃えさかる炎は火元の川原町をはじめ､蔵町､横町､下中町､袋町と延焼｡つ
  いで大松前町､枝が崎町まで延びて泊川石坂まで灰にした｡一方､馬形町に延びた炎は､端立町､大田町､一本橋
  まで焼いた｡馬形中町に延びた炎は浜町､後町､新町まで灰にするという大火となった｡被害総数20人余死亡､焼
  失家屋およそ1700軒
1854年11月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで採掘料に反対して金鉱夫がﾕｰﾘｶ砦に篭城
1854年11月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督が､ﾚｾｯﾌﾟｽにｽｴｽﾞ運河の建設を許可
1854年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ﾊﾞﾙﾜﾝﾄﾗｵ･ﾗｼﾞｪ･ｺﾞｰﾙﾊﾟﾃﾞ｣(~18620
  327没)､摂政｢ｸﾘｽﾅｼﾞ･ﾎﾞｰﾙ｣(~1861年)
1854年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾙｲ･ｴｸﾄﾙ･ﾍﾞﾙﾘｵｰｽﾞ《ｵﾗﾄﾘｵ｢ｷﾘｽﾄの幼時｣》
1854年12月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ,奴隷解放令を発布.先住民の貢納制廃止
1854年12月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾒﾛ,急進派の主張を実現できないまま,ｺﾞﾙｺﾞﾀｽと保守党の連合に敗れ退陣.これ
  を機にﾄﾞﾗｺﾆｱﾉｽの政治的影響は消失
1854年12月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾋﾟｽﾋﾟｽで金鉱発見
1854年12月1日-09:00|日本|栃木県佐野市|嘉永7年10月12日|<死去>下野佐野藩16000石｢堀田正衡｣(60歳)⇒11月
  29日､嫡孫｢堀田正頌｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1854年12月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽの間に攻守同盟が成立
1854年12月2日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの植民地当局によりﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ国廃止
1854年12月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||400人の兵士がﾕﾘｰｶ砦を攻撃､150人の鉱夫中30人が死亡､兵士も5人が死亡
  するが､首謀者は逃亡
1854年12月3日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾊﾞﾚｲﾛｽ･ｱﾛﾊﾞｽ｣(~18580328)
1854年12月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ共和
  国大統領代行｢ﾎｾ･ｱﾙｾﾆｵ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾃﾞﾙ･ｶﾙﾒﾝ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ･ｲ･ｵﾚﾌｴﾗ｣(~18550401)
1854年12月4日-09:00|日本/ﾛｼｱ|静岡県下田市|嘉永7年10月15日|ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝのﾛｼｱ使節､再び下田に来航
1854年12月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚｲ卿｣(~18610815)
1854年12月9日-08:00|中国/ﾌﾗﾝｽ|  ||清･咸豐4年10月20日|上海のﾌﾗﾝｽ軍が小刀会を攻撃
1854年12月10日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Agustin Nogueras y Pitarqu
  e｣(~1856年)
1854年12月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ﾍﾟｰﾀﾞｰ･ｹﾞｵﾙｸ･ﾊﾞﾝ｣(18550105まで代行~18561018)
1854年12月13日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ｾｻﾞｰﾙ･ｳﾞｪﾗﾝ｣(~18570815)
1854年12月13日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｺﾅｰ｣(~1857032
  3)
1854年12月13日-09:00|日本|  ||嘉永7年10月24日|吉田松陰､萩にて幽閉-萩の野山獄､金子重輔は岩倉獄に入る
1854年12月15日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾎﾚｲｼｮ･ﾈﾙｿﾝ･ｳﾞｨｶﾞｰｽ｣(~18561010)
1854年12月15日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ｶﾒﾊﾒﾊ3世｣
1854年12月15日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ｶﾒﾊﾒﾊ4世｣(~18631130死去)
1854年12月16日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾙｲ･ﾚｵﾝ･ｾｻﾞｰﾙ･ﾌｧｲﾃﾞﾙﾍﾞ｣(1回目~18610601)
1854年12月19日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州総督｢ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ｳｫｰｶｰ･ﾍｯﾄﾞ卿｣(~18611025)
1854年12月20日-09:00|日本|東京都江東区|嘉永7年11月|<大相撲>嘉永7年11月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(西前7)沖ﾉ濱,8勝0敗2休
1854年12月23日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||嘉永7年11月4日|地震のため､ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝの乗艦ﾃﾞｨｱﾅ号が大破
1854年12月23日 00:00|日本|  ||嘉永7年11月4日|<安政東海地震>五つ半過ぎ(午前9時ごろ)､推定ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.4
  という巨大地震が発生/震源は遠州灘沖で､揺れを感じた有感範囲は東北地方から九州東北部にわたり､特に伊
  豆から天竜川河口に至る､地域に被害が集中/沼津では城内､城下の家屋が残らず倒潰し､領内の駿河､伊豆､三
  河大浜で､家屋の倒潰1648軒､土蔵の倒潰416棟､51人死亡/三島宿は家屋の倒潰986軒､焼失45軒とほとんど全滅
  /愛鷹山のふもとの小林では､長さ2丁(220m)､幅50間(90m)の地が陥没し､民家12軒が土中に埋まった/富士川流
  域の白鳥山で山崩れが起き､同川は流れが止まった/同川支流の稲子川の上稲子付近､安倍川及び同川支流の藁
  科川流域､大井川支流の笹間川流域など多数の地点で山崩れが発生/久能では陣屋ほか侍屋敷が残らず大破､百
  姓家倒潰257軒､10人死亡/駿府では城の石垣が崩壊し､倒潰した家屋が多く､600軒焼失､200人余死亡/相良陣屋
  では家屋が残らず倒潰､領内の百姓家倒潰1587軒､37人死亡/掛川城では天守が半壊し城内の建物の倒潰が多く
  ､城下の家屋倒潰及び焼失1116軒､58人死亡,領内の家屋倒潰3857軒､50人死亡/横須賀では城内の建物がすべて
  倒潰し､領内を含め家屋倒潰4500軒余､114人死亡/日阪宿は全潰､袋井宿は9割方倒潰し200人死亡/地震の後､津
  波が起こり房総半島から土佐の沿岸を襲った/伊豆半島南部から遠州灘沿岸及び伊勢志摩､熊野灘沿岸で､伊豆
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  半島南端の下田では､地震約1時間後､5mに及ぶ津波が襲来､家屋840軒が流失･全潰､30軒が半潰･床上浸水とな
  り4軒しか無事ではなく122人が死亡/同港へ停泊中のﾛｼｱ軍艦ﾃﾞｨｱﾅが大破/伊勢長島では全戸数800軒の内80軒
  が残っただけで9割の家屋が流失し23人死亡/志摩半島の甲賀では､10mの津波が押し寄せ､家屋流失134軒､土蔵
  31棟､11人死亡/和具では全400軒のうち270軒が流失し42人死亡/尾鷲では全戸数959軒のうち661軒が流失し19
  8人が死亡/被災地すべての被害は家屋の倒潰､流失､焼失が約3万軒､2000人～3000人が死亡したと推定
1854年12月24日-09:00|日本|  ||嘉永7年11月5日|<安政南海地震>七つ時(16時ごろ)ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.4という巨大地
  震/震源は紀伊水道南方で､特に紀伊半島沿岸では､紀伊田辺で家屋倒潰255軒､同流失532軒､同焼失441軒､土蔵
  焼失264棟/紀伊の広村では､全戸数339軒のうち125軒が流失し､10軒が倒潰/紀州藩領全体の被害は家屋全潰･
  破損1万8086軒､同流失8496軒､同焼失24軒､699人死亡/阿波でも津波による被害は大きく､牟岐では9mの津波が
  押し寄せ家屋は全滅し20人死亡/小松島では全1000軒のうち80軒しか残らなかった/徳島藩領の被害は家屋倒
  潰3066軒/土佐では高知城内の天守櫓や家屋が破損し､土佐藩領内の被害は家屋倒潰3082軒､同流失3202軒､同
  焼失2481軒で372人が死亡/讃岐では高松で天守櫓が破損､同藩領の被害は家屋倒潰2973軒/伊予宇和島では領
  内の家屋倒潰･流失2360軒の被害/豊後大分藩では家屋倒潰4546軒､18人死亡/大坂湾にも津波が殺到し､停泊中
  の船8000隻が破損､1000軒の家屋が損潰し7000人が死亡/被災地全体の被害は家屋全潰1万軒､同流失1万5000軒
  ､同焼失6000軒､1万8000人が死亡したと推定
1854年12月24日 13:00|日本|東京都台東区|嘉永7年11月5日|亥刻､浅草聖天町より出火､西風烈しく猿若町三丁
  目へ移り､二丁目一丁目三座芝居并びに茶屋其の外一円焼け
1854年12月27日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｼﾞｮﾝ･ﾋﾙ卿｣(1回目~18
  550116)
1854年12月29日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｴｱ｣(1度目~1857
  年)
1855年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟｰﾗ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ﾏｸｽｰﾀﾞﾝ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ｣(~1868年没)
1855年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国がｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに占領される(~1859年)
1855年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ対立ﾊﾝ｢Muhammad Jarlik Tura Khan｣(~1856年死去)
1855年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ｻﾙﾀﾞﾙ･ﾜﾘ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾗｸｻﾞｲ｣(~1859年)
1855年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝがｼﾊﾞﾙｶﾞﾝを占領(~1859年)
1855年-04:00|UAE|  |||<就任>ｱﾌﾞ･ﾀﾞﾋﾞ統治者｢Sheikh Zaid1世 ibn Khalifa Al Nahayan｣(~1909.5死去)
1855年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~1856年)
1855年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｶ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾀﾋﾞﾝﾜ･ｶﾛｺﾞ｣(~1856年)
1855年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾙﾑｰｼﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~18780729死去)
1855年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾌｧｼｮﾀﾞ周辺の白ﾅｲﾙ川上流がｴｼﾞﾌﾟﾄのｽｰﾀﾞﾝに併合
1855年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ｵｽﾏﾝ･ｼｪﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1856年)
1855年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱｼﾆｰ(ｼﾞｮｲﾝｳﾞｨﾙ砦)民間司令官｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｲﾕﾀｰﾙ｣
1855年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾋﾞﾘﾏ･ｺﾞﾈ･ﾗﾃｨﾙ･ﾌｧﾙ｣(~1860年没)
1855年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾋﾞﾗﾑ･ﾍﾟﾝﾀﾞ･ｸﾝﾊﾞ=ｸﾞｳｨ･ﾝｼﾞｪｲ｣⇒｢ﾑﾊﾞﾆ=ﾊﾟｱﾃ
  ･ｸﾝﾊﾞ=ﾝｸﾞｳｨ･ﾝｼﾞｪｲ｣⇒｢ﾗｯﾄ･ｺﾄﾞｩ･ﾏｰ･ｼﾞｹﾞｰﾝ･ﾍﾟﾔ･ﾌｧﾙ･ﾏﾘｸ･ﾝｼﾞｪｲ｣⇒｢ﾋﾞﾗﾔﾝ･ﾏｰ･ｼﾞｹﾞﾆ･ﾍﾟﾔ･ﾌｧﾙ･ﾏﾘｸ･ﾝｼﾞｪｲ｣⇒｢
  ｱﾙ･ﾌﾞｳﾘ･ﾍﾟﾔ･ﾋﾞﾗﾑ･ﾝｼﾞｪｲ｣⇒｢ﾊﾞｶﾝ･ﾀﾑ･ﾔｱｺﾞ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1858年)
1855年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾞｰ(ﾃﾞｭｺｽ砦)民間司令官｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｲﾕﾀｰﾙ｣
1855年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ﾏ=ｺﾄﾞｩ･ｸﾝﾊﾞ･ﾔﾝﾃﾞ･ﾌｧﾙ｣(2回目~1856年)
1855年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ｵﾉﾘｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(4回目~1858年)
1855年 00:00|ﾏﾘ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督によってﾒﾃﾞｨｰﾇ砦が設立される
1855年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ｶｰ･ﾍﾞｲﾘｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(1回目~1859年)
1855年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ副総督｢ﾍﾗｸﾚｽ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾋﾞ
  ﾝｿﾝ｣(~1859年)
1855年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢Edward Everard Rushworth｣(~1860年)
1855年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督代行｢ﾃﾞｳﾞｪﾚﾙ｣(~1856年)
1855年 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Thomas Edward Laws Moore大佐｣(~1862
  年)
1855年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｲｪﾙﾊﾞｰﾄﾝ･ﾁｪｯｸﾘｰ｣(2回目~1856年)
1855年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｳｨﾘｱﾑ･Eden｣(~18790917死去)
1855年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ｲｼﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｴｺﾞ｣⇒｢ﾀﾞﾐｱﾝ･ﾎｾ･ﾊﾟﾁｪｺ｣⇒｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｱﾙｾ･ﾏﾀ｣(3回目)
1855年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾐｭﾍﾝﾃﾞｨｽ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｶﾐﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1856年5月)
1855年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Tepedenlizade Ismail Rahmi Pasha｣(~12月)
1855年1月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾍｷﾝﾊﾞｼ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~3月)
1855年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ｼﾞｮﾅｽ･ﾌﾗｰ｣Rad(3期目~12.31)
1855年1月1日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾋﾟﾄｹｱﾝ諸島主任判事｢George Martin ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･Youn
  g｣(~18560503)
1855年1月2日-09:00|日本|  ||嘉永7年11月14日|<死去>源清麿.自害(42歳)刀工
1855年1月5日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首席国務長官｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾍﾙﾏﾝ･ﾌｫｰｸﾄ｣(~18581208)
1855年1月5日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶｽﾃｨｰｼﾞｬ前大統領,政権復帰を狙い蜂起.若き日のｶｾﾚｽも反乱に参加
1855年1月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国大統領｢ﾗﾓﾝ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ･ｲ･ﾏﾙｹｻﾄﾞ｣(2回目､18581024まで暫定~18
  621024)
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1855年1月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶｽﾃｨｰｼﾞｬ､ﾗ･ﾊﾟﾙﾏの戦いで政府軍に勝利/ﾎｾ･ﾙﾌｨｰﾉ･ｴﾁｪﾆｹ大統領退陣
1855年1月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾔﾝｸﾞ｣(~18611210)
1855年1月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王国が英仏同盟に参加
1855年1月11日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ王｢ｶﾒﾊﾒﾊ4世｣(~18631130)
1855年1月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)代行｢ﾎﾞﾝ･ﾚﾃｨｰﾛ子爵ﾙｲｽ･ﾍﾟﾄﾞﾚｲﾗ･ﾄ
  ﾞ･ｸｰﾄ･ﾌｪﾗｽﾞ｣(~28日)
1855年1月14日-09:00|日本|群馬県沼田市|嘉永7年11月26日|中町天王宮(須賀神社)の本殿が築造される
1855年1月15日-09:00|日本|  ||安政1年11月27日|｢安政｣に改元
1855年1月16日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞｰｶﾞﾝ｣(2回目~同年
  )
1855年1月16日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<就任>ﾊﾜｲ諸島王国首相｢Victoria Kamamalu｣(~18631219)
1855年1月18日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ司令官｢Joseph Fidele Eugene du Bouzet｣(~1856
  1028)､代理｢Jules Marcelin Albert Testard｣(~1861年死去) (⇒18561028司令官~18561221)
1855年1月18日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｬｽﾃｨﾝ･ﾏｯｶｰｼｰ｣(2回目~5.11)
1855年1月18日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏﾚｰ･ﾍｲ｣(1回
  目~6.12)
1855年1月19日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||安政1年12月2日|地震による破損で､修理のために戸田港へ回航中のﾃﾞｨｱﾅ
  号が沈没
1855年1月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞﾆｿﾝ｣(~18610122)
1855年1月20日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国大統領代理｢Joaquin Herrera y Valdes｣(~31日)PL
1855年1月20日-08:00|中国|  ||清･咸豐4年12月3日|雲南の銀山でﾑｽﾘﾑの鉱夫と漢族の鉱夫の間で衝突事件が起
  こる
1855年1月22日-09:00|日本|  ||安政1年12月5日|<死去>初代井上八千代(88歳)日本舞踊家元
1855年1月24日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾚﾝﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞﾗﾌ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾙ
  ｸ｣(~3.15)
1855年1月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾏﾝ主義を代表するﾌﾗﾝｽ詩人･小説家ｼﾞｪﾗｰﾙ･ﾄﾞ･ﾈﾙｳﾞｧﾙが46歳で自殺(18
  08年~､晩年精神病を患う)｢火の娘｣･｢散歩と回想｣･｢ｵｰﾚﾘｱ､あるいは夢と人生｣などの作品を著した
1855年1月27日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ｱﾗﾝ･ﾈｲﾋﾟｱ･ﾏｸﾅﾌﾞ卿(2回目/ｶﾅﾀﾞ西部)｣｢
  ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾊﾟｽｶﾙ･ﾀｼｪ(1回目/ｶﾅﾀﾞ東部)｣(~18560524)
1855年1月28日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾊﾟﾅﾏ地峡横断鉄道完成
1855年1月29日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島郡|安政1年12月12日|薩摩藩が桜島瀬戸村造船所で日本初の洋式軍
  艦｢昇平丸｣を建造【国産軍艦第一号】
1855年1月31日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Andres Garcia Camba｣(~8月)
1855年1月31日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾀﾃﾞｵ･ﾓﾅｶﾞｽ｣PL(2期目~18580315)奴隷解放
  を含む新憲法を提示
1855年2月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<滅亡>ﾜｰﾛ国
1855年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||東ｲﾝﾄﾞ鉄道のﾊｳﾗｰ駅が開業
1855年2月1日-09:00|日本|東京都品川区|安政1年12月15日|品川沖に第五台場､第六台場(砲台)竣工
1855年2月2日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(20回目)
1855年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第35代首相｢第3代ﾊﾟｰﾏｽﾄﾝ子爵ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾃﾝﾌﾟﾙ｣ﾎｲｯｸﾞ党
  (~18580220)
1855年2月7日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||安政1年12月21日|日露和親条約調印/下田･箱館･長崎をﾛｼｱに開港し､択捉-ｳ
  ﾙｯﾌﾟ間を国境と定める/また樺太を両国人雑居地とする
1855年2月9日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ2世｣(~18680413没)
1855年2月9日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<退位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国皇帝｢ｻﾊﾗ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣
1855年2月9日-09:00|日本|  ||安政1年12月23日|朝廷､毀鐘鋳砲の命令を発する
1855年2月9日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|安政1年12月23日|<死去>鍋島直永(42歳)前肥前鹿島藩主
1855年2月10日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国暫定国家大統領｢ﾔｺﾌﾞｽ･ﾖﾊﾈｽ･ｳﾞｪﾝﾀｰ｣(1回目⇒15日､国家
  大統領~8.27)
1855年2月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||海外で生まれたｱﾒﾘｶ人の子供に米市民権を与えるように国籍法が修正される
1855年2月14日 10:00|日本|東京都|安政1年12月28日|<江戸神田安政元年多町の大火>酉の下刻(19時ごろ)､多町
  二丁目の北側にある乾物屋･三河屋半次郎宅より出火,連雀町､新銀町､佐柄木町､須田町へと延焼/ついで須田
  町二丁目から日本橋方面へと延焼し､通り新石町から通り町筋の本銀町､本石町､本町四丁目､本両替町､駿河町
  と焼き､北鞘町から品川町､室町一丁目､日本橋の際までを灰とした/東に延びた炎は､小柳町から黒門町､三島
  町､岸町､永井町､富士町を灰とし､紺屋町辺りから浮世小路､塩町､瀬戸物町､小田原町､本船町､同河岸通りまで
  をひとなめにした/翌日明け方になると西の方の武家屋敷街および周辺の雉町､四軒町､三河町四丁目､同裏町
  辺りをなめまわし､さらに養安院屋敷､鎌倉町､竜閑町､松下町､永富町から皆川町の周辺までを灰とした/これ
  らの町に挟まれた町々はすべて全焼し翌朝辰の刻(午前8時ごろ)鎮火/町数にして凡そ120町余りが焼失
1855年2月17日-09:00|日本|宮城県仙台市|安政2年|作並温泉(新湯)開湯
1855年2月17日-09:00|日本|  ||安政2年1月|<出版>雄斎国輝と宮城玄魚｢俳人百家撰｣
1855年2月17日-08:00|中国|  ||清･咸豐5年1月1日|清仏両軍が小刀会を制圧
1855年2月21日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||安政2年1月5日|幕府､日米和親条約批准書を交換



1860迄(3252件)

1855年2月22日-09:00|日本|広島県福山市|安政2年1月6日|福山藩,学問所誠之館を開館
1855年2月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶｰﾙ=ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ=ｶﾞｳｽ/77歳(誕生17770430)/ﾄﾞｲﾂの天才数学者
1855年2月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾋﾟｱｰｽ大統領､請求裁判所設置法案に署名
1855年2月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ･ﾌﾞﾙｻで地震M7.1､死者1900
1855年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ｶﾞｰｽﾞｨｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾐﾝ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ｣
1855年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣(~18550901死去)
1855年3月-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾄﾙｸﾒﾝ･ﾃｯｹ部族連合は､ｻﾗｸでﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国を打ち負かし､独立を宣言
1855年3月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||西ｲﾝﾄﾞ諸島出身のｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞﾗﾍﾟが週刊新聞The New Eraを創刊
1855年3月1日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾄﾙﾄﾞｩｰﾙ･ｼﾞｮﾝﾅｿﾝ｣(~6.26)
1855年3月2日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾛｼｱ暦2月18日|<死去>ﾛｼｱ皇帝･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ会議王国国王･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大
  公｢ﾛｼｱ皇帝ﾆｺﾗｲ1世｣58歳(誕生:17960702)
1855年3月2日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  ||ﾛｼｱ暦2月18日|<即位>ﾛｼｱ皇帝･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公｢ｱﾚｸｱﾝﾄﾞﾙ2世｣(~188
  10313死去)
1855年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1855年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~18751224死去)
1855年3月2日-09:00|日本|東京都|安政2年1月14日|<死去>砲術家･高島秋帆/58歳(誕生:寛政10(1798)0815)
1855年3月4日-09:00|日本|東京都墨田区|安政2年1月16日|<死去>兵学家,江川英龍(太郎左衛門)/55
1855年3月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾅｲｱｶﾞﾗ瀑布にかかる吊り橋が完成し､初の列車が通る
1855年3月10日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾀﾞﾙﾙ･ﾀｼﾞﾑ占領地域･植民地ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾃﾒﾝｸﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾃﾞｰﾝ･ｲﾌﾞ
  ﾗﾋﾑ｣(~18620131没)
1855年3月12日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ･ﾚｲｴｽ｣(~10.25)､(事実上)｢
  ﾎﾟﾝｼｱｰﾉｺﾗﾙ･ｱｺｽﾀ｣(~20日)
1855年3月12日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<退任>ﾆｶﾗｸﾞｱ独立共和国大統領｢ﾌﾙﾄ･ﾁｬﾓﾛ｣
1855年3月13日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第21回)
1855年3月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｶｰﾗｲﾙ伯爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(1回目
  ~18580312)
1855年3月14日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安政2年1月26日|薩摩藩が洋式軍艦琉大砲船を昇平丸と命名
1855年3月15日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾚﾝﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞﾗﾌ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾙｸ｣(~
  18611211)
1855年3月17日-09:00|日本|東京都墨田区|安政2年1月29日|(本所松前侯屋敷より出火)回向院方丈書院裏へ移り
  ､夫れより本堂の棟へ燃付き焼亡
1855年3月18日-09:00|日本|岐阜県|安政2年2月1日|飛騨地震/M6.7､死者少なくとも203人/金沢などでも被害
1855年3月21日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地総督｢ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾙ｣(
  2度目~18590806)
1855年3月21日-09:00|日本|大阪府岸和田市|安政2年2月4日|<死去>和泉岸和田藩53000石｢岡部長発｣(22歳)⇒2
  月25日､兄｢岡部長寛｣が継ぐ(⇒明治元(1869)年12月28日､隠居)
1855年3月23日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||安政2年2月6日|日露通商友好条約が締結される/千島列島は日本の領土と
  認められる
1855年3月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾙｶｯﾀとｱｰｸﾞﾗｰの間にｲﾝﾄﾞ最初の長距離電信線が開通
1855年3月26日-09:00|日本|  ||安政2年2月9日|<死去>西原文虎(66歳)俳人
1855年3月30日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ内閣長官｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｼﾞｬｯｸ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾃﾞｯｶｰ｣(~18571109)
1855年3月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝとｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の間に永久友好条約(ﾍﾟｼｬﾜｰﾙ条約)が
  調印される
1855年3月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政2年2月13日|<死去>2代中村富十郎(70歳)歌舞伎役者
1855年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｬｰﾛｯﾄ･ﾌﾞﾛﾝﾃ/38歳(誕生18160421)｢ｼﾞｪｰﾝ･ｴｱ｣の女流作家
1855年4月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｱｶﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙｱｼﾞｰｽﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~12月死去)
1855年4月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾝﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾕｿﾌ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~18650421没)
1855年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛｯｼｰﾆ｣
1855年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ共和国
  大統領代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾏﾗﾘｰﾉ･ｲﾊﾞﾙｸﾞｴﾝ｣(~18570401)
1855年4月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで最初に建造された軍艦ｽﾋﾟｯﾄﾌｧｲｱ号進水
1855年4月8日-09:00|日本|北海道|安政2年2月22日|蝦夷松前藩(藩主:松前崇広)､蝦夷地大半を上知され天領化/
  第二次蝦夷地幕領期
1855年4月8日-09:00|日本|北海道函館市|安政2年2月22日|函館開港
1855年4月13日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ大学､最初の講義が行われる
1855年4月15日-09:00|日本|東京都|安政2年2月29日|<死去>遠山景元(金四郎)/63歳(誕生:寛政5(1793)0823)/町
  奉行
1855年4月15日-09:00|日本|富山県富山市|安政2年2月29日|<富山｢安政大火｣>夜半､町はずれの西中野村の農家
  平蔵の家から出火､城下町全体に延焼し72か町､3か村､社寺と町家併せて5851戸､土蔵56軒､納屋142棟を焼失/
  城内では藩主の千歳御殿をはじめ丸の内勘定所､東枡形前の公事場(裁判所)､外総曲輪吟味所(警察の取調所)､
  郡役所が焼失
1855年4月17日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉﾎﾞﾛｼﾔ=ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢Graf Aleksandr Grigoryevich Stroganov｣
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  (~18620629)
1855年4月17日-09:00|日本|  ||安政2年3月|<出版>二代北斎､素真､貞秀､広重等｢利根川図志｣
1855年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾀｲ|  |||香港総督ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｳﾘﾝｸﾞがﾊﾞﾝｺｸで､ｲｷﾞﾘｽ･ﾀｲ友好条約(ﾊﾞｳﾘﾝｸﾞ条約)を締結
1855年4月19日-09:00|日本|  ||安政2年3月3日|幕府､朝廷の指示により､諸国寺院に梵鐘の鉄砲改鋳を命令し､
  銅鉄による仏像の新鋳を禁止
1855年4月22日-09:00|日本|東京都|安政2年3月6日|<死去>初代坂東しうか(43歳)歌舞伎役者/5代坂東三津五郎
1855年4月22日-09:00|日本|東京都千代田区|安政2年3月6日|江戸城本丸の金蔵から､徳川家慶の遺産のうち4000
  両が盗まれる
1855年4月25日-09:00|日本|  ||安政2年3月9日|踏絵の制(切支丹宗取調のため二百年来の制度)漸く廃せられる
1855年4月26日-09:00|日本/ﾛｼｱ|静岡県沼津市|安政2年3月10日|沈没したﾃﾞｨｱﾅ号の代替船として､ﾛｼｱ人の指導
  で建造された新造船完成進水｢戸田丸｣と命名
1855年4月27日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Johan Frederik Schlegel｣(~18610531
  )
1855年4月30日-08:00|中国|  |||貴州でﾐｬｵ族が蜂起
1855年4月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの作曲家で指揮者ﾋﾞｼｮｯﾌﾟ没/68歳(誕生17861118)｢埴生の宿｣を
  作曲した/ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大教授
1855年5月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで統一｢永代財産｣解放令
1855年5月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~18561101)
1855年5月5日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島管理者代理｢Thomas Samuel Stewart｣(~18560608)
1855年5月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢統治評議会:ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ﾘﾀ･ﾎﾞﾃｰﾘｮ/ﾙ
  ｲｽ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ｶﾝﾎﾟｽ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾍﾟﾚｽ/ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾍｲﾄﾙ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｪｲﾗ･ｴ･ﾛﾘｰﾅ/ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｱﾅｽﾀｼｵ･ﾓｳﾗﾝ･ｶﾞﾙｾｽ･ﾊﾟﾙﾊ｣(
  ~11.2)
1855年5月8日-09:00|日本/ﾛｼｱ|静岡県沼津市|安政2年3月22日|ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝ提督らﾛｼｱ側交渉団は､ﾍﾀﾞ号で帰国の途
  につく
1855年5月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｫｰﾄﾞ｣(~18600630)
1855年5月12日-09:00|日本|  ||安政2年3月26日|<死去>2代鶴賀鶴吉(68歳)新内節太夫
1855年5月13日-09:00|日本|愛知県田原市|安政2年3月27日|<交替>大垣新田藩1万石｢戸田氏綏｣(51歳)⇒5月21日
  ､養子｢戸田氏良｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年5月27日､陣屋移転し大垣新田藩から野村藩に改名)
1855年5月13日-09:00|日本|兵庫県小野市|安政2年3月27日|<死去>播磨小野藩1万石｢一柳末延｣(42歳)⇒長男｢一
  柳末彦｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年6月9日､隠居)
1855年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)ｼﾄﾞﾆｰ･ﾐﾝﾄでｿｳﾞﾘﾝ､ﾊｰﾌ･ｿｳﾞﾘﾝ製造開始
1855年5月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ国際博覧会開催(~11.6)仏初の国際博覧会/始めて万国博覧会と称す[会場]
  ﾊﾟﾘ･ｼｬﾝｾﾞﾘｾﾞ(ﾌﾗﾝｽ)[入場者]5,162,230人
1855年5月16日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Felipe Maria de la Corte y Ruano 
  Calderon｣(~18660128)
1855年5月16日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ﾌﾗﾝｽ司令官｢Aimable Jean-Jacques Pelissier｣(~18
  560712)
1855年5月16日-09:00|日本|  ||安政2年4月|<出版>一立斎広重と一猛斎芳虎｢茶器財歌集｣
1855年5月16日-09:00|日本|  ||安政2年4月|<出版>間宮林蔵著(玉蘭斎貞秀､重探斎等が画く)｢北蝦夷図説｣
1855年5月16日-09:00|日本|  ||安政2年4月|<出版>松川半山｢浪華の賑ひ｣
1855年5月19日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞｨｱｽ｣(3回目~18550718)
1855年5月22日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎｻﾑ｣(12.31)
1855年5月29日-09:00|日本|岩手県盛岡市|安政2年4月14日|<死去>南部利済(59歳)前陸奥盛岡藩主
1855年5月30日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世｣48歳
1855年5月30日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣ｱﾙ=ﾌｻｲﾝ2世の息子(~18590922死去48歳)
1855年5月31日-08:00|中国|  ||清･咸豊5年4月16日|中国､清朝の武将の僧格林沁が太平天国の武将を捕らえ､太
  平天国の北伐軍を壊滅させる
1855年6月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾘｱ議会金輸出法可決/金1ｵﾝｽ当たり2ｼﾘﾝｸﾞ6ﾍﾟﾝｽの関税を財源とする金鉱
  法も可決/最初の中国人移民制限法を可決(中国人に10ﾎﾟﾝﾄﾞの入国税を課すこと､中国人保護官の任命などを
  規定)
1855年6月1日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第22回~19日)
1855年6月1日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼｰﾓｱ｣(~18580313)
1855年6月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで鉄道法が公布される
1855年6月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国司令長官｢ｽﾃﾌｧﾇｽ･ｼｮｰﾏﾝ｣(~18580218)
1855年6月4日-09:00|日本|石川県加賀市|安政2年4月20日|<死去>加賀大聖寺藩7万石｢前田利義｣(23歳)⇒養子｢
  前田利行｣が継ぐ(⇒5月18日､死去)
1855年6月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono5世｣
1855年6月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono6世｣(~18770720)
1855年6月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾉｰﾅｯｼﾝｸﾞ党､ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱで全国集会､ｱﾒﾘｶ党を呼称
1855年6月6日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｷﾆｰ大佐,軍団をｻﾝﾌｱﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾉﾙﾃに上陸.｢王国｣行政府の掌握に成功
1855年6月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｲｳﾞｽ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣(~18620304)
1855年6月9日-09:00|日本|福井県福井市|安政2年4月25日|<死去>越前丸岡藩5万石｢有馬温純｣(27歳)⇒養子｢有
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  馬道純｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月19日､版籍奉還)
1855年6月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢ｼﾁﾘｱ島の夕べの祈り｣》
1855年6月13日-09:00|日本|長野県長野市|安政2年4月29日|松代藩､文武学校を仮開業､弓･剣･槍･柔術所を設置
1855年6月14日-09:00|日本|  ||安政2年5月|<刊行>桂川甫周｢和蘭字彙｣
1855年6月15日-09:00|日本|  ||安政2年5月2日|<死去>小川可進(70歳)茶人､医師
1855年6月16日-09:00|日本|岡山県津山市|安政2年5月3日|<交替>美作津山藩10万石｢松平斉民｣隠居⇒養子｢松平
  慶倫｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1855年6月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相代行｢ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ･ﾆｺﾗｳｽ･ｼｰﾚ｣(~8.4)
1855年6月27日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|安政2年5月14日|<死去>出羽亀田藩2万石｢岩城隆永｣(19歳)⇒7月
  5日､弟｢岩城隆信｣が継ぐ(⇒8月20日､死去)
1855年6月27日-08:00|中国/ｱﾒﾘｶ|  ||清･咸豐5年5月14日|ｱﾒﾘｶのﾎﾟｯﾀｰと台湾道の協議で通商開始
1855年6月27日-04:00|ﾛｼｱ/日本|  ||安政2年5月14日|松前藩､幕府の命令により､樺太のｸｼｭﾝｺﾀﾝにあったﾛｼｱ兵
  陣営を焼く
1855年6月28日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ,ﾘﾊﾞｽ攻略をめざすが,待伏せ攻撃に会い大敗北.死傷者22名を出し,ﾚｵ
  ﾝに逃げ帰る
1855年6月29日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ｲｷﾞﾘｽ司令官｢ﾗｸﾞﾗﾝ男爵FitzRoy James Henry Some
  rset｣
1855年6月29日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ｲｷﾞﾘｽ司令官｢James Simpson卿｣(~11.11)
1855年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､ﾃﾞｰﾘｰ･ﾃﾚｸﾞﾗﾌ紙が創刊
1855年6月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||東部ｲﾝﾄﾞのｻﾝﾀｰﾙ人が武装蜂起
1855年7月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾓｱﾒﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1857年10月)
1855年7月1日-09:00|日本|石川県加賀市|安政2年5月18日|<死去>加賀大聖寺藩7万石｢前田利行｣(21歳)⇒養子｢
  前田利か｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1855年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｿﾓﾝﾄﾞ侯･7代ｲﾝﾁｸｨﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣廃絶
1855年7月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺｰﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第23回~5日)
1855年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのｳｫﾙﾄ･ﾎｲｯﾄﾏﾝ､詩集『草の葉』刊行
1855年7月6日-08:00|中国|  ||清･咸豐5年5月23日|貴州省南部のﾐｬｵ族(苗族)が反乱を開始
1855年7月9日-09:00|日本|  ||安政2年5月26日|<死去>仁阿弥道八(73歳)陶工
1855年7月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝがﾌﾗﾝｽとの友好通商条約を調印
1855年7月14日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|安政2年6月|水口藩､散在する諸芸稽古場(弓･槍･剣･薙刀･居合･柔術
  等)統一/文武教場翼輪堂を設立
1855年7月16日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ憲法､国王の承認を受ける(任命制の上院と制限選挙の下院);
  ｳﾞｨｸﾄﾘｱ憲法法､国王の承認を受ける(制限選挙の上院とよりゆるやかな制限選挙の下院の2院制議会)
1855年7月18日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾌｽﾄ･ｱﾛｰｽﾞﾒﾅ･ｹｻﾀﾞ｣(当初は暫定国家元首~10.3)
1855年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ﾋｭｰ･ｼｰﾓｱ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣
1855年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ﾏｰｸ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣(~18691219死去)
1855年7月23日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地総督｢ｱｰｻｰ･ｹﾈﾃﾞｨ｣(~18620227)
1855年7月23日-09:00|日本|大分県中津市|安政2年6月10日|<死去>奥平昌高(75歳)前豊前中津藩主
1855年7月26日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｧｰｶﾞｽﾝ卿｣(~18590505)
1855年7月28日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Adriano Maria Passalaqua｣(~185
  70321死去)
1855年7月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾙｰﾌﾟ｢ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ｣(1265t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所で建造)ﾉｰﾌｫｰｸ海軍工
  廠で
1855年7月29日-09:00|日本|福井県|安政2年6月16日|足羽郡花堂から出火,木田町地方赤坂町まで延焼
1855年8月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｻﾃﾞｸ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~11月)
1855年8月 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Jose de Lemery Ibrarrola Ney y Gonzales｣
  (~18570128)
1855年8月1日-09:00|日本|東京都文京区|安政2年6月19日|幕府､江戸湯島鋳砲所で洋式小銃の鋳造を開始
1855年8月5日-09:00|日本|  ||安政2年6月23日|<死去>色川三中(55歳)国学者､歌人
1855年8月7日-09:00|日本|福井県福井市|安政2年6月25日|福井藩,学問所を明道館と称し開館
1855年8月9日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<解任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ｻﾝﾀ･ｱﾅ｣失脚
1855年8月10日-09:00|日本|  ||安政2年6月28日|<死去>中島棕隠(77歳)儒学者､漢詩人､狂詩作家
1855年8月13日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾛﾑﾛ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(1回目~15日)
1855年8月13日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||自由党軍,ﾒｷｼｺ市に入城.革命成功
1855年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱﾄﾞﾙﾌｧｽ･ｻﾝﾓｰﾙ｣
1855年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱﾄﾞﾙﾌｧｽ･ｻﾝﾓｰﾙ｣(~18851128死去)
1855年8月15日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国大統領｢ﾎﾙﾍ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~18571021)
1855年8月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国暫定大統領｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｶﾚﾗ･ｻﾊﾞﾄ｣(~9.12)
1855年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王国軍がｸﾘﾐｱ戦争に参加
1855年8月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1855年8月24日-09:00|日本|熊本県人吉市|安政2年7月12日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良長福｣(32歳)病死⇒1
  2月26日､弟｢相良頼基｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
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1855年8月25日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督｢ｼｬﾙﾙ･ﾋﾟｴｰﾙ･ｼﾝﾌﾟﾌ｣(~18590811)
1855年8月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国国家大統領｢ﾔｺﾌﾞｽ･ﾆｺﾗｽ･ﾎﾞｼｮﾌ｣(~18590906)
1855年8月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国政府書記代行｢Willem Spruyt｣(⇒1856年1月､政府書記~1
  862年1月)
1855年8月29日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ大統領｢ﾙｲｽ･ﾗﾏｽ｣国民党(~9.10)
1855年9月-02:00|ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾙｽ地区をﾛｼｱが占領(~1856.5)
1855年9月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ軍,ﾌﾟﾛｼｱ人雇い兵を補充しふたたびﾘﾊﾞｽに進出.保守党軍とのたたかいに
  勝利
1855年9月1日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣
1855年9月1日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｸﾄﾙﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ｣(~1856.
  2死去)
1855年9月2日-04:00|ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾙｯﾌﾟ島は英仏海軍合同分遣隊に占領された(~1856年4月)
1855年9月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾝｻﾞｽの奴隷制度廃止論者､自由州軍を結成
1855年9月6日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連邦ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾄｰﾏｽ･ｺﾞｱ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(~18611003)
1855年9月7日-09:00|日本|岐阜県恵那市|安政2年7月26日|<死去>美濃国岩村藩2万石｢松平乗喬｣(35歳)⇒次男｢
  松平乗命｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1855年9月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｸﾘﾐｱ戦争で各国連合軍がｾｳﾞｧｽﾄﾎﾟﾘを占領
1855年9月10日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ｴﾝﾘｸｽ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄｩｽ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(2回目~11日)
1855年9月10日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<辞任>ｳﾙｸﾞｱｲ大統領｢ﾌﾛﾚｽ｣ﾌﾞﾗﾝｺ党のｸｰﾃﾞﾀｰにより
1855年9月10日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ大統領代理｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾞｼﾘｵ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(~18560215)
1855年9月10日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政2年7月29日|幕府､長崎海軍伝習所を開設
1855年9月11日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ｴﾝﾘｸｽ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄｩｽ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(3回目~18日)
1855年9月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾘﾐｱ半島のﾛｼｱの要塞ｾｳﾞｧｽﾄｰﾎﾟﾘが､ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ連合軍の攻
  撃で陥落
1855年9月11日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|安政2年8月1日|佐賀藩の技術者が模型蒸気機関車を製作<日本最古の
  模型蒸気機関車､鉄道記念物､佐賀県立博物館所蔵>
1855年9月12日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾛﾑﾛ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ(ﾒｷｼｺ地区総督･最高司令官)｣(
  2回目~10.4)
1855年9月14日-09:00|日本|東京都千代田区|安政2年8月4日|<解任>老中｢松平乗全｣｢松平忠優｣
1855年9月15日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政(ﾍﾗｰﾄ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾕｽﾌ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1856年6月)
1855年9月18日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｼﾞｮﾝ･ﾋﾙ卿｣(2回目~185
  90420)
1855年9月21日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｽﾌﾑ(ｽﾌﾐ)をｵｽﾏﾝ帝国が占領(~18560710)
1855年9月23日-09:00|日本|東京都|安政2年8月13日|薩摩藩西洋式大型帆船昇平丸が江戸へ回航され､幕府に献
  上される
1855年9月23日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|安政2年8月13日|<死去>画人,沖一峨(58)
1855年9月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ最初の鉄道､ﾚｯﾄﾞﾌｧｰﾝとﾊﾟﾗﾏｯﾀ･ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ間に開通(ｲｷﾞﾘｽ帝国
  最初の国営鉄道)
1855年9月27日-08:00|中国|  ||清･咸豐5年8月17日|<即位>大成国王｢平春王陳開(ﾁｪﾝ･ｶｲ)｣(~18610821)､｢平京
  王李文茂｣(~1858年没)､｢平東王梁培友｣(~1857年)
1855年9月30日-09:00|日本|  ||安政2年8月20日|<死去>横山桂子(56歳)歌人
1855年9月30日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|安政2年8月20日|<死去>出羽亀田藩2万石｢岩城隆信｣(18歳)⇒12
  月28日､弟｢岩城隆政｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年8月12日､死去)
1855年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Serhalifezade Namik Salih Pasha｣(~12月)
1855年10月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｵｰｶｰ,保守党の本拠ｸﾞﾗﾅﾀﾞを制圧
1855年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾏｼ｣
1855年10月2日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがﾓﾅｰｷ全体に共通憲法を施行し､参議会を設立
1855年10月2日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安政2年8月22日|薩摩藩､実験用で初の国産蒸気船雲行丸の試運
  転に成功
1855年10月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ首相(閣僚理事会議長)｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｵｽ･ｹﾞｵﾙｷﾞｵｳ･ｳﾞｰﾙｶﾞﾘｽ｣(1回目~18
  571125)
1855年10月4日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾌｧﾌﾞﾚｶﾞ｣(~18560930)
1855年10月4日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国暫定大統領｢ﾌｱﾝ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ｳﾙﾀﾄﾞ｣(~18571201)
1855年10月5日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|東京都|安政2年8月25日|ｵﾗﾝﾀﾞ国王ｳｨﾚﾑ3世から木造蒸気船｢ｽｰﾑﾋﾞﾝｸ｣号(353ﾄ
  ﾝ､1850年ｵﾗﾝﾀﾞ･ﾌﾚｯｼﾝｸﾞで製造)が13代将軍徳川家定に贈呈(1856年､｢觀光丸｣と改称→1876年､除籍解体)
1855年10月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ｸﾞﾗｰﾑ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶﾞｳｽ･ﾊｰﾝ｣
1855年10月8日-09:00|日本|広島県広島市|安政2年8月28日|広島城下の船持,下関との間に毎月1･6の日に定期航
  路を開く
1855年10月9日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||安政2年8月29日|日英和親条約の批准書を交換
1855年10月10日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島暫定司令官｢Ange Gautier｣(~185
  60514)
1855年10月10日-09:00|日本|東京大学|安政2年8月30日|幕府､天文方から洋書研究･翻訳のための洋学所を九段
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  坂下に開設
1855年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦議会大統領特使(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ･ｱﾑ･ﾏｲﾝ)｢ﾚﾋﾍﾞﾙｸとﾛｰｾﾞﾝﾗｲｵ
  ﾝ伯爵ﾖﾊﾝ･ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ｣(~18590504)
1855年10月12日-09:00|日本|  ||安政2年9月2日|<死去>初代一龍斎貞山(57歳)講釈師
1855年10月18日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾌﾞｴｿ･ｿﾄ｣(~11.8)
1855年10月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||奴隷制度支持派に対抗してﾄﾋﾟｰｶ憲法によって奴隷制度廃止論者の準州政府
  設立
1855年10月23日-09:00|日本|福島県いわき市|安政2年9月13日|<死去>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤政民｣(50歳)⇒
  婿養子｢内藤政恒｣が継ぐ(⇒安政6年10月23日(18591117)､死去)
1855年10月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ｣ｲｷﾞﾘｽ領へ併合
1855年10月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定総督｢Antoine Alphonse Masset｣(~18560216)
1855年10月30日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国暫定大統領｢ﾊﾟﾄﾘｼｵ･ﾘﾊﾞｽ｣(~18570624)
1855年11月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ｸﾞﾗﾑ･ﾊｲﾀﾞﾙ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1858年7月)
1855年11月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国によるﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ占領(~1856年2月)
1855年11月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁ,三度目のﾄﾞﾐﾆｶ侵攻/ｻﾝﾄﾒの闘いでﾄﾞﾐﾆｶ側が勝利し,ﾊｲﾁ軍は引き
  上げる
1855年11月1日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~18571001)
1855年11月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾝｻﾞｽ準州の奴隷制度廃止論者､ﾄﾋﾟｰｶ憲法制定
1855年11月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾄｰﾚｽ･ﾉｳﾞｧｽ子爵ｱﾝﾄﾆｵ･ｾｻﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝﾁｪ
  ﾛｽ･ｺﾚｲｱ｣(~18641224)
1855年11月4日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢ﾄｰﾏｽ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･Laws Moore｣(~186
  21122)
1855年11月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾏﾅｽ･ｸﾞﾛｰﾌﾞﾙ｣(第8回~20日)
1855年11月5日-09:00|日本|  ||安政2年9月26日|<死去>2代清元延寿太夫(54歳)浄瑠璃清元節家元
1855年11月7日-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの探検家ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘｳﾞｨﾝｸﾞｽﾄﾝが､ｻﾞﾝﾍﾞｼﾞ川のｳﾞｨｸﾄﾘｱ瀑布を
  発見
1855年11月8日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱｷﾞﾗｰﾙ｣(~18560217)
1855年11月9日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｼｪﾜ王｢ﾊｲﾚ･ﾒﾚｺｯﾄ｣
1855年11月9日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｼｪﾜ王｢ｻｰﾚ･ﾏﾘｱﾑ(ｴﾁｵﾋﾟｱのﾒﾈﾘｸ2世)｣(1回目~1856年)
1855年11月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｸﾗｲﾅ連合軍ｲｷﾞﾘｽ司令官｢Sir William John Codrington｣(~18
  560712)
1855年11月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｷﾙｹｺﾞｰﾙ/42歳(誕生:18130505)ﾃﾞﾝﾏｰｸの哲学者
1855年11月11日-09:00|日本|  ||安政2年10月2日|<死去>初代松林伯圓.安政の大地震で(44歳)講釈師
1855年11月11日-09:00|日本|東京都|安政2年10月2日|<死去>藤田東湖.安政の大地震の際､倒壊した自邸から母
  親を救助した後に圧死(50歳､文化3(1806)0316生)水戸藩士､儒学者
1855年11月11日-09:00|日本|東京都墨田区|安政2年10月2日|<死去>初代松林伯圓(講釈師)44才/自宅で静養中に
  圧死
1855年11月11日 13:00|日本|東京都|安政2年10月2日|<1855安政江戸地震>夜四つ頃(22時頃)､東京湾北部を震央
  とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7～7.1の内陸直下の大地震が発生/被害は直下地震だったため江戸に集中し､特に本所､深川
  の下町一帯や吉原など埋立地に多く､四谷では玉川上水の樋が崩れて出水､品川二番台場(大砲の陣地)で火薬
  に引火し爆発､20人が死亡/死亡者は建物の倒壊による圧死者が多く､城内10人､諸役所40人､武家方2609人､町
  方4741人､寺社18人で合計7418人(1万人死亡説もある)/建造物では､江戸城の石垣が崩れ､櫓や門､番所など26
  棟が全壊.市中の家屋1727棟､1万5294軒が全壊及び焼失､土蔵1736棟､長屋1315棟､寺社165か所が全壊
1855年11月17日-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ/ｻﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの探検家D･ﾘｳﾞｨﾝｸﾞｽﾄﾝが西洋人で初めてﾓｼ･ｵ･ﾄｩﾆｬ
  滝に到達し｢ｳﾞｨｸﾄﾘｱ滝｣と命名
1855年11月17日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||国境紛争.ﾍﾟﾙｰは,ﾗﾓﾝ･ｶｽﾃｨﾔ将軍の率いる部隊を南部海岸地帯に進め
  るいっぽう,軍艦を派遣しｸﾞｱﾔｷﾙ港を封鎖.ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ･ﾌﾗﾝｺは,ﾍﾟﾙｰ軍とMapasingue条約を結び,南部ｱﾏｿﾞﾝ上流地
  帯諸州を割譲
1855年11月18日-09:00|日本|東京都千代田区|安政2年10月9日|<就任>老中首座｢堀田正睦｣(~安政5年6月23日)
1855年11月19日-09:00|日本|京都府南丹市|安政2年10月10日|<死去>丹波園部藩24000石｢小出英教｣(27歳)⇒翌
  年3月28日､長男｢小出英尚｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1855年11月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝと英仏が11月協定を締結
1855年11月22日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｱﾌﾗ湾英国領事｢ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(~18610606)
1855年11月23日-09:00|日本|東京都|安政2年10月14日|<死去>3代並木五瓶(67歳)歌舞伎作者
1855年11月24日-09:00|日本/ﾌﾗﾝｽ|沖縄県|安政2年10月15日|琉球がﾌﾗﾝｽと和親条約を結ぶ
1855年11月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||奴隷制度支持派､ｶﾝｻﾞｽ準州のﾛｰﾚﾝｽの自由州軍を攻撃
1855年11月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢(ｺﾙﾈﾘｽ)ﾎﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(第24回)
1855年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ﾋﾟｱﾉ三重奏曲第1番ﾛ長調Op.8》
1855年11月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｲﾝｽﾞ｣(~18570311)
1855年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Nasuhzade Mehemet Hamdi Pasha｣(~1857.1)
1855年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Mahmud Nedim Pasha｣(~1856.9)
1855年12月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｱﾀｳﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(~1857年11月)
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1855年12月1日 13:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県長崎市|安政2年10月22日|ｵﾗﾝﾀﾞ人の長崎･市街遊歩が許可される
1855年12月3日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政2年10月24日|幕府海軍伝習所が長崎に開校し､幕臣･諸藩士･庶民
  ら多数の伝習が始まる
1855年12月9日-09:00|日本|大分県宇佐市|安政2年11月|豊前時枝藩領の14か村が､圧政に抗議して一揆を起こす
1855年12月10日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ及び北西部の地方総督｢ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ ﾅﾁﾓﾌ｣(~18630501
  )
1855年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの物理学者ﾏｸｽｳｪﾙがﾏｲｹﾙ･ﾌｧﾗﾃﾞｰの提唱した磁気力線に関する論文を
  発表
1855年12月11日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾎｾ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ｺﾓﾝﾌｫｰﾙ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾘｵｽ｣(18571201
  まで代行;18571219から暫定~18580121)
1855年12月13日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|安政2年11月5日|<死去>下総生実藩1万石｢森川俊民｣(52歳)⇒
  三男｢森川俊位｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年7月26日､死去)
1855年12月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||第三次ｾﾐﾉｰﾙ戦争が始まる.小規模な抵抗が三年にわたり続く(~18580508)
1855年12月28日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ｱﾚｸｻ･ﾔﾝｺｳﾞｨｯﾁ｣(3度目~18560610)
1855年12月29日-09:00|日本|岡山県新見市|安政2年11月21日|<死去>関成煥(58歳)前備中新見藩主
1855年12月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ侯･ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｪﾗｰｽﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ｣
1855年12月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ｣(~18630910死去)
1855年12月31日-09:00|日本|京都府京都市中京区|安政2年11月23日|焼失した京都御所の紫宸殿､清涼殿が完成
1856年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾀﾝﾋﾟﾝ統治者｢ｻｲｰﾄﾞ･ｼｬｰﾊﾞﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｻｲｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱﾙ･ｶﾄﾞﾘ｣(~1872年没)
1856年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾙｲｽ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ﾏｾﾄﾞ｣(~18580908)
1856年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Ahmad Saifuddin Alting｣(~1865年)
1856年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ国主(ﾁｬｵ)｢ｶｳｨﾛﾛﾂﾘﾔｳｫﾝ｣(~18700629)
1856年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ｶﾑ･ﾆｬｲ｣(~1858年没)
1856年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王｢ﾃﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1881年)
1856年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｸﾝｶﾞ･ﾊﾟﾙﾃﾞﾝ｣､｢ｼｪﾗﾌﾞ･ﾀｰﾁﾝ｣(~1861年)
1856年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国摂政｢ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞｰﾗ･ﾗｸｼｭﾐ｣(~1858年)
1856年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾗｵﾝ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ﾗﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1872年没)
1856年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰｺﾃｨ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1883年没)
1856年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ対立ﾊﾝ｢Muhammad Jarlik Tura Khan｣
1856年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾘｿﾝ･ﾎﾘｱ･ｸﾞﾘﾌｨｽ｣(~同年)
1856年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ摂政｢ｸﾞﾘｺﾞﾙ･ﾀﾞﾃﾞｨｱﾆ｣(~1857年)
1856年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾃﾞﾝ総督｢William Marcus Coghlan大佐｣(~1862年)
1856年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾊﾘﾑ･ﾊﾟｼｬ王子｣(~同年)⇒長官｢ｱﾗ
  ｷﾙ･ﾍﾞｲ･ｱﾙ=ｱﾙﾏｰﾆ｣(~1858年)
1856年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ｳﾞｪｷﾘ･ｸﾙﾋﾞ･ﾍﾞｲ｣(~同年)⇒｢ﾗｼｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1857年)
1856年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Kayiira｣⇒｢Kisomose｣⇒｢Mayanja｣⇒｢Mulere｣
1856年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｶ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾀﾋﾞﾝﾜ･ｷﾊﾞﾘﾔ｣(~1870年)
1856年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Ahmad Simba Balla ibn Fumo Luti, Mfalume｣(~1858年)
1856年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||ｼｪﾜはｴﾁｵﾋﾟｱに併合(~1859年)
1856年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ｶﾆ･ﾊﾟｼｬ｣(~1857年)
1856年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ｱﾚｸｼｽ･ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ｳﾞｨﾆｮﾝ｣(2回目~1859年)
1856年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱｼﾆｰ(ｼﾞｮｲﾝｳﾞｨﾙ砦)民間司令官｢ﾎﾞﾅｳﾞｧﾝﾁｭｰﾙ･ﾙﾈ･ﾄﾞﾆ｣(~1858年)
1856年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ第5代総督｢Sir Edward Hay Drummond Hay｣
1856年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ﾉｴﾙ･ﾌﾞﾙﾔｽ｣
1856年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Pascual Alvarez｣
1856年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾞｰ(ﾃﾞｭｺｽ砦)民間司令官｢ｼﾞｬﾝ=ｼｬﾙﾙ･ｼﾞｬﾝﾄﾞﾙ｣⇒｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ･ｹﾞﾀﾞﾝ
  ｣(~1857年)
1856年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｾ･ﾔｼﾝ･ﾝｺﾞｰﾝ･ｼﾞｪｹﾞﾝ･ﾌｧﾙ｣(2回目~1860年)
1856年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｻｰﾙ統治者(ｵｳﾛ)｢ｼﾞﾝﾃﾝｼﾞｬ1世｣(~1897年)
1856年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Carl Peter Holboll｣
1856年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官代理｢Jorgen Nielsen Moller｣(~1857年)
1856年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｳｪﾝｽﾘｰ･ﾌﾞﾗｯｸｵｰﾙ｣(2回目~1857年)
1856年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ･ｳｨﾝﾄﾞﾜｰﾄﾞ諸
  島総督｢Francis Hincks｣(~18620104)
1856年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島知事｢Gregorio Tenorio｣(~1857年)
1856年1月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ﾊｲﾁ|  |||ﾄﾞﾐﾆｶ軍,相次ぐ勝利.ﾊｲﾁ軍を駆逐
1856年1月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官代理｢ｸﾞﾗﾝﾄ･E. ﾄｰﾏｽ｣(~25日)
1856年1月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾀｽﾏﾆｱという名称が､ｳﾞｧﾝﾃﾞｨｰﾒﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞに替えて正式の名称として採用され
  る
1856年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾔｺﾌﾞ･ｽﾃﾝﾌﾘ｣Rad(1期目~12.31)
1856年1月2日-09:00|日本|京都府綾部市|安政2年11月25日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛弼｣(34歳)⇒養子｢谷衛
  滋｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
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1856年1月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地で､初めての男子普通選挙制が導入される
1856年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰｽ｣
1856年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の息子(
  ⇒18680328兼8代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯~18780106死去)
1856年1月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑｲﾝ｣(3度目~18580328没)
1856年1月7日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾘﾍﾞﾘｱ共和国大統領｢ｽﾃｨｰｳﾞﾝ･ｱﾚﾝ･ﾍﾞﾝｿﾝ｣(~18640104)
1856年1月7日-09:00|日本|  ||安政2年11月30日|<死去>4代杵屋六三郎(76歳)長唄三味線方
1856年1月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾘﾑﾃﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌｧﾃｼﾝｼﾞ･ﾎﾞｰｼﾞﾗｼﾞ｣(~18620130没)
1856年1月10日-09:00|日本|東京都千代田区|安政2年12月3日|一橋慶喜(19歳)､一条美香子(21歳)と結婚
1856年1月11日-09:00|日本|北海道|安政2年12月4日|<格付>蝦夷松前藩3万石格｢松前崇広｣幕府から毎年1万8000
  両を交付される(~慶応2年4月28日隠居)/徳広が継ぐ
1856年1月17日-09:00|日本|東京都千代田区|安政2年12月10日|<死去>千葉周作(62歳､寛政6(1794)年生)神田お
  玉が池の剣術家.北辰一刀流の始祖
1856年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《2つのｶﾞｳﾞｫｯﾄ》
1856年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣
1856年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~19070928死去)
1856年1月22日-09:00|日本|山口県萩市|安政2年12月15日|吉田松陰､野山獄を出て松本村の自宅で蟄居
1856年1月22日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|安政2年12月15日|<和歌山安政2年の大火｢万町放火火事｣>夜中の
  八つごろ(午前2時ごろ)､万町南側の西角､横町の伊勢甚の向かいにある有嘉の納屋が付け火(放火)され､出火､
  万町から隣接する福町､西ﾉ店､鍛冶屋町､駿河町､大工町､十方院丁と進み､本町一丁目､二丁目と焼き､米屋町､
  匠町､中ﾉ店中ﾉ丁､同南ﾉ丁と､外堀北部の城下中心街の13町を焼いた/焼失した家屋335棟､土蔵83か所
1856年1月23日-09:00|日本|茨城県つくば市|安政2年12月16日|<死去>細川興建(58歳)前常陸谷田部藩主
1856年1月25日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官｢Francis Hincks｣(1期目
  ~18590313)
1856年1月28日-09:00|日本|静岡県下田市|安政2年12月21日|日露和親条約により下田港開港
1856年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国女王がｸﾘﾐｱ戦争で戦功をあげた軍人に初めて｢ｳﾞｨｸﾄﾘｱ十字章｣授与
1856年1月29日-09:00|日本|山口県萩市|安政2年12月22日|長州姥倉の運河竣工開通
1856年1月30日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのｽｳﾞｨｼﾄﾌに､最初のﾁﾀﾘｼｭﾃ(公民館)が開設
1856年1月30日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県長崎市|安政2年12月23日|長崎奉行､ｵﾗﾝﾀﾞ使節ｷｭﾙﾁｳｽと日蘭和親条約
  締結
1856年1月31日-08:00|中国|  ||清･咸豐6年|<死去>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢11世ｹｰﾄﾞｩﾌﾟ･ｷﾞｬﾂｫ｣
1856年1月31日-08:00|中国|  ||清･咸豐6年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢閣僚会議｣(~同年)⇒｢第3代ﾚﾃｨﾝ･ﾘﾝﾎﾟﾁｪ｣(~18580
  226)
1856年2月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｸﾄﾙﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩｰﾙ｣
1856年2月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾏﾌﾏｰﾄﾞ｣
1856年2月-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ﾕﾄﾚﾋﾄ共和国治安判事｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾃｵﾄﾞﾛｽ･ｽﾊﾟｲｽ｣(2回目~18580508)
1856年2月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳﾞｨｯｶﾘｰ･ﾄﾞﾗｲｽﾃﾞｰﾙ｣(~1857年5
  月)
1856年2月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾄﾞｩｴﾆｬｽ･ﾃﾞｨｱｽ｣(3回目
  ~12日)
1856年2月3日-09:00|日本|岡山県倉敷市|安政2年12月27日|<交替>岡山新田藩15000石｢池田政和｣隠居⇒次男｢池
  田政礼｣が継ぐ(⇒明治3(1870)年正月12日､版籍奉還､生坂藩と改称)
1856年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾘｽﾄｰｴﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｱ｣
1856年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾘｽﾄｰｴﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｱ｣(~19240605死去)
1856年2月6日-09:00|日本|  ||安政3年|<完成>生方鼎斎著｢皇国三字史｣
1856年2月6日-09:00|日本|  ||安政3年1月|<出版>歌川国芳｢国芳雑画集｣
1856年2月6日-09:00|日本|東京都墨田区|安政3年1月|<大相撲>安政3年1月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内
  優勝:(西小結)境川,8勝0敗1分1休/もと六ﾂヶ峰
1856年2月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退任>ｱﾜﾄﾞ国国王｢ﾜｰｼﾞﾄﾞ･ｱﾘｰ･ｼｬｰ｣(~2.13ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに編入)
1856年2月7日-09:00|日本|  ||安政3年1月2日|<死去>山本梅逸(74歳)画家
1856年2月12日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾌｨｰﾙﾄﾞ･ﾎﾟﾏｰﾙ｣(~18580201)
1856年2月12日-09:00|日本|  ||安政3年1月7日|<死去>生方鼎斎.福田半香邸の酒席で争いになり､帰路に金子健
  四郎の若党に殺害された(58歳)書家
1856年2月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､北ｲﾝﾄﾞのｱｳﾄﾞ藩王国を併合
1856年2月15日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領代理｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾌﾟﾗ｣ｺﾛﾗﾄﾞ党(~3.1)
1856年2月16日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Auguste Laurent Francois Baudin｣(~18590515)
1856年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの｢ﾛﾏﾝ派｣詩人ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾖﾊﾝ･ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾊｲﾈがﾊﾟﾘで(1797-､58歳)
1856年2月17日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ共和国大統領｢ﾎｾ･ｻﾝﾄｽ･ｸﾞｱﾙﾃﾞｨｵﾗ･ﾌﾞｽﾃｨﾛ｣(~18620111)
1856年2月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1856年2月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ=ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の子(~
  18601125死去)
1856年2月18日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞﾀｳﾝで暴動｡ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人農園が破壊される
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1856年2月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝﾋﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~18850912没)
1856年2月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾒﾘﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾒﾘﾏｯｸ｣(4636t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠で建造)
1856年2月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｷﾙﾌﾞﾗﾊﾑのｶﾆﾝｸﾞ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ
  ･ｼﾞｮﾝ･ｶﾆﾝｸﾞ｣(⇒18581101､ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王兼総督)
1856年2月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､中部ｲﾝﾄﾞのﾅｰｸﾞﾌﾞｰﾙ藩王国を併合
1856年2月28日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｷｭﾗｿｰ/BES諸島|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Reinhart Frans van Lan
  sberge｣(~18590713)
1856年2月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｺｰｸ伯･第8代ｵｰﾗﾘｰ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ｣
1856年2月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｺｰｸ伯･第9代ｵｰﾗﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｾﾝﾄ･ﾛｰﾚﾝｽ･ﾎﾞｲﾙ｣(~19040622
  死去)
1856年3月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱを除く中米4ｶ国の保守党は,ｳｵｰｶｰを撃ち破るための
  連合軍を結成,｢国民戦争｣を宣言
1856年3月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱ自由党の傭兵部隊隊長ｳｫｰｶｰが政府の実権を掌握
1856年3月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣国民党(3回目~186003
  01)
1856年3月1日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｺｽﾀﾘｶのﾗﾌｧｴﾙ･ﾓｰﾗ大統領,ｳｫｰｶｰに対し宣戦布告/ｳｫｰｶｰ軍350名,ｺｽﾀﾘｶ
  に侵入
1856年3月2日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ｻﾝｷﾞﾙ島､ｱｳ山噴火地震津波､死者3千
1856年3月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾏﾅｽ･ｸﾞﾛｰﾌﾞﾙ｣(第3回~11日)
1856年3月7日-09:00|日本|  ||安政3年2月|<出版>安藤広重｢名所江戸百景｣(～安政5年10月)
1856年3月7日-09:00|日本|  ||安政3年2月|<出版>柳川重信(二代)｢柳川画譜｣三冊
1856年3月7日-09:00|日本|  ||安政3年2月|地方街道の定期飛脚制度が始まる
1856年3月11日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾋﾞｭｰﾙﾏﾝ｣
1856年3月13日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官代理｢Louis Francois R
  oy｣(~12.30)
1856年3月17日-09:00|日本|東京大学|安政3年2月11日|幕府､洋学所を蕃書調所と改称/洋学の翻訳･統制に着手
1856年3月18日-09:00|日本|長野県伊那市|安政3年2月12日|<死去>内藤頼以(81歳)前信濃高遠藩主
1856年3月18日-09:00|日本|新潟県新発田市|安政3年2月12日|<死去>越後三日市藩1万石｢柳沢泰孝｣(24歳)⇒4月
  4日､長男｢柳沢徳忠｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月21日､版籍奉還)
1856年3月20日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ軍,ｻﾝﾀ･ﾛｻの戦闘でｺｽﾀﾘｶ軍に敗れる
1856年3月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ地方､ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ公国に割譲される｡ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ･ﾜﾗｷｱ両公国､ｸｰｻﾞ公を
  共通の君主として選出しﾙｰﾏﾆｱの統一を達成
1856年3月30日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱはﾌﾞｼﾞｬｯｸの南西隅 (ｲｽﾏｲﾙ郡､ﾁｬﾌﾙ郡､ﾎﾞﾙｸﾞﾗｰﾄﾞ郡)をﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ公国
  に返還
1856年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾊﾟﾘで､ｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾗﾝｽ､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ､ｵｽﾏﾝ帝国の4ヵ国連合とﾛｼｱ
  の間の戦争､ｸﾘﾐｱ戦争を終結させるための講和条約が締結される
1856年3月31日-09:00|日本|栃木県大田原市|安政3年2月25日|<死去>下野黒羽藩2万石｢大関増昭｣(23歳)⇒養子
  の｢大関増徳｣(~文久元(1861)年10月9日､隠居)
1856年4月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||南ｵｰｽﾄﾗﾘｱで最初の鉄道がｱﾃﾞﾚｲﾄﾞとﾎﾟｰﾄ･ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞ間約12ｷﾛ開通
1856年4月-07:00|ﾀｲ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾀｲがｱﾒﾘｶと友好通商条約を締結
1856年4月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ｲﾅｸ朝ﾊﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1864.9死去)
1856年4月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾁｪﾙﾉ･ﾗｰｼﾝ･ﾏﾑﾄﾞｩ･ﾆｬｯｸ｣(2回目~8月)
1856年4月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||鉄道開通後失業した黒人労働者と,ｳｫｰｶｰ傭兵とのあいだに衝突.傭兵15名が死亡
1856年4月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｺｽﾀﾘｶ軍,ｳｫｰｶｰ軍を追撃し,ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ社の中継地ﾗ･ﾋﾞﾙｹﾞﾝを占領.米国人多
  数を殺害
1856年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾘｷﾞ｣
1856年4月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳｪｽﾀﾝ･ﾕﾆｵﾝ電信会社設立
1856年4月3日-09:00|日本|  ||安政3年2月28日|幕府､合薬座を設け､火薬の私販を禁止
1856年4月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾛﾄﾞｽ島騎士の宮殿爆発事故>ｷﾞﾘｼｬのﾛﾄﾞｽ島において騎士団長の居城とされた
  宮殿に落雷､地下火薬庫が爆発し4000人が死亡
1856年4月5日-09:00|日本|  ||安政3年3月|<出版>一立斎広重｢義経一代記図会｣
1856年4月5日-09:00|日本|  ||安政3年3月|<発行>飯沼慾斎｢草木図説草部｣
1856年4月6日-09:00|日本|  ||安政3年3月2日|<死去>佐野長寛(63歳)漆工
1856年4月8日-09:00|日本|茨城県|安政3年3月4日|鉱山学者大島高任が水戸藩の反射炉で銑鉄溶解実験に成功
1856年4月11日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ軍を追撃したｺｽﾀﾘｶ軍,ﾘﾊﾞｽの決戦でｳｵｰｶｰ軍を撃ち破る
1856年4月13日-09:00|日本|  ||安政3年3月9日|長崎･下田などの開港地で踏み絵廃止
1856年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｸｰﾊﾟｰ｣
1856年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ･ｸｰﾊﾟｰ｣(~19050718死去廃絶)
1856年4月17日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ国務院議長･閣僚委員会委員長｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｱﾚｸｾｲ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ｵﾙﾛﾌ｣(~1
  8610120没)
1856年4月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾕｺﾞｰが､叙事詩の傑作｢静観詩集｣を著す
1856年4月28日-09:00|日本|東京都中央区|安政3年3月24日|江戸幕府が築地鉄砲洲に｢講武所｣開校(後に神田小
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  川町に移転)
1856年5月-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｲｴﾒﾝ･ｳｫﾘｽ(総督)｢Babanli Ahmed Pasha｣(1期目~1862.12)
1856年5月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ｷｭﾙﾄ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1857年7月)
1856年5月 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｳｪﾙｽﾞ･ﾍﾞﾙ｣(~18570724)
1856年5月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<初演>ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｾﾙｹﾞｰｴｳﾞｨﾁ･ﾀﾞﾙｺﾞﾑｲｼｽｷｰ《歌劇｢ﾙｻﾙｶ｣》
1856年5月4日-09:00|日本|東京都江東区|安政3年4月|幕府､深川越中島に砲術調練場を設ける
1856年5月7日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ﾍﾝﾘｰ･ｼｰｳｪﾙ｣(~20日)
1856年5月10日-09:00|日本|滋賀県大津市|安政3年4月7日|<交替>近江膳所藩6万石｢本多康融｣隠居⇒弟｢本多康
  穣｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月19日､版籍奉還)
1856年5月14日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官｢Jacques Francois Gervai
  s｣(2期目~18590504)
1856年5月14日-09:00|日本|東京都中央区|安政3年4月11日|江戸幕府が東京･築地に軍艦操練所を設置→後の海
  軍兵学校
1856年5月15日-09:00|日本|  ||安政3年4月12日|<死去>平井顕斎(55歳)南画家
1856年5月16日-09:00|日本|東京都中央区|安政3年4月13日|幕府､築地鉄砲洲に陸軍講武所を開設/幕臣およびそ
  の子弟に剣術の他､洋式調練･砲術などを教授
1856年5月17日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢副王ｶｰﾙ皇太子｣(1回目~11.11)
1856年5月20日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｫｯｸｽ｣(1回目~6.2)
1856年5月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||奴隷派の武装団･暴力団が自由州人の地盤であるﾛｰﾚﾝｽに入り､自由州人のﾎﾃﾙ
  に火を付け､新聞社2社とその印刷機を破壊し､家屋や店舗を荒らした
1856年5月22日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･Ferdinand Pahud｣(~18610902)
1856年5月22日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｫｰｶｰ｣(~10月)
1856年5月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||午後､ｱﾒﾘｶ合衆国上院議場で､ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ州選出の民主党下院議員ﾌﾟﾚｽﾄﾝ･ｽﾐｽ･ﾌﾞ
  ﾙｯｸｽがﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州選出の上院議員ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻﾑﾅｰを襲い､その杖が折れるまでｻﾑﾅｰを殴り続けた｡ｻﾑﾅｰはこのとき
  頭や首に受けた傷がもとで､3年間上院の議場に戻って来られなかった｡ｻﾑﾅｰは反奴隷制度派の殉教者になった
1856年5月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾄｽｶｰﾅから撤収
1856年5月24日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾊﾟｽｶﾙ･ﾀｼｪ(2回目/ｶﾅﾀﾞ東部)｣｢
  ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ(1回目/ｶﾅﾀﾞ西部)｣(~18571126)
1856年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||夜､ｶﾝｻﾞｽ準州でｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝの息子のうち4人を含む集団が奴隷制度擁護派の男
  5人をその家から連れ出し､幅広刀で切って殺した
1856年5月25日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ司令官代理｢Eugene Le Bris｣(⇒12.21司令官~185
  70505)
1856年5月26日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾚｸﾞﾗ･ﾓﾀ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾌｴﾝﾃｽ｣(~10
  .8)
1856年5月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾏﾅｽ･ｸﾞﾛﾌﾞﾗｰ｣(第10回~30日)
1856年5月29日-07:00|ﾀｲ/ｱﾒﾘｶ|  |||米ｼｬﾑ通商条約調印
1856年5月29日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Louis Laurent Auguste Guillet｣(2期
  目~18570304)
1856年5月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米ｲﾘﾉｲ州共和党発足
1856年6月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政大臣(ﾍﾗｰﾄ)｢ｲｻ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾙﾄﾞﾗﾆ｣(~10月)
1856年6月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾚﾙﾄﾞ法公布/共同体と教会の土地所有を禁止し,競売を強制
1856年6月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Antonio Rogerio Gromicho Couceiro｣(~1857090
  3)
1856年6月2日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ首相｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ｣(1回目~18610712)
1856年6月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝはﾌﾞﾗｯｸｼﾞｬｯｸの戦いで奴隷制度擁護派のﾍﾝﾘｰ･C･ﾋﾟｰﾄ(後の南軍大佐
  )の他22人を捕虜にした
1856年6月3日-09:00|日本|東京都台東区|安政3年5月|<初演>｢新台いろは書初｣<松浦の太鼓>[合作･三代目瀬川
  如皐､三代目櫻田治助]森田座
1856年6月6日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ｽﾃｭｱｰﾄ･ﾄﾞﾅﾙﾄﾞｿﾝ｣無所属(~8.25)
1856年6月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第20代首相｢ﾇﾉ･ﾎｾ･ｾﾍﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｶ･ﾛﾘﾑ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(1
  期目~18590317)
1856年6月7日-09:00|日本|福井県大野市|安政3年5月5日|大野藩,会所を蘭学所(蘭学館)とする
1856年6月8日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢George Martin Frederick Young｣(1期
  目~18571231)
1856年6月10日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣代行｢ｽﾃｨｰｳﾞｧﾝ･ﾏﾙｺｳﾞｨｯﾁ｣(1度目~9.28)
1856年6月14日-09:00|日本|福岡県北九州市|安政3年5月12日|<死去>豊前小倉藩15万石｢小笠原忠徴｣(49歳)⇒8
  月29日､養子｢小笠原忠嘉｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年6月25日､死去)
1856年6月15日-07:00|日本|大阪府大阪市|安政3年5月13日|<大坂安政3年の大火｢西道頓堀火事｣>丑の刻(午前2
  時ごろ)､西道頓堀の幸橋南詰め東浜側から出火､幸町の南角まで全焼させ､さらに道頓堀川を越えて東町､釜屋
  町､新難波中町と延焼､翌日午の刻(午前12時ごろ)鎮火/東は西横堀川から住吉橋､幸橋､汐見橋､日吉橋までの
  間の両側の町筋すべてが灰となった
1856年6月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾑｼｬｰ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~18981002没)
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1856年6月20日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ公｢ﾌﾛﾚｽﾀﾝ1世｣
1856年6月20日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<即位>ﾓﾅｺ公｢ｼｬﾙﾙ3世｣(~18890910)
1856年6月20日-08:00|中国|  |||<第一次江南大営攻略>(17日~)太平天国軍は清軍の築いた江南大営を撃破し3
  年にわたる包囲を解いた
1856年6月23日-09:00|日本|北海道|安政3年5月21日|箱館奉行､ｱｲﾇの人々に日本語の習熟など内地人との同化を
  強要
1856年6月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｴﾏﾉｲﾙ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ﾊﾞﾚﾇ(臨時行政会会長)｣(~7.16)
1856年7月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ｼﾞｬｽﾃｨﾇｽ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾚﾅｰﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾞﾙｯﾍﾝ｣(~18580318)
1856年7月3日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｶﾀﾙｼﾞｭ(臨時行政評議会議長)｣(~11日)
1856年7月3日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|安政3年6月2日|<死去>下野宇都宮藩77000石｢戸田忠明｣(18歳)⇒弟｢
  戸田忠恕｣が継ぐ(⇒元治2(1865)年1月25日､5万石に減封し強制隠居)
1856年7月5日-09:00|日本|  ||安政3年6月4日|幕府､新鋳の二分金の通用を布告
1856年7月7日-09:00|日本|高知県高知市|安政3年6月6日|<交替>土佐新田藩13000石(浦戸城)｢山内豊賢｣隠居⇒
  養子｢山内豊福｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年1月13日､自害)移す)
1856年7月7日-09:00|日本|福岡県北九州市|安政3年6月6日|<交替>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原貞寧｣隠
  居⇒養子｢小笠原貞正｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月､藩庁を上毛郡千束(現在の豊前市)に移す)
1856年7月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱの物理学者ｱｳﾞｫｶﾞﾄﾞﾛ/80歳(誕生17760609)/ｱｳﾞｫｶﾞﾄﾞﾛの法則を発見
  した
1856年7月11日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾆｺﾗｴ･ﾊﾞﾙｽ(王子副王)｣(~18570217)
1856年7月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相代行｢ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ･ﾆｺﾗｳｽ･ｼｰﾚ｣(~8.22)
1856年7月11日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|安政3年6月10日|<死去>秋月種任(66歳)前日向高鍋藩主
1856年7月12日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再建>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ植民地
1856年7月12日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ大統領｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫｰｶｰ｣(~18570501)
1856年7月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Leopoldo･ｵﾄﾞﾝﾈﾙ｣自由党(~10.12)ﾌﾟﾛﾇﾝｼｱﾐ
  ｴﾝﾄの推薦によって政権につく/ｴｽﾊﾟﾙﾃﾛ派のﾃﾞﾓを弾圧し,全国民兵隊を解散させ,全面的に権力を掌握
1856年7月14日-09:00|日本|  ||安政3年6月13日|幕府洋書並びに翻訳書改の令を下す
1856年7月15日-09:00|日本|岡山県岡山市|安政3年6月14日|<渋染一揆>備前国岡山藩の被差別部落住民53団によ
  る強訴/八日市の吉井河原に被差別身分の約千数百人もの人々が結集､午後3時頃岡山藩の家老であった伊木氏
  の陣屋を目指し,途中で村役人の妨害がありましたが､これを突き破り､佐山村榎塚あたりで伊木氏の軍勢と向
  かい合い､その後伊木軍の責任者と会う
1856年7月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ｷﾞｶ(王子副王)｣(~18581018)
1856年7月17日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Louis Andre Lagrange｣(1期目~12.12)
1856年7月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ州ｷｬﾝﾌﾟ･ﾋﾙで列車が正面衝突し､炎上｡ﾋﾟｸﾆｯｸの行楽客な
  ど少なくとも59人が死亡
1856年7月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ･ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ郊外のﾈｱﾝﾃﾞﾙﾀｰﾙで旧石器中期の人骨を発見(ﾈｱﾝﾃﾞﾙﾀｰﾙ人)
1856年7月19日-09:00|日本|  ||安政3年6月18日|吉田松陰が｢講孟余話｣を著す
1856年7月22日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Grigoriy Vasilyevich Zhukovskiy｣(~18710131)
1856年7月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞでﾋﾝｽﾞｰ寡婦の再婚を認める法律が制定
1856年7月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱのﾆｺﾗｲ･ﾏﾄｳﾞｪｴｳﾞｨﾁ･ﾁﾊﾁｮﾌ中佐が､ﾛｼｱ初の恒久的な樺太入植地であるﾃﾞｭｰを
  設立
1856年7月28日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|安政3年6月27日|<交替>上野小幡藩2万石｢松平忠恵｣隠居⇒五
  男｢松平忠恕｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1856年7月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｰﾏﾝ/46歳(誕生18100608)ﾄﾞｲﾂの作曲家
1856年7月31日-09:00|日本|新潟県長岡市|安政3年6月30日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直経｣(58歳)⇒長男｢井
  伊直充｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年9月24日､死去)
1856年8月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ近郊の窟でﾈｱﾝﾃﾞﾙﾀｰﾙ人の化石が発見
1856年8月1日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ王国首相代行｢ﾊﾞﾑ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ･ｸﾝﾜｰ･ﾗﾅ｣(~18570525没)
1856年8月1日-09:00|日本|東京大学|安政3年7月1日|幕府､蕃書調所での旗本子弟の修学を許可
1856年8月3日-09:00|日本|長崎県平戸市|安政3年7月3日|<死去>松浦晧(53歳)前肥前平戸新田藩主
1856年8月6日-09:00|日本|京都府京都市|安政3年7月6日|<死去>正親町雅子(新待賢門院)(54歳)仁孝天皇の典侍
  ､孝明天皇の生母
1856年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾊﾞｰﾄﾗﾑ･ｱｰｻｰ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1856年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾁｪｯﾄｳｨﾝﾄﾞ=ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の八
  従兄.ﾀﾙﾎﾞｯﾄ伯(~18680604死去)
1856年8月10日-09:00|日本|東京都|安政3年7月10日|外国貿易取調掛を設置
1856年8月12日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｳﾞｧﾝｸｰﾊﾞｰで代議制議会が始まる
1856年8月12日-09:00|日本|東京都中央区|安政3年7月12日|水戸藩､幕命により石川島造船所で軍艦を建造､旭日
  丸と命名
1856年8月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾒﾘﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｳｫﾊﾞｯｼｭ｣(4650t,ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠で建造)
1856年8月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政3年7月18日|大坂の安治川･木津川河口に砲台を建設
1856年8月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国のｹﾞｲﾙﾎﾞ-ﾃﾞﾝがｺﾝﾃﾞﾝｽﾐﾙｸを製造
1856年8月19日-09:00|日本|東京都|安政3年7月19日|外国貿易取調掛が設置される
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1856年8月20日-09:00|日本|  ||安政3年7月20日|<死去>山崎美成(61歳)随筆家
1856年8月21日-09:00|日本|熊本県熊本市|安政3年7月21日|<交替>熊本新田藩35000石｢細川利用｣隠居⇒従弟｢細
  川利永｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年7月25日､藩名を高瀬藩と改名)
1856年8月23日-09:00|日本|  ||安政3年7月23日|日高･胆振･渡島･津軽･南部で地震/南部藩で溺死26､八戸藩で5
  人死亡
1856年8月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸｰﾊﾟｰ｣無所属(~10.2)
1856年8月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｵｰｻﾜﾄﾐｰで奴隷制度支持派と奴隷制度廃止論者が戦闘
1856年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Arnavud Suleyman Refet Pasha｣(~同年)
1856年9月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾏﾄﾞｩ･ﾊﾏﾄ･ｼ｣(2回目~11月)
1856年9月1日-08:00|中国|  |||<天京事変>天京(南京)で太平天国指導部の内紛発生.韋昌輝(北王)と秦日綱(燕
  王)軍が東王府を襲い楊秀清とその一族･部下2万人を殺害
1856年9月3日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｶｼｱｽ男爵･伯爵･侯爵ﾙｲ･ｱｳﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ﾘ
  ﾏ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ｣(1回目~18570504)
1856年9月3日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||安政3年8月5日|ﾊﾘｽが､下田玉泉寺を仮領事館とし､ｱﾒﾘｶ領事館旗を掲げる
1856年9月3日-09:00|日本|東京都|安政3年8月5日|<死去>三升屋二三治(73歳)歌舞伎作者
1856年9月3日-08:00|中国|  ||清･咸豊6年8月5日|雲南省大理でﾑｽﾘﾑが蜂起
1856年9月4日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島暫定市民知事｢Francisco Belmonte y Vil
  ches(2期目~12.10)
1856年9月5日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ,土地登記法を制定し,多くの土地を私物化
1856年9月5日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|安政3年8月7日|英水師提督ｼｰﾓｰｱｰ軍艦3隻で長崎入港､条約改定
  を迫る
1856年9月6日-09:00|日本|京都府京都市|安政3年8月8日|<就任>関白｢九条尚忠｣(~文久2年6月23日)
1856年9月7日-09:00|日本|福岡県北九州市|安政3年8月9日|<死去>小笠原貞寧(26歳)豊前小倉新田藩主
1856年9月9日-09:00|日本|愛媛県松山市|安政3年8月11日|<死去>伊予松山藩15万｢松平勝善｣(40歳)⇒養子｢松平
  勝成｣が継ぐ(慶応3(1867)年9月20日､隠居)
1856年9月12日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||保守,自由両党,ｳｫｰｶｰに対して共同で闘う協定に調印.ｵｺﾀﾙの臨時政府は政
  府を解消し,ｳｫｰｶｰ戦争終了までﾘﾊﾞｽを暫定大統領として認める決定.連合政権発足
1856年9月13日-09:00|日本|  ||安政3年8月15日|<死去>杣田光正(62歳)漆芸家
1856年9月14日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｵｺﾀﾙ軍,ﾃｨﾋﾟﾀﾊﾟ近郊のｻﾝ･ﾊｼﾝﾄの丘に進出.ｳｫｰｶｰ軍と遭遇撃破
1856年9月14日-09:00|日本|栃木県足利市|安政3年8月16日|<死去>下野足利藩11000石｢戸田忠文｣(18歳)⇒義弟｢
  戸田忠行｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1856年9月18日-09:00|日本|大阪府豊中市|安政3年8月20日|<死去>摂津麻田藩1万石｢青木一咸｣(29歳)⇒28日､養
  子｢青木重義｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1856年9月19日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｱﾒﾘｶ|  |||米国,海兵隊を派遣し三日間にわたりﾊﾟﾅﾏを占拠
1856年9月20日-09:00|日本|山口県萩市|安政3年8月22日|吉田松陰､禁固中の杉家において｢武教全書｣の講義を
  開始(翌年､叔父が主宰していた松下村塾の名を引き継ぐ)
1856年9月22日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ駐在評議員｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ･ﾏｯｹﾝｼﾞ
  ｰ｣(~18590713)
1856年9月22日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱを制圧したｳｫｰｶｰ,奴隷廃止令を撤廃
1856年9月22日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|安政3年8月24日|露使ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝ､長崎に来航し条約改定を迫る
1856年9月23日-09:00|日本|  ||安政3年8月25日|<安政3年秋関東暴風雨･高潮｢安政3年の大風災｣>甲斐では笛吹
  川の支流､重川の最高水位が1丈5尺(4.5m)となって洪水となり､家屋の流失22軒､橋梁の流失45か所､道路損壊2
  80間余(500m余)､耕地の流失36町6反(0.4平方km)の被害/駿河では吉原湊が高潮で港口がふさがれ､沼川から海
  水が遡上して農作物が水腐れとなり全滅/伊豆では下田湊が高潮に襲われ､激浪が民家を倒し､堤防をこわし､
  船舶も砕けてほとんど全滅状態/半島の南端では時化のため民家全潰24軒､同半潰62軒の被害/韮山代官支配地
  では､家屋倒潰292軒,なかでも三島宿が81軒倒潰/台風の強風により家屋の倒潰が多かったのは､東海道筋では
  川崎で宿場外の15か村で945軒が倒潰/利根川では､洪水により関宿､流山､龍が崎､土浦あたりの田畑が大荒れ
  となり､百姓家が倒潰､流失/相模湾から江戸湾､房総半島沿岸にかけて､高潮により作物に大被害を受け､多数
  の家屋が流失したり崩潰/江戸の被害は高波が陸へ上がり,この時水中に溺死が数え切れないほどだった/永代
  橋は大船が当たり半ば崩れ､蔵前の華徳院閻魔堂潰れ､湯島天神鳥居､神楽堂倒れる/火災が発生し芝片門前一
  丁目より出火､神明町､三島町､宇田川町西方焼け込む
1856年9月24日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾏｷｼﾓ･ﾍﾚｽ指揮下のﾚｵﾝ軍(自由党),ﾍﾞﾛｰｿ司令官の指揮するｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ軍を主
  体に編成されﾏﾅｸﾞｱ攻撃,ﾏﾅｸﾞｱを無血解放
1856年9月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ暫定総督｢ﾋｰﾛｰ･ｼｮﾒﾙｽ｣在任中
1856年9月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ暫定総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾙﾝｹﾙ｣(~11.6)
1856年9月25日-09:00|日本|北海道|安政3年8月26日|蝦夷駒ヶ岳噴火/石が降り､廬舎焼失あり/死者20数人
1856年9月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾌﾗﾝｽの軍艦がﾀﾞﾅﾝを砲撃
1856年9月26日-08:00|中国|  |||<天京事変>韋昌輝(北王)は翼王府を襲い石達開(翼王)の一族郎党を殺害した
  が石は脱出
1856年9月27日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ｱﾚｸｻ･ｼﾐｯﾁ｣(3度目~18570701)
1856年9月28日-09:00|日本|広島県広島市|安政3年8月30日|<死去>広島藩の儒学者｢頼聿庵｣(56)
1856年9月29日-09:00|日本|東京都江東区|安政3年9月|<初演>｢蔦紅葉宇都谷峠｣<文弥殺し>[原･金原亭馬生､作･
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  二代目河竹新七]文弥､仁三､,四代目市川小團次､市村座
1856年10月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ憲法法公布/植民地の平和､秩序､行政にかかわる全ての法を作るた
  めに､2院制の公選制議会が設立された
1856年10月-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Ssuuna2世 Kalema Migeekyamye｣
1856年10月-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Mukaabya Mutesa1世 Kayiira｣(~18841024死去)
1856年10月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｲｪﾙﾊﾞｰﾄﾝ･ﾁｪｯｸﾘｰ｣(3回目~1857年1月)
1856年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾋﾟﾘﾋﾟ｣｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ｼﾓﾝﾁｰﾆ｣
1856年10月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ｶﾙﾎﾞ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾗﾏﾄﾞﾘｯﾄﾞ｣(~18580506)
1856年10月1日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ,ﾏｻﾔの守備隊をいったん撤退.連合軍,ﾏｻﾔを占領
1856年10月2日-09:00|日本|茨城県下妻市|安政3年9月4日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正信｣(17歳)⇒10日､叔
  父｢井上正兼｣が継ぐ(⇒慶応2(1866)年11月23日､隠居)
1856年10月3日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｶｰ｣無所属(~18570907)
1856年10月8日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾌﾞｴﾅﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ﾊﾞｴｽﾞ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(2回目~18580612
  )
1856年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･咸豊6年9月10日|清国の役人が広東に停泊中のｲｷﾞﾘｽ船ｱﾛｰ号の中国人
  船員12人を逮捕する(ｱﾛｰ号事件)
1856年10月10日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍｲ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ･ﾍｲ｣(~18630703)
1856年10月12日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ､ｸﾚﾀ島､ﾛﾄﾞｽ島で地震(M8.0)死者35人
1856年10月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Ramon Maria Narvaez｣穏和党(~18571015)
1856年10月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾅﾙﾊﾞｴｽ,政権の混乱に乗じふたたび権力を獲得/45年憲法を再公布
1856年10月15日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<退任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｳﾙﾋﾞﾅ｣
1856年10月16日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾌﾞﾚｽ｣(~18590831)
1856年10月16日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政3年9月18日|長崎奉行､浦上村山の隠れｷﾘｼﾀﾝ15人を逮捕､浦上三
  番崩れの弾圧が始まる
1856年10月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｹﾞｵﾙｸ･ｱﾝﾄﾞﾚｰ｣(~18570513)
1856年10月18日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jose Martinez y Luz de Bar
  redo Tenaquero｣(~18580812)
1856年10月19日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ2世ﾋﾞﾝ･ｻﾙﾀﾝ｣
1856年10月19日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｱﾙｻｲﾄﾞ王朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩﾜｲﾆ･ﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~18660211殺害される)
1856年10月19日-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<死去>ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ･ﾊﾐｽ(ｽﾙﾀﾝ)｢ｻｲｰﾄﾞ｣
1856年10月19日-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<就任>ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ･ﾊﾐｽ(ｽﾙﾀﾝ)｢ｻｲｲﾄﾞ･ﾏｼﾞｯﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｲﾄﾞ｣(⇒18610402､ｽﾙﾀﾝ~18
  701007)
1856年10月19日-09:00|日本|島根県安来市|安政3年9月21日|<死去>出雲母里藩1万石｢松平直温｣(27歳)⇒長男｢
  松平直哉｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1856年10月21日-09:00|日本|  ||安政3年9月23日|<死去>3代鶴沢清七(不明)浄瑠璃三味線方
1856年10月23日-09:00|日本|北海道|安政3年9月25日|北海道駒ヶ岳､大噴火により火砕流発生/噴石により死者2
  名､火砕流により19ないし27人の犠牲者
1856年10月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･咸豊6年9月10日|ｲｷﾞﾘｽ軍が広東を攻撃し､ｱﾛｰ号戦争が勃発
1856年10月24日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢B･T･ﾌｨﾆﾝｽﾞ｣(~18570821)
1856年10月25日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾗｰﾄをﾍﾟﾙｼｬが占領(~18570727)
1856年10月26日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄ･ﾗｼｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ(1回目~18580
  701)
1856年10月27日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢B.ﾌﾞﾙｯｸｽ｣(~18570126)
1856年10月27日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾄﾗﾝｸ鉄道のﾓﾝﾄﾘｵｰﾙとﾄﾛﾝﾄ間が開通
1856年10月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾘｽﾎﾞﾝとｶﾚｶﾞﾄﾞの間に初の鉄道が開通
1856年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗﾑﾘｰ=ｻｳﾞｨﾙ｣
1856年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑﾘｰ｣(~18841205死去)
1856年10月29日-09:00|日本|  ||安政3年10月|<出版開始>佐佐木弘綱｢源氏物語語俚諺解｣
1856年10月29日-09:00|日本|熊本県人吉市|安政3年10月1日|<死去>相良頼徳(83歳)肥後人吉藩主
1856年10月31日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ州知事がﾉｰﾌｫｰｸ州知事になる(~19140630)
1856年11月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣
1856年11月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｼﾞｬｱﾌｧﾙ･ｻﾌｨｳﾃﾞｨﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾗｼﾞｬ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(事
  実上1857年まで~18650320没)
1856年11月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾋﾞﾗﾝ･ﾜｰﾝ｣(9回目~1858年7月)
1856年11月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｳｫｰｶｰ軍8百名,ﾏｻﾔに反攻.2日間の激戦の上奪取.ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ軍はﾏｻﾔを迂回してｸﾞﾗ
  ﾅﾀﾞを攻撃.ｳｫｰｶｰ,ｸﾞﾗﾅﾀﾞ防衛のためﾏｻﾔを放棄
1856年11月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾄﾏｽ･ﾃﾞﾗ･ｸﾞｱﾙﾃﾞｨｱにひきいられた中米連合軍,ﾘﾊﾞｽの決戦でｳｵｰｶｰ軍を撃ち破る
1856年11月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾁｬﾝﾌﾟ｣(~18570226)
1856年11月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾚｼﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(5期目~18570806)
1856年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾗﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾍﾟﾙｼｬに宣戦布告
1856年11月2日-08:00|中国|  |||<天京事変>韋昌輝(北王)が殺害され､次いで秦日綱と陳承瑢も誅され天京事変
  は一段落
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1856年11月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大統領にJ.ﾌﾞｷｬﾅﾝが選出される
1856年11月4日-08:00|中国|  ||清･咸豐6年10月7日|雲南のﾑｽﾘﾑ蜂起の指導者の杜文秀が､ｽﾙﾀﾝ･ｽﾗｲﾏﾝと称して
  王制を施行
1856年11月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾅﾀｰﾙ植民地特別委員｢ｼﾞｮﾝ･ｽｺｯﾄ｣(~18641231)
1856年11月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｳｨﾚﾑ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾃﾞﾙｸｽ(政府長官
  )｣(2回目~18570429)
1856年11月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾊｰﾏﾝ･ﾌｫｰｸﾄ｣(1回目~18570112)
1856年11月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Jose Munoz｣(~同年)
1856年11月17日-09:00|日本|栃木県日光市|安政3年10月20日|<死去>二宮尊徳(70歳､天明7(1787)0723生)農政家
  ､思想家/報特主義の創唱者
1856年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ)｢ｶﾞﾝﾊﾟｯﾄ･ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣
1856年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ)｢ｶﾝﾃﾞ･ﾗｵ2世ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(~18701128没)
1856年11月22日-09:00|日本|岐阜県大垣市|安政3年10月25日|<交替>美濃大垣藩10万石｢戸田氏正｣隠居⇒長男｢
  戸田氏彬｣が継ぐ(⇒慶応元(1865)年8月8日､35歳で死去)
1856年11月28日-09:00|日本|東京都墨田区|安政3年11月|<大相撲>安政3年11月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(東関脇)雲龍,9勝0敗1休
1856年11月28日-09:00|日本|福井県福井市|安政3年11月|越前府中藩校｢立教館｣の建物が完成し開館
1856年11月28日-09:00|日本|大分県日田市|安政3年11月1日|<死去>広瀬淡窓(75歳)儒学者､教育者､漢詩人
1856年11月28日-09:00|日本|東京都千代田区|安政3年11月1日|村田蔵六(大村益次郎)､麹町新道一番町で私塾･
  鳩居堂を開く｡蛮書調所教授方手伝､講武所教授方になる
1856年11月29日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|安政3年11月2日|<死去>加藤明邦(49歳)前近江水口藩主
1856年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ahmed Izzet Pasha｣(~1857.12年)
1856年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗﾝｽのｼﾞｬﾝ=ﾏﾘｰ･ﾙﾌﾞﾘがｸﾞﾗｲﾀﾞｰで､Sainte-Anne-la-Palud海岸(ﾌｨﾆｽﾃｰﾙ県)で､向か
  い風に向かって､馬で引っ張らせて離陸し､離陸した高さよりも高く飛行することに成功
1856年12月 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾓﾛｯｺがｲｷﾞﾘｽと通商条約を締結
1856年12月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国初代閣僚評議会議長｢ﾌｧﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞﾙﾏｰﾙ･ﾍﾞﾙﾈﾄﾞ｣(~1857年)
1856年12月2日-09:00|日本|  ||安政3年11月5日|<死去>足代弘訓(73歳)国学者､歌人
1856年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Jose Morcillo y Ezquerra｣(~1858年)
1856年12月4日-09:00|日本|  ||安政3年11月7日|<死去>幟子女王(22歳)有栖川幟仁親王の王女､徳川慶篤の正室
1856年12月5日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Ramon Montero y Blandino｣(3期目~1
  8570309)
1856年12月7日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||安政3年11月10日|日露和親条約批准書を交換
1856年12月9日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾌﾞｼｬｰを占領(~18570404)
1856年12月10日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Felix Fanlo y Olivan｣(~185
  71110)
1856年12月12日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢ﾌｨｯﾃ･ﾄﾞ･ｽｰｼｰ伯Armand Louis Joseph Den
  is｣(~1859.6)
1856年12月13日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾟﾙｼｬがｱﾒﾘｶと友好通商条約を調印
1856年12月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ﾗｲﾃﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｴﾚﾐﾔｽ･ｸｰﾂｧｰ｣⇒｢ｺｰﾈﾘｽ･ﾎ
  ﾟﾄｷﾞｰﾀｰ｣(~18600404)
1856年12月17日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<設立>ﾗｲﾃﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ共和国
1856年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1856年12月23日-09:00|日本|東京都|安政3年11月26日|<死去>佐竹義純(55歳､江戸定府)前出羽岩崎藩主
1856年12月24日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾞﾙﾋﾞﾙﾄ,ｺｽﾀﾘｶに対し支援開始.ﾄﾏｽ･ﾃﾞﾗ･ｸﾞｱﾙﾃﾞｨｱ指揮下のｺｽﾀﾘｶ
  軍,ｻﾝﾌｱﾝ川流域のﾋｯﾌﾟｽ･ﾎﾟｲﾝﾄを確保.その後,ｶｽﾃｨｼﾞｮ･ﾋﾞｴﾎ,ｻﾝ･ｶﾙﾛｽをつぎつぎに占領
1856年12月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｰｸﾘｰ｣(~18630910)
1856年12月30日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島ﾀﾋﾁ特定ﾌﾗﾝｽ司令官｢ﾌﾟｹﾞｯﾄ伯Pierre Benjamin Denis
   Pouget｣(~1858年)兼ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官代理(1期目~1857.1)
1856年12月31日-09:00|日本|東京都|安政3年12月5日|<死去>戯作者,墨川亭雪麿(60)
1857年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(~1870年)
1857年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Makakwa bin Datu Intirinu｣(~1883年死去)
1857年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾘｱｳﾘﾝｶﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢Sulaiman2世｣(~1883年)
1857年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ｸﾝ･ﾄﾞｶﾞ･ﾉﾙ･ﾌﾞ｣
1857年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ｼﾞｬﾑ･ﾃﾞﾋﾞｬﾝ･ﾄﾞﾊﾞﾝ･ﾀﾞｽ｣(~1863年)､摂政｢ｷﾞｬﾙﾓ･ﾌﾞｸﾗｼ･ﾌﾞｸﾘｯﾄﾞ｣(~1
  863年)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾛｼﾞ･ﾗｵ2世ｼｬﾊｼﾞ･ﾗｵ･ﾎﾞｰﾝｽﾚ･ﾌﾞﾜ･ｻﾍﾌﾞ･ﾗｼﾞｪ｣(~1870年没)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｨﾗｼﾞ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1858年没)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｲﾗﾅ国摂政｢ﾗﾆ･ﾅｽ･ｶﾝﾜﾙｼﾞ｣(~1859年)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼｰ国摂政｢ﾗｸｼｭﾐｰ･ﾊﾞｲ｣(反乱中~18580617没)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾃｨｱ国摂政｢ﾗﾆ｣(~1858年没)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ･ﾗﾅ｢ﾗﾑﾃﾞｳﾞｼﾞ3世ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾃﾞｳﾞｼﾞ｣(~18600120没)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾘ国統治者(ﾗｵ)｢ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾄ･ｼﾝ｣(~1861年5月没)
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1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾚﾜ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾗｼﾞ･ｼﾝ｣(~18800205)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬｼﾞｬﾙ国がｲｷﾞﾘｽの統治に対して反乱
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾝｼｰ国がｲｷﾞﾘｽ併合に対し反乱(~18580617)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国が英国の支配に対して反乱(~1858年)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾗｶﾞﾙ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞの統治下(~1860年)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾝﾀﾞ国がｲｷﾞﾘｽの支配に反逆(~1858年11月)
1857年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟﾗﾊｯﾄ国が英国に対し反乱(~1858年)
1857年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾗｯﾄ国ﾜﾘ｢ﾎｻｲﾝ･ﾅｼﾙ･ｶｰﾝ2世｣
1857年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗｯﾄ国ﾜﾘ｢ｺﾀﾞﾀﾞﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(1回目~1863年3月)
1857年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Aman ul-Mulk｣(~1892年死去)
1857年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾊｼ･ﾀﾞﾙﾊﾞｽﾞ･ｱｶﾞｻﾞｰﾄﾞ･ｳﾞｪｲｼ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1858年)
1857年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢Sheikh Abdullah ibn Yusuf｣(~1858年)
1857年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ大宰相｢ｽﾞﾙﾌｨｶｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1858年)
1857年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｳｽｸﾌﾟ･ﾜﾘｽ(知事)｢ｱｷﾌ･ﾊﾟｼｪ｣
1857年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Carlos Tolra y Marsella｣(~1858年)
1857年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ｼｬﾙﾙ･ﾌﾞﾛｻｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾙﾋﾞﾆｰ｣
1857年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾞｰ(ﾃﾞｭｺｽ砦)民間司令官｢ﾎﾞﾅｳﾞｧﾝﾁｭｰﾙ･ﾙﾈ･ﾄﾞﾆ｣(~1858年)
1857年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾎﾞｶｰﾙ･ｻｰﾀﾞ･ｼ｣(18560218から反乱~18851210)
1857年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾎﾞﾝﾍﾟｲ首長｢ﾄｰﾏｽ･ｾｵﾌｨﾗｽ･ｶｰｶｰ｣(~1864年没)
1857年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>南ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Hinrich Johannes Rink｣(~1868年)
1857年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｶﾙﾛ･ｱｰｻｰ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾗﾝﾎﾞﾙﾄﾞ｣(1回目~1860年)
1857年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席代理｢Robert Grimes Pedder｣⇒代理｢Thomas
   Price｣(1期目~1858年)
1857年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島知事｢Luis de Onativia｣(~1860年)
1857年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国第2代閣僚評議会議長｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾗｲｶﾞﾀﾞｶﾞﾛ｣(1回目~18580715)
1857年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱはﾀﾋﾁに併合
1857年1月-08:00|中国|  |||上海でｲｷﾞﾘｽ人宣教師が華字月刊誌｢六合叢談｣を創刊
1857年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mustafa Sherifi Pasha｣(~8月)
1857年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ13世｣(~185908
  07)
1857年1月 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島大統領代理｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Grimes Pedder｣(
  ~同年)⇒｢ﾄｰﾏｽ･Price｣(1期目~1858年)
1857年1月 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官｢ﾌﾞｰｾﾞ候Joseph Fidele Eug
  ene｣(2期目~1858年)
1857年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ｶﾙﾙ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾄ･ﾌｫﾙﾈﾛｯﾄﾞ｣Rad(1期目~12.31)
1857年1月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国ﾌｫﾙｸｽﾗｰﾄﾞ議長｢J･P･ﾌｧｰｽﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~6日)
1857年1月6日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ｣
1857年1月6日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｽ･ｻﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾗｼﾞｬ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣(~1
  8980206没)､摂政｢ﾗｼﾞｬ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1859年)
1857年1月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国行政評議会議長｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ･ｳﾞｪｯｾﾙ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(第1回~186009
  15)
1857年1月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第2番ｲ長調》18390913作曲
1857年1月12日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢副王ｶｰﾙ皇太子｣(2回目~6.21)
1857年1月12日-09:00|日本|山口県|安政3年12月17日|長州藩､軍艦完成-丙辰丸と命名
1857年1月13日-09:00|日本|東京都千代田区|安政3年12月18日|徳川家定､島津斉彬(一橋派)の養女篤子と婚儀
1857年1月15日-09:00|日本|東京都|安政3年12月20日|<死去>画人,喜多武清(81歳)
1857年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾝﾘｰ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1857年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｾｼﾙ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の三男(~18880303死去)
1857年1月21日-09:00|日本|東京都|安政3年12月26日|<死去>初代古今亭志ん生(48歳､1808年生)落語家/三遊亭
  圓太→新生→真生
1857年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《ﾋﾟｱﾉ･ｿﾅﾀ ﾛ短調》
1857年1月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国摂政｢ﾄﾞﾗｳﾊﾟﾃﾞｨ･ﾊﾞｲ･ﾗｰｼﾞｪ･ﾌﾟｱｰﾙ｣(~18580214)
1857年1月23日-09:00|日本|東京都中央区|安政3年12月28日|幕府､合薬座(講武所附属)を設け火薬の販売統制に
  乗り出す､独占的入手狙う
1857年1月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾙｶｯﾀ大学が創設される
1857年1月26日-09:00|日本|東京都台東区|安政4年|本牧屋仙之助が上野広小路に講釈(講談)を行う場として軍
  談席本牧亭ｵｰﾌﾟﾝ(→鈴本演芸場)
1857年1月26日-09:00|日本|新潟県五泉市|安政4年|<交替>越後村松藩3万石｢堀直央｣隠居⇒次男｢堀直休｣が継ぐ
  (⇒万延1年7月12日(18600828)死去)
1857年1月26日-08:00|中国|  |||<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ(ﾁﾍﾞｯﾄ)｢ﾁﾝﾚ･ｷﾞｬﾂｫ(ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ12世)｣(~18750425)
1857年1月26日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｨﾘｱﾑ･ｷｰﾄ｣(1期目~18600407)
1857年1月26日-09:00|日本|  ||安政4年1月|<出版>一立斎広重｢狂歌もゝちどり｣
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1857年1月26日-09:00|日本|  ||安政4年1月|<出版>歌川国芳｢国芳雑画集｣二編
1857年1月26日-09:00|日本|東京都墨田区|安政4年1月|<大相撲>安政4年1月場所[江戸本所回向院](8日間)幕内
  優勝:(東大関)猪王山,6勝0敗1分1預
1857年1月28日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Fernando Cotoner y Chacon｣(~1860.7)
1857年1月28日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||連合軍,ﾘﾊﾞｽ東方の町ｻﾝﾎﾙﾍを占領/翌日,ｳｫｰｶｰ軍は反撃にでるが敗退
1857年1月31日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｾﾝ･ｺｰﾄﾗｲﾄ｣(1回目~1858年5月)
1857年2月5日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾘﾊﾞｽ南方に退路を切開こうとしたｳｫｰｶｰの部隊,ｺｽﾀﾘｶ軍により壊滅
1857年2月5日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺで憲法制定.改革諸法の他,三権分立,共和制,二年毎に選ばれる一院制議会
  ,連邦制などを定める.議会の権限を大幅に強化するとともに,言論･出版･信仰の自由を保障.教会法制定
1857年2月8日-09:00|日本|  ||安政4年1月14日|<死去>金井烏洲(62歳)画家､勤皇家
1857年2月12日-09:00|日本|東京大学|安政4年1月18日|前年より準備の進められていた蕃書調所教育部門が江戸
  九段下で正式に開講.幕臣190余人が入校
1857年2月14日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾗｲｶﾞﾀﾞ･ｲ･ｶﾞﾛ｣(~18580412)
1857年2月14日-09:00|日本|茨城県常総市|安政4年1月20日|<死去>中山信守(51歳)常陸松岡藩主､水戸藩家老⇒
  三男の信宝が継いだ
1857年2月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾆｺﾗｴ･ｲｵｱﾝ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ(臨時行政評議会議長)｣(~23日)
1857年2月19日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/中国|  |||中国の劉山邦(同年没)率いる反乱がｸﾁﾝを占領(~23日)
1857年2月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾆｺﾗｴ･ｼｭ･ﾃﾌｧﾝ･ｺﾅﾁ=ｳﾞｫｺﾞﾘﾃﾞｨ(王子副王)｣(~18581019)
1857年2月24日-09:00|日本|新潟県新潟市|安政4年2月|<立藩>越後三根山藩11000石｢牧野忠泰｣(⇒明治2(1869)
  年6月23日､版籍奉還)
1857年2月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ﾄｰﾏｽ･ｸﾞﾚｯｸﾞｿﾝ｣(~4.25)
1857年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾋﾟｱｰｽ大統領､1857年関税法に署名
1857年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ｲﾗﾝ戦争終結/ﾍﾟﾙｼｬのｶｰｼﾞｬｰﾙ朝が､ﾊﾟﾘ条約に基づいて､ｱ
  ﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの独立を認める
1857年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第15代大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾞｷｬﾅﾝ｣民主党(~18610303)
1857年3月5日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Philippe Victor Touchard｣(~18590312)
1857年3月5日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼｰﾓｱ｣(1回
  目~18620512)
1857年3月9日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾉﾙｻｶﾞﾗｲ｣(~18600112死去)
1857年3月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ｵｼｬﾅｼｰ｣(~4.29)
1857年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界最大の客船ｸﾞﾚ-ﾄｲ-ｽﾀﾝ号進水
1857年3月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢ｼﾓﾝ･ﾎﾞｯｶﾈｸﾞﾗ｣》
1857年3月12日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||90人が乗っていたｸﾞﾚｰﾄ･ｳｪｽﾀﾝ鉄道のﾄﾛﾝﾄ発ﾊﾐﾙﾄﾝ行き列車が終点に近づいた
  時､ｶﾅﾀﾞ西部のﾃﾞｼﾞｬﾙﾀﾞﾝ運河にかかる橋が機関車前部の車軸が破損後に崩壊.極寒の運河に投げ出された後､
  外傷や溺死により59人が死亡
1857年3月14日-09:00|日本|岩手県一関市|安政4年2月19日|<死去>陸奥一関藩3万石｢田村邦行｣(38歳)⇒5月12日
  ､嫡男｢田村通顕｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年10月9日､仙台藩の養子となる)
1857年3月21日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Adriano Maria Passalaqua｣
1857年3月21日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢政府評議会(不完全)Bernardo Fra
  ncisco de Albuquerque｣(~18580115)
1857年3月21日-09:00|日本|東京都中央区|安政4年2月26日|江戸城4000両盗難事件の犯人藤岡藤十郎を日本橋上
  槙町で逮捕(5月13日､千住小塚原で磔になる)
1857年3月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾁﾘｰ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ･ﾊﾟｲ
  ﾝ卿｣(~18580512)
1857年3月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸのﾃﾞﾊﾟｰﾄに世界最初のｴﾚﾍﾞｰﾀが設置
1857年3月24日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(2度目~5.7)
1857年3月24日-09:00|日本|静岡県|安政4年2月29日|遠江･豊田郡の幕府領農民1400人が増税反対の強訴
1857年3月25日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官代理｢ﾌﾟｹﾞｯﾄ伯Pierre B
  enjamin Denis Pouget｣(2期目~6月)
1857年3月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/日本|  ||安政4年3月1日|幕府軍艦｢咸臨丸｣ｵﾗﾝﾀﾞのｷﾝﾃﾞﾙﾀﾞｲｸで竣工
1857年3月27日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾎｯﾗﾑｼｬｰﾙを占領
1857年3月27日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾘﾊﾞｽへの総攻撃開始/ｳｫｰｶｰ軍の勝利
1857年3月28日-09:00|日本|  ||安政4年3月3日|吉田松陰｢外蕃通略｣出版
1857年3月31日-06:30|ｺｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺｺｽ諸島はHMSｼﾞｭﾉに乗ったｽﾃｨｰﾌﾞﾝｸﾞﾚﾝﾋﾞﾙﾌﾘｰﾏﾝﾄﾙ大尉によってｲｷﾞ
  ﾘｽに併合された
1857年4月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｸﾞﾚｲﾄ･ﾉｰｻﾞﾝ鉄道の一部､ﾊﾆｰｻｸﾙ･ﾎﾟｲﾝﾄ(ﾆｭｰｶｯｽﾙ)､ｲｰｽﾄ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ間が開通
1857年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ作家ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ﾌﾛﾍﾞｰﾙ､｢ﾎﾞｳﾞｧﾘｰ夫人｣を刊行
1857年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾜﾗｷｱの首都ﾌﾞｶﾚｽﾄで灯油による街灯設備を導入
1857年4月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾙﾆﾅｯ
  ｸ･ﾃﾞｭﾗﾝ･ﾃﾞｭﾚｰ｣(~1863年1月)
1857年4月1日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｱｰｳﾞｧｽﾞを占領
1857年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
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1857年4月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｺｽﾀﾘｶ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ共和国
  大統領｢ﾏﾘｱｰﾉ･ｵｽﾋﾟﾅ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~18610401)
1857年4月4日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢Godfrey Charles Mundy｣(~18600711死
  去)
1857年4月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢(2代)ﾅｲｱｶﾞﾗ｣(5540t,ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ海軍工廠で建造)
1857年4月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｱﾙﾊﾞﾝ･ﾏﾘｱ･ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾞﾙｸ《喜歌劇｢ﾐﾗｸﾙ博士｣》
1857年4月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王国が国交断絶
1857年4月18日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｰ｣(~18640606)
1857年4月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安政4年4月|鹿児島城内に精錬所｢開物館｣が完成
1857年4月25日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪｽﾄﾝ｣(~5.12)
1857年4月28日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|静岡県下田市|安政4年4月5日|ﾊﾘｽ下田奉行と和親条約改定
1857年4月29日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｲﾝｽﾞ｣(~18580310)
1857年4月29日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｼｪﾏﾊ県軍事総督および民事行政官｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾀﾞｳﾞｨﾄ
  ﾞｳﾞｨｯﾁ･ﾀﾙﾊﾝ=ﾑﾗｳﾞｫﾌ｣(~1863年)
1857年4月29日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｼﾞｭｰﾙ･ﾌｪﾘｼｰﾇ･ﾛｰﾏﾝ･ｽﾀﾆｽﾗｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾝ･ﾎ
  ﾞｯｼｪ｣(~9.9)
1857年5月-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督･国務院議長｢ｻﾝﾀﾝﾃﾞｵﾙ伯爵ｼﾞｬﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚ･ｷﾞｭｽﾀｰｳﾞ･ﾏﾙﾏｾﾞ｣(~1862
  年)
1857年5月1日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｽﾜｯﾄ｢世俗的｣国家ｱﾐｰﾙ･ｼｬﾘｱﾄ｢ｻｲｰﾄﾞ･ｱｸﾊﾞﾙ･ｼｬｰ｣
1857年5月1日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｽﾜｯﾄ｢世俗的｣国家ｱﾐｰﾙ･ｼｬﾘｱﾄ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾑﾊﾞﾗｸ･ｼｬｰ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1863年)
1857年5月1日-09:00|日本|福井県坂井市|安政4年4月8日|坂井郡加戸村で火事,家156軒･寺3など焼失
1857年5月3日-09:00|日本|群馬県安中市|安政4年4月10日|<死去>上野安中藩3万石｢板倉勝明｣(49歳)⇒閏5月11
  日､弟｢板倉勝殷｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1857年5月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｵﾘﾝﾀﾞ子爵･侯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･
  ﾘﾏ｣(2回目~18581212)
1857年5月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾒﾘﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾛｱﾉｰｸ｣(4772t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所で建造)
1857年5月4日-09:00|日本|東京都中央区|安政4年4月11日|幕府が陸軍訓練所内に軍艦教授所(のち操練所と改称
  )を設ける
1857年5月5日-09:00|日本|福井県福井市|安政4年4月12日|福井藩,明道館内に洋書習学所(洋学所)を開設
1857年5月7日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｫｰｶｰ｣(~12.26)
1857年5月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝﾄﾞでｾﾎﾞｲ(ｲｷﾞﾘｽ軍のｲﾝﾄﾞ人庸兵)の反乱が起る(~18581101)
1857年5月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||反乱軍ｲﾝﾄﾞ兵がﾃﾞﾘｰを占拠し､ﾑｶﾞﾙ皇帝ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ2世を擁立
1857年5月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾐｽ｣(~18601101)
1857年5月13日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾎｰﾙ｣(1回目~18591202)
1857年5月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬがｵｰｽﾄﾘｱ帝国と友好通商条約を締結
1857年5月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ｱﾌｻﾞﾙ･ｱﾄﾞ=ﾀﾞｳﾗ･ﾏﾌﾞﾌﾞ･ｱﾘ1世ｶｰﾝ･ｱ
  ｻﾌ･ｼﾞｬｰ5世｣(~18690226没)
1857年5月19日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽはｱﾙﾌﾞﾚﾀﾞ入植地をｲｷﾞﾘｽに割譲
1857年5月19日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|安政4年4月26日|<交替>伊勢神戸藩15000石｢本多忠寛｣隠居⇒養子｢本
  多忠貫｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1857年5月21日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ管理者｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍｶﾞｰﾄ･ﾌﾞﾘｰﾝ｣(~1861年10月)
1857年5月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾒﾘﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾐﾈｿﾀ｣(4833t,ﾜｼﾝﾄﾝ海軍工廠で建造)
1857年5月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾅﾝﾄﾞ･ﾗｵ3世ﾌﾟｱﾙ｣(1回目~18580214)
1857年5月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの数学者ﾙｲ･ｺｰｼｰ(17890821~)解析学を発展させ｢複素関数論｣を唱
  えた
1857年5月23日-09:00|日本|  ||安政4年5月|佐々木弘綱｢源氏物語語俚諺解｣出版終了
1857年5月25日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ王国首相代行｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ･ｸﾝﾜｰﾙ･ﾗﾅ｣(~6.28)
1857年5月30日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾍﾙﾏﾝ･ﾌｫｰｸﾄ｣(2回目~18581208)
1857年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾗｳﾝ国統治者(ﾗｵ)｢ｹｼｮｰ･ﾗｵ｣(反乱中~1857年10月)
1857年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬﾗｳﾝ国がｲｷﾞﾘｽの支配に対する反乱(~1858年)
1857年6月 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾛﾗﾝ摂政｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾃ･ﾛｰｿﾝ｣(~18590610没)
1857年6月 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官｢ﾌﾞｰｾﾞ候Joseph Fidele Eug
  ene｣(3期目~1858年)
1857年6月4日-09:00|日本|東京都足立区|安政4年5月13日|将軍家金蔵破りの稀代の盗賊藤岡藤十郎､富蔵等､千
  住小塚原で磔となる
1857年6月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国摂政｢ﾍﾞｸﾞﾑ･ﾊｽﾞﾗｯﾄ･ﾏﾊﾙ｣(~18580303)
1857年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｳﾝﾎﾟｰﾙの悲劇､ｲｷﾞﾘｽ義勇隊が土侯軍の待ち伏せで全滅
1857年6月15日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|安政4年5月24日|<交替>越後糸魚川藩1万石｢松平直春｣隠居⇒四男｢
  松平直廉｣が継ぐ(⇒翌年7月5日､越前福井藩の家督相続)
1857年6月17日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||安政4年5月26日|治外法権などを定めた9ヶ条の日米和親条約修補条約(下
  田協約)が締結
1857年6月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙｶﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾀﾌｧｽﾞﾙ･ﾌｾｲﾝ･ｶｰﾝ｣反乱を起こして国家再興(



1860迄(3252件)

  ~18580103)
1857年6月18日-09:00|日本|  ||安政4年5月27日|<死去>直胤(79歳)刀工
1857年6月18日-09:00|日本|静岡県掛川市|安政4年5月27日|<死去>西尾忠固(47歳)前遠江横須賀藩主
1857年6月20日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏｱﾚﾊﾞ統治者｢Te-Ma-puteoa｣
1857年6月20日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏｱﾚﾊﾞ統治者｢Joseph Gregorio2世｣(~18681119死去)
1857年6月24日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領｢最高政府(ﾄﾏｽ･ﾏﾙﾃｨﾈｽｹﾞﾚｰﾛ/ﾏｷｼﾓ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ﾍﾚ
  ｽ･ｲ･ﾃﾚﾘｱ/ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾌｱﾚｽ･ｻｶｻ(18571019~18571115ﾏﾙﾃｨﾈｽの代理)/ﾛｻﾘｵ･ｺﾙﾃｽ･ｻﾝﾁｪｽ(18571019~18571115ﾍﾚｽの代
  理))｣(~11.15)
1857年6月24日-09:00|日本|北海道|安政4年閏5月4日|幕府､箱館通宝の蝦夷地での使用を開始
1857年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾞｰﾄﾞﾚｰﾙの詩集｢悪の華｣が刊行される
1857年6月28日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾈﾊﾟｰﾙ王国首相｢ｼﾞｬﾝ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ･ｸﾝﾜｰﾙ･ﾗﾅ｣(2回目~18770225)
1857年6月29日 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ﾌｫﾘ･ｸﾎﾟｳﾞｪ･ｱﾛｯﾌｧ｣(~1866年)
1857年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ帝国(ﾋﾝﾀﾞｳﾞｨ･ｽﾜﾗｰｼﾞｬ)の復活を目的とした､最後のﾍﾟｼｭﾜの息子によ
  るｶｳﾝﾎﾟｰﾙでの反乱
1857年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ｺﾝﾔﾘ･ﾒﾍﾑﾄﾞ･ﾅﾐｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~1858年11月)
1857年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐｭｰｼﾞｶﾙ｢ﾆｶﾗｸﾞｱ,ｳｫｰｶｰ将軍の勝利｣,ﾌﾞﾛｰﾄﾞｳｴｲで公演開始
1857年7月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||首都駐屯部隊の蜂起.自由党政府崩壊.反乱部隊は,軍と聖職者の支持を得て議会を
  解散,ｺﾓﾝﾌｫﾙﾄ大統領とﾌｧﾚｽを逮捕.ｺﾓﾝﾌｫﾙﾄは,辞任/ｽﾛｱｶﾞ大統領就任を宣言
1857年7月1日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ｽﾃｨｰｳﾞｧﾝ･ﾏﾙｺｳﾞｨｯﾁ｣(2度目~18580612)
1857年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾓｰﾆﾝﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｰﾙ=ﾃｨﾙﾆｰ=ﾛﾝｸﾞ=ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣
1857年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ=ﾁｬｰﾁﾙ｣
1857年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾓｰﾆﾝﾄﾝ伯ｳｨﾘｱﾑ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｱｰｻｰ･ﾎﾟｰﾙ=ﾃｨﾙﾆｰ=ﾛﾝｸﾞ=ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣(~18630725
  死去)
1857年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾝｽﾄﾝ･ｽﾍﾟﾝｻｰ=ﾁｬｰﾁﾙ｣先代の子(~18830704死去)
1857年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｹﾞﾙﾂｪﾝとｵｶﾞｰﾘｮﾌの｢ｺﾛｺﾙ｣が発刊
1857年7月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞがﾄﾞﾙ･ｾﾝﾄ表示の10進法の新通貨を採用
1857年7月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ･ｴ･ｱﾜﾄﾞ､ｼｬｰ･ｴ･ｻﾞﾏﾝ)｢ﾍﾞﾙｼﾞｽ･ｶﾄﾞﾙ｣英国の支配に対
  する追放された国王の息子による反乱(~18580303)
1857年7月9日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安政4年閏5月19日|薩摩藩主島津斉彬が､磯別邸に完成した工場群
  を集成館と名付ける
1857年7月11日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ｱﾙｼﾞｪﾘｱのｶﾋﾞﾘｱ地方を支配
1857年7月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｶｰﾙ･ﾂｪﾙﾆｰ/66歳(誕生17910221)ﾋﾟｱﾆｽﾄでﾋﾟｱﾉ教師
1857年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ北部のｶｰﾝﾌﾟﾙで､211人のｲｷﾞﾘｽ人の斬殺死体が発見される
1857年7月24日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞ｣(~18620325)
1857年7月24日-09:00|日本|京都府京都市|安政4年6月4日|諏訪町万寿寺より失火､東本願寺枳殻御殿類焼
1857年7月24日-09:00|日本|東京都台東区|安政4年6月4日|<死去>3代三笑亭可楽(不明)落語家
1857年7月25日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫｰｶｰ｣(3回目~18580510)
1857年7月27日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立首長(ﾍﾗｰﾄ)｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18630526没)
1857年7月27日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･Lysaght Pennefather｣(~9.30
  )
1857年7月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾜﾙ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ｼｪｵﾀﾞﾝ･ｼﾝ｣(~18741011没)
1857年8月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ｼﾙﾀﾞﾙ･ｵﾒﾙ･ﾙﾌﾃｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~1859年10月)
1857年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ Muhendis Mehmed Kamil Pasha｣(~1858.8)
1857年8月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱで混合裁判所設置
1857年8月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||首都を追われた改革派は,ｹﾚﾀﾛからｸﾞｱﾅﾌｧﾄに逃れ臨時政府を樹立.脱獄に成功した
  ﾌｧﾚｽ最高裁長官が大統領に選出
1857年8月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱでﾋﾟｴﾓﾝﾃ国民協会が創立
1857年8月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾎﾊﾞｰﾄとﾛﾝｾｽﾄﾝ間に電信線が開通
1857年8月5日-09:00|日本|  ||安政4年6月16日|条約を締結した各国人の上陸を許可
1857年8月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾅｲﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~10.22)
1857年8月6日-09:00|日本|広島県福山市|安政4年6月17日|<死去>備後福山藩11万石｢阿部正弘｣(39歳)急死⇒甥｢
  阿部正教｣が継ぐ(⇒文久元(1861)年5月27日､23歳で死去)
1857年8月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝの街路の照明がｶﾞｽによって初めて行われる
1857年8月13日-09:00|日本|  ||安政4年6月24日|<死去>加納諸平(52歳)国学者､歌人
1857年8月14日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾙﾀ民政知事｢Antonio Jose Vieira Santa Rita｣(4期目~
  18771011)
1857年8月15日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監｢ｼｬﾙﾙ･ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾓﾚﾙ｣(~18600814)
1857年8月15日-09:00|日本|東京都|安政4年6月26日|<死去>桂文治･3代(落語家)
1857年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢ｱﾛﾙﾄﾞ｣》
1857年8月19日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Antonio Maria Cordeiro｣(~1
  8580531)
1857年8月19日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱ統治者｢Moe`ore Tamatoa4世｣
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1857年8月19日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱ統治者｢Tamatoa5世 a Tu｣(~18710208)
1857年8月20日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾀﾞﾝﾊﾞｰ号､ｼﾄﾞﾆｰのﾎﾟｰﾄｼﾞｬｸｿﾝの東で難破､121人が死亡､生存者は1人
1857年8月20日-09:00|日本|東京都中央区|安政4年7月|<初演>｢三世相錦繍文章｣<お国六三>[作･三代目櫻田治助
  ],中村座
1857年8月20日-09:00|日本|秋田県秋田市|安政4年7月1日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義睦｣(19歳)⇒同
  月20日､養子｢佐竹義堯｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1857年8月21日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲｶｰ｣(~9.1)
1857年8月23日-09:00|日本|京都府京都市|安政4年7月4日|下京諏訪町より出火､東本願寺焼亡
1857年8月25日-09:00|日本|  ||安政4年7月6日|<死去>亀井少琴(60歳)詩人､画家
1857年8月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｲﾛﾝ･ｼﾝ｣(~18640127没)
1857年8月30日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝで最初の鉄道がﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽで開通
1857年9月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｼﾊﾞｳｪｲﾋ･ﾘｰ｣(3回目反乱~10月)
1857年9月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾚﾝｽﾞ｣(~30日)
1857年9月2日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督｢ﾊﾘｰ･ｾﾝﾄ=ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰﾄﾞ｣(1860年から代行~
  同年)
1857年9月3日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区暫定民政知事｢Augusto de Carvalhal Esmeraldo｣(~185804
  26)
1857年9月3日-09:00|日本|東京都中央区|安政4年7月15日|<初演>｢網模様燈籠菊桐｣<子猿七之助>[作･二代目河
  竹新七],四代目市川小團次､市村座
1857年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの哲学者ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ｺﾝﾄ(1798-､59歳)社会学の創始者/｢実証主義(実験
  と観察を学問の基礎とする)哲学｣の確立者
1857年9月7日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸｰﾊﾟｰ｣無所属(~18591026)
1857年9月7日-09:00|日本|東京都中央区|安政4年7月19日|幕府軍艦操練所を江戸築地の講武所に設く
1857年9月8日-09:00|日本|秋田県秋田市|安政4年7月20日|<交替>久保田新田藩(2)2万石｢佐竹義核｣佐竹宗家久
  保田藩の家督相続⇒9月16日､弟｢佐竹義諶｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年5月25日､隠居)
1857年9月9日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱで11ヶ条の憲法が発布される
1857年9月9日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｺﾙﾈﾘｽ･ﾖﾊﾈｽ･ﾏﾘｳｽ･ﾅｸﾄｸﾞﾗｽ｣(1回目~1860
  0507)
1857年9月11日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏﾚｰ･ﾍｲ｣(2回
  目~21日)
1857年9月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾕﾀ戦争(7日~):ﾓﾙﾓﾝ教徒の一部が武装蜂起して滞留地の開拓民を襲撃して殆ど
  を虐殺(ﾏｳﾝﾃﾝﾒﾄﾞｳの虐殺),ｱﾒﾘｶ陸軍が教団に対して攻撃を開始し戦闘状態に陥る
1857年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣
1857年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ･ｱｰｽｷﾝ｣(~18981203死去)
1857年9月18日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政4年8月|長崎奉行所が語学伝習所を発足し英語の学習者を一般有
  志者に募集
1857年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ/ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｼｸ兵､ｸﾞﾙｶ兵を投入しｾﾎﾟｲの乱に反攻､ﾃﾞﾘｰを占拠､ﾑｶﾞ
  ﾙ皇帝を捕虜に
1857年9月21日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝｿﾝ卿｣(~18
  630109)
1857年9月21日-09:00|日本/ﾛｼｱ|長崎県長崎市|安政4年8月4日|露使節ﾌﾟﾁｬｰﾁﾝが長崎に再来⇒9月10日退去
1857年9月26日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ州総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ ｱﾙﾒｲﾀ｣(~18640225)
1857年9月27日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|安政4年8月10日|<死去>下野壬生藩3万石｢鳥居忠挙｣(43歳)
  ⇒三男｢鳥居忠宝｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1857年9月28日-09:00|日本|京都府京都市|安政4年8月11日|<就任>京都所司代｢本多忠民｣(⇒翌年6月26日)
1857年9月28日-09:00|日本|東京都千代田区|安政4年8月11日|<就任>老中｢脇坂安宅｣(~万延1年11月19日)
1857年9月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾝｿﾝ｣(~18600509)
1857年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾗﾏｻﾞﾉｸﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｲｽﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｭ｣(~1859
  年11月)
1857年10月 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ島民総代｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾘｰﾝ｣(~19020402
  死去)
1857年10月1日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱｰﾒﾄﾞ･ｲｾﾞｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~18600804
  )
1857年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｾﾌﾟﾃｨﾐｳｽ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1857年10月6日-09:00|日本|  ||安政4年8月19日|<死去>初代東流斎馬琴(57歳)講釈師
1857年10月12日-09:00|日本|  ||安政4年8月25日|伊予､安芸で地震｡今治城内､松山城内破損｡大洲でも地震｡倒
  壊家屋若干｡5人死亡
1857年10月12日-09:00|日本|奈良県天理市|安政4年8月25日|<死去>大和柳本藩1万石｢織田信陽｣(63歳)⇒12月16
  日､九男｢織田信成｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年5月6日､隠居)
1857年10月13日-09:00|日本|北海道函館市|安政4年8月26日|幕府直営の箱館産物会所が落成
1857年10月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Francisco Armero Penaranda[穏和党](~18
  580114)
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1857年10月16日-09:00|日本|静岡県富士市|安政4年8月29日|<立藩>駿河川成島藩1万石｢本郷泰固｣(⇒安政5(185
  8)年7月6日､5000石没収改易)
1857年10月16日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県長崎市|安政4年8月29日|幕府が事実上初の通商条約である日蘭追加
  条約をｵﾗﾝﾀﾞ商館長ｸﾙﾁｳｽと長崎で調印
1857年10月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｼﾞｬﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾛｰﾚﾝｽ｣(~1857年12月)
1857年10月18日-09:00|日本|  ||安政4年9月|横山由清､ﾛﾋﾞﾝｿﾝ･ｸﾙｰｿｰを翻訳し､｢魯敏遜漂行紀略｣と名付けて紹
  介
1857年10月21日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ共和国暫定大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾘﾅﾚｽ･ｲ･ﾃﾞ･ﾘｻﾞﾗｽﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ･ｲ･ﾅ
  ﾊﾞﾗ｣(⇒1858年終身独裁者~18610114)
1857年10月21日-09:00|日本|  ||安政4年9月4日|<死去>歌沢笹丸(61歳)沢節演奏家
1857年10月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾚｼﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(6期目~18580107)
1857年10月22日-09:00|日本|  ||安政4年9月5日|幕府軍艦｢咸臨丸｣就役(1856年ｵﾗﾝﾀﾞで竣工)
1857年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国に最古のｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ｢ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞFC｣設立
1857年10月24日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||安政4年9月7日|ﾛｼｱと通商条約に当たる28ヶ条の日露和親追加条約を締結
1857年10月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||中部ｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞのﾄﾞｰｿﾝ川のﾏｰｻ･ﾌﾚｲｻﾞのﾎｰﾈｯﾄ･ﾊﾞﾝｸ牧場で11人のﾖｰﾛｯﾊﾟ
  人が殺害され､ｽｸｵｯﾀｰや先住民警察による報復が行われる
1857年10月27日-09:00|日本|東京都千代田区|安政4年9月10日|<解任>老中｢牧野忠雅｣
1857年10月30日-09:00|日本|東京都千代田区|安政4年9月13日|<就任>老中｢松平忠固｣(~安政5年6月23日)
1857年11月-08:00|中国|  |||初の華字日刊紙｢香港船頭貨価紙｣が創刊
1857年11月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ｲｼｬｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~1859年)
1857年11月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾁｪﾙｹｽ･ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1861年10月)
1857年11月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾚﾝﾄﾞﾗ･ｻｲ｣(反乱中~18620516)
1857年11月2日-09:00|日本|福岡県北九州市|安政4年9月16日|<死去>小笠原貞哲(56歳)前豊前小倉新田藩主
1857年11月3日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安政4年9月17日|銀板写真機ﾀﾞｹﾞﾚｵﾀｲﾌﾟで薩摩藩藩主島津斉彬自
  らを藩士に写させる/日本人が日本人を撮って成功した唯一の銀板写真
1857年11月4日-09:00|日本|愛知県犬山市|安政4年9月18日|<死去>尾張犬山藩35000石(尾張藩附家老)｢成瀬正住
  ｣(46歳)⇒養子で娘婿｢成瀬正肥｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1857年11月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《ﾀﾞﾝﾃ交響曲｣》
1857年11月10日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ州総督｢ﾐﾊｲﾙ･ﾙｳﾞｫｳﾞｨﾁ･ﾌｧﾝﾄﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｪﾚｰﾖﾝ｣(~186
  21219)
1857年11月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ内閣長官｢ｼｬﾙﾙ･ﾗﾄｩｰﾙ･ﾛｼﾞｴ｣(3回目~18680103)
1857年11月12日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政4年9月26日|ﾎﾟﾝﾍﾟ､長崎海軍伝習の一環として西洋医学の講義
  を始める
1857年11月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Francisco Sepulveda Ramos｣
  (~11.26)
1857年11月15日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ共和国大統領｢ﾄｰﾏｽ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ｹﾞﾚｰﾛ｣(~18670301)
1857年11月18日 05:00|ﾅｳﾞｧｯｻ島/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾋﾟｰﾀｰﾀﾞﾝｶﾝ大尉によってﾅﾊﾞｯｻ島(未編入領域)は米国のために領有
  宣言
1857年11月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾃｨｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｳﾞｧﾆ･ｼﾝ｣(~18650804)
1857年11月21日-09:00|日本|愛知県岡崎市|安政4年10月5日|<死去>三河西大平藩1万石｢大岡忠愛｣(51歳)⇒弟｢
  大岡忠敬｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1857年11月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｴｽｶﾝﾀﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ｣(~18710716没)
1857年11月25日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬ首相(閣僚理事会議長)｢ｱﾀﾅｼｵｽ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾐｬｳﾘｽ｣(~18620607)
1857年11月26日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ(2回目/ｶﾅﾀﾞ
  西部)｣｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶﾙﾃｨｴ卿(1回目/ｶﾅﾀﾞ東部)｣(~18580802)
1857年11月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｱﾙﾌｫﾝｿ｣ｲｻﾍﾞﾙの弟.後のｽﾍﾟｲﾝ王
  ｱﾙﾌｫﾝｿ12世(~1870年~18851125死去)
1857年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍の反攻でｾﾎﾟｲの乱の拠点ｶｰﾝﾌﾟｰﾙが陥落
1857年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬｼﾞｬﾙ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合(ﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ州の一部､19661101からﾊﾘﾔﾅ州)
1857年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Kutuhyali Haci Ali Pasha II｣(~1858.12)
1857年12月5日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾙﾌｪｱ｣(1度目~1858年)
1857年12月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾘｽﾄ《ﾌｧｳｽﾄ交響曲》
1857年12月8日-09:00|日本|  ||安政4年10月22日|<死去>朝川同斎(44歳)儒学者､書家
1857年12月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･南部ﾊﾞｼﾞﾘｶｰﾀ,地震M7.0､死者10939人
1857年12月16日-09:00|日本|静岡県伊豆の国市|安政4年11月|韮山に反射炉を建造(安政元年6月､江川英龍を責
  任者として着工)
1857年12月16日-09:00|日本|東京都墨田区|安政4年11月|<大相撲>安政4年11月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(東関脇)雲龍,7勝1敗1預1休
1857年12月16日-09:00|日本|福井県大野市|安政4年11月|大野藩,医学館を開く
1857年12月20日-09:00|日本|山口県萩市|安政4年11月5日|吉田松陰､萩の郊外に松下村塾を開く
1857年12月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾚｺﾝﾌﾟﾄﾝ憲法が採択される
1857年12月23日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|安政4年11月8日|<死去>森長国(48歳)前播磨三日月藩主
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1857年12月26日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾎﾞﾙﾄﾞ｣(3度目~1858
  0112)
1857年12月26日-09:00|日本|京都府京都市|安政4年11月11日|<死去>3代中村大吉(43歳)歌舞伎役者/5代瀬川菊
  之丞の子
1857年12月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｽﾍﾟﾝｻｰ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣
1857年12月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｽﾍﾟﾝｻｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｲﾝﾂ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣先代の息子(~19100813死去)
1857年12月27日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Gregorio Pesquera｣(~185801
  27)
1857年12月27日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政4年11月12日|長崎の医学伝習所が大村町11番地の高島秋帆邸内
  の西北隅一屋に移される/大村町医学伝習所と呼ばれる
1857年12月28日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞのﾌﾚｰｻﾞｰ川でｺﾞｰﾙﾄﾞ･ﾗｯｼｭが起こる
1857年12月29日-08:00|中国/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||清･咸豐7年11月14日|英仏連合軍が､広州を占領
1857年12月31日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｵﾀﾜが連合ｶﾅﾀﾞの首都に決定
1858年-13:00|ﾄｹﾗｳ|  |||<就任>ﾌｧｶｵﾌｫ統治者｢Lika｣
1858年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Falakika Seilala｣(~18690219死去)
1858年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾞﾘ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mahmud Al Rashid Perkasa Alamsyah｣(~1873年)
1858年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｸ･ｱﾗﾏﾝ君主｢Pakualam3世｣(~1864年)
1858年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ｶﾑ･ﾆｬｲ｣
1858年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ摂政｢ﾁｭｰ｣(~1860年)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｪｵﾗｼﾞ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1859年)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾙｼｱ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ﾗｰﾅ･ｼﾝ｣(~18690219没)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国統治者(ﾀﾗﾅ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾊﾞﾜﾆ･ｼﾝ｣(~1874年没)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾑﾀｰﾙ国摂政｢ﾗﾆ｣(~18650203)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｼﾞｪﾘ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ｣(~1901年12月没)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾃｨｱ国摂政｢ﾗﾆ･ﾌﾟﾗﾝ･ｸﾝﾜｰﾙ｣(~1861年)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘ･ﾌｧﾃｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1880年没)
1858年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｻﾝ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｮｸﾞ･ﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~18671129)
1858年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓｰﾀﾗﾑ･ｼｬｰ3世｣
1858年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱｸﾗﾑ･ｶｰﾝ｣(~1907年1月没)
1858年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ｼｬｰ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾏﾝ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ2世｣(~18920830没)
1858年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾟﾙﾗ統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｶｰﾝ｣(~1890年)
1858年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾏﾗ･ﾍﾞｸ･ﾊﾝ｣(~18620301死
  去)
1858年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国対立ﾊﾝ｢Muhammad Fena' Khan｣(~1859.8死去)
1858年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<退位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾀﾞｰﾔｰﾙ･ﾊﾝ｣逃亡
1858年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｽｳﾞｧﾆｱはﾛｼｱ帝国へ編入
1858年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ長官｢ﾊｻﾝ･ｻﾗﾏ･ﾍﾞｲ｣(~1861年)
1858年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1859年)
1858年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Shaykh Muhammad, Mfalume｣(~1870年)
1858年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<復位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ｶﾞﾘﾌﾞ｣(2期目~1872年)
1858年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ大宰相｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1861年)
1858年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾌﾞﾍﾗ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾑﾃﾏ｣
1858年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾌﾗﾝｽの考古学者､ｵｷﾞｭｽﾄ･ﾏﾘｴｯﾄが遺品を展示しｴｼﾞﾌﾟﾄ考古学博物館始まり(ｶｲﾛ博物
  館)
1858年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<死去>ﾎﾞﾅﾝｼﾞｮ王国国王｢ﾍﾞﾙ2世ﾛｰﾌﾞ･ﾍﾞﾍﾞ｣
1858年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｱｸﾞｳｪのｴｳｪ国統治者｢ｿｰｼﾞ｣(~1873年)
1858年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾀ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾙ･ﾏｰﾁｬﾝﾄ｣(~18641115)
1858年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｲﾚｼｬ統治者｢ｻﾋﾞﾃﾞﾚｸ1世｣ｻﾝﾃﾞｨﾛから分離建国(~1869年)
1858年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Manuel Gasset y Mercader｣(~1859年)
1858年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾂｯﾃｨ伯｢Jules Louis Georges Samson Berdez de Felice｣(~1925年)
1858年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Abu-Sekkin Mohammed4世, Mbangi｣(1期目~1870年)
1858年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾎﾞﾅﾝｼﾞｮ王国国王｢ﾍﾞﾙ3世ﾝﾄﾞｩﾝﾊﾞ･ﾛｰﾌﾞ｣(~1897年没)
1858年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｲﾕﾀｰﾙ｣(2回目~18
  60年)
1858年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国摂政｢ﾀｱﾉｰﾙ･ﾌｧﾃｨﾑ･ｼﾞｪﾝ｣(~1862年)
1858年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席代理｢Isidore Peter Lynch Dyett｣(~1859年
  )
1858年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟﾗﾊｯﾄ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合される(ﾍﾞﾝｶﾞﾙの一部､1912~1936年ﾋﾞﾊｰﾙ州と
  ｵﾘｯｻ州､1936年以降はﾋﾞﾊｰﾙ州)
1858年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢Isaac Christian｣(~12.31)
1858年1月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ､ﾔﾝ･ｲｰﾝの水道ｼｽﾃﾑが60万ﾎﾟﾝﾄﾞをかけて完成
1858年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ｼﾞｮﾅｽ･ﾌﾗｰ｣Rad(4期目~12.31)
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1858年1月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||英領ｶﾅﾀﾞが通貨に10進法を導入
1858年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･咸豐7年11月17日|ｱﾛｰ戦争:広州の戦い終結､広州陥落
1858年1月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾖｰｾﾞﾌ･ﾗﾃﾞﾂｷｰ､ｵｰｽﾄﾘｱの貴族･軍人(生年1766年)
1858年1月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~18591018)
1858年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･5代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨﾝﾁ=ﾊｯﾄﾝ｣
1858年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･6代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｨﾝﾁ=ﾊｯﾄﾝ｣(~18870609
  死去)
1858年1月11日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事代理｢Lefevre｣(~3.27)
1858年1月12日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾛｰﾄﾞ｣(1度目~24
  日)
1858年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長Francisco Javier Isturiz[穏和党](~18580
  630)
1858年1月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世夫妻がｵﾍﾟﾗ座に向かう途中の馬車に､ｲﾀﾘｱ人愛国者のﾌｪﾘｰﾁ
  ｪ･ｵﾙｼｰﾆ(39)が爆弾を投げつける/皇帝夫妻は無事だが170人の死傷者がでる
1858年1月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢いやいやながら医者にされ(にわか医者)｣》
1858年1月15日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Francisco Antonio Correia｣(~5.
  29死去)
1858年1月15日-09:00|日本|  ||安政4年12月|<出版>一光斎芳盛｢絵本早学｣
1858年1月15日-09:00|日本|  ||安政4年12月|幕府､外交官の江戸滞在を許可する
1858年1月15日-09:00|日本|福井県|安政4年12月|大野一番町に済生病院が設置される
1858年1月15日-09:00|日本|  ||安政4年12月1日|水戸藩主慶篤､軍艦旭日丸を幕府に引き渡す
1858年1月15日-09:00|日本|日本製鉄|安政4年12月1日|南部藩､釜石で洋式高炉による銑鉄の製造に成功【近代
  製鉄発祥地】(→富士製鉄→新日鉄)
1858年1月16日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｽｰﾀﾞﾝ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｹﾃﾞｨﾌﾞのﾌｧｰﾏﾝによって奴隷制度が廃止された
1858年1月18日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||12人の石工がｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞで最も古い労働組合の1つを形成
1858年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣
1858年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣先代の従兄弟甥(~18911221死去
  )
1858年1月19日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾍﾞﾆｰﾄ･ﾊﾟﾌﾞﾛ･ﾌｱﾚｽ･ｶﾞﾙｼｱ｣(対立､18610611まで暫定;
  ﾒｷｼｺｼﾃｨで18610111~18630531;18630531から対立~18670515)
1858年1月21日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾏﾘｱ･ｽﾞﾛｱｶﾞ･ﾄﾘﾛ｣(1回目~12.23;24日まで総
  司令官､その後暫定)
1858年1月24日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｴｱ｣(2度目~185904
  28)
1858年1月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英ｳﾞｨｸﾄﾘｱ王女･ﾌﾟﾛｲｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世結婚式(ﾒﾝﾃﾞﾙｽｿﾞｰﾝの結婚行進曲が
  演奏され同曲が有名となる)
1858年1月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾄﾚﾝｽﾞ不動産法､国王の承認
1858年1月27日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Jose Martinez Tenaguero｣(~7
  .1)
1858年2月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで最初の熱気球による飛行の成功/ﾒﾙﾎﾞﾙﾝのｸﾚﾓｰﾝ･ｶﾞｰﾃﾞﾝｽﾞからｳｨﾘ
  ｱﾑ･ﾃﾞｨｰﾝがｵｰｽﾄﾗﾚｲｼﾞｱﾝ号により飛行に成功
1858年2月1日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾛｰﾚﾝｽ･ｾﾞﾍﾟﾀﾞ｣(~7日)
1858年2月3日-09:00|日本|茨城県ひたちなか市|安政4年12月20日|水戸藩の那珂湊に建造中の2基目の反射炉､竣
  工
1858年2月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾙﾏﾝ･ｺﾞﾙﾄｼｭﾐｯﾄが小惑星ｴｳﾛﾊﾟ発見
1858年2月6日-09:00|日本|  ||安政4年12月23日|長崎海軍伝習所に幕府艦船鵬翔丸(ｶﾀﾘﾅﾃﾚｼｱ号340t)引き渡し
1858年2月7日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ｻﾝﾃｨﾝ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰﾘｮ･ｲ･ﾊﾞﾛｴﾀ｣(~1860
  0201/18590119に事実上退位)
1858年2月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ統治下(~18600501)
1858年2月14日-09:00|日本|  ||安政5年1月|<出版>山形素真｢素真画譜｣初編
1858年2月14日-09:00|日本|東京都墨田区|安政5年1月|<大相撲>安政5年1月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内
  優勝:(東前2)鬼面山,8勝0敗2休
1858年2月14日-09:00|日本|北海道登別市|安政5年1月|登別温泉で最初の休泊所として第一滝本館開業
1858年2月14日-09:00|日本|  ||安政5年1月1日|<死去>初代木津宗詮(99歳)茶人
1858年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世が治安維持法を制定
1858年2月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第36代首相｢第14代ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯爵ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾐｽ=ｽﾀﾝﾘｰ｣保守
  党(第2期~18590611)
1858年2月22日-09:00|日本|東京都中央区|安政5年1月9日|亥の下刻に浅草町猿若町三丁目の森田座より出火､同
  町二丁目､聖天町､金龍山下瓦町焼失､市村座も焼ける
1858年2月26日-08:00|中国|  ||清･咸豐8年|<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢12世ﾃｨﾝﾚｰ･ｷﾞｬﾂｫ｣(~18750425死去)
1858年2月27日-09:00|日本|東京都江東区|安政5年1月14日|幕府､深川越中島に講武所付属の銃隊調練場完成
1858年2月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで農民問題秘密委員会が農民問題主要委員会に改組
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1858年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾍﾟﾘｰ/63歳(誕生17940410)浦賀に来航したｱﾒﾘｶの提督
1858年3月6日-09:00|日本|長崎県五島市|安政5年1月21日|<交替>肥前福江藩12530石｢五島盛成｣隠居⇒三男｢五
  島盛徳｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1858年3月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ｵｼｬﾅｼｰ｣(~18591027)
1858年3月11日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|安政5年1月26日|<死去>井上正甫(81歳)前陸奥棚倉藩主
1858年3月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｴｸﾞﾘﾝﾄﾝ伯爵ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ｣(2回目~1
  8590713)
1858年3月13日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｧｰｶｰｿﾝ･ﾊﾞｰﾈｯﾄ｣(~18610705)
1858年3月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾒﾘﾏｯｸ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｺﾛﾗﾄﾞ｣(4772t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所で建造)
1858年3月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに占領された(~1861年)
1858年3月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｸﾞｱﾙ･ｴｽｶﾝﾄﾞﾝ｣無所属(1期目~3.18)
1858年3月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾓﾅｶﾞｽ政権.保守党と自由党がそれぞれ反乱を起こす中で崩壊/ﾌﾘｱﾝ･ｶｽﾄﾛ･ｺ
  ﾝﾄﾚｰﾗｽがｶﾗｶｽを占拠/そのまま内戦に移行
1858年3月17日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ民族運動組織ﾌｨﾆｱﾝ同盟がﾆｭｰﾖｰｸで結成
1858年3月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾔﾝ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾛﾁｭｯｾﾝ｣(~18600223)
1858年3月18日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵ=ﾍﾟﾄﾛﾎﾟﾘｽ間に初の舗装道路
1858年3月18日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国解放軍最高責任者｢ﾌﾘｱﾝ･ｶｽﾄﾛ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣(⇒7.26暫定国
  家元首⇒18590105暫定大統領~18590802)PL
1858年3月18日-09:00|日本|岡山県倉敷市|安政5年2月4日|<死去>池田政和(38歳)前備中生坂藩主
1858年3月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｲﾝﾄﾞ反乱の中心のｱｳﾄﾞ州の州都ﾗｸﾅｳを陥落させる
1858年3月24日 11:00|日本|東京都中央区|安政5年2月10日|(～11日)<江戸日本橋安政5年の大火>戌の刻(20時頃
  )､安針町と長浜町二丁目の境にある魚店の納屋から出火､瀬戸物町から伊勢町､長浜町､室町裏通りへと焼け広
  がった/江戸橋を超えて青物町､万町通一丁目から二丁目の裏手､左内町､本材木町四丁目まで延焼/新右衛門町
  ､平松町､南油町中通りにも延焼/海賊橋向かいの牧野候の屋敷にも火が移り､そこから坂本町､南茅場町が全焼
  ､八丁堀一円も全焼/北紺屋町から岡崎町､日比谷町､松川町へと進み､本八丁堀高縄台地､南丁掘へと延び､さら
  に霊巌島､長崎町､富島町から佃島へ飛び火,十軒町へと延焼,阿波藩中屋敷､細川候､松平淡路守屋敷などを焼
  いて翌日の巳半刻(午前11時半ごろ)にようやく鎮火/被害は町数で85町､長さ延べ18町余(約2km)､幅平均4町(
  約440m)ほどが焼亡､焼亡町数118か町
1858年3月28日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾕﾆｵﾝ知事｢ﾀﾞﾘｶｳ男爵Rodolphe Augustin｣(~18640919)
1858年3月28日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾑｲﾝ｣
1858年3月28日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｶﾘｪｲﾛｽ･ｲ･ﾒﾈｾｽ｣(~1860
  年6月)
1858年3月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ2世｣ｲﾝﾄﾞ大反乱によりﾋﾞﾙﾏへ追放,ﾑｶﾞﾙ帝
  国滅亡
1858年3月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾊｲﾏﾝ=ﾘｯﾌﾟﾏﾝが消しｺﾞﾑ付き鉛筆の米国特許を取得(1875年却下)
1858年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>17代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼｮﾙﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1858年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>18代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼｮﾙﾄ･ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~18841224死去)
1858年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｸﾞｲﾃﾞｨ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1858年4月2日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|安政5年2月19日|<交替>備中庭瀬藩2万石｢板倉勝全｣隠居⇒養子｢
  板倉勝弘｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1858年4月5日-09:00|日本|  ||安政5年2月22日|<死去>初代宇治紫文(68歳)浄瑠璃太夫
1858年4月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ民政･軍事ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾊｲﾝﾘﾋ･F･ﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾚﾌﾟﾂｪﾙﾃﾙﾝ
  ｣(6.25まで代行~9.20)
1858年4月8日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政5年2月25日|大坂大阪道頓堀角座より出火,難波新地の見世物小屋
  も焼ける
1858年4月9日-08:00|日本|  ||安政5年2月26日|<1858飛越地震>午前1時頃､立山連峰の西､越中国と飛騨国の国
  境付近で､跡津川断層の活動によるﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.0～7.1の内陸直下の大地震発生/富山では､城の石垣､門や塀が
  破損､武士屋敷や町家の多くが全潰/飛騨地方の断層に近い､高原川や宮川流域の村むらで､全家屋が倒壊した
  集落もあり､のち､角川地震と呼んだ/立山連峰の大鳶山と小鳶山の大崩壊で､現在､立山ｶﾙﾃﾞﾗと呼ばれている､
  へこんだ個所の底に向かって山体の一部が岩屑なだれとなって崩れ落ち､中腹にあった立山温泉で建物の普請
  にあたっていた作業員30人余を呑み込んだ｡そして､大量の土砂を常願寺川の上流の湯川やその支流の谷に堆
  積させ､さらに､湯川の谷を流下した土砂は常願寺川支流の真川との合流点に達し､そこから真川の谷を逆流し
  て堆積し､それぞれの川の流れをせき止めた上､上流部では雪解けの水が急速に溜まりはじめたため､いくつも
  の大きな池が生まれた
1858年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ国会議事堂の時計塔に重さ13.5tの大時鐘が完成｡工事担当者ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ
  卿に因みﾋﾞｯｸﾞ･ﾍﾞﾝと命名
1858年4月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国暫定閣僚評議会議長(首相)｢ﾏﾇｴﾙ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｾﾞﾊﾞﾘｽ ｶﾞﾙｼｱ｣(
  ~7.13)
1858年4月14日-09:00|日本|東京都|安政5年3月|｢永代橋｣修復,石橋に架け替え
1858年4月14日-09:00|日本|東京都中央区|安政5年3月|<初演>｢黒手組曲輪達引｣<黒手組助六>[作･二代目河竹新
  七]助六､権九郎･四代目市川小團次､市村座
1858年4月19日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾓｳｼｰﾆｮ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ･ｺﾀ･ﾌｧﾙｶﾝ｣(~
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  同年)⇒代行｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾎｾ･ｺﾙｼﾉ･ﾍﾟﾚｽ｣(1回目)⇒総督｢ｵﾉﾘｵ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(5回目~18590416)
1858年4月21日-09:00|日本|千葉県旭市|安政5年3月8日|<死去>大原幽学(62歳)農政学者.村の訴訟や荒廃を嘆き
  ､墓地で切腹/天保9年(1838年)先祖株組合という農業協同組合を世界で初めて創設
1858年4月23日-09:00|日本|  ||安政5年3月10日|<1858立山鳶崩れ>飛越地震14日後､信濃大町付近を震源とする
  ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ5.7の地震が起き､その衝撃によって湯川をせき止めていた土砂が崩れた
1858年4月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢Jose Maria Baldy｣(~18600229)
1858年4月30日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･Reid卿｣
1858年4月30日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ｼﾞｮﾝ･Gaspard Le Marchant卿｣(~186411
  30)
1858年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国がｲｷﾞﾘｽの統治に反乱(~6月)
1858年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｲｪﾙﾊﾞｰﾄﾝ･ﾁｪｯｸﾘｰ｣(4回目~6月)
1858年5月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｸﾞｱﾅﾌｧﾄ,保守党軍により陥落.ﾌｧﾚｽは米国に亡命し臨時政府樹立
1858年5月1日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~18770626､死去)
1858年5月6日-09:00|日本|  ||安政5年3月23日|<死去>小柳常吉(41歳)元大相撲力士､大関
1858年5月7日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾗﾓﾝ･ｶﾞﾝﾎﾞｱ｣(~9.30)
1858年5月8日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ共和国をﾗｲﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ共和国に編入
1858年5月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<第3次ｾﾐﾉｰﾙ戦争>米ﾙｰﾐｽ大佐がｲﾝﾃﾞｨｱﾝとの戦争終結と宣言
1858年5月8日-09:00|日本|  ||安政5年3月25日|<死去>鼻山人(69歳)戯作者
1858年5月8日-09:00|日本|  ||安政5年3月25日|市川斎宮､蕃書調所での最初の印刷事業に成功
1858年5月8日-09:00|日本|滋賀県大津市|安政5年3月25日|<死去>本多康融(47歳)前近江膳所藩主
1858年5月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono7世｣
1858年5月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono8世｣(~18611228死去)
1858年5月10日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督代行｢ﾕﾘｳｽ･ｸﾞｽﾀﾌ･ﾌｫﾝ･ｷｭｰﾌﾞ｣(~21日)
1858年5月10日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷﾞｱﾅ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ｳｯﾄﾞﾊｳｽ｣(2回目~18610509)
1858年5月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ﾐﾈｿﾀ準州⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ﾐﾈｿﾀ州(32番目)
1858年5月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞｰﾄﾞ｣(~186004
  20)
1858年5月13日-09:00|日本|  ||安政5年4月|<出版>孟斎好寅(猛斎芳虎)｢錦花集｣
1858年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国でﾛｲﾔﾙ･ｲﾀﾘｱﾝ･ｵﾍﾟﾗ新築開場(ｺｳﾞｪﾝﾄ･ｶﾞｰﾃﾞﾝ)
1858年5月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾚｳﾞｪﾙﾝ｣(~18680902)
1858年5月22日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾅﾃﾞｨﾅ連盟大統領ﾏﾘｱｰﾉ･ｵｽﾋﾟｰﾅ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ[保守党](~18610401)
1858年5月24日-09:00|日本|広島県広島市|安政5年4月12日|<交替>安芸広島藩42万6500石｢浅野斉粛｣隠居⇒長男
  ｢浅野慶熾｣が継ぐ(⇒同年9月10日､死去)
1858年5月27日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ﾁｬｺﾝ･ｲ･ﾐｹﾚﾅ｣(~18590901)
1858年5月28日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||ﾛｼｱ暦5月16日;清の成豊8年4月16日|ﾛｼｱと清朝の間でｱｲｸﾞﾝ条約が結ばれる
  /黒竜江が国境になる
1858年5月29日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Francisco Antonio Correia｣
1858年5月29日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢政府評議会(不完全)Candido Augu
  sto Xavier/Bernardo Soares Vieira da Mota｣(~18590207)
1858年5月31日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Cassiano Sepulveda Teixeir
  a｣(~18590406)
1858年6月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで最大の金塊の一つ｢ｳｪﾙｶﾑ｣ﾊﾞﾗﾗｯﾄ近くで､ｺｰﾝｳｫｰﾙ鉱夫によって発見さ
  れる/62､85ｷﾛｸﾞﾗﾑ
1858年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｼﾝﾃﾞｨｱ)｢ﾗｵ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾍﾞﾀﾞﾙ｣反乱軍が一時的に州都
  を占拠(~20日)
1858年6月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||ﾍﾟﾀﾙ･ﾍﾟｼﾔ･ﾎﾟﾎﾟｳﾞｨｯﾁ(~1875年没)率いるﾎﾞｽﾆｱにおける地方反乱(ﾄﾞﾙｼ
  ﾞｬﾆの反乱)(~12月)
1858年6月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾃﾞｨｰ｣(~1859年2月)
1858年6月2日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷﾝｷﾞﾀﾝｶﾞ王｢ﾎﾟﾀﾀｳ･ｲ･ﾃ･ﾎﾛｳﾍﾛ｣王権確立(ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ南部､ﾀｳﾎﾟ湖を取
  り囲むﾀﾗﾅｷ地方の端までの地域~18600625没)
1858年6月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ人の天文学者ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾄﾞﾅﾃｨによって彗星C/1858L1(ﾄﾞﾅﾃｨ彗星)
  発見
1858年6月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合
1858年6月3日-09:00|日本|長野県飯山市|安政5年4月22日|<交替>信濃飯山藩35000石｢本多助賢｣隠居⇒養子｢本
  多助実｣が継ぐ(⇒慶応3(1867)年4月4日､隠居)
1858年6月4日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年4月23日|<就任>大老｢井伊直弼｣(~万延1年3月3日)
1858年6月7日-09:00|日本|  ||安政5年4月26日|<1858立山鳶崩れ>真川をせき止めてた天然ﾀﾞﾑが崩れ､泥水や大
  木を激流が押し流し､神通川や白岩川に流れ込み､富山平野の下流の村むらは大洪水に襲われた/被害は加賀藩
  領で田畑の流失など2万5795石分/富山藩領では田畑の流失など6250石分/飛越地震及び立山鳶崩れによる被害
  は､富山藩領では70人死亡,城下の家中(藩の武士)の家屋全潰及び半潰318戸､町家の全潰及び半潰1872戸,土蔵
  の全潰､半潰は家中のもの40棟､町家のもの1095棟など､合計家屋2190戸､土蔵は1183棟が全潰､半潰､流失/寺社
  及びお堂の全潰及び半潰30か所/飛騨では全部で70村に被害が出,209人死亡､家屋全潰323戸､同流失4戸､同焼
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  失5戸,土蔵全潰18棟､同流失3棟,寺社及びお堂は全潰14棟/そのほか加賀藩領で146人死亡､家屋の全潰及び半
  潰1172戸､同流失1319戸(寺含む)､土蔵の全潰及び半潰283棟､同流失477棟(納屋含む)､寺社及びお堂の全潰及
  び半潰35か所/加賀大聖寺藩1人死亡,家屋全潰148戸､同沈下35戸､土蔵全潰142棟､同大破174棟/そのほか福井
  藩領､勝山藩領､大野藩領など越前国下で被害が出た/被害の合計は426人死亡,全潰､半潰､流失､焼失､沈下､大
  破した家屋6069戸､同土蔵2356棟､同寺社､お堂137か所
1858年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの植物学者ﾌﾞﾗｳﾝ/84歳(誕生17731221)ﾌﾞﾗｳﾝ運動の発見者
1858年6月12日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣代行｢ｽﾃｳﾞｧﾝ･ﾐﾄﾛﾌ･ﾏｶﾞｼﾞﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~18590418)
1858年6月12日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾃﾞｼﾞﾃﾞﾘｵ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾙﾃﾞ･ﾍﾟﾚｽ｣(~7.27)
1858年6月13日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  |||清がﾛｼｱと天津条約を締結/ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽへのｱﾛｰ戦争の賠償金の支払い/南
  京･台湾などの開港を認めさせる
1858年6月13日-09:00|日本|静岡県沼津市|安政5年5月3日|<死去>駿河沼津藩5万石｢水野忠良｣(25歳)⇒従弟｢水
  野忠寛｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年閏8月20日､隠居)
1858年6月17日-09:00|日本|  ||安政5年5月7日|中国経由で入港中の米軍艦(ﾐｼｼｯﾋﾟｰ号､ﾍﾟﾘｰ艦隊の4船うちの1
  船)乗組員にｺﾚﾗ患者/長崎に上陸し市中に流行.死者767人をだす→7月以降江戸に流行
1858年6月17日-09:00|日本|東京大学|安政5年5月7日|江戸の医者の伊東玄朴らが日本で初めての天然痘予防接
  種の治療所を神田お玉ｹ池に開設
1858年6月18日-08:00|中国/ｱﾒﾘｶ|  |||清がｱﾒﾘｶと天津条約を締結
1858年6月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍との戦いでｼﾞｬｰﾝｼｰの女王ﾗｸｼｭﾐｰが戦死
1858年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  |||清がｲｷﾞﾘｽと天津条約を締結
1858年6月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾓﾙﾓﾝ教徒の反乱終結
1858年6月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/中国|  |||清がﾌﾗﾝｽと天津条約を締結
1858年6月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国閣僚評議会議長｢Leopoldo O'Donnell｣自由党(~18630302)
1858年7月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾌｨｯﾂﾛｲ川などで金が発見され､ｸｨｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞで初めてのｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭが起こる
1858年7月1日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｶﾆ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~9.18)
1858年7月1日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Narciso Ametller y Cabrera｣(
  ~18590122)
1858年7月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘﾝﾈ協会会報にﾀﾞｰｳｨﾝとｳｫｰﾚｽが進化論の概要を発表
1858年7月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾄﾚﾝｽﾞの登記制度が南ｵｰｽﾄﾗﾘｱで導入/土地権の登記や譲渡が容易になり､他
  の植民地や海外で広く導入されるようになった
1858年7月6日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾏﾝﾀﾞﾚ-の御所の建物,すべて竣工
1858年7月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞ､『ｻｳｽ･ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾝ･ｱﾄﾞｳﾞｧﾀｲｻﾞｰ』創刊
1858年7月13日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国暫定閣僚評議会議長(首相)｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾏｰﾙ･ｲ･ﾍﾞﾙﾈﾄﾞ｣(~
  15日)
1858年7月14日-09:00|日本|京都府京都市|安政5年6月4日|<京都大火>京都･下京の諏訪町から出火,烏丸へ燃え
  移り,さらに方々に飛火
1858年7月15日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾛﾏﾝ･ｲ･ﾒｻﾞ｣(~1859年6月
  )
1858年7月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世と｢ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国｣首相ｶﾐｯﾛ･ﾍﾞﾝｿ･ｺﾝﾃ･ﾃﾞｨ･ｶｳﾞｰﾙ,との間で
  ｢ﾌﾟﾛﾝﾋﾞｴｰﾙ密約｣が締結/｢ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ｣がﾌﾗﾝｽにｻｳﾞｫｲｱ､ﾆｰｽを割譲/ﾌﾗﾝｽは｢ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ｣の｢対ｵｰｽﾄﾘｱ戦争｣(ｲﾀﾘｱ統一
  戦争)への支援を約束
1858年7月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Francisco Ceballos｣(~同年)
1858年7月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､ﾕﾀﾞﾔ人民権欠除法が廃止され､ﾕﾀﾞﾔ人の議席獲得が認められる
1858年7月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝﾀｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾝｻｰﾙ･ｾﾝ｣(~1862年)
1858年7月24日-08:00|中国|  ||清･咸豐8年6月14日|盛平天国が清(清)帝国によって消滅
1858年7月26日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大統領ﾌﾘｱﾝ･ｶｽﾄﾛ､暫定国家元首を名乗る
1858年7月27日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||<就任>ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｻﾝﾀﾅ･ﾌｧﾐﾘｱｽ｣(4回目､18590131まで
  代行~18610318)
1858年7月28日-09:00|日本|新潟県新発田市|安政5年6月18日|<死去>溝口直諒(60歳)前越後新発田藩主
1858年7月29日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||安政5年6月19日|幕府､日米修好通商条約と貿易章程に調印
1858年7月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||英国と米国の間に大西洋を通る電信用の海底ｹｰﾌﾞﾙが敷設される/大英
  帝国のｳﾞｧﾚﾝﾃｨｱ島(ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ領)とｱﾒﾘｶのﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞ島(ｶﾅﾀﾞ領)の間
1858年7月30日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|安政5年6月20日|<交替>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川慶福｣将軍｢
  家定｣の世子となり辞任⇒6月25日､養子｢徳川茂承｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1858年7月31日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年6月21日|<解任>老中｢松平忠固｣｢堀田正睦｣
1858年8月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝで大宰相制が廃止され6省を設置
1858年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Bostancibashizade Mehemet Reshid Pasha｣(~18
  60.5)
1858年8月-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾌﾗﾘｱの属領としてｲﾄﾞｩﾙﾄﾜ保護区創設
1858年8月2日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾗｳﾝ(ｶﾅﾀﾞ西部)｣｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾗﾌﾞ･ﾄﾞ
  ﾘｵﾝ(1回目/ｶﾅﾀﾞ東部)｣(~6日)
1858年8月2日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年6月23日|<就任>老中｢松平乗全｣(~万延1年4月28日)､｢太田資
  始｣(~安政6年7月23日);<再任>老中｢間部詮勝｣(~安政6年12月24日)
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1858年8月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ統治法により､ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社によるｲﾝﾄﾞ支配が終了/以後ｲｷﾞﾘｽ政
  府による直接支配となり､ﾑｶﾞﾙ朝が名実ともに滅亡
1858年8月3日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの探険家･ｽﾋﾟｰｸがﾅｲﾙ川水源の湖に到達｡ﾋﾞｸﾄﾘｱ湖と命名
1858年8月5日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||大西洋海底ｹｰﾌﾞﾙが完成し､最初の送信が開始(ﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞ～ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ)
1858年8月5日-09:00|日本|京都府京都市|安政5年6月26日|<就任>京都所司代｢酒井忠義｣(⇒1862(文久2年6月30
  日))
1858年8月5日-09:00|日本|長崎県平戸市|安政5年6月26日|<死去>肥前平戸藩61700石｢松浦曜｣(47歳)⇒甥｢松浦
  詮｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月19日､版籍奉還)
1858年8月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1858年8月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ｼｮﾙﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~19000131死去)
1858年8月6日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾅﾀﾞ州共同首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶﾙﾃｨｴ卿(2回目/ｶﾅﾀﾞ東
  武)｣｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ(3回目/ｶﾅﾀﾞ西部)｣(~18620524)
1858年8月9日-09:00|日本|  ||安政5年7月|<出版>国芳､広重､芳晴､芳綱等｢浅草名所一覧｣
1858年8月9日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政5年7月|語学伝習所を英語伝習所と改称し､岩原屋敷内奉行支配組
  頭の永持享次郎宅に設立
1858年8月10日-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝﾊﾞｽ湾に英国ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ宣教協会によって解放奴隷のためのﾋﾞｸﾄﾘｱ入植
  地設立(~18870328)
1858年8月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾜｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾅｼﾞｬﾌ･ｶｰﾝ｣(~18870115没)
1858年8月11日-01:00|ｽｲｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞﾘﾝﾄﾝがｱｲｶﾞｰ初登頂
1858年8月11日-09:00|日本|  ||安政5年7月3日|幕府,官医に西洋医術の採用を許す.伊東玄朴ら,幕府官医とな
  る
1858年8月12日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||安政5年7月4日|英国女王より木造ｽｸｰﾅｰ型蒸気船王室ﾖｯﾄ｢ｴﾝﾋﾞﾛﾙ｣(370t
  木造ｽｸｰﾅｰ型蒸気船;1856年,ｲｷﾞﾘｽ,ﾌﾞﾗｯｸｳｫｰﾙのｸﾞﾘｰﾝ造船所で製造就役)が幕府に贈呈､砲艦｢蟠竜丸｣と改称
1858年8月13日-09:00|日本|愛知県名古屋市|安政5年7月5日|<交替>尾張藩61万9500石｢徳川慶勝｣隠居⇒弟｢徳川
  茂徳｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1858年8月13日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|東京都品川区|安政5年7月5日|ｲｷﾞﾘｽの軍艦4隻が日本との開港条約を迫って
  品川に来航
1858年8月13日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|安政5年7月5日|<交替>越後糸魚川藩1万石｢松平直廉｣越前福井藩の
  家督相続⇒10月26日､養子｢松平直静｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1858年8月14日-09:00|日本|静岡県富士市|安政5年7月6日|<改易>駿河川成島藩1万石｢本郷泰固｣5000石没収
1858年8月14日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年7月6日|<死去>徳川家定.江戸城で病死(35歳､文政7(1824)0
  408生)江戸幕府第13代将軍
1858年8月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Narciso de Ametller y de Ca
  brera｣(~1861年)
1858年8月16日-09:00|日本|  ||安政5年7月8日|幕府､海防掛を廃し､外国奉行を設置
1858年8月18日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|  ||安政5年7月10日|幕府が､日蘭修好通商条約･貿易章程に調印
1858年8月19日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||安政5年7月11日|幕府が､日露修好通商条約･貿易章程に調印(安政6年7月10
  日批准)
1858年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾊﾄﾞｿﾝ湾会社の管轄を離れて､ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ｺﾛﾝﾋﾞｱ植民地が成立
1858年8月21日-09:00|日本|山形県新庄市|安政5年7月13日|<死去>戸沢正胤(67歳)元出羽新庄藩主
1858年8月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｻﾋﾞｰﾝ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｻﾋﾞｰﾝ｣(1726t,ﾆｭｰ･ﾖｰｸ海軍工廠で建造)
1858年8月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|安政5年7月16日|<死去>薩摩藩72万8700石｢島津斉彬｣(50歳⇒12
  月28日､甥｢島津忠義｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1858年8月26日-09:00|日本|  ||安政5年7月18日|<死去>市河米庵(80歳)書家､漢詩人
1858年8月26日-09:00|日本|  ||安政5年7月18日|軍艦｢朝陽丸｣(1858年ｵﾗﾝﾀﾞｷﾝﾃﾞﾙﾀﾞｲｸ造船所で竣工)幕府が領
  収就役
1858年8月26日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||安政5年7月18日|幕府が､日英修好通商条約(翌年6月12日､批准)･貿易章
  程に調印
1858年8月29日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰの『ｴﾝﾊﾟｲｱｰ』発行停止
1858年8月29日-09:00|日本|滋賀県高島市|安政5年7月21日|<死去>分部光寧(50歳)前近江大溝藩主
1858年8月31日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｱﾙｼﾞｪﾘｱ司令官｢ﾊﾟﾄﾘｽ･ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾏｯｸ=ﾏﾎﾝ｣(~18590424)
1858年8月31日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ植民地大臣｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世｣(~18590321)
1858年8月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾌﾗﾝｽ･ｽﾍﾟｲﾝ連合艦隊が､ﾍﾞﾄﾅﾑのﾀﾞﾅﾝを占領
1858年8月31日-09:00|日本|  ||安政5年7月23日|<死去>2代中山南枝(69歳)歌舞伎役者
1858年9月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｳｽｸﾌﾟ･ﾜﾘｽ(知事)兼ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾙﾅｳﾞﾄﾞ･ﾏｻﾞｰﾙ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(
  ~1859年8月)
1858年9月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍がﾀﾞﾅﾝ(名前をﾄｩｰﾗﾝに改名)を占領
1858年9月3日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|安政5年7月26日|<死去>下総生実藩1万石｢森川俊位｣(18歳)⇒養
  子｢森川俊徳｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年10月24日､死去)
1858年9月4日-09:00|日本|新潟県|安政5年7月27日|相川町大火,1331軒を焼失/佐渡奉行所および学問教諭所(修
  教館)を焼き,役人137人が被災する
1858年9月6日-09:00|日本|山形県米沢市|安政5年7月29日|<死去>上杉勝義(67歳)前出羽米沢新田藩主
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1858年9月7日-09:00|日本|  ||安政5年8月|桂川圃周､｢ﾊﾙﾏ和解｣を改訂増補した｢和蘭字彙｣を蕃書調所に納める
1858年9月7日-09:00|日本|岐阜県海津市|安政5年8月|<交替>美濃高須藩3万石｢松平義比｣宗家尾張藩を相続､｢徳
  川茂徳｣と改名⇒長男｢松平義端｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年5月18日､3歳で死去)
1858年9月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~1期目1861年)
1858年9月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国天文学者でｶﾄﾘｯｸ教会の神父ｼﾞｮｰｼﾞ･ｻｰﾙが小惑星｢ﾊﾟﾝﾄﾞﾗ｣発見
1858年9月12日-09:00|日本|  ||安政5年8月6日|<完成>大野藩樺太開拓用西洋式帆船｢大野丸｣就役
1858年9月12日-09:00|日本|大阪府豊中市|安政5年8月6日|<死去>青木重龍(59歳)前摂津麻田藩主
1858年9月12日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|安政5年8月6日|<死去>鳥取西館新田藩2万石｢池田清直｣(47歳)⇒養子
  ｢池田清緝｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年8月24日､死去)
1858年9月14日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督代行｢ｱﾙﾏﾝﾄﾞ･ﾛﾋﾞﾝ｣(~18590212)
1858年9月15日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｶｰﾝ･ﾓｼｰﾙ･ｱﾙﾀﾞｳﾗ｣(~1861年11月)
1858年9月16日-09:00|日本|  ||安政5年8月10日|<死去>3代清元延寿太夫(37歳)浄瑠璃清元節家元
1858年9月16日-09:00|日本|  ||安政5年8月10日|彗星乾方出現/16日夜に至り見えなくなる
1858年9月17日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官｢Jean-Marie Joseph Theodos
  e Saisset｣(~18590425)
1858年9月17日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|安政5年8月11日|宇和島藩領内にｺﾚﾗ流行し､10日間で1640人死亡
1858年9月17日-09:00|日本|京都府宮津市|安政5年8月11日|宮津城下町でｺﾚﾗ発生し､城下で医者にかかった30人
  中14人死亡
1858年9月18日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｱﾙﾅﾌﾞﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｱｷﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~11.1
  8)
1858年9月19日-09:00|日本|岡山県新見市|安政5年8月13日|<死去>備中新見藩18000石｢関長道｣(44歳)⇒婿養子｢
  関長克｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1858年9月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌﾟﾘﾝﾂ･ﾂｰ･ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ｣(~18610523)
1858年9月22日-09:00|日本|  ||安政5年8月16日|<死去>10代杵屋六左衛門(59歳)長唄家元
1858年9月27日-09:00|日本|  ||安政5年8月21日|<死去>柳下亭種員(52歳)戯作者
1858年9月28日-09:00|日本|岡山県岡山市|安政5年8月22日|<死去>板倉勝全(29歳)前備中庭瀬藩主
1858年10月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾅｼｮﾅﾙ･ﾊﾞﾝｸ･ｵｳﾞ･ｵｰｽﾄﾗﾚｲｼﾞｱ､ﾒﾙﾎﾞﾙﾝで創設
1858年10月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｺﾘｽ｣
1858年10月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀﾋﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｱﾘ｣(~18630530没)
1858年10月-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾜｼﾞﾙ｢ｼﾞｬﾏﾀﾞｰﾙ･ｱﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾏﾚｻﾞｲ｣(2回目~18590525)
1858年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾟｽｸｱｰﾚ･ﾏﾙｸｯﾁ｣
1858年10月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領代行｢ﾗﾌｧｴﾙﾇﾆｪｽ｣(~18581101)
1858年10月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ帝国のｽｸﾘｭｰﾌﾘｹﾞｰﾄ｢ｽｳﾞｪﾄﾗｰﾅ｣(ﾌﾗﾝｽのﾎﾞﾙﾄﾞｰにある造船所Kredit Maritaim
  e & Arschanで1858年3月3日に進水)就役
1858年10月2日-09:00|日本|岐阜県山県市|安政5年8月26日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道貫｣(62歳)⇒長男｢本
  庄道美｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1858年10月3日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾌｧｽ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣
1858年10月3日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ4世｣(~18660325没)
1858年10月4日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|安政5年8月28日|<死去>伊勢菰野藩11000石｢土方雄嘉｣(30歳)
  ⇒10月19日､長男｢土方雄永｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1858年10月5日-09:00|日本|東京都|安政5年8月29日|<死去>渋江抽斎.ｺﾚﾗのため(54歳)医師､考証家､書誌学者
1858年10月5日-09:00|日本|福井県|安政5年8月29日|<若狭小浜安政5年の大火>真夜中､須崎町の船小屋から出火
  ､折からの北風にあおられ､またたく間に市街をなめ尽くした｡塩屋町から北本町､大津町､本町､八百屋町､川縁
  町と延焼､魚屋町､安良町､新町､瀬木町､市場三町と灰にし､和泉町､突抜町､松本町､川崎町､塩浜小路も炎に包
  み､松寺小路､材木町､今在家町､東宮前町､質屋町も見逃さず､鵜羽小路､永三小路､広小路､大蔵小路､石屋小路
  にも延焼し､達磨小路､薬師小路､今町､風呂小路､二鳥居町から八幡小路､中西町､西宮前町､福岡町､富田町と次
  々と燃え広がり焼失させた｡この火事で町の東部と中部の全域､西部の一部､1805軒､蔵6～70か所を灰とした
1858年10月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ王が精神異常をきたし､ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世が摂政となる
1858年10月7日-09:00|日本|  ||安政5年9月|<出版>松亭金水(葛飾為斎画)｢日蓮上人一代図会｣
1858年10月7日-09:00|日本|群馬県沼田市|安政5年9月1日|下久屋村で西の空に彗星が確認される
1858年10月8日-09:00|日本|京都府京都市|安政5年9月2日|<死去>梁川星巌.ｺﾚﾗのため(70歳)漢詩人/捕縛令が出
  ていた
1858年10月9日 00:00|宇宙|  |||彗星が現れる
1858年10月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､馬車と鉄道を結んで大陸横断郵便が開始される
1858年10月9日-09:00|日本/ﾌﾗﾝｽ|  ||安政5年9月3日|幕府が､日仏修好通商条約･貿易章程に調印
1858年10月11日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｱﾏｶﾞｻﾞ統治者(ﾝｺｼ)｢ﾏｳｪｳｪ･ﾇｼｭﾏﾛ｣(1回目~?)⇒｢ﾑｼﾞﾗ･ﾇｼｭﾏﾛ｣(1回
  目~?)⇒｢ﾏｳｪｳｪ･ﾇｼｭﾏﾛ｣(2回目~1862年)
1858年10月12日-12:00|ﾌｨｼﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶｺﾊﾞｳはﾌｨｼﾞｰをｲｷﾞﾘｽのｳﾞｨｸﾄﾘｱ女王に割譲
1858年10月12日-09:00|日本|東京都|安政5年9月6日|<死去>歌川広重.ｺﾚﾗのため(62歳､寛政9(1797)年生)浮世絵
  師
1858年10月13日-09:00|日本|京都府京都市|安政5年9月7日|<安政の大獄>京で小浜元藩士の儒学者･梅田雲浜逮
  捕される
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1858年10月16日-09:00|日本|東京都|安政5年9月10日|<死去>鈴木其一.ｺﾚﾗのため(63歳)絵師/抱一上人の門弟､
  光琳の風を学び得る
1858年10月16日-09:00|日本|広島県広島市|安政5年9月10日|<死去>安芸広島藩42万6500石｢浅野慶熾｣(23歳)⇒1
  1月4日､養子｢浅野長訓｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年正月24日､隠居)
1858年10月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢王子副王:ｴﾏﾉｲﾙ･ｸﾞﾘｺﾞﾚ･ﾊﾞﾚｱﾇ/ｲｵｱﾝ･ﾐﾊｲﾙ･ﾏﾇ/ｲｵｱﾝ･ｱ
  ﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｨﾘﾍﾟｽｸ｣(~18590124)
1858年10月19日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢王子副王:ｽﾃﾌｧﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｶﾀﾙｷﾞｰ(~18581220)/ｳﾞｧｼｰﾚ･
  ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｽﾄｩﾙｯﾂｧ/ｱﾅｽﾀｼｰ･ﾊﾟﾅｲｵﾀﾁｪ･ﾊﾟﾇ/ｲｵｱﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｶﾝﾀｸｼﾞｰﾉ=ﾊﾟｼｭｶﾇ(18581222~)｣(~18590105)
1858年10月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｬｯｸ･ｵｯﾌｪﾝﾊﾞｯｸ《喜歌劇｢天国と地獄｣》ﾊﾟﾘのﾌﾞｯﾌｪ･ﾊﾟﾘｼﾞｬﾝ劇場/ｶﾝ
  ｶﾝ踊りが披露される
1858年10月23日-09:00|日本|長野県飯山市|安政5年9月17日|<死去>本多助賢(68歳)前信濃飯山藩主､元若年寄
1858年10月25日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島ﾀﾋﾁ特定ﾌﾗﾝｽ暫定司令官｢Pierre Joseph Ernest de Saisse
  t｣(~18590101)
1858年10月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Manuel Buceta del Villar｣(2期目~1860年)
1858年10月29日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾄﾞﾆｰ､ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞ､ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ間の電信線完成｡61年にはﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ､77年にはﾊﾟｰｽが
  加わる
1858年10月30日-09:00|日本|東京都|安政5年9月24日|<死去>山東京山(90歳)戯作者
1858年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾝﾄﾞ･ｼｪｶｰﾙ･ﾃﾞｵ(~不明)
1858年11月1日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾟﾅﾝ､ﾏﾗｯｶ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙが英ｲﾝﾄﾞ総督下の海峡植民となる
1858年11月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ帝国副王･総督｢ｷﾙﾌﾞﾗﾊﾑのｶﾆﾝｸﾞ子爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｶﾆ
  ﾝｸﾞ｣(~18620321)
1858年11月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾑｶﾞｰﾙ帝国を廃止するとともに東ｲﾝﾄﾞ会社も解散し､ｲﾝﾄﾞ帝国(ｳﾞｨｸﾄﾘｱ
  女帝)成立
1858年11月2日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ･ｵﾚﾌｴﾗ｣(3回目~18600930)
1858年11月5日-09:00|日本|愛知県豊田市|安政5年9月30日|<死去>三河挙母藩2万石｢内藤政文｣(29歳)⇒長男｢内
  藤文成｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月22日､版籍奉還)
1858年11月5日-09:00|日本|東京都|安政5年9月30日|7月末頃から江戸でｺﾚﾗが大流行.2万8千人余りが死亡
1858年11月6日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ｼﾞｬﾊﾝﾀﾞｯﾄﾞ･ｶｰﾝ｣
1858年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢ｶｰﾙ･ｱﾝﾄﾝ･ﾌｫﾝ･ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ｣(~18620312)
1858年11月6日-09:00|日本|  ||安政5年10月|<出版>佐久間象山｢迅発撃銃図説｣
1858年11月6日-09:00|日本|  ||安政5年10月|歌川(安藤)広重の｢名所江戸百景｣が完結(安政3年2月~)
1858年11月6日-09:00|日本|慶應義塾|安政5年10月|福沢諭吉が鉄砲州(築地中津藩中屋敷内)で塾を開き蘭学を
  教えた
1858年11月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||ﾂﾙﾅｺﾞｰﾗの独立がｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾗﾝｽによって承認
1858年11月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの数学者ﾋﾟｰｺｯｸ/67歳(誕生17910419)
1858年11月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国/ｱﾒﾘｶ|  |||上海で､清が英米両国と関税税率協定に調印
1858年11月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｷﾞﾏﾗﾝｲｽ公｢ｱﾙﾃﾞｸﾞﾝﾃﾞｽ｣(~19460415死去)ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾐｹﾞﾙ1世の娘､ﾊﾟ
  ﾙﾏ公ｶﾙﾛ3世の次男であるﾊﾞﾙﾃﾞｨ伯爵ｴﾝﾘｺと結婚
1858年11月10日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|佐賀県佐賀市|安政5年10月5日|ｵﾗﾝﾀﾞ船｢ﾅｶﾞｻｷ｣(300t木製ｺﾙﾍﾞｯﾄ;1856年,ｵﾗ
  ﾝﾀﾞ･ﾛｯﾃﾙﾀﾞﾑのｼｰﾋﾌﾟｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｻﾝｽﾞで竣工)を佐賀藩が購入｢電流丸｣となる(⇒慶応4年､新政府が佐賀藩から徴発
  )
1858年11月12日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ｱﾛｲｽ2世｣
1858年11月12日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ2世｣(~19290211年没)
1858年11月16日-09:00|日本|福島県二本松市|安政5年10月11日|<交替>陸奥二本松藩100700石｢丹羽長富｣隠居⇒
  六男｢丹羽長国｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年12月7日､5万石に減封､隠居)
1858年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの社会運動家ｵｰｳｪﾝ/87歳(誕生17710514)
1858年11月18日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｶﾆ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目m~18590
  610)
1858年11月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾄｰﾏｽ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣
1858年11月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣(~19141108死去)
1858年11月24日-09:00|日本|  ||安政5年10月19日|<死去>初代杵屋勝三郎(不明)長唄三味線方
1858年11月28日-09:00|日本|東京都|安政5年10月23日|<安政の大獄>越前藩士の志士･思想家橋本左内､江戸で逮
  捕される
1858年11月30日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年10月25日|<就任>第14代征夷大将軍｢徳川慶福｣/紀伊和歌
  山→直轄江戸800万石
1858年11月30日-09:00|日本|新潟県長岡市|安政5年10月25日|<死去>越後長岡藩74000石｢牧野忠雅｣(60歳)元寺
  社奉行･京都所司代･老中⇒養子｢牧野忠恭｣が継ぐ(⇒慶応3(1867)年7月11日､隠居)
1858年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾋｼﾞｬｰｽﾞ総督｢ﾊﾁ･ｸﾄｩﾋｬﾘ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1861年10月)
1858年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Halil Kamili Pasha｣(~1859.3)
1858年12月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｹﾄｩ国支配者｢ｱﾃﾞｸﾞﾍﾞﾃﾞ｣
1858年12月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ｹﾞｿﾞ･ｸﾞﾊﾞﾗﾝﾍﾞ･ｾﾞﾄﾞｺ｣
1858年12月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｹﾄｩ国支配者｢ｱﾃﾞｨﾛ｣(~1867年)
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1858年12月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ｸﾞﾚﾚ･ｷﾆｷﾆ･ｱﾎｸﾞﾗ･ﾄｰｺﾞﾄﾞ･ﾊﾞｻｸﾞﾗ｣(~18891229没)
1858年12月 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｸﾅ連合ｴﾐｰﾙ｢ｼﾃﾞｨ･ｱﾘ･ｳﾙﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1893年没)
1858年12月2日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年10月27日|<解任>老中｢久世広周｣
1858年12月7日-09:00|日本|  ||安政5年11月3日|<死去>立原春沙(41歳)画家
1858年12月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首席国務長官｢ﾊﾝｽ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾋﾟｰﾀｰｾﾝ｣(~18611212)
1858年12月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ﾊﾝｽ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾋﾟｰﾀｰｾﾝ｣(~18611212)
1858年12月8日-09:00|日本|広島県広島市|安政5年11月4日|<交替>広島新田藩3万石｢浅野長訓｣広島藩を継ぐ⇒
  甥｢浅野長興｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年12月24日､宗家広島藩｢長訓｣の養嗣子となる)
1858年12月9日-09:00|日本|  ||安政5年11月5日|<死去>石川瓊洲(49歳)画家
1858年12月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾟﾛﾝﾋﾞｴｰﾙの密約に基づいて､ﾌﾗﾝｽとｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬが正式に調印
1858年12月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｱﾊﾞｴﾃ子爵ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾟｳﾘｰﾉ･ﾘﾝﾎﾟ･ﾃﾞ
  ･ｱﾌﾞﾚｳ｣(~18590810)
1858年12月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾚｾｯﾌﾟｽがｽｴｽﾞ運河会社を設立し社長に就任
1858年12月17日-09:00|日本|  ||安政5年11月13日|<死去>大喜豊助(46歳)陶工
1858年12月19日-07:00|日本|東京都千代田区|安政5年11月15日|<江戸神田安政5年相生町の大火>暁丑の刻(午前
  2時ごろ)､神田相生町の北にある若林屋敷から出火､同屋敷に連なる武家屋敷に次々と延焼/炎は相生町から佐
  久間町へと広がり､和泉橋も焼き落とし柳原堤を乗り越えて東神田鎌倉横町代地､松下町代地へと広がり､お玉
  が池の武家地から弁慶橋通り､旅篭町へと飛び火して馬喰町二丁目まで灰にした/明け方には堀留町､大伝馬町
  へと延焼,牢屋敷を焼いた炎は､小伝馬町より小舟町､堀留町､新乗物町へと延び､岩代町から新材木町､葺屋町､
  境町の半分を灰とした/元大坂町､甚左衛門町､小網町一丁目と容赦なく焼き､荒布橋も焼き落とした/その後､
  神田一円つまり須田町､三河町など残らず焼き､日本橋へと足を伸ばし､お堀端鎌倉町､竜閑町､本銀町､本町､室
  町通りなど半分の町並みを焼き､南は具足町､炭町まで伸ばし戌の下刻(21時ごろ)鎮火/被害は､およそ長さ延
  べ22町余(約2.5km)､幅は平均して7町(約800m)ほど､町家が町数にして259町､武家屋敷80軒ほど
1858年12月20日-09:00|日本|鹿児島県|安政5年11月15日|西郷隆盛と月照上人(46)が入水.月照は死亡し､西郷は
  助けられ､藩の手で奄美大島に匿われる
1858年12月21日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ暫定司令官｢Louis Felix Roussel｣(~18590320)
1858年12月23日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<解任>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞﾙ･ｶﾗｼﾞｮﾙｼﾞｪｳﾞｨｯﾁ｣追放
1858年12月23日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ﾐﾛｼｭ･ｵﾌﾞﾚﾉｳﾞｨｯﾁ1世｣(2度目~18600926､老齢のため死去)
1858年12月23日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||度重なる愚行に怒るﾑﾗｰﾄ支配層は,ﾌｧｰﾌﾞﾙ･ﾆｺﾗｽ･ｼﾞｪﾌﾗｰﾙを議長に革命委員会
  を結成し,ﾌｧｳﾙｰｸへの反乱を開始
1858年12月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾀｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｬｲ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1895年没)
1858年12月27日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|安政5年11月23日|<交替>伊予宇和島藩10万石｢伊達宗城｣隠居⇒従
  弟｢伊達宗徳｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1858年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣
1858年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾎﾚｰｼｮ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~18941207死去)
1858年12月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政5年11月26日|<就任>大坂城代｢松平豊前守信篤(信義)｣(~万延1.
  12.28)
1859年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｻﾗﾜｸ･ﾗｼﾞｬ代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾙｯｸ｣(~1863年)
1859年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Arsyad｣(~1876年)
1859年-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ|  |||ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ植物園ｵｰﾌﾟﾝ
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾘﾑ統治者(ｼｴﾑ)｢ﾗﾎﾞﾝ･ｼﾝ｣(~1871年)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾗﾄﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｹﾝｶﾞﾙｼﾝｼﾞ･ｳﾞｧﾅｼﾞ｣(~1892年没)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝﾀ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｻﾙﾀﾞﾙｼﾑｼﾞ･ｼﾞｬﾗﾑｼﾑｼﾞ｣(~1860年)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾗｼﾞｬ･ｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1884年)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾀﾘ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ｶﾘﾑ･ｶｰﾝ｣(~1913年没)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙ･ﾗﾊﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬｸﾗﾀﾞｰﾙ･ﾊﾟﾙ｣(~18880830没)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾊﾄ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｺﾞﾋﾞﾝﾄﾞ･ﾀﾞｽ｣(~1872年没)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ﾅｳﾞｧﾙｼﾝｼﾞ･ﾊﾟﾊﾄﾞｼﾝｼﾞ｣(~18641123没)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｽﾜｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｵﾝｶｰ･ｼﾝ｣(~1865年没)
1859年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙｶﾞｼ国統治者(ﾗｵ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~1860年)
1859年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ﾊｷﾑ･ｶｰﾝ｣(~1875年)
1859年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｺﾝﾄﾞｩｽﾞがｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝに編入
1859年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝはｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ支配下
1859年-04:00|UAE|  |||<死去>ﾄﾞﾊﾞｲ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Said1世 ibn Bati｣
1859年-04:00|UAE|  |||<就任>ﾄﾞﾊﾞｲ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Hushur ibn Maktum｣(~18861122死去)
1859年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾁﾙｶｯｼｱの部族がﾛｼｱに降伏(~1864年)
1859年-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<死去>ｸｳｪｰﾄ統治者｢ｼｪｲｸ･ｼﾞｬﾋﾞﾙ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱﾙ･ｻﾊﾞ｣
1859年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾃﾞﾝ理事官｢ｳｨﾘｱﾑ･Marcus Coghlan｣(~1863年)
1859年-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<就任>ｸｳｪｰﾄ統治者｢ｼｪｲｸ･ｻﾊﾞﾊ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｼﾞｬﾋﾞﾙ･ｱﾙ･ｻﾊﾞﾊ｣(~1866年11月没)
1859年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾜﾘｽ｢ﾌｻﾒｯﾃｨﾝ･ｴﾌｪﾝﾃﾞｨ｣(~1862年)
1859年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾌｾｲﾝ3世｣(~1863年)
1859年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<死去>ｶﾊﾞﾚ王国ﾑﾜﾐ･ﾅﾌﾞｼ･ｶﾊﾞﾚ｢ﾅﾌﾞｼ22世ﾏｺﾝﾍﾞ｣
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1859年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｷﾌﾟﾛｽ管財人｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｶｲﾙｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ･ｶｲﾏｶﾑ｣(~1861年)
1859年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｶﾊﾞﾚ王国ﾑﾜﾐ･ﾅﾌﾞｼ･ｶﾊﾞﾚ｢ﾅﾌﾞｼ23世ﾋﾞｬﾃﾗﾅ｣(~1889年)
1859年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||ｶﾊﾞﾚ王国首都はｸ･ﾌﾞﾝﾄｩﾌﾞｼﾞﾝﾄﾞｩに(~1899年)
1859年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾏｲﾕﾀｰﾙ｣(~1860年)
1859年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督(北ｱﾌﾘｶ総司令部総督)｢Ramon Gomez y Pulido｣(1期目~1864年
  )
1859年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ｱﾗｰﾌｨﾝ｢ｱﾃﾞﾙ｣(~1875年)
1859年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｱﾘｶﾘ国統治者(ｱﾘｶﾘ)兼ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ﾊﾞｲ･ｶﾝﾀ｣(~1872年没)
1859年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ｻﾝﾊﾞ･ﾗｵﾍﾞ･ﾌｧﾙ｣(~1864年)
1859年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ﾑｻｽ･ﾋﾞﾝ ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1878年没)
1859年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ﾍﾗｸﾚｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(~同年)⇒｢ﾊﾞｰﾃｨ･ｴﾝﾄｳｨｽﾙ･ｼﾞｬｰﾋ
  ﾞｽ｣(~同年)
1859年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ副総督代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾟﾗｲｽ｣(~1860
  年)
1859年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島大統領｢ﾄｰﾏｽ･Price｣(2期目~1861年)
1859年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢Thomas Price｣(2期目~1861年)
1859年1月-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾙﾌｪｱ｣(2度目~9月)
1859年1月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事代理｢Eduardo Fernandez San Roman
  ｣(~2月)
1859年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢George Martin Frederick Young｣(2期
  目~12.31)
1859年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾔｺﾌﾞ･ｽﾃﾝﾌﾘ｣Rad(2期目~12.31)
1859年1月1日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島ﾀﾋﾁ特定ﾌﾗﾝｽ司令官｢Louis Eugene Gaultier de la Richerie
  ｣(~18600601)
1859年1月1日-09:00|日本|  ||安政5年11月28日|<死去>岩佐一亭(80歳)書道家
1859年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>16代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｲｳﾞﾘﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣
1859年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>17代ﾛｼｽﾞ女伯｢ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ･ﾓｰｼｪｯﾄﾞ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の姉(~18860210死
  去)
1859年1月2日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾇｴﾙ･ｽｻﾉ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾙｽ･ﾛﾌﾞﾚｽ･ﾍﾟｽｴﾗ｣(~22日)
1859年1月2日-09:00|日本|山口県萩市|安政5年11月29日|長州藩､松下村塾を閉鎖命令
1859年1月3日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｵｯﾄｰ･ｺﾙﾈﾘｳｽ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｳﾙﾘｯﾋ｣(~1868102
  3)
1859年1月4日-09:00|日本|東京都千代田区|安政5年12月1日|<改名>第十四代将軍｢徳川慶福｣⇒｢徳川家茂｣(⇒慶
  応2年､死去)
1859年1月4日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|安政5年12月1日|郡山城二の丸屋形全焼.飛び火して五軒屋敷2軒
  および茶園場武家屋敷1軒類焼
1859年1月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｲｵｱﾝ1世ｸｻﾞ｣(~18620122)
1859年1月5日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ南部のﾏﾌﾟｰﾁｪ族,内戦に呼応して最後の抵抗運動に決起.移住者に対する襲撃を
  開始
1859年1月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｺﾛﾗﾄﾞ州ｱｲﾀﾞﾎ･ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの南ｸﾘｱ･ｸﾘｰｸで砂金の鉱床が発見される/第2次ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯ
  ｼｭのきっかけになる
1859年1月14日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Louis Andre Lagrange｣(2期目~6.2)
1859年1月15日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ﾌｧｰﾌﾞﾙ･ﾆｺﾗ･ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｪﾌｧｰﾄﾞ｣(~18670313)国民党寡頭
  制へと移行.ﾍﾟｼｮﾝの16年憲法に基づく新憲法を公布
1859年1月15日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||革命委員会,ｽｳﾙｳｸを追放し｢ﾊｲﾁ共和国｣を宣言
1859年1月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ閣僚会議議長(首相)｢ｳﾞｧｼｰﾚ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｽﾄｩﾙｯﾂｧ｣(~3.8)
1859年1月21日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副知事代理｢Herman Francois Gerardus Wagner｣(⇒1860年副
  知事~18651214)
1859年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾞﾗｰﾑｽﾋﾟｱﾉ協奏曲第1番初演(ﾊﾉｰﾌｧｰ)
1859年1月22日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ｻﾗｽ･ﾊﾞﾙﾎﾞｻ｣(~23日)
1859年1月23日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ暫定大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾙｽ･ｱﾃﾉｹﾞﾈｽ･ﾐﾗﾓﾝ･ｲ･ﾀﾚﾛ｣(~同日)
1859年1月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<合併>ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ､ﾜﾗｷｱ⇒ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ･ﾜﾗｷｱ連合公国
1859年1月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ･ﾜﾗｷｱ連合公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾖｱﾝ1世ｸｰｻﾞ｣(~18620122)
1859年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王国とﾌﾗﾝｽの秘密同盟が成立
1859年1月24日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ暫定大統領｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾏﾘｱ･ｽﾞﾛｱｶﾞ･ﾄﾘﾛ｣(2回目~18600813)
1859年1月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ閣僚会議議長(首相)｢ｲｵｱﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｨﾘﾍﾟｽｸ｣(~3.27)
1859年1月25日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾎｱｷﾝ･ｴｳﾌﾗｼｳｽ･ｸﾞｽﾞﾏﾝ･ｳｶﾞﾙﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞﾗ
  ﾄﾞ｣(2回目~2.15)
1859年1月25日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ独立を宣言
1859年1月26日-09:00|日本|  ||安政5年12月23日|<死去>4代山下金作(68歳)歌舞伎役者
1859年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾘﾎﾟﾝ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼﾞｮﾝ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣
1859年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾘﾎﾟﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣(⇒11.14兼3代ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ伯⇒
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  18710623初代ﾘﾎﾟﾝ侯~19090709死去)
1859年1月28日-09:00|日本|大阪府岸和田市|安政5年12月25日|<死去>岡部長慎(72歳)前和泉岸和田藩主
1859年1月29日-09:00|日本|山口県萩市|安政5年12月26日|吉田松陰､野山獄再入獄
1859年2月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾞ｣(~9月)
1859年2月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｲｪﾙﾊﾞｰﾄﾝ･ﾁｪｯｸﾘｰ｣(5回目~5月)
1859年2月2日-09:00|日本|鹿児島県奄美市|安政5年12月30日|西郷吉之助､大島に流される
1859年2月3日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|安政6年|浦賀ﾄﾞｯｸ完成<日本初のﾄﾞﾗｲﾄﾞｯｸ>
1859年2月3日-09:00|日本|北海道函館市|安政6年|ﾛｼｱ領事館付属聖堂として函館ﾊﾘｽﾄｽ正教会創建
1859年2月3日-09:00|日本|  ||安政6年1月|<安政の大獄>宮家公卿の家臣30余人と水戸藩京都留守居役鵜飼親子
  らが逮捕される
1859年2月3日-09:00|日本|  ||安政6年1月|<出版>歌川広重｢富士見百図｣
1859年2月3日-09:00|日本|東京都墨田区|安政6年1月|<大相撲>安政6年1月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内
  優勝:(東小結)鬼面山,8勝0敗1預1休
1859年2月4日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ,ｼﾅｲ山聖ｶﾃﾘﾅ修道院でC･ﾌｫﾝ･ﾃｨｯｼｪﾝﾄﾞﾙﾌが聖書写本(ｼﾅｲ写本)発見
1859年2月7日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Luis Jose Pereira e Horta｣(~186
  00708)
1859年2月10日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ摂政｢ﾌﾗﾝﾂｨｽｶ･ﾃﾞ･ﾊﾟｳﾗ｣(~18601109)
1859年2月14日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭元容｣(~18631020)
1859年2月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ｵﾚｺﾞﾝ準州⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ｵﾚｺﾞﾝ州(33番目)
1859年2月15日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟﾗﾙﾀ｣(~3.12)
1859年2月15日-09:00|日本|  ||安政6年1月13日|幕府､神奈川･長崎･箱館への出稼ぎ･移住･自由売買を許可
1859年2月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽでｲ音(中央ﾊの上)を435Hzとする法律成立:音律に関する初めての標準
1859年2月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｫﾙﾄｩﾆｰﾉ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ《歌劇｢仮面舞踏会｣》
1859年2月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ･ｽﾍﾟｲﾝ連合軍がｻｲｺﾞﾝ(ｻｲｺﾞﾝ)とﾍﾞﾄﾅﾑ南部の3つの省(ﾋﾞｴﾝﾎｱ
  ､ｼﾞｱﾃﾞｨﾝ､ﾃﾞｨﾝﾄｩｵﾝ)を占領
1859年2月19日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王領ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Joaquin Ravenet y Marentes｣
  (~18610819)
1859年2月20日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗで自由党(連邦党)は連邦制を宣言/中央集権制を掲げる保守党(中
  央集権党)とのあいだに｢連邦戦争｣
1859年2月21日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島副知事代理｢Borchard Specht2世｣⇒｢Michael de Veer｣(1
  期目~同年死去)⇒副知事｢Herman Francois Gerardus Wagner｣(~1860年)
1859年2月26日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾞﾚ島はｾﾈｶﾞﾙに再編入
1859年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Ahmed Nazir Pasha｣(~1860.6)
1859年3月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国総督･司令官代行｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾘｯﾀｰ･ﾌｫﾝ･ﾏﾙﾂｨｱｰﾆ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｼ｣(~5月)
1859年3月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾐｹｰﾚ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1859年3月1日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|安政6年1月27日|宇和島藩､蒸気船完成
1859年3月5日-09:00|日本|東京都中央区|安政6年2月|<初演>｢十六夜清心｣[作･二代目河竹新七]江戸･市村座
1859年3月6日-09:00|日本|  ||安政6年2月2日|<死去>2代富士田音蔵(62歳)長唄唄方
1859年3月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ閣僚会議議長(首相)｢ｲｵﾝ･ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ｷﾞｶ｣(~4.27)
1859年3月11日-09:00|日本|青森県弘前市|安政6年2月7日|<交替>陸奥弘前藩10万石｢津軽順承｣隠居⇒婿養子｢津
  軽承昭｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1859年3月12日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾍﾗﾙﾄﾞ･ﾊﾞﾘｵｽ･ｴｽﾋﾟﾉｻ｣(18600201まで
  代行~18631026)
1859年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾜｼﾝﾄﾝ･ｾｳｫﾘｽ･ｼｬｰﾘｰ｣
1859年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ｾｳｫﾘｽ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼｬｰﾘｰ｣(~19120726死去)
1859年3月13日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官代理｢James Walker｣(1期
  目~12.25)
1859年3月13日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Napoleon Joseph Louis Bontemps｣(~18
  600104)
1859年3月13日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政6年2月9日|<閉鎖>西役所の海軍伝習所(遠隔地長崎では経費がか
  かり)
1859年3月16日-09:00|日本|  ||安政6年2月12日|<死去>5代望月太左衛門(不明)歌舞伎囃子方
1859年3月17日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第21代首相｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾏﾇｴﾙ･ｴ･ﾒﾈｾｽ･ｾｳﾞｪﾘﾑ･ﾃﾞ
  ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(4期目~18600426)
1859年3月17日-03:00|日本|長崎県五島市|安政6年2月13日|長崎壱岐郷ﾉ浦元居のﾀｲ網漁船7隻が五島沖に出漁中
  ､漁師53人が強い突風で遭難/漁師の間で春の初めの強い突風を｢春一(春一番)｣と呼ぶようになる
1859年3月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢ﾌｧｳｽﾄ｣》
1859年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣
1859年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~18881118死去)
1859年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国立美術館開館
1859年3月20日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ司令官｢Jean Pierre Thomas Durand｣(~18600701)
1859年3月21日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ植民地大臣｢ﾌﾟﾛｽﾍﾟﾙ･ﾄﾞ･ｼｬｽﾙｰ=ﾛｰﾊﾞ｣(~1860112
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  4)
1859年3月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙで地震(M6.3)死者5000人
1859年3月26日-03:00|日本|東京都|安政6年2月22日|<江戸青山安政6年の大火>明け方から青山穏田の芸州(安芸
  国)候下屋敷内と松平江州(遠江国)候屋敷内から相次いで出火/隣接する松平志摩守､井上河内守下屋敷など諸
  家の下屋敷に延焼､町家にも炎は延び､緑町､原宿町､久保町を焼き､竜岩寺､滋光寺､熊野権現社の別当浄性院な
  ど寺社や旗本屋敷から千駄ヶ谷組屋敷も焼亡/延焼範囲は四谷大通りから西は大木戸手前まで､東は塩町から
  伝馬町三丁目までで､念仏坂上下一円が灰となった｡牛込原町､若松町は寺多数が焼亡｡高田､早稲田町や供養坂
  町の組屋敷､武家地などが多く焼けた｡高田毘沙門堂､穴八幡も焼亡､高田の炎は目白台に飛び火し大名屋敷を
  灰としている｡また一口の炎は､雑司ヶ谷村から高田村､戸塚村一帯の町家､大名屋敷を焼き､大野山本浄寺は飛
  び火が移り焼亡､音羽一丁目の西側まで焼き､辰の下刻(午前9時ごろ)鎮火/被害はおよそ諸大名の上屋敷､下屋
  敷あわせて20余か所､小名の屋敷は数知れず､組屋敷も数か所が焼けた/神社3か所,寺院50余か所､町家は35町
  ほど､広さにして長さおよそ1里8町余(約5km)､幅平均4町半(約490m)が焦土と化している
1859年3月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ閣僚会議議長(首相)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｸﾚ･ﾄｩﾚｽｸ｣(~9.6)
1859年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ｾﾚﾅｰﾄﾞ第1番ﾆ長調》
1859年3月28日-09:00|日本|東京都|安政6年2月24日|軍艦奉行設置/永井尚志(44歳)､初代軍艦奉行に任命
1859年3月30日-09:00|日本|高知県高知市|安政6年2月26日|<交替>土佐藩20万2600石｢山内豊信(容堂)｣隠居⇒養
  子｢山内豊範｣が継ぐ(~明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1859年3月31日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｴｱ｣(~1860年4月)
1859年4月3日-09:00|日本|  ||安政6年3月|<出版>雪花園実信｢名筆画譜｣
1859年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｼﾞｬｺﾓ･ﾏｲｱﾍﾞｰｱ《歌劇｢ﾃﾞｨﾉｰﾗ｣影の歌》
1859年4月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃﾞｷｼｰﾗﾝﾄﾞ･ｼﾞｬｽﾞの誕生ﾆｭｰﾖｰｸのﾒｶﾆｯｸｽ･ﾎｰﾙで｢I wish I was in Dexies-land｣
  初演
1859年4月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞ･ｴﾛｲｽﾞﾓ民政知事｢Jose Maria da Silva Leal｣PR
  (~18610215)
1859年4月9日-09:00|日本|  ||安政6年3月7日|<死去>飯田秀雄(69歳)国学者､歌人
1859年4月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政6年3月9日|大阪城代に治安や風俗取締のため､長町4ｶ町の旅籠･
  木賃宿以外での無宿者の宿泊を禁止
1859年4月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｳﾞｪﾃﾞﾉをﾛｼｱが占領
1859年4月13日-09:00|日本|香川県丸亀市|安政6年3月11日|<交替>讃岐多度津藩1万石｢京極高琢｣隠居⇒養子｢京
  極高典｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1859年4月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの政治思想家ｱﾚｸｼｰ･ﾄﾞ･ﾄｸｳﾞｨﾙ(1805ｰ)主著｢ｱﾒﾘｶのﾃﾞﾓｸﾗｼｰ｣
1859年4月16日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督代行｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾎｾ･ｺﾙｼﾉ･ﾍﾟﾚｽ｣(2回目~18600225)
1859年4月16日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政6年3月14日|大阪城代､仕法講･歌合に託した富くじ類興行､はっ
  たり･鯛屋こまの如き博打に類似の遊戯禁止
1859年4月17日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1859年4月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀｰﾝﾃｨｱ･ﾄｰﾍﾟｰが処刑され､ｾﾎﾟｲの乱が完全に鎮圧
1859年4月18日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ﾂｳﾞｪﾄｺ･ﾗﾖﾋﾞｯﾁ｣(~18601108)
1859年4月18日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事代理｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾗﾝｼｽ･Lodder｣(~18591125)
1859年4月20日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが国境合意.ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙはﾌﾛｰﾚｽ､ｿﾗｰ､
  ﾊﾟﾝﾀﾙ､ｱｿﾞｰﾙの島々の権利を譲り､ﾏｳｶﾀｰﾙの飛び地としてｵﾗﾝﾀﾞの主権認定(1904年にﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙへ)/ｵﾗﾝﾀﾞはﾏｳﾊﾞﾗ
  をﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに譲り渡し､ｵｴｸｼ･ｱﾝﾍﾞﾉの飛び地に対するﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの主権を認める(1904年にﾉｲﾑﾃｨはｵﾗﾝﾀﾞへ)
1859年4月20日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪｰﾑｽﾞ｣(~1
  8600918)
1859年4月23日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞﾝﾋﾞｱ総督代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ｣(3回目~9.6)
1859年4月24日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｱﾙｼﾞｪﾘｱ司令官｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｹﾞｽ=ｳﾞｨﾚｰﾙ｣(~8.17)
1859年4月25日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ知事兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官｢Louis Eugene Gaultier de 
  la Richerie｣(~18600114)
1859年4月25日-09:00|日本|東京都|安政6年3月23日|<死去>7代市川團十郎(69歳)歌舞伎役者(5代市川海老蔵)
1859年4月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ閣僚会議議長(首相)｢ｴﾏﾉｲﾙ･ｺｽﾀｯｼｭ･ｲｵｱﾝ･ｴﾌﾟﾚｱﾇ｣(~18600430
  )
1859年4月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｽｶｰﾅ大公ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世,ﾄｽｶｰﾅ臨時政府の圧力に屈して国外退去
1859年4月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ帝国がｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王国に宣戦布告
1859年4月28日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾛｰﾄﾞ｣(2度目~5.
  9)
1859年4月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾋﾟｴﾓﾝﾃに侵入し､ｲﾀﾘｱ統一戦争が始まる
1859年4月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの小説家ﾃﾞｨｹﾝｽﾞが週刊雑誌｢一年中｣第一号から長編小説｢二都物語｣を
  連載(11月26日完結)
1859年5月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国総督･司令官代行｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾅｼﾞ｣(~同年)
1859年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｾﾝ･ｺｰﾄﾗｲﾄ｣(2回目~1860年5月)
1859年5月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍支援艦｢ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ｣(1168t)陸軍需品部に移管
1859年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの薬剤師ｼﾞｮﾝ･ｳｫｰｶｰ(1781年~)燐ﾏｯﾁを発明
1859年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国でｺｰﾝｳｫｰﾙとﾃﾞｳﾞｫﾝ州を結ぶﾛｲﾔﾙｱﾙﾊﾞｰﾄ橋開通
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1859年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾘｰｽﾞ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ･ﾀﾞｰｼｰ･ﾀﾞｰｼｰ=ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣
1859年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾘｰｽﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣5代公の次男初代ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ男爵ﾌﾗ
  ﾝｼｽの長男(~18720808死去)
1859年5月4日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官｢ﾛﾝｼｴｰﾙ伯Emile Francois G
  uillaume Clement｣(~18630913)
1859年5月4日-09:00|日本|北海道石狩市|安政6年4月2日|ｲｼｶﾘ役所,ｲｼｶﾘ八幡町に新築完成･移転
1859年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの数学者ﾃﾞｨﾘｸﾚ/54歳(誕生18050213)/ﾃﾞｨﾘｸﾚ級数を発見した
1859年5月5日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ･ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ国境条約調印
1859年5月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの地理学者ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ=ﾌﾝﾎﾞﾙﾄ/89歳(誕生17690914)
1859年5月6日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾄﾞﾘﾝﾄﾝ卿｣(~18650920)
1859年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>11代ﾏﾘ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1859年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の弟(~18671108死去)
1859年5月6日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ｸｴﾝｶ政府指導者｢ﾍﾛﾆﾓ･ｶﾘｵﾝ｣(~7日)
1859年5月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｺﾛﾗﾄﾞ州ｱｲﾀﾞﾎ･ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの南ｸﾘｱ･ｸﾘｰｸで金鉱が発見される(第2次ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭ)
1859年5月8日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ｸｴﾝｶ政府指導者｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛﾌﾞﾚｽ/ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ･ﾌﾗﾝｺ｣(~9.27)
1859年5月9日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｰｼﾞｪﾝﾄ｣(~186
  00509)
1859年5月10日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｺｽﾀﾘｶ独立を承認
1859年5月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬを支援してｵｰｽﾄﾘｱに宣戦布告
1859年5月12日-09:00|日本|  ||安政6年4月10日|<死去>新発田収蔵.酒害のため(40歳)蘭方医､篆刻家
1859年5月15日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ総督｢Louis Marie Francois Tardy de Montravel｣(~186
  40501死去)
1859年5月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ﾖﾊﾝ･ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾚﾋﾍﾞﾙｸ･ﾛｰﾃﾝﾚｰｳﾞｪﾝ｣(~18610204
  )
1859年5月18日-09:00|日本|長崎県長崎市|安政6年4月16日|長崎海軍伝習所閉鎖(ﾎﾟﾝﾍﾟの医学伝習とﾊﾙﾃﾞｽの製
  鉄所建設は続行)江戸築地軍艦操練所へ組織まとまる
1859年5月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ･首席･総督･司令官代行｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾍﾟﾔﾁｪｳﾞｨｯﾁ｣(~8.11)
1859年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｶﾆﾝｸﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮﾝ･ｶﾆﾝｸﾞ｣(~18620617死去廃絶)
1859年5月21日-09:00|日本|  ||安政6年4月19日|<死去>黒沢翁満(65歳)国学者､歌人
1859年5月22日-11:00|ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱ司令官代理｢Jean-Marie Saisset｣(~18600402)
1859年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣49歳(誕生18100112)
1859年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣(~18610320)
1859年5月23日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏのﾐﾝﾄﾞﾝ王がﾏﾝﾀﾞﾚｰに遷都
1859年5月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦議会大統領特使(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ･ｱﾑ･ﾏｲﾝ)｢ｱﾛｲｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｷｭ
  ｰﾍﾞｯｸ｣(~18660824)
1859年5月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍蒸気戦闘ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾊｰﾄﾌｫｰﾄﾞ｣(2900t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠で建造)
1859年5月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||第二次ｲﾀﾘｱ独立戦争:ﾊﾟﾚｽﾄﾛの戦い､ﾋﾟｴﾓﾝﾃ軍はﾊﾟﾚｽﾄﾛでｵｰｽﾄﾘｱ軍を撃
  破
1859年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国の首都ﾛﾝﾄﾞﾝにある国会議事堂大時計ﾋﾞｯｸﾞ･ﾍﾞﾝが動きはじめる/ｳｪｽﾄﾐﾝｽ
  ﾀｰ宮殿(英国国会議事堂)に付属する時計台の大時鐘の愛称/時計台の高さは96.3米
1859年6月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾎｾ･ｴ･ﾌｧﾋﾞｵ･ﾒﾙｶﾞｰ･ｲ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｴｿ｣(~9月)
1859年6月1日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾟ州ﾘｯﾋﾞのｼｪﾙﾎﾞ国がｲｷﾞﾘｽに併合される
1859年6月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ東部ｴﾙｽﾞﾙﾑで地震M6.4､死者2千人
1859年6月2日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Antoine Marie Ferdinand de Maussion de 
  Cande｣(~18640715)
1859年6月3日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ,ｳﾙﾋﾞﾅ将軍､ｸﾞｱﾔｷﾙからｷﾄに進軍､ｶﾞﾙｼｱ･ﾓﾚﾉの軍隊を破る/ｷﾄの｢暫定
  政府｣消滅
1859年6月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||第二次ｲﾀﾘｱ独立戦争:ﾌﾗﾝｽとﾋﾟｴﾓﾝﾃの同盟軍はﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱに入りﾏｼ
  ﾞｪﾝﾀの戦いでｵｰｽﾄﾘｱ軍を破った
1859年6月4日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県長崎市|安政6年5月4日|英領事ｵｰﾙｺｯｸ､英艦ｻﾝﾌﾟﾄﾝ号で長崎に入港-長崎
  領事館(妙行寺､領事ﾎｼﾞｿﾝ)を開設
1859年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾎｲｯｸﾞ党､旧ﾋﾟｰﾙ派､急進派の下院議員274人がｳｨﾘｼｽﾞ･ﾙｰﾑで自由党を発
  足させる
1859年6月6日-09:00|日本|茨城県結城市|安政6年5月6日|<交替>下総結城藩18000石｢水野勝進｣隠居⇒養子｢水野
  勝任｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年10月2日､死去)
1859年6月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｰﾘ･ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾜﾆｰ･ｼｬｰ｣(~1871年12月没)
1859年6月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽとﾋﾟｴﾓﾝﾃの連合軍がﾐﾗﾉに入城する/ｵｰｽﾄﾘｱ軍はｳﾞｪﾈﾄへ撤退
1859年6月10日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾓｽｸﾜとﾔﾛﾌｽｰｳﾞﾘ間の鉄道が開通
1859年6月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ総督｢ｵｽﾏﾝ･ﾏﾌｻﾞｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~18610123)
1859年6月10日 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾛﾗﾝ統治者(ﾄｸﾞﾍﾞ･ｱﾜｳｫﾄ)｢ﾗﾃ･ｱｸﾛﾐﾀﾝ･ﾛｰｿﾝ･ﾘｰｼﾞｪﾝﾄ｣(~12.10)
1859年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ5世｣ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国に併合され滅亡
1859年6月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾏﾙｸｽの『経済学批判』が刊行される
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1859年6月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世｣(~18690122死去)
1859年6月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第37代首相｢第3代ﾊﾟｰﾏｽﾄﾝ子爵ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾃﾝﾌﾟﾙ｣自由党
  (2期目~18651018)
1859年6月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国ﾈｳﾞｧﾀﾞでｺﾑｽﾄｯｸ銀山発見
1859年6月13日-09:00|日本|  ||安政6年5月13日|<死去>天野宗歩(44歳)将棋棋士/棋聖
1859年6月13日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政6年5月13日|<死去>4代三枡大五郎(62歳)歌舞伎役者
1859年6月17日-09:00|日本|岡山県岡山市|安政6年5月17日|<死去>木下利愛(56歳)前備中足守藩主
1859年6月18日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･T.ﾍﾝﾌｨﾙ大佐｣(~1
  0.5)
1859年6月21日-03:00|日本|青森県青森市|安政6年5月21日|<青森安政6年の大火>町の9割以上が焼ける
1859年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||第二次ｲﾀﾘｱ独立戦争:ｲﾀﾘｱと同盟を結んだﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世指揮のﾌﾗﾝｽ
  軍が北ｲﾀﾘｱのｿﾙﾌｪﾘｰﾉでｵｰｽﾄﾘｱ軍を撃破
1859年6月24日-09:00|日本|  ||安政6年5月24日|幕府､安政金銀の鋳造と外国貨幣の通用を布告
1859年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣
1859年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~18991218死去)
1859年6月25日-09:00|日本|  ||安政6年5月25日|幕府､百姓･町人の異様な服装を禁止
1859年6月28日-09:00|日本|  ||安政6年5月28日|幕府､ｱﾒﾘｶ･ﾛｼｱ･ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ｵﾗﾝﾀﾞの5ヶ国に､神奈川･長崎･箱
  館の3港での自由貿易を許可
1859年6月29日-09:00|日本|  ||安政6年5月29日|幕府､旧貨幣の併用令を布告
1859年6月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｱｸﾛﾊﾞｯﾄの名人ｼｬﾙﾙ･ﾌﾞﾛｰﾃﾞｨﾝがﾅｲｱｶﾞﾗの滝の上49米に綱を張り､渡るこ
  とに成功/ｱｸﾛﾊﾞｯﾄとは｢綱渡り｣を意味し､ｱｸﾛｽ(頂上)とﾊﾞｳｴｲﾝ(歩くこと)の合成語
1859年6月30日-09:00|日本|群馬県高崎市|安政6年6月|碓井藤塚の沼賀茂一郎､水車動力の製糸機械を製作
1859年6月30日-03:00|日本|京都府|安政6年6月|(~9月末)京都で真性ｺﾚﾗ(ｺﾛﾘ病)流行/洛中死者1869人､洛外死者
  835人
1859年6月30日-09:00|日本|  ||安政6年6月1日|幕府が安政小判(正字小判)､安政一分判金､安政二朱銀(馬鹿二
  朱)､安政丁銀･豆板銀発行
1859年6月30日-09:00|日本|神奈川県横浜市|安政6年6月1日|東海道と開港場(横浜)を結ぶ横浜道が完成
1859年7月1日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|  ||安政6年6月2日|日米和新条約に基づき､神奈川･長崎･箱館が開港
1859年7月1日-09:00|日本|  ||安政6年6月2日|幕府が貿易許可の3開港場で江戸図面､官服､法制書籍､武艦類､兵
  学書類､甲冑､刀剣などを外人に売ることを禁止
1859年7月1日-09:00|日本|神奈川県横浜市|安政6年6月2日|神奈川運上所(税関の前身)開設(→1871年横浜運上
  所→1872年横浜税関)
1859年7月1日-09:00|日本|三越伊勢丹ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ|安政6年6月2日|｢越後屋｣,横浜開港に伴い､横浜に呉服店開店
1859年7月3日-09:00|日本|神奈川県|安政6年6月4日|幕府,外国奉行5人に神奈川奉行兼務を命じる(神奈川奉行
  始め)
1859年7月4日-09:00|日本|神奈川県横浜市|安政6年6月5日|幕府,外国人の神奈川居留地および遊歩区域を定め,
  取締りを布告
1859年7月6日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|沖縄県|安政6年6月7日|琉球王府､ｵﾗﾝﾀﾞと琉蘭修好条約を結ぶ
1859年7月7日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|東京都港区|安政6年6月8日|米公使ﾊﾘｽ､麻布善福寺に入り仮公使館を設置
1859年7月8日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ･ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王｢ｵｽｶﾙ1世｣60歳(誕生17990704)
1859年7月8日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｶｰﾙ4世｣兼ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王｢ｶｰﾙ15世｣(~18720918死去46歳)
1859年7月8日 11:00|ﾐｯﾄﾞｳｪｰ諸島/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅ州ﾐﾄﾞﾙﾌﾞﾙｯｸｽ大尉によって島々が発見され｢ﾐﾄﾞﾙﾌﾞﾙｯｸ諸
  島｣または｢ﾌﾞﾙｯｸ諸島｣と名付けられた
1859年7月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｨｯﾗﾌﾗﾝｶの和でﾊﾟﾙﾏ公国,ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱはｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国へ
1859年7月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｳﾞﾗﾌﾗﾝｶでﾅﾎﾟﾚｵﾝ3世とｵｰｽﾄﾘｱ皇帝ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｰｾﾞﾌ1世が単独講和
  を結び､ｲﾀﾘｱ独立戦争が終る
1859年7月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾃﾞｨｹﾝｽﾞ作の長編小説｢二都物語｣発売(全3巻で2億冊発行)
1859年7月11日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||安政6年6月12日|日英修好通商条約批准交換
1859年7月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬが講和仮条約を承認し､ｶｳﾞｰﾙは首相を辞任
1859年7月13日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｷｭﾗｿｰ/BES諸島|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Johannes Didericus Cro
  l｣(~18660416)
1859年7月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｶｰﾗｲﾙ伯爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(2回目
  ~18641108)
1859年7月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国首相｢Alfonso Ferrero La Marmora｣(~18600121)
1859年7月19日-09:00|日本|  ||安政6年6月20日|幕府､諸侯･旗本以下の武士に､開港場での舶来武器の購入を許
  可
1859年7月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世の息子(~18600322､ﾄｽｶｰﾅ大公国
  はｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国に併合され､滅亡)
1859年7月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ2世｣
1859年7月21日-09:00|日本|  ||安政6年6月22日|幕府が新二朱銀を廃止し洋銀1ﾄﾞﾙを1分銀3個の公館ﾚｰﾄを通告
1859年7月25日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|東京都港区|安政6年6月26日|ｵｰﾙｺｯｸ､東禅寺に仮公使館を設置し英国旗掲揚
1859年7月27日-09:00|日本|長崎県島原市|安政6年6月28日|<死去>肥前島原藩65000石｢松平忠精｣(28歳)⇒養子｢
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  松平忠淳｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年6月2日､死去)
1859年7月28日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ･首席･総督･司令官｢ﾖﾊﾝ･ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｺﾛﾆｰﾆ｣(~18600619)
1859年7月30日-09:00|日本|  ||安政6年7月1日|幕府,飯盛旅篭屋の営業を禁止
1859年7月30日-09:00|日本|大阪府大阪市|安政6年7月1日|<死去>初代中村歌六(81歳)歌舞伎役者
1859年7月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾐﾝﾄｰ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏｰﾚｲ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣
1859年7月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾐﾝﾄｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋｭｰ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏｰﾚｲ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣(~18910317死去)
1859年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国対立ﾊﾝ｢Muhammad Fena' Khan｣
1859年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ知事代理｢Joseph Freiherr von Kalchberg｣(~12月)
1859年8月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｳｽｸﾌﾟ･ﾜﾘｽ(知事)兼ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｴﾌﾞﾍﾞｷﾙ･ﾘｭｽﾃﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1860
  年3月)
1859年8月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国総督･司令官｢ﾗｻﾞﾛ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾏﾐｭﾗ｣(~18651002)
1859年8月2日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<辞任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大統領｢ﾌﾘｱﾝ･ｶｽﾄﾛ｣
1859年8月2日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｸﾞｱﾙ･ｴｽｶﾝﾄﾞﾝ｣無所属(2期目~9.29)連邦党のﾌｧ
  ﾙｺﾝの率いる反乱軍が､いったん政権を握る
1859年8月6日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾎﾟｰﾄ･ｱﾃﾞﾚｲﾄﾞとﾒﾙﾎﾞﾙﾝ間航路を走るｱﾄﾞﾒﾗ号､ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ岬近くで座礁し､8
  3人が死亡
1859年8月6日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵｰﾌｧｰ･ｶｳﾞｪﾅｰ｣(~18670
  317)
1859年8月7日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾋﾟｰﾀｰ6世｣(~18910
  214没)
1859年8月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||第二次ｲﾀﾘｱ独立戦争:休戦協定締結
1859年8月9日-09:00|日本|長野県伊那市|安政6年7月11日|<交替>信濃高遠藩33000石｢内藤頼寧｣隠居⇒七男｢内
  藤頼直｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1859年8月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国閣僚評議会議長(首相)｢ｱﾝｼﾞｪﾛﾑﾆｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾌｪﾗｽ｣(~18610
  302)
1859年8月11日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ総督｢ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ﾌﾗﾝｽ･ﾌｧﾝ･ﾗﾝｽﾍﾞﾙｹﾞ｣(~18670629)
1859年8月14日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<解任>ｺｽﾀﾘｶ共和国大統領｢ﾌｧﾝ=ﾗﾌｧｴﾙ･ﾓﾗ･ﾎﾟﾗｽ｣政変により国を追われ米国亡
  命
1859年8月14日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ共和国大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾓﾝﾃｱﾚｸﾞﾚ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(18600429まで代行~1
  8630508)
1859年8月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで政治犯に対する｢恩赦令｣が出される
1859年8月16日-08:00|中国/ｱﾒﾘｶ|  ||清･咸豐9年7月18日|米清条約が批准される
1859年8月17日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｱﾙｼﾞｪﾘｱ司令官｢ｴﾄﾞﾓﾝ･ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾏﾙﾃｨﾝﾌﾟﾚｰ｣(~18601124)
1859年8月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国のｼﾞｮﾝ･ﾜｲｽﾞが気球に123通の手紙と23枚の回状を積んでｲﾝﾃﾞｨｱﾅ州
  のﾗﾌｧｲｴｯﾄから離陸し､浮力不足のため26ﾏｲﾙ先のｸﾛｰﾌｫｰﾂﾞｳﾞｨﾙに不時着したがｱﾒﾘｶ初のｱﾒﾘｶ初の航空郵便とな
  った
1859年8月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｵﾆ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｲﾏｰﾑ･ｱﾄﾞ=ﾀﾞｳﾗ･ﾎｻｲﾝ｣(~18831005)
1859年8月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾝﾔｰﾄﾞ｣(~18600070
  4)
1859年8月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍のｱﾛｰ級砲艦｢ﾋﾞｰｸﾞﾙ｣ｲｷﾞﾘｽ･ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙで竣工(のち民間に売却され｢ｽ
  ﾄｰｸ｣となった)
1859年8月21日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ｸﾞｱﾔｽ最高指導者｢ｷﾞﾚﾙﾓ･ﾌﾗﾝｺ｣(~18600924)
1859年8月21日-09:00|日本|東京都千代田区|安政6年7月23日|<解任>老中｢太田資始｣
1859年8月22日-09:00|日本|  ||安政6年7月24日|<安政6年南関東一円風水害>夜より翌日に至るまで大風雨/利
  根川の堤は武州忍領北河原村にて決壊すること凡そ百五十間(約270m)､荒川堤は同領久下村にておなじく五か
  所､長さ合わせて三百十七間(約580m)､水一時に溢れ､夕七つ時頃(16時ごろ)より田畑冠水､水上の村々より水
  一円に押し来たり､床上四､五尺(1.2～1.5m)､五､六尺(1.5～1.8m)の浸水/忍領から葛西に至る間､人馬家財な
  どの流失数えきれず/堤切れ口より砂石押し入り､田畑損亡多く､荒川溢水
1859年8月23日-09:00|日本|  ||安政6年7月25日|<安政6年南関東一円風水害>相模の河川も相模川などが氾らん
  ,八つ時､大水､川上所々堤押切､東､河内筋､梁ｹﾀ三間(約5.5m)八間(約15m)位の家､数々流れ来る/川筋､死人､家
  ､材木多く流れ来る/村内いずれも床へ水上がる/江戸の荒川沿岸も相模川沿岸も多くの家が床上浸水の被害を
  出し､はりの長さ､間口と奥行きが5.5mと15mもあるような大きな家も水に流され田畑が冠水/桐生や足利方面
  も大洪水となり､多数の死亡者が出た
1859年8月23日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|神奈川県横浜市|安政6年7月25日|米ﾌｪﾆﾓｱ･ｸｰﾊﾟｰ号(艦長ﾌﾞﾙｯｸ大尉)､横浜で難
  破
1859年8月25日-09:00|日本/ﾛｼｱ|神奈川県横浜市中区|安政6年7月27日|ﾛｼｱ海軍士官ら3人が横浜で日本人数名の
  襲撃を受け､海軍少尉ﾛﾏﾝ･ﾓﾌｪﾄ､水兵ｲﾜﾝ･ｿｺﾛﾌが死亡､まかない係が重傷を負った
1859年8月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ州のﾛｯｸｵｲﾙ会社のｴﾄﾞｩｲﾝ･ﾄﾞﾚｰｸ(40)が､ﾀｲﾀｽｳﾞｨﾙ付近でﾄﾞﾘﾙ式鑿井
  法により石油の汲み出しに成功
1859年8月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙﾌｧﾄﾞﾙ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ﾗｰﾏﾝ｣81歳
1859年8月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣(~18730916死去71歳)
1859年8月30日-09:00|日本|  ||安政6年8月3日|<死去>石田悠汀(62歳)画家



1860迄(3252件)

1859年9月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾋﾞﾗﾝ･ﾜｰﾝ｣(10回目~1860年10月)
1859年9月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ｼﾞｮﾝ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞﾙ･ｶﾙﾋﾟｵ･ﾒﾙｶﾞｰ｣(~1860年7
  月)
1859年9月1日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾞﾝﾀﾞｰﾗ･ｲ･ﾅﾊﾞﾛ｣(~18620630)
1859年9月1日 00:00|世界|  |||1859年の太陽嵐:太陽ﾌﾚｱで大規模磁気嵐発生(~9月2日)ｵｰﾛﾗがｷｭｰﾊﾞでも観測､
  電信途絶
1859年9月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ﾌﾟﾙﾏﾝの最初の寝台車が運行
1859年9月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｮｰ･ｼﾝ｣(~18770101)､摂政｢ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙのﾗｼﾞﾏﾀ｣(~1868
  年)
1859年9月4日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国大統領｢臨時政府(反乱):ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾓﾚﾉ(25日か
  ら)/ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄｰﾚ･ｶﾞﾝｺﾞﾃﾅ(25日まで)/ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｱﾋﾞﾚｽ･ｶｯﾌﾟﾙ(代理)/ﾊﾟｼﾌｨｯｸ･ﾁﾘﾎﾞｶﾞ･ﾎﾞﾙﾊ｣(~6.4)
1859年9月4日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ｷﾄ臨時政府｢ﾒﾝﾊﾞｰ:ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾓﾚﾉ/ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ｶﾘｵﾝ/ﾌﾟﾗｼﾄﾞ･
  ﾁﾘﾎﾞｶﾞ/ﾗﾌｧｴﾙ･ｶﾙﾊﾞﾊﾙ｣(~18610110)
1859年9月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｺｰｶｻｽ･ｲﾏ-ﾃ地域､ﾁｪﾁｪﾝはﾛｼｱに編入
1859年9月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国国家大統領代行｢ｴｻｲｱｽ･ﾚｲﾆｴ･ｽﾅｲﾏﾝ｣(~18600208)
1859年9月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ閣僚会議議長(首相)｢ﾆｺﾗｴ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｸﾚ･ﾄｩﾚｽｸ｣(~10.11)
1859年9月6日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞﾝﾋﾞｱ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱｯﾊﾞｽ･ｸｰﾘ･ﾀﾞｰｼｰ｣(~18660219)
1859年9月7日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<市制>ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ市の創設
1859年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国でﾋﾞｯｸﾞ･ﾍﾞﾝ運用開始
1859年9月9日-08:00|中国/ｲｷﾞﾘｽ|  ||清･咸豐9年8月13日|<就任>第5代香港総督｢ﾊｰｷｭﾘｰｽﾞ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛﾋﾞﾝｿ
  ﾝ｣(~18650311)
1859年9月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙにｱﾒﾘｶ式の大学のﾛﾊﾞｰﾄ･ｶﾚｯｼﾞが開設される
1859年9月14日-09:00|日本|富山県富山市|安政6年8月18日|<死去>前田利保(60歳)元越中富山藩主
1859年9月15日-09:00|日本|兵庫県三田市|安政6年8月19日|<死去>摂津三田藩36000石｢九鬼精隆｣(36歳)⇒11月1
  6日養子｢九鬼隆義｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1859年9月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで自由主義者の政治組織｢国民協会｣が成立
1859年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国/日本|  ||安政6年8月20日|英上海-長崎航路の第一便､上海出港
1859年9月17日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｷﾄ､ｸﾞｱﾔｷﾙ､ｸｴﾝｶ､ﾛﾊがそれぞれ自治政府を樹立.統一国旗は廃止される
1859年9月18日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ﾛﾊ連邦政府指導者｢ﾏﾇｴﾙ･ｶﾘｵﾝ･ﾋﾟﾝﾂｧｰﾉ｣(~18600323)
1859年9月18日-09:00|日本|三重県桑名市|安政6年8月22日|<死去>伊勢桑名藩113000石｢松平定猷｣(26歳)⇒10月
  16日､婿養子｢松平定敬｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年1月18日､強制隠居)
1859年9月18日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|安政6年8月22日|<死去>本多忠升(69歳)前伊勢神戸藩主
1859年9月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ﾏﾘｱの歌Op.22》
1859年9月19日-09:00|日本|  ||安政6年8月23日|ﾒｷｼｺ･ﾄﾞﾙ銀貨と同品位の安政一分銀を鋳造
1859年9月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの物理学者ﾏｸｽｳｪﾙが気体の動力学的理論の論文発表/個々の粒子の速度
  分布はﾏｸｽｳｪﾙ分布に従う事を示した
1859年9月22日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣48歳
1859年9月23日-09:00|日本|茨城県水戸市|安政6年8月27日|幕府､徳川斉昭に水戸での永蟄居を､水戸藩主徳川慶
  篤･同藩附家老中山信宝に差控を命じる
1859年9月23日-09:00|日本|東京都中央区|安政6年8月27日|水戸藩｢茅根伊予之介｣､｢鵜飼吉左衛門･幸吉父子｣伝
  馬町の牢内で斬首
1859年9月23日-09:00|日本|東京都千代田区|安政6年8月27日|幕府､一橋家当主｢一橋慶喜｣に隠居謹慎を命じる
1859年9月23日-09:00|日本|東京都千代田区|安政6年8月27日|幕府､西丸留守居｢川路聖謨｣に免職隠居蟄居を､軍
  艦奉行｢永井尚志｣に免職隠居差控を命じる
1859年9月23日-09:00|日本|東京都豊島区|安政6年8月27日|水戸藩｢安藤帯刀｣駒込の三田藩邸において切腹
1859年9月24日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣ｱﾙ=ﾌｻｲﾝ2世の息子(~18821028死去69歳)
1859年9月24日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｹﾍﾞｯｸがｶﾅﾀﾞの首都に復帰
1859年9月27日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ｸｴﾝｶ政府指導者｢ﾗﾓﾝ･ﾎﾞﾚﾛ｣(~11.13)
1859年9月29日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国暫定大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾄﾊﾞﾙ｣PC(⇒18600412大統領
  代理~18610520)中央集権党が政権を奪回
1859年9月29日-09:00|日本|  ||安政6年9月4日|<死去>石川依平(69歳)歌人､国学者
1859年10月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾇﾘ･ﾊﾟｼｬ卿｣(~1861年1月)
1859年10月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾜｲｵﾐﾝｸﾞ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾜｲｵﾐﾝｸﾞ｣(1457t,ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠で建造)
1859年10月1日-09:00|日本|千葉県佐倉市|安政6年9月6日|<交替>下総佐倉藩11万石｢堀田正睦｣隠居⇒四男｢堀田
  正倫｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1859年10月2日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟﾗﾒﾃﾞ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1859年10月2日-09:00|日本|  ||安政6年9月7日|幕府,唐銅真鋳の製造販売禁止の触書きを出す
1859年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1859年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~24日死去
  )
1859年10月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾝｻﾞｽ州で､反奴隷制の憲法ﾜﾔﾝﾄﾞｯﾃ憲法が成立
1859年10月5日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏﾝﾛｰ大佐｣(1期目~1



1860迄(3252件)

  8600216)
1859年10月7日-09:00|日本|鹿児島県|安政6年9月12日|<死去>島津斉興(69歳)元薩摩藩主
1859年10月8日-09:00|日本|徳島県|安政6年9月13日|<死去>蜂須賀斉昌(65歳)前阿波徳島藩主
1859年10月9日-09:00|日本|東京都|安政6年9月14日|<死去>儒学者｢梅田雲浜｣江戸獄中で病死
1859年10月9日-09:00|日本|長野県上田市|安政6年9月14日|<死去>信濃国上田藩53000石｢松平忠固｣元寺社奉行･
  大坂城代･老中(48歳)急死⇒三男｢松平忠礼｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月19日､版籍奉還)
1859年10月11日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ閣僚会議議長(首相)｢ｲｵﾝ･ﾃﾞｨﾐﾄﾘｰ･ｷﾞｶ｣(~18600528)
1859年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾁｰﾌﾞﾝｿﾝ､土木技術者･鉄道技師(生年1803年)
1859年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｲﾝ｣
1859年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌｪｲﾝ｣先代の子(~18910803死去)
1859年10月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝ,ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ州北西部のﾊｰﾊﾟｰｽ･ﾌｪﾘｰ連邦軍兵器庫を22人のｹﾞﾘﾗ(黒人
  6人をふくむ)により襲撃
1859年10月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｸﾌﾞﾘｭﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~12.24)
1859年10月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝの戦い,全国の支援を受けることなく2日後に敗北
1859年10月18日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|安政6年9月23日|<死去>鍋島直賢(26歳)前肥前鹿島藩主
1859年10月20日-09:00|日本|  ||安政6年9月25日|幕府､武家諸法度を頒布
1859年10月21日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢Ali Babba bin Bello｣
1859年10月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｾｳﾀとﾓﾛｯｺとの境界を巡り,ｽﾍﾟｲﾝは宣戦布告/ﾓﾛｯｺ戦争開始
1859年10月24日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢Ahmadu Atiku｣(~18661102死去)
1859年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1859年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣
1859年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｳﾞｨｸﾀｰ･ｱﾙﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~19150531
  死去)
1859年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣先代の孫(~19300812
  死去)
1859年10月26日-09:00|日本|  ||安政6年10月1日|<死去>原采蘋(62歳)詩人
1859年10月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｫｰｽﾀｰ｣無所属(~18600309)
1859年10月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾆｺﾙｿﾝ｣(~18601126)
1859年11月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｳﾞｨﾃﾞｨﾝ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾐﾙｻﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1861年9月
  )
1859年11月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾄﾙﾄﾞｩﾙ･ﾖﾅｿﾝ｣(2回目~18600615)
1859年11月1日-09:00|日本|東京都中央区|安政6年10月7日|<安政の大獄>幕府が､福井藩士橋本佐内(26歳)･頼三
  樹三郎(35歳)･飯泉喜内(55歳)ら伝馬町牢屋敷で処刑
1859年11月5日-09:00|日本/ﾌﾗﾝｽ/中国|神奈川県横浜市|安政6年10月11日|仏国神奈川領事館使用人の清国人横
  浜で西洋人と間違われ斬殺される
1859年11月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾅﾗｶﾞﾝｾｯﾄ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾅﾗｶﾞﾝｾｯﾄ｣(1235t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠で建造
  )
1859年11月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｸﾞﾗｲﾂ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ20世｣
1859年11月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｸﾞﾗｲﾂ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ22世｣(~19020419)
1859年11月9日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｸﾞﾙｰ島､ﾀｰﾄﾙ諸島､ﾍﾞﾝﾄﾞｩ島､ﾁｬｰ島がｲｷﾞﾘｽに併合される
1859年11月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ､ﾌﾗﾝｽ､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国の間でﾁｭｰﾘﾋ講和条約が締結され
  ､ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱがｻﾙﾃﾞｰﾆｬ領になる
1859年11月11日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝが講和条約でﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州の編入を規定
1859年11月11日-09:00|日本|東京都千代田区|安政6年10月17日|江戸城本丸の中之口から出火し本丸御殿を全焼
1859年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘのﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ｻｰｶｽで世界初の空中ﾌﾞﾗﾝｺ
1859年11月13日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||<就任>ｴｸｱﾄﾞﾙ国ｶﾆｬｰﾙとｱｽﾞｱｲ(ｸﾞｱﾔｽとともに)ﾘｰﾀﾞｰ｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾓﾚﾉ｣(~1860030
  3)
1859年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣
1859年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ｣2代ﾘﾎﾟﾝ伯(⇒18710623
  初代ﾘﾎﾟﾝ侯~19090709死去)
1859年11月15日-09:00|日本|岡山県浅口市|安政6年10月21日|川手文次郎､備中国浅口郡大谷村で金光教創始
1859年11月17日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰとｴｸｱﾄﾞﾙの間に国境紛争が起こる/ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ･ﾌﾗﾝｺは,ﾍﾟﾙｰ軍とMap
  asingue条約を結び,南部ｱﾏｿﾞﾝ上流地帯諸州を割譲
1859年11月17日-09:00|日本|福島県いわき市|安政6年10月23日|<死去>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤政恒｣(24歳)
  ⇒12月28日､養子｢内藤政敏｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年6月27日､死去)
1859年11月21日-09:00|日本|静岡県富士市|安政6年10月27日|<廃藩>駿河川成島藩1万石｢本郷泰固｣失策の責任
  ⇒旗本5000石
1859年11月21日-09:00|日本|東京都中央区|安政6年10月27日|<死去>吉田松陰.安政の大獄により捕縛され､江戸
  伝馬町の獄にて斬首(30歳､文政13(1830)0804生)長州藩士､教育者､思想家(安政の大獄第3次断罪)
1859年11月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏海軍戦艦ﾗ･ｸﾞﾛﾜｰﾙ進水(初の外洋航行可能な甲鉄戦艦)
1859年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国自然科学者ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｰｳｨﾝが進化論の著作｢種の起源｣刊行(即日完売)
1859年11月24日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾗ･ﾄｰﾚ公爵ﾌﾗﾝｼｽ･ｾﾗｰﾉ･ｲ･ﾄﾞﾐ
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  ﾝｹﾞｽ｣(~18621210)
1859年11月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｲﾛｸｫｲ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｲﾛｸｫｲ｣(1488t,ﾌﾞﾙｯｸﾘﾝ海軍工廠で建造)
1859年11月24日-09:00|日本|東京都墨田区|安政6年11月|<大相撲>安政6年11月場所[江戸本所回向院](10日間)
  幕内優勝:(東関脇)響灘,6勝0敗3分1休
1859年11月24日-09:00|日本|東京都中央区|安政6年11月|<創建>笠間稲荷神社東京別社(紋三郎稲荷)
1859年11月24日-09:00|日本|北海道函館市|安政6年11月|ｶﾄﾘｯｸ元町教会創建
1859年11月25日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Brand｣(~18600616死去)
1859年11月28日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾞｲ諸島ｺﾏﾔｸﾞｱ条約(18600714批准､18610601発効)により､ﾍﾞｲ諸島
  とﾎﾝｼﾞｭﾗｽのﾓｽｷｰﾄ領土が英国からﾎﾝｼﾞｭﾗｽに割譲される
1859年11月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾓﾋｶﾝ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾓﾋｶﾝ｣(1461t､ﾎﾟｰﾂﾏｽ海軍工廠で建造⇒1872末,ﾒ
  ｱ･ｱｲﾗﾝﾄﾞにて沈没)
1859年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ､ｳｫﾙﾀｰ･ﾋｭｰｽﾞ､ｽﾍﾟﾝｻｰ湾の東岸で銅を採掘/後にｳｫﾗﾙｰとして知られ
  る
1859年12月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ知事代理｢Karl Ritter von Mosch｣(1期目~1861.6)
1859年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｷｭｰﾊﾞ,ｺﾝﾁｬ総督,退任.かわってｷｭｰﾊﾞ生まれのｸﾚｵｰﾙを妻にもつﾌﾗﾝｼｽｺ･ｾﾗ
  ﾉ将軍が就任
1859年12月2日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｶｰﾙ･ｴﾄﾞｳﾞｧﾙﾄﾞ･ﾛｯﾄｳｨｯﾄ｣(~18600208)
1859年12月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国奴隷制度廃止運動家ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝが奴隷反乱に失敗し処刑される
1859年12月3日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|安政6年11月10日|岩槻屋佐吉ら港崎遊郭開設(⇒1867年11月豚
  屋火事で焼失)
1859年12月5日-09:00|日本|東京都|安政6年11月12日|<死去>画人,高島千春(81歳)
1859年12月7日-09:00|日本|  ||安政6年11月14日|<死去>宇喜多一蕙(65歳)画家
1859年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの随筆家ﾄﾞ･ｸｲﾝｼ/74歳(誕生17850815)｢ｱﾍﾝ常用者の告白｣など
1859年12月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地政府首相｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1859年12月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾞｳｴﾝ｣(~18680104)
1859年12月10日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｸｲﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ植民地が設立される
1859年12月10日 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾛﾗﾝ統治者(ﾄｸﾞﾍﾞ･ｱﾜｳｫﾄ)｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾎﾞｴｳﾞｨ･ﾛｰｿﾝ2世｣(~18810512没)
1859年12月13日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|安政6年11月20日|<死去>市橋長富(55歳)前近江仁正寺藩主
1859年12月15日-09:00|日本|富山県富山市|安政6年11月22日|<交替>越中富山藩10万石｢前田利声｣隠居⇒養子｢
  前田利同｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1859年12月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの童話作家ｸﾞﾘﾑ兄弟の弟ｳｨﾙﾍﾙﾑ･ｸﾞﾘﾑ/73歳(誕生17860224)
1859年12月23日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|安政6年11月30日|<死去>豊後森藩12500石｢久留島通胤｣(32歳
  )⇒長男｢久留島通靖｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1859年12月23日-09:00|日本|神奈川県小田原市|安政6年11月30日|<死去>相模小田原藩11万3000石｢大久保忠愨｣
  (31歳)⇒養子｢大久保忠礼｣が継ぐ(⇒明治元(1868)年9月27日､強制隠居)
1859年12月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾐｭｰﾃﾙｼﾑ･ﾘｭｼｭﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~18600528)
1859年12月25日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督兼最高司令官｢Francis Hincks｣(2期
  目~18620104)
1859年12月31日-09:00|日本|静岡県下田市|安政6年12月8日|幕府､下田港を閉鎖
1860年-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領海峡植民地ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ駐在評議員｢ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾌｧｰｿﾝ｣(~18670401
  )
1860年-07:00|ﾗｵｽ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸをﾀｲが占領(~1863年)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾜﾙ国摂政｢ﾀｸﾙ･ﾗｸﾃﾞｨｰﾙ･ｼﾝ(行政評議会議長)｣(~18630914)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾙ･ﾋﾞﾝﾃﾞｼｭｳﾞｧﾘ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1876年没)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾒｸﾞﾗｼﾞ･ﾌﾟﾘﾃｨﾗｰｼﾞ｣(~18750820没)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾜﾙﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾞｲｼﾞﾅｰﾄ･ｼﾝ｣(~不明)⇒｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1863年没)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾅﾙﾀﾞﾝ･ｼｪｶｰﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1865年)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｿ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1865年没)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝﾀ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾊﾘｽﾑｼﾞ･ﾅﾙｼﾑｼﾞ｣(~18761201没)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾙｶﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~18800321没)､摂政｢ﾗﾆ･ﾊﾞﾊﾄ･ｸﾝﾜﾙ･ｼﾞｭ｣(~1862年)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ藩王｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ3世｣(~1880年)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ･ﾉﾝﾊﾝｼﾞ｣(8か月)
1860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙｶﾞｼ国統治者(ﾗｵ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ﾋﾗ･ｼﾝ｣(~1872年没)
1860年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙｯﾗｰ･ﾊｰﾝ｣
1860年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ｱﾐｰﾙ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ｻｲｲﾄﾞ･ﾑｻﾞｯﾌｧﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊｰﾝ｣(
  ⇒1868年､ﾛｼｱ帝国の保護国になる~18851112死去)
1860年-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのｼｬﾙｼﾞｬ在住土着代理人｢Haji Ya'qub｣(~1866年死去)
1860年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾃﾐﾙｺﾞｲ､ﾅﾄｩｶｲ､ﾍﾞｽﾚﾆｰの部族がﾛｼｱに降伏
1860年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ﾙｳｨｷﾞ2世ｷｴﾗﾏｲﾉ･ﾙｳｪｼｬｶﾗﾐｬﾝﾋﾞ｣(~1880年)
1860年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑﾊﾟｷﾞ2世｣(~1872年頃)
1860年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾏﾝﾀﾞｲﾄｩ｣(~18620309)
1860年-03:00|ｿﾏﾘｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｰﾃｨｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Suldaan Cismaan Suldaan Maxamuud Suldaan Cismaan｣(~1927
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  年)
1860年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||ｼｪﾜはｴﾁｵﾋﾟｱに併合(~1864年)
1860年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||ﾑﾌﾞﾃﾞはｲｻﾝﾄﾞﾗに従属(~1872年)
1860年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾝﾊﾞ国統治者(ｼﾃｨﾑｸﾙ)｢ﾌﾞｳｪﾝﾋﾞﾔ1世ｼﾃｨﾑｸﾙ26世｣(~1866年没)
1860年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾑﾄﾝﾄﾞ統治者(ﾑｳｪﾈ･ﾑﾄﾝﾄﾞ･ﾜ･ﾙｹﾅ)｢ｶｼﾅ2世ﾘｼｪﾝｶﾞ･ｼｴﾈ･ﾑﾄﾝﾄﾞ2世｣(~1867年)
1860年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｸﾞｳｪｼｪ王国ﾑﾜﾐ･ｸﾞｳｪｼｪ｢ｸﾞｳｪｼｪ8世ｸｳｨﾌﾞｶ2世｣(~1863年没)
1860年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ摂政｢ﾛｺ･ﾌｧﾝﾄｼﾞ｣(~1877年)
1860年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｳｫﾝｶﾌｫﾝ統治者｢ﾌｪﾝﾀﾞ･ｻﾍｼ･ﾓﾄﾞｩ｣(~?)
1860年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾏ=ｺﾄﾞｩ･ｸﾝﾊﾞ･ﾔﾝﾃﾞ･ﾌｧﾙ｣(~1861年)
1860年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾀｶﾞﾆｯﾄ連邦ｴﾐｰﾙ(ｼｭﾗﾃｨｯﾄ系)｢ﾗｽｰﾙ｣
1860年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ｼﾃﾞｨ･ﾑﾊﾞｲﾘｶ･ｳｫﾙﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1871年7月没)
1860年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ﾏ･ｺﾄﾞｩ･ｸﾝﾊﾞ･ﾔﾝﾃﾞ･ﾌｧﾙ｣(3回目)⇒｢ｾ･ﾔｼﾝ･ﾝｺﾞｰﾝ･ｼﾞｪｹﾞﾝ･ﾌ
  ｧﾙ｣(3回目~1871年)
1860年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島副知事｢Michael de Veer｣(2期目~1863年)
1860年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ副総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾁﾘ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ･ﾊﾟｲ
  ﾝ｣(~1866年)
1860年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢Samuel Cockburn｣(~1862年)
1860年 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ副知事｢Willem Hendrik Johan van Idsinga｣(~1
  865年)
1860年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島知事｢Francisco Gomez de Mercado｣(1期目~1862年)
1860年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ﾗｲｱﾃｱとﾀﾊｱは独立回復
1860年1月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｽﾉｰｳｨｰ･ﾏｳﾝﾃﾝｽﾞで金の発見のﾆｭｰｽが伝わり､ｶｲｱﾝﾄﾞﾗでｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭが起こる
1860年1月1日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島主任判事｢Thomas Buffett｣(~18611231)
1860年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<区制>ﾊﾟﾘ市域が20区に拡大再編
1860年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連邦大統領｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ﾌﾚｲ=ﾋｰﾛｰｾﾞ｣Lib(2期目~12.31)
1860年1月1日-09:00|日本|東京都|安政6年12月9日|大川橋御修復成り､渡初
1860年1月1日-09:00|日本|新潟県新潟市|安政6年12月9日|日米和新条約に基づき､新潟が開港
1860年1月5日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Charles Victor Frebault｣(1期目~18620111)
1860年1月12日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾉﾙｻｶﾞﾗｲ｣
1860年1月12日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Ramon Maria Solano y Llanderal｣(~
  8.29死去)
1860年1月13日-09:00|日本|香川県高松市|安政6年12月21日|高松城下西浜町出火,50軒余焼失
1860年1月14日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵｾｱﾆｱ司令官兼ｿｼｴﾃ諸島帝国弁務官｢Louis Eugene Gaultier d
  e la Richerie｣(~1864年)
1860年1月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｶﾞｰ･ｼﾝ｣(~1876年12月没)
1860年1月16日-09:00|日本|東京都千代田区|安政6年12月24日|<辞任>老中｢間部詮勝｣
1860年1月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ･ﾗﾅ｢ﾅﾗﾝﾃﾞｳﾞｼﾞ2世･ﾗﾑﾃﾞｳﾞｼﾞ｣(~18910917没)
1860年1月20日-09:00|日本|  ||安政6年12月28日|7匁以上の外国銀貨に施印し､一分銀3枚と交換することを定
  める/改三分定銀発行
1860年1月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国首相｢ｶｳﾞｰﾙ伯ｶﾐｰﾛ･Benso｣(~18610323ｲﾀﾘｱ首相)
1860年1月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽとｲｷﾞﾘｽの間で｢自由貿易協定｣である｢英仏通商条約｣(ｺﾌﾞﾃﾞﾝ条約)
  が調印される
1860年1月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<再任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ第(6)代評議会議長｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾎｰﾙ｣無所属(~18631231)
1860年1月29日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|東京都港区|安政7年1月7日|ｲｷﾞﾘｽ公使館通詞の伝吉､泉岳寺で暗殺される
1860年2月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾃﾄｩｱﾝがｽﾍﾟｲﾝに占領された(~18620502)
1860年2月5日-09:00|日本|東京都中央区|安政7年1月14日|<初演>河竹黙阿弥｢三人吉三廓初買｣[作･二代目河竹
  新七],お坊吉三･河原崎権十郎､御嬢吉三･岩井粂三郎､和尚吉三･四代目市川小團次､市村座
1860年2月6日-09:00|日本|  ||安政7年1月15日|<死去>4代黒沢琴古(不明)尺八奏者
1860年2月6日-09:00|日本|東京都千代田区|安政7年1月15日|<就任>老中｢安藤信正｣(~文久2年4月11日)
1860年2月8日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>ｵﾚﾝｼﾞ自由国国家大統領｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ･ｳﾞｪｯｾﾙ･ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ｣(~18630617)
1860年2月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相代行｢ﾌﾞﾘｸｾﾝ=ﾌｨﾈｯｹ男爵ｶｰﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱｸｾﾙ･ﾌﾞﾛｱ｣(~24
  日)
1860年2月9日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|東京都品川区|安政7年1月18日|日米修好通商条約批准書交換のため｢咸臨丸｣､
  米軍艦｢ﾎﾟｰﾊﾀﾝ号｣に遺米使節団乗船し品川沖を出港
1860年2月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ｾﾚﾅｰﾄﾞ第2番ｲ長調》
1860年2月15日-09:00|日本|神奈川県厚木市|安政7年1月24日|<死去>大久保教孝(74歳)前相模荻野山中藩主
1860年2月16日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾌﾘｰﾏﾝ･ﾏﾚｰ大佐｣(2期目~186103
  14)
1860年2月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢ﾌｨﾚﾓﾝとﾎﾞｰｼｽ｣》
1860年2月18日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾟﾗｲｽ｣(
  ~1861年11月)
1860年2月18日-09:00|日本|東京都千代田区|安政7年1月27日|講武所が築地から神田小川町へと移転
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1860年2月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Luis Lemni Demandre de la Breche｣(~1861年)
1860年2月20日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞで第2次ｱﾝｸﾞﾛ･ﾏｵﾘ戦争が始まる
1860年2月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国首相｢ﾎｰﾙ男爵ﾌﾛﾘｽ･ｱﾄﾞﾘｱｰﾝ｣(2回目~18610223)
1860年2月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国首相｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾎｰﾙ｣(2回目~18631231)
1860年2月24日-09:00|日本|神奈川県横浜市中区|安政7年2月3日|横浜ﾎﾃﾙ開業(現ﾚｽﾄﾗﾝかをりの場所)<日本初の
  ﾊﾞｰ>
1860年2月25日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ総督｢Aｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾝﾃﾞｨﾄﾞ･ｻﾞｶﾞﾛ｣(~18620225)
1860年2月26日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|神奈川県横浜市鶴見区|安政7年2月5日|横浜の本町通りで､ｵﾗﾝﾀﾞ人船長のW･ﾃ
  ﾞ･ﾌｫｽと､N･ﾃﾞｯｹﾙが攘夷派により斬殺される
1860年2月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾝﾁｬﾙ地区民政知事｢ﾌｧﾛﾎﾞ伯Joaquim Pedro Quintela｣(~18620108)
1860年3月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｳｽｸﾌﾟ･ﾜﾘｽ(知事)兼ﾏﾅｽﾃｨﾙ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾘﾔﾅｸ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1863年
  7月)
1860年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｽｶｰﾅは国民投票の結果ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国へ併合、ﾄｽｶｰﾅ大公ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世退位
1860年3月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国大統領｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾍﾞﾛ｣国民党(2回目~18640301)
1860年3月5日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ連邦大統領｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾗﾌｧｴﾙ･ﾙｲｽ･ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞﾙｷ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣
  (~18611105)
1860年3月7日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾌﾗﾘｱ副知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾏｸﾘｰﾝ｣(~18641224)
1860年3月7日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ領ｶﾌﾗﾘｱが独立した王領植民地となる(~18660417)
1860年3月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地政府首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾛﾊﾞｰﾄｿﾝ｣無所属(~18610109)
1860年3月9日-09:00|日本|静岡県藤枝市|安政7年2月17日|<死去>駿河田中藩4万石｢本多正寛｣(53歳)⇒閏3月16
  日､弟｢本多正訥｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年7月13日､安房長尾藩4万石に移封)
1860年3月13日-09:00|日本|岡山県真庭市|安政7年2月21日|<死去>美作勝山藩23000石｢三浦朗次｣(27歳)⇒養子｢
  三浦弘次｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年5月6日､隠居)
1860年3月17日-09:00|日本|静岡県富士宮市|安政7年2月25日|大石寺石之坊より出火､富士見庵･壽命坊･遠信坊･
  学寮焼失
1860年3月17日-09:00|日本|長野県佐久市|安政7年2月25日|<死去>信濃岩村田藩15000石｢内藤正縄｣(66歳)⇒嫡
  孫｢内藤正誠｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1860年3月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾙﾏ､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国に併合
1860年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾖﾊﾈｽ･ﾌﾞﾗｰﾑｽ《ﾊﾞﾗｰﾄﾞ ﾆ長調Op.10-2》《ﾊﾞﾗｰﾄﾞ ﾛ短調Op.10-3 》
1860年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世｣ﾄｽｶｰﾅ大公国はｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国に併合され､滅亡
1860年3月22日-09:00|日本|京都府京都市|安政7年3月|<死去>2代清水六兵衛(71歳)陶工
1860年3月22日-09:00|日本|東京都墨田区|安政7年3月|<大相撲>安政7年2月場所[江戸本所回向院](10日間)幕内
  優勝:(西小結)不知火,8勝0敗1分1休
1860年3月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘﾉ条約が調印され､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬがｻｳﾞｫｲｱ､ﾆｰｽをﾌﾗﾝｽに譲渡
1860年3月24日-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾆｰｽ郡(ﾏﾝﾄﾝとﾛｸﾌﾞﾘｭﾇを含む)がｻﾙﾃﾞｰﾆｬ-ﾋﾟｴﾓﾝﾃによってﾌﾗﾝｽへ割譲(1860
  0614発効)
1860年3月24日-09:00|日本|滋賀県彦根市|安政7年3月3日|<死去>近江彦根藩30万石(大老)｢井伊直弼｣(46歳)桜
  田門外の変により暗殺される⇒4月28日､家督を次男｢井伊直憲｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年11月20日､10万石減封
  され20万石)
1860年3月24日-09:00|日本|東京都|安政7年3月3日|幕府､洋書出版手続きを改正/天文･暦算は天文方へ戻し､洋
  書の翻訳と医学書は蕃書調所へ出稿し､出版後は一部を納本すると決定
1860年3月24日-09:00|日本|東京都千代田区|安政7年3月3日|<桜田門外の変>井伊直弼が､江戸城桜田門外で関鉄
  之介が指揮する18人の浪士に暗殺される
1860年3月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国統治者(ﾅｲｸ)｢ﾑﾄﾞｰｼﾞ･ﾗｵ･ｼﾞｬﾝ･ﾗｵ｣(~19161017)
1860年3月26日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝとﾓﾛｯｺが平和条約に調印/ﾓﾛｯｺ戦争終了.ｽﾍﾟｲﾝは2000万ﾄﾞﾙの賠償
  ,Ceutaのﾌﾛﾝﾃｨｱの拡大,もう一つの飛び地(Ifni)を獲得
1860年4月 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｲｱﾑ卿｣(~1回目)⇒｢ｶｰ･ﾍﾞｲﾘｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ
  ｣(2回目~1862年)
1860年4月 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ副総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾞｰｸﾚｰ｣(~18611230)
1860年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾘｷﾞ｣
1860年4月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾟﾆｰ･ｴｸｽﾌﾟﾚｽなどによる大陸横断の郵便事業開始/早馬のﾘﾚｰでﾐｽﾞﾘｰ州ｾﾝﾄ･ｼﾞｮ
  ｾﾞﾌからｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺまで郵便を10日間で運ぶ
1860年4月4日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||南ｱﾌﾘｶ共和国にﾗｲﾃﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ共和国編入
1860年4月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･咸豐10年3月15日|朝鮮で崔済愚が東学党を創始
1860年4月7日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｫｰｶｰ｣(~18610325)
1860年4月8日-09:00|日本|  ||万延1年3月18日|｢萬延｣に改元
1860年4月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||世界で始めて音声記録(ﾌｫﾉﾄｸﾞﾗﾌ).発明は1857年ﾌﾗﾝｽ人技師E.ｽｺｯﾄ
1860年4月10日-09:00|日本|京都府京都市|安政7年3月20日|<死去>真葛長造(64歳)陶工
1860年4月20日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督･最高司令官｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾌﾞﾛｯｸ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰｽ｣
  (~18620414)
1860年4月20日-09:00|日本|愛知県豊田市|安政7年3月30日|<死去>内藤政成(59歳)前三河挙母藩主
1860年4月21日-09:00|日本|千葉県野田市|万延1年閏3月1日|<加増>下総関宿藩58000石｢久世広周｣⇒68000石(⇒
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  文久2(1862)年8月16日､58000石に減封強制隠居)
1860年4月21日-09:00|日本|東京都千代田区|万延1年閏3月1日|<就任>老中｢久世広周｣(~文久2年6月2日)
1860年4月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱとﾆｰｽがﾌﾗﾝｽに割譲される
1860年4月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾅﾗｶﾞﾝｾｯﾄ級ｽﾙｰﾌﾟ｢ｾﾐﾉｰﾙ｣(1235t,ﾍﾟﾝｻｺﾗ海軍工廠で建造)
1860年4月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国首相代理｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾌｫﾝﾃｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(1期目~5.
  1)
1860年4月26日 00:00|西ｻﾊﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾓﾛｯｺ|  |||ﾘｵﾃﾞｵﾛとｲﾌﾆは､ﾜﾄﾞﾗｽ条約(ﾃﾄｩｱﾝ)(ｽﾍﾟｲﾝに占領されていない)で
  ﾓﾛｯｺからｽﾍﾟｲﾝに割譲
1860年4月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ･ﾍﾞｶﾞﾑ)｢ｼｶﾝﾃﾞﾙ･ﾍﾞｶﾞﾑ｣(~18681030)
1860年4月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ閣僚会議議長(首相)｢ﾐﾊｲﾙ･ｲﾘｰ･ｺｶﾞﾙﾆﾁｪｱﾇ｣(~18610117)
1860年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sehsuvarzade Ismail Hakki Pasha｣(~12月)
1860年5月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾍﾝﾄﾞﾘｸｾﾝ･ｺｰﾄﾗｲﾄ｣(3回目~1861年)
1860年5月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾅﾝﾄﾞ･ﾗｵ3世･ﾌﾟｱﾙ｣(2回目~18980729)
1860年5月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第22代首相｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱｷﾞｱﾙ･ｴ･ﾘﾍﾞﾛ｣(2期目~7.4
  )
1860年5月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾀﾞｺﾀ｣(1369t,ｺﾞｽﾎﾟｰﾄ造船所で建造)
1860年5月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ﾘｰﾀ｣》
1860年5月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ｺﾙﾈﾘｽ･ﾐｭｰｾﾝ｣(~18610121)
1860年5月9日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>南ｵｰｽﾄﾗﾘｱ植民地政府首相｢ﾄｰﾏｽ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ｣(~18611008)
1860年5月9日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ副総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾛｼﾞｬｰｽ･ﾈｽﾋﾞｯﾄ｣(~186
  10520)
1860年5月9日-09:00|日本|  ||万延1年閏3月19日|幕府､五品(雑穀･水油･蝋･呉服･生糸)の神奈川直送貿易を禁
  止し､江戸問屋経由を命じる(五品江戸回し令)
1860年5月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｷﾙﾋﾎﾌとﾌﾞﾝｾﾞﾝが｢ｾｼｳﾑ｣を発見
1860年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾗﾀﾌｨｰﾐの戦いで､ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨ軍が勝利
1860年5月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国初のﾌﾟﾛ野球ﾁｰﾑ誕生､ｼﾝｼﾅﾁ･ﾚｯﾄﾞ･ｽﾄｯｷﾝｸﾞｽ
1860年5月21日-09:00|日本|  ||万延1年4月|<出版>玉蘭斎貞秀｢横浜土産｣
1860年5月21日-09:00|日本|  ||万延1年4月|<出版>玉蘭松川半山｢三国高僧図会｣
1860年5月21日-09:00|日本|  ||万延1年4月|<出版>川鍋暁斎｢暁斎画譜｣
1860年5月21日-09:00|日本|山口県下関市|万延1年4月|長州藩軍艦｢庚申丸｣完成
1860年5月21日-09:00|日本|  ||万延1年4月1日|富士登山が許可され､参詣者が集まる(八月晦日まで)
1860年5月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ/日本|  ||万延1年4月3日|遣米使節新見正興･村垣範正･小栗忠順ら,ﾜｼﾝﾄﾝで,ｱﾒﾘｶ国
  務長官ｶｽと日米修好通商条約の批准書を交換
1860年5月24日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･Warren｣(~7.2)
1860年5月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<ｲﾀﾘｱ統一運動>ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨ司令官がﾊﾟﾚﾙﾓへの進撃を開始
1860年5月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｸﾌﾞﾘｭｽﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~18610806)
1860年5月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ閣僚会議議長(首相)｢ﾆｺﾗｴ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｺﾞﾚｽｸ｣(~7.13)
1860年5月28日-09:00|日本|長崎県長崎市|万延1年4月8日|長崎茂木村木場名山川河内で山崩れ､圧死32人
1860年5月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾆｯﾂｧとｻｳﾞｫｲｱで､住民投票によりｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国から分離しﾌﾗﾝｽに合併すること
  が決定
1860年5月29日-09:00|日本|  ||万延1年4月9日|幕府が､万延小判金(雛小判)･万延一分判金･万延二分判金･万延
  二朱判金発行
1860年5月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨの千人隊がﾊﾟﾚﾙﾓを解放
1860年5月31日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Wilhelm Ludvig Birch｣(~18710225死
  去)
1860年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Mehmed Mu'ammer Pasha｣(~11月)
1860年6月 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｻﾝ･ｼﾞｬﾇｱﾘｵ子爵ｼﾞｬﾇｱﾘｵ･ｺﾚｲｱ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~1
  8610323)
1860年6月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｽﾙｼﾝｼﾞ･ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ｣(~1885年11月没)
1860年6月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ王ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝｢ｶﾙﾘｽﾀ/ﾌｧﾝ3世｣(~18681003)
1860年6月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ臨時政府が共有地再分配の法令を発布
1860年6月2日-08:00|中国|  ||清の咸豊10年7月2日|清でｱﾒﾘｶ人が太平軍に対抗して洋槍隊を組織
1860年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｽﾄﾗﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾞﾝｸﾞ｣
1860年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｽﾄﾗﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝｽﾞ･ﾋﾞﾝｸﾞ｣(~18861029死去)
1860年6月6日-09:00|日本|熊本県熊本市|万延1年4月17日|<死去>肥後熊本藩54万石｢細川斉護｣(57歳)⇒7月12日
  ､次男｢細川韶邦(慶順)｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月17日､版籍奉還)
1860年6月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｼｭｰﾏﾝ《ﾁｪﾛ協奏曲ｲ短調》
1860年6月9日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟｾﾞｯﾄ･ｲ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾗ･
  ﾋﾟｴﾄﾞﾗ｣(~8月)
1860年6月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｽﾙｰﾌﾟ｢ﾎﾟｰﾆｰ｣(1533t,ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ海軍工廠で建造)
1860年6月12日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで国立銀行が創設
1860年6月16日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Brand｣
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1860年6月16日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事代理｢ﾍﾝﾘｰ･Hand｣(~12.13)
1860年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの蒸気客船｢ｸﾞﾚｰﾄ･ｲｰｽﾀﾝ｣就航(1858年1月30日進水)
1860年6月17日-09:00|日本|東京都中央区|万延1年4月28日|幕府､江戸北八丁堀の牧野誠成(丹後田辺藩主)邸に
  国益主法掛を設置
1860年6月17日-09:00|日本|東京都千代田区|万延1年4月28日|<解任>老中｢松平乗全｣
1860年6月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞﾙﾁﾓｱでの民主党大会で民主党が南北対立で分裂
1860年6月19日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ･首席･総督･司令官｢ﾖｰｾﾞﾌ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｿｸﾁｪｳﾞｨｯﾂ｣(~1867062
  7)
1860年6月21日-09:00|日本|  ||万延1年5月3日|<死去>中伊三郎(不明)銅版画家
1860年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ合衆国議会が公文書の印刷局｢合衆国政府印刷局｣を設置
1860年6月23日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|万延1年5月5日|福澤諭吉らを乗せた咸臨丸がｱﾒﾘｶから浦賀へ帰
  国
1860年6月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ｣(生年1784年)
1860年6月25日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｷﾝｷﾞﾀﾝｶﾞ王｢ﾎﾟﾀﾀｳ･ｲ･ﾃ･ﾎﾛｳﾍﾛ｣
1860年6月25日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷﾝｷﾞﾀﾝｶﾞ王代行｢ｳｨﾚﾑ･ﾀｰﾐﾊﾅ･ﾀﾗﾋﾟﾋﾟﾋﾟ･ﾃ･ﾜﾊﾛｱ｣(~7.5)
1860年6月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/中国|  |||英仏聯軍､中国に再度宣戦布告
1860年6月27日-09:00|日本|山形県東根市|万延1年5月9日|<交替>出羽長瀞藩11000石｢米津政易｣隠居⇒弟｢米津
  政明｣が継ぐ(⇒慶応元(1865)年12月11日､隠居)
1860年6月28日-09:00|日本|  ||万延1年5月10日|<万延元年東海･東北大水害>(～6月)近畿から中部､関東､東北
  地方が連日の暴風雨に襲われ,特に東海地方各地の被害が大きく､伊勢湾に高潮が発生し木曽･揖斐･長良の三
  川や天竜川が大洪水となった/東北仙台藩領でも大洪水が起こり､表高(額面上の米の収穫高)の9割近い54万55
  00石余の損害を受けた
1860年6月29日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|万延1年5月11日|淀藩藩主稲葉政邦公が家老の松尾直在に藩校
  明親館(現明親小学校の前身)を設立させた/京都市域唯一の藩校
1860年6月30日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾛｯｷｱｰ｣(~7.30)
1860年6月30日-09:00|日本|  ||万延1年5月12日|改三分定銀を廃止し､洋銀の時価通用を布告
1860年7月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｱﾌｧｸｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｻﾝｽﾞ､週刊紙『ｼﾄﾞﾆｰ･ﾒｲﾙ』を創刊
1860年7月 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Tapoa2世｣
1860年7月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞｯﾄﾞｲﾔｰ､発明家(生年1800年)
1860年7月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ開基の日>ﾛｼｱ帝国輸送船｢ﾏﾝｼﾞｭｰﾙ号｣が金角湾到達.砦建設を開始
1860年7月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国第23代首相｢ﾇﾉ･ﾎｾ･ｾﾍﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｶ･ﾛﾘﾑ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(2
  期目~18650417)
1860年7月5日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷﾝｷﾞﾀﾝｶﾞ王｢ﾄｩｶﾛﾄ･ﾏﾂﾀｴﾗ(1864年8月からﾀｰﾌｨｱｵ)｣(~18940826没)
1860年7月6日-09:00|日本|岐阜県海津市|万延1年5月18日|<死去>美濃高須藩3万石｢松平義端｣(3歳)⇒叔父｢松平
  義勇｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月20日､版籍奉還)
1860年7月8日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢政府評議会(不完全)Manuel de Mel
  o/Vicente Frederico Scarnichia｣(~11.21)
1860年7月9日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾀﾞﾏｽｸｽでｷﾘｽﾄ教徒の虐殺事件
1860年7月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾅｲﾁﾝｹﾞｰﾙ看護訓練学校が開校
1860年7月11日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢Godfrey Charles Mundy｣
1860年7月12日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢William Turnbull Renwick｣(~9.20)
1860年7月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ閣僚会議議長(首相)｢ｴﾏﾉｲﾙ･ｺｽﾀﾁｪ･ｲｵｱﾝ･ｴﾌﾟﾚｱﾇ｣(~18610417)
1860年7月13日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Sabino Gamir y Maladen｣(~8月)
1860年7月14日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾞｲ諸島がｲｷﾞﾘｽからﾎﾝｼﾞｭﾗｽに割譲された
1860年7月18日-09:00|日本|神奈川県横浜市神奈川区|万延1年6月|伊予松山藩が勝海舟の指導で東海道の神奈川
  宿沖を埋め立てて神奈川台場完成
1860年7月18日-09:00|日本|静岡県浜松市|万延1年6月1日|<死去>森の石松､侠客､遠州中郡で都田の吉兵衛兄弟
  に騙し討ちに遭い殺される
1860年7月19日-09:00|日本|長崎県島原市|万延1年6月2日|<死去>肥前島原藩65000石｢松平忠淳｣脚気衝心のため
  (20歳)⇒養子｢松平忠愛｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年7月21日､死去)
1860年7月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨによるｼﾁﾘｱ開放
1860年7月23日-09:00|日本|  ||万延1年6月6日|<死去>10代千宗左(43歳)茶人､表千家家元
1860年7月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ﾌﾟﾗｸﾞﾏﾙｼﾞ2世｣(~18760101没)
1860年7月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅｼﾞ･ﾗｵ2世･ﾌﾟｱｰﾙ･ﾊﾞﾊﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~18991012没)
1860年7月26日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i maeva rua2世｣(~18730212死去)
1860年7月27日-09:00|日本|東京都|万延1年6月10日|<死去>浮世絵師,一宝斎芳房(24歳､国芳門人)
1860年7月29日-09:00|日本|福島県いわき市|万延1年6月12日|<死去>陸奥泉藩2万石｢本多忠徳｣(43歳)⇒8月20日
  ､弟｢本多忠紀｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年12月7日､2000石減封され強制隠居)
1860年7月30日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｳｨﾙｷﾝｿﾝ｣(~10.22)
1860年8月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾗﾐﾝｸﾞ･ﾌﾗｯﾄ(ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞのﾔﾝｸﾞ近郊)で金が発見される
1860年8月 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Rafael Echague y Bermingham｣(~18620217)
1860年8月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ共和国閣僚評議会議長(首相)｢ﾏﾇｴﾙ･ﾓﾗﾙ｣(~1862年)



1860迄(3252件)

1860年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍最初の装甲艦｢ｳｫｰﾘｱ｣就役(1860年12月26日ﾛﾝﾄﾞﾝのﾃﾑｽﾞ鉄工造船所
  で浸水)
1860年8月1日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||ｱﾝﾃｨｸﾞｱとﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ統合
1860年8月1日-09:00|日本|和歌山県新宮市|万延1年6月15日|<交替>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野忠
  央｣隠居⇒嫡男｢水野忠幹｣が継ぐ(⇒慶応4(1868)年1月24日､新政府により新宮藩35000石の独立大名と認めら
  れる)
1860年8月2日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾄﾙﾄﾞｩｰﾙ ﾖﾅｯｾﾝ｣(3回目~18650803)
1860年8月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼｬﾙﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾉｰ《歌劇｢鳩｣》
1860年8月3日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|東京都|万延1年6月17日|日本･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ修好通商条約､江戸で締結
1860年8月4日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾈﾃﾞｨﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~18670618)
1860年8月4日-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞﾎﾞﾝ･ｷﾞﾆｱ湾入植地司令官｢ｾｻﾞｰﾙ･ｼｬﾙﾙ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾌﾟﾗﾃﾞｨｴ｣(~1861年
  )
1860年8月6日-09:00|日本|  ||万延1年6月20日|幕府､陪臣の軍艦操練所入学を許可
1860年8月8日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｶﾙﾛｽ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾗﾝｺ｣(~18610207)
1860年8月9日-09:00|日本|  ||万延1年6月23日|生糸荷物取引の新仕法(運送法)が実施
1860年8月10日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|万延1年6月24日|<交替>武蔵六浦藩12000石｢米倉昌寿｣隠居
  ⇒六男｢米倉昌言｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1860年8月11日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ｱﾝﾄﾝ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾙｶﾞｯﾊ･ﾌｫﾝ･ｷﾞｰﾑｽ･ｳﾝﾄ･ｶﾞｰﾁ｣(~11.20)
1860年8月11日-09:00|日本|東京都千代田区|万延1年6月25日|<就任>老中｢本多忠民｣(~文久2年3月15日)
1860年8月11日-09:00|日本|福岡県北九州市|万延1年6月25日|<死去>豊前小倉藩15万石｢小笠原忠嘉｣(22歳)⇒養
  子(安志藩主)｢小笠原忠幹｣が継ぐ(⇒慶応1年9月6日(18651025)､死去)
1860年8月13日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<死去>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ公｢ﾀﾞﾆｰﾛ1世｣暗殺される/34歳(誕生18260521)
1860年8月13日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ公｢ﾆｺﾗ1世｣(~19100828)
1860年8月13日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国大統領代行｢ﾎｾ･ｲｸﾞﾅﾁｵ･ﾋﾟｰｺｯｸ｣(~15日)
1860年8月13日-09:00|日本|  ||万延1年6月27日|<死去>佐久良東雄.高橋多一郎を匿って捕縛され､獄中で病死(
  50歳)国学者､歌人
1860年8月14日-03:00|ﾏﾖｯﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ保護領ﾏﾖｯﾄ総監｢ｼｬﾙﾙ･ﾙｲ･ｶﾞﾌﾞﾘｴ｣(~18641214)
1860年8月14日-09:00|日本|東京都|万延1年6月28日|<死去>4代尾上菊五郎(53歳)歌舞伎役者
1860年8月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国暫定大統領｢ﾐｹﾞﾙ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾙｽ･ｱﾃﾉｹﾞﾈｽ･ﾐﾗﾓﾝ･ｲ･ﾀﾚﾛ｣(2
  回目~12.24)
1860年8月17日-09:00|日本|東京都|万延1年夏|江戸に悪疫流行死者30万を数う
1860年8月17日-09:00|日本|東京都中央区|万延1年7月|<初演>｢八幡祭小望月賑｣<縮屋新助､美代吉殺し>[作･二
  代目河竹新七],市村座
1860年8月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ4世｣(~18660806)
1860年8月18日-09:00|日本|群馬県高崎市|万延1年7月2日|<死去>上野高崎藩82000石｢松平輝聴｣(34歳)⇒8月24
  日､長男｢松平輝聲｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月19日､版籍奉還)
1860年8月18日-08:00|中国|  ||清･咸豊10年7月2日|太平天国軍が上海を攻撃するが､英仏軍に敗れる
1860年8月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨが､ﾒｯｼｰﾅ海峡を渡りﾅﾎﾟﾘ王国に進攻
1860年8月21日-08:00|中国|  ||清･咸豐10年7月5日|英仏連合軍が大沽砲台を占領
1860年8月28日-09:00|日本|新潟県五泉市|万延1年7月12日|<死去>越後村松藩3万石｢堀直休｣(25歳)⇒11月1日､
  養子｢堀直賀｣が継ぐ(⇒明治元(1868)年10月19日､隠居蟄居)
1860年8月29日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Ramon Maria Solano y Llanderal｣
1860年8月29日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢Juan Herrera Davila｣(~18610202)
1860年9月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｼﾞｮﾝ･ﾋﾙ卿｣(3回目~1861072
  1)
1860年9月5日-09:00|日本|  ||万延1年7月20日|<死去>7代田中伝左衛門(不明)歌舞伎囃子方
1860年9月5日-09:00|日本/ﾄﾞｲﾂ|  ||万延1年7月20日|ﾌﾟﾛｼｱ使節,幕府に対し和親条約の締結を求める
1860年9月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ大公｢ｹﾞｵﾙｸ｣
1860年9月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ大公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ(2世)｣ｹﾞｵﾙｸの息子(~19040530
  死去)
1860年9月8日-09:00|日本|静岡県下田市|万延1年7月23日|木造帆船｢鵬翔丸｣(1857年,製造ｲｷﾞﾘｽ商船｢ｶﾀﾘﾅ･ﾃﾚｼｱ
  ｣を､1858年､幕府が購入)下田沖で台風に巻きこまれて沈没
1860年9月12日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国からｳｫｰｶｰを引き渡されたﾎﾝｼﾞｭﾗｽ政府は,直ちに銃殺刑に処す
1860年9月12日-09:00|日本|  ||万延1年7月27日|<死去>馬場錦江(60歳)俳人
1860年9月12日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|  ||万延1年7月27日|ｲｷﾞﾘｽ公使ｵｰﾙｺｯｸ､外国人で初めて富士山に登る
1860年9月13日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島副知事代理｢Mark Hildesley Quayle｣(1期目~1860年)
1860年9月15日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国行政評議会議長代行｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾏﾅｽ･ｸﾞﾛﾌﾞﾗｰ｣(~12.6)
1860年9月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾋﾟｴﾓﾝﾃ軍がｶｽﾃﾙﾌｨﾀﾞﾙﾄの戦いで教皇軍を破る
1860年9月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副知事｢Robert Percy Douglas卿｣(~18631005
  )
1860年9月20日-09:00|日本|滋賀県東近江市|万延1年8月6日|<交替>近江山上藩13000石｢稲垣太篤｣隠居⇒婿養子
  ｢稲垣太清｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
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1860年9月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの哲学者ｼｮｰﾍﾟﾝﾊｳﾜｰ/72歳(誕生17880222)
1860年9月22日-09:00|日本|  ||万延1年8月8日|武士の師弟らの外国語学修が許可される
1860年9月26日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ﾐﾛｼｭ･ｵﾌﾞﾚﾉｳﾞｨｯﾁ1世｣
1860年9月26日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ﾐﾊｲﾛ･ｵﾌﾞﾚﾉｳﾞｨｯﾁ3世｣(2度目~18680610､ｺｼｭﾄﾆｬｸで暗殺された
  )
1860年9月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ政府議長｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾃﾞ･ﾄﾙﾈｰｺ男爵｣(~18671203)
1860年9月28日-09:00|日本|岡山県倉敷市|万延1年8月14日|<死去>備中岡田藩10343石｢伊東長裕｣(45歳)⇒従弟｢
  伊東長とし｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月23日､版籍奉還)
1860年9月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王､ﾏﾙｹとｳﾝﾌﾞﾘｱを占領
1860年9月29日-09:00|日本|茨城県水戸市|万延1年8月15日|<死去>徳川斉昭(烈公)(61歳､寛政12(1800)0312生)
  第9代水戸藩主
1860年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙｯﾗｰ･ﾊｰﾝ｣
1860年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｱﾐｰﾙ｢Sayyid Muzaffar ad-Din Bahadur Khan｣(~
  18851112死去)
1860年10月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領代行｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾏｽｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~1861年4月)
1860年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｺｽﾀﾝﾂｫ･ﾀﾞﾐｱｰﾆ｣
1860年10月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｫﾙﾄｩﾙﾉの戦い/ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨがﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世軍を破る
1860年10月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大統領｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾞｰﾃﾞｨｱ･ｱﾙｰ｣(~18620725)
1860年10月1日-09:00|日本|長崎県長崎市|万延1年8月17日|長崎に西洋式の病院(養生所)が設立される/院長は
  松本良順､教授にﾎﾟﾝぺが就任
1860年10月4日-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ/ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<制定>ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ･ｶﾞﾎﾞﾝ植民地
1860年10月5日-09:00|日本|福岡県朝倉市|万延1年8月21日|<交替>筑前秋月藩5万石｢黒田長元｣隠居⇒六男｢黒田
  長義｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年正月26日､16歳で死去)
1860年10月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞで､刑法と刑事訴訟法が可決される
1860年10月11日 09:00|日本|東京都台東区|万延1年8月27日|暮六時､猿若町一丁目勘三郎が芝居の後ろ茶屋奴利
  屋栄助宅より失火して､二丁目三丁目もともに三座の芝居焼亡
1860年10月12日-09:00|日本|東京都|万延1年8月28日|江戸幕府､大風雨による､江戸市中での材木その他の価格
  高騰を及び所職人の賃金引き上げを禁止
1860年10月13日-08:00|中国/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾛｰ号戦争で英仏連合軍､北京占領
1860年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｺﾞﾙﾌ>第1回全英ｵｰﾌﾟﾝ選手権優勝:ｳｨﾘｰ･ﾊﾟｰｸ(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ/174)
1860年10月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･咸豐10年9月5日|ｲｷﾞﾘｽ軍が離宮円明園に放火し焼失
1860年10月19日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝ･ﾄﾞｩｵﾝ｣
1860年10月19日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾉﾛﾄﾞﾑ･ﾌﾟﾛﾑﾊﾞﾘﾗｯｸ｣(~19040424没)
1860年10月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国宰相｢ﾐｸﾛｽ･ﾊﾞｰﾛ･ｳﾞｧｲ･ｳﾞｧｼﾞｬｲ･ｴｽ･ﾙｽｺﾃﾞｨ｣(~18610718)
1860年10月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国統治評議会議長｢ｷﾞｮﾙｼﾞ･ﾏｲﾗｰﾄ｣(~18611105)
1860年10月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱで十月勅令憲法が発布される
1860年10月20日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島副知事｢Francis Pigott Stainsby Conant｣(~1863年死去)
1860年10月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱとﾅﾎﾟﾘ他南部ｲﾀﾘｱで人民投票が行われ､ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王国への併合になる
1860年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ=ﾚﾉｯｸｽ｣
1860年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ｵｰﾋﾞﾆｰ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ=
  ﾚﾉｯｸｽ｣(⇒兼18760113ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･ｷﾝﾗｰﾗ伯~19030927死去)
1860年10月22日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ第12代総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｬｽﾃｨﾝ･ﾏｯｶｰｼｰ｣(3度目~1863
  1201)
1860年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･咸豊10年9月11日|清朝とｲｷﾞﾘｽの間に北京条約が調印される/ｲｷﾞﾘｽ
  領香港の誕生の糸口になる
1860年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/中国|  ||清･咸豊10年9月12日|清朝とﾌﾗﾝｽの間に北京条約が調印される
1860年10月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾔﾑﾅﾊﾞｲ｣(~18670323)
1860年10月26日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島副知事｢Nicolaas Albertus Rost van Tonningen｣(
  ~1870年)
1860年10月26日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|万延1年9月13日|<死去>植村家教(75歳)前大和高取藩主
1860年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｸﾗﾝ｣ﾌﾞﾗｼﾞﾙ帝国ﾏﾗﾆｬﾝ侯
1860年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ･ｺｸﾗﾝ｣先代の息子(~18850115死去)
1860年11月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ｢Muftizade Emin Muhlis Pasha｣(~1862.2)
1860年11月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾀｽﾏﾆｱ植民地政府首相｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪｽﾄﾝ｣(~18610802)
1860年11月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏﾙｹ､ｳﾝﾌﾞﾘｱで住民投票によりｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国に併合が決定
1860年11月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､共和党のﾘﾝｶｰﾝが第16代大統領に当選
1860年11月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾙｰﾏﾆｱでﾔｼｰ大学が創設される
1860年11月8日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国首席大臣｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌﾘｽﾃｨｯﾁ｣(~18611021)
1860年11月9日-09:00|日本/ｱﾒﾘｶ|東京都品川区|万延1年9月27日|米派遣正使､ﾅｲｱｶﾞﾗ号で品川帰国
1860年11月10日 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾗﾝﾊﾞｯｻﾑ(ﾇﾑｰﾙ砦)民間司令官｢ｼｬﾙﾙ･ﾙﾈ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾘｰﾎﾞｰ｣(
  ~1862年7月没)
1860年11月13日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱのﾆｭｰ･ｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ植民地のﾗﾐﾝｸﾞ･ﾌﾗｯﾄで金鉱夫の反中国人暴動が
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  起こる
1860年11月13日-09:00|日本|東京都墨田区|万延1年10月|<大相撲>万延1年10月場所[江戸本所回向院](7日間)幕
  内優勝:(東小結)鬼面山,6勝0敗1休
1860年11月13日-09:00|日本|長崎県長崎市|万延1年10月|長崎に大浦外国人居留地第一期埋め立て工事竣工(常
  磐町･大浦町･下り松町
1860年11月13日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|万延1年10月1日|大阪除痘館が古手町から尼崎町1丁目(→今
  橋3丁目)に移転
1860年11月14日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清･咸豊10年10月2日;ﾛｼｱ暦11月2日|清朝とﾛｼｱとの間に条約が締結される
  /中ｿの国境が成立/清､ｳｽﾘｰ川以東を露に割譲
1860年11月15日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｽﾛﾍﾞﾆｱ知事｢ｷｭｽﾃﾝﾗﾝﾄ知事｣(~18610424)
1860年11月15日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ軍ｽﾛﾍﾞﾆｱ地方長官｢ｶｰﾙ･ｼﾞｰｸﾑﾝﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾎｰｴﾝｳﾞｧﾙﾄ｣(~1861
  0406)
1860年11月15日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ｼﾚｼﾞｱとﾓﾗｳﾞｨｱが合併(~18610329)
1860年11月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ｶﾞﾝﾋﾞﾙｼﾝｼﾞ･ﾍﾞﾘｻﾙｼﾞ｣(~18970110没)
1860年11月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ｲｸﾞﾅﾂ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾁｮﾘﾝｽｷｰ･ﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾚｽﾞｹ｣(~18620521)
1860年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳﾑﾌﾞﾙｸ=ﾘｯﾍﾟ侯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1860年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳﾑﾌﾞﾙｸ=ﾘｯﾍﾟ侯｢ｱﾄﾞﾙﾌ1世ｹﾞｵﾙｸ｣(~18930508死去)
1860年11月21日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Jose Pedro de Mello｣(~1862070
  8)
1860年11月24日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ総督｢ｴｲﾏﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｯｸ･ﾍﾟﾘｼｴ｣(2回目~18640
  522)
1860年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ=ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1860年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ=ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の子(~19170211
  死去)
1860年11月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾋﾞｸﾄﾘｱ植民地政府首相｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾋｰﾙｽﾞ｣(~18611114)
1860年11月26日-09:00|日本|東京都千代田区|万延1年10月14日|神田於玉池の種痘館を種痘所と改称
1860年11月26日-09:00|日本|兵庫県姫路市|万延1年10月14日|<死去>播磨姫路藩15万石｢酒井忠顕｣(25歳)⇒12月
  9日､養子｢酒井忠績｣が継ぐ(⇒慶応3(1867)年2月28日､隠居)
1860年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ramazanoglu Mehemet Ismet Pasha｣(~1863.2)
1860年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲﾑﾚ･ｸﾞﾛﾌ･ﾐｺ･ﾋﾄﾞｳﾞｪｷﾞ(政府大統領)｣(2回目~18611207)
1860年12月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝｿﾝ｣
1860年12月 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島知事｢Fredrik Carl Ulrich｣(~
  18680811死去)
1860年12月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<就任>南ｱﾌﾘｶ共和国行政評議会議長代行｢ｽﾃﾌｧﾇｽ･ｼｮｰﾏﾝ｣(~18620417)
1860年12月10日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｼﾞｪﾘｱ中央政府の組織に関する勅令を発布
1860年12月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国がｽﾙｸﾞｼﾞｬから分離国家となる
1860年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣元ｲｷﾞﾘｽ首相(生年1784年)
1860年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~18640322死去)
1860年12月17日-09:00|日本|東京都|万延1年11月6日|外国奉行堀織部正､江戸城内で条約文面の不備を安藤信正
  に詰問され自宅で切腹
1860年12月17日-09:00|日本|兵庫県姫路市|万延1年11月6日|<交替>播磨安志藩1万石｢小笠原貞幹｣本家の豊前国
  小倉藩家督を相続⇒長男｢小笠原貞孚｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月24日､版籍奉還)
1860年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾌﾞﾗｳﾝ=ﾗﾑｾﾞｲ｣廃絶
1860年12月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ﾌｫｯｸｽ･ﾓｰﾙ=ﾗﾑｾﾞｲ｣(~18740706死去)
1860年12月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<脱退>ｱﾒﾘｶ合衆国:ｻｳｽ･ｶﾛﾗｲﾅ州
1860年12月20日-09:00|日本|  ||万延1年11月9日|<死去>三浦梧門(53歳)画家
1860年12月20日-09:00|日本|東京都千代田区|万延1年11月9日|火災で焼失した江戸城本丸を復元
1860年12月21日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾆﾝ湾英国領事｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾗﾝﾄ･Foote｣(~18610517死去)
1860年12月23日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾌｧﾚｽ,米国の支援を受けﾍﾞﾗｸﾙｽへの上陸に成功/ﾚﾌｫﾙﾏ法公布/教会の十分の一
  税の廃止,教会財産の無償没収を宣言
1860年12月24日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|万延1年11月13日|<死去>安房勝山藩12000石｢酒井忠一｣(38歳
  )⇒長男｢酒井忠美｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年5月､加知山藩と改名)
1860年12月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣
1860年12月28日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ合衆国暫定大統領｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾏﾘｱ･ｽﾞﾛｱｶﾞ･ﾄﾘﾛ｣(3回目~18620323)
1860年12月30日-09:00|日本|東京都千代田区|万延1年11月19日|<解任>老中｢脇坂安宅｣


